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は し が き 

 
 

我が国の酪農・肉用牛は、飼養戸数は年々減少しているものの、飼養頭数は乳

用牛・肉用牛ともに増加傾向であったが、乳用牛については令和５年に減少に

転じている。 
一方、中国における需要の増加、ロシアのウクライナ侵攻等を背景に、原油価

格や飼料価格が高騰するなど、畜産物の生産コストが増加している厳しい状況

が続いている。 
本会では、令和４年度より生産技術情報提供事業の一環として、酪農及び肉

用牛経営を対象に道府県畜産会の協力のもと、家畜の生産技術データの収集と

技術指導等を実施している。 
本資料は、令和５年と令和６年の家畜の生産技術に係るデータを収集し、分

析の結果及び畜産経営体への助言指導内容を取りまとめたものである。 
畜産物の生産コストの増加により、経営がひっ迫している厳しい状況の中、

今後、畜産経営を維持していくためには、地域全体での国産飼料生産性を向上

させ、増産による飼料コストの引き下げはもとより、家畜の飼養管理を徹底し、

不受胎や事故等による損失を最小限に抑えることが非常に重要である。 
本資料を、飼養管理に関する生産技術の一層の向上のために、経営指導の参

考としてご活用いただきたい。 
末筆ながら調査・技術指導に協力いただいた道府県畜産会並びに調査結果の

集計・分析に協力いただいた生産技術向上検討委員会の委員の皆さまに厚くお

礼申し上げる。 
 
令和８年３月 
 

           公益社団法人 中 央 畜 産 会 
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Ⅰ．利用にあたって 
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１．はじめに 
 本報告書は、酪農経営ならびに肉用牛経営における家畜の生産性に関する各

種技術成績等の年間の全体成績の状況、成績階層（成績上位 25%階層と下位 

25%階層）及び機械装置の導入状況別の成績を比較し、その特徴を明らかにし

た。また、実際に指導現場で行われた指導内容について、生産技術向上のため

の助言指導として整理した。  

２．本書の利用者 
    経営指導や経営診断を実施する畜産経営支援者の方々の利用を想定し、実際

に指導現場で行われた指導内容を生産技術向上のための助言指導として取りま

とめた。より専門的な知識や深い洞察が必要な場合には、各道府県にある畜産

協会等の畜産コンサルテーションの専門組織に相談いただきたい。  

３．調査対象 
 酪農経営：対象品種はホルスタイン種（116 戸） 

 肉用牛経営：対象品種は黒毛和種（繁殖経営 131 戸、肥育経営 50 戸） 

４．集計方法及び特徴 
家畜の生産性に関する各種技術成績等については、特に技術改善が必要な成

績下位 25％階層の２か年（令和５年と令和６年）の成績の変化を捉えられる

よう、畜種ごとの集計結果の成績階層間比較（成績上位 25％、中位 50％、下

位 25％階層）を行い、表中に、令和５年の成績下位 25%階層が令和６年にど

のような成績となったか（令和６年に成績が改善したのか悪化したのか等）を

記している。 

課題と解決のための助言指導では、指導内容のカテゴリー分けを行い、現場

で多く指導された内容を集計・グラフ化し全体的な指導内容の傾向を把握でき

るようにしている。併せて、それぞれの指導内容について、家畜の生産技術向

上のためのポイントを実際に指導現場で指導された内容を交えながらとりまと

めている。 
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Ⅱ．酪農経営 
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１．集計結果の階層間比較 

（北海道） 
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0
2
.7

1
8

1
0
3
.2

1
8

1
0
0
.6

1
4

1
0
0
.2

9
9
9
.9

3
1
0
6
.5

1
8
8
.3

1
9

1
0
0
.2

1
8

1
0
3
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
8

1
2
9
.5

1
8

1
3
5
.7

1
4

8
6
.6

9
9
1
.7

3
3
9
1
.0

1
5
6
.5

1
9

9
4
.9

1
7

1
1
9
.3

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
8

9
,4
5
1
.7

1
8

9
,5
7
6
.6

1
4

9
,6
5
1
.6

9
9
,7
8
6
.7

3
9
,5
2
7
.3

1
8
,6
7
4
.8

1
9

9
,4
6
7
.8

1
8

9
,8
2
5
.1

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
8

2
.7

1
8

2
.6

1
4

2
.8

9
2
.8

3
2
.2

1
1
.9

1
9

1
.7

1
8

1
.8

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
8

1
3
1
.5

1
8

1
3
6
.1

1
4

7
9
.8

9
8
6
.7

3
4
2
7
.0

1
5
2
.0

1
9

9
8
.3

1
8

1
2
2
.3

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
8

1
4
.3

1
8

1
4
.7

1
4

1
4
.9

9
1
4
.4

3
1
3
.8

1
1
3
.7

1
9

1
4
.1

1
8

1
3
.8

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
8

4
.1

1
8

3
.4

1
4

3
.6

9
3
.5

3
2
.2

1
4
.5

1
9

3
.5

1
8

3
.0

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
8

2
.7

1
8

2
.8

1
4

2
.8

9
2
.8

3
2
.3

1
3
.5

1
9

2
.4

1
8

2
.4

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
8

2
5
.2

1
8

2
5
.8

1
4

2
5
.8

9
2
5
.4

3
2
5
.4

1
2
6
.3

1
9

2
4
.3

1
8

2
4
.5

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
8

3
.2

1
8

5
.3

1
4

5
.6

9
5
.8

3
5
.4

1
0
.0

1
9

4
.3

1
8

4
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
5
事

例
）

の
種

付
回

数
は

、
R
5
年

と
R
6
年

と
も

に
2
.
2
回

だ
っ

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
8
事

例
の

種
付

回
数

は
、

R
5
年

2
.
7
回

、
R
6
年

2
.
6
回

と
0
.
1
回

少
な

か
っ

た
。

　
　

・
こ

の
1
8
事

例
の

う
ち

、
1
4
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
2
.
8
回

）
、

3
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
（

平
均

2
.
2
回

）
、

1
事

例
は

上
位

2
5
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

1
.
9

　
　

　
回

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
4
事

例
の

う
ち

、
9
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
2
.
8
回

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
9
事

例
の

種
付

回
数

は
1
.
7
回

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
8
事

例
の

種
付

回
数

は
1
.
8
年

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
1
.
1
回

多
か

っ
た

。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
受
胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
受
胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
頭
数

１
．
分
娩
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
3

4
9
.8

1
3

5
0
.5

1
2

4
9
.8

7
4
9
.3

1
5
9
.0

1
3

2
4
9
.9

1
4

2
3
2
.9

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
3

1
1
.4

1
3

1
1
.6

1
2

1
1
.5

7
9
.1

1
1
3
.0

1
3

8
1
.7

1
4

9
4
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
3

2
.6

1
3

0
.7

1
2

0
.8

7
1
.0

1
0
.0

1
3

0
.8

1
4

3
.4

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
3

1
3
.4

1
3

1
3
.1

1
2

1
2
.8

7
1
1
.7

1
1
6
.0

1
3

8
9
.7

1
4

6
9
.6

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
3

5
0
.5

1
3

4
9
.7

1
2

4
9
.2

7
4
7
.7

1
5
6
.0

1
3

2
4
2
.7

1
4

2
6
0
.7

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
3

1
0
1
.7

1
3

9
8
.4

1
2

9
8
.7

7
9
6
.2

1
9
4
.9

1
3

9
6
.7

1
4

1
1
3
.4

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
3

4
9
.9

1
3

4
9
.5

1
2

4
8
.9

7
4
8
.5

1
5
7
.5

1
3

2
4
6
.6

1
4

2
4
6
.9

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
3

8
,8
1
6
.7

1
3

8
,7
8
7
.9

1
2

8
,8
7
4
.9

7
8
,8
9
3
.5

1
7
,7
4
4
.9

1
3

9
,9
1
1
.4

1
4

1
0
,0
4
2
.1

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
3

2
.4

1
3

2
.4

1
2

2
.5

7
2
.6

1
1
.7

1
3

2
.1

1
4

2
.1

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
3

4
5
.0

1
3

4
6
.0

1
2

4
4
.3

7
4
3
.1

1
6
7
.0

1
3

2
6
2
.6

1
4

2
6
9
.8

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
3

1
4
.6

1
3

1
5
.1

1
2

1
5
.3

7
1
5
.0

1
1
3
.7

1
3

1
3
.5

1
4

1
3
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
3

4
.4

1
3

3
.8

1
2

3
.9

7
3
.7

1
3
.5

1
3

2
.8

1
4

2
.6

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
3

2
.8

1
3

2
.8

1
2

2
.8

7
3
.0

1
2
.5

1
3

2
.2

1
4

2
.2

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
3

2
5
.5

1
3

2
5
.5

1
2

2
5
.8

7
2
6
.0

1
2
2
.0

1
3

2
4
.2

1
4

2
4
.6

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
3

3
.5

1
3

5
.3

1
2

5
.1

7
4
.7

1
7
.5

1
3

3
.5

1
4

5
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
5
事

例
）

の
分

娩
頭

数
は

、
R
5
年

1
1
9
.
6
頭

、
R
6
年

1
2
2
.
1
頭

と
2
.
5
頭

増
加

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

分
娩

頭
数

は
、

R
5
年

4
5
.
0
頭

、
R
6
年

4
6
.
0
頭

と
1
.
0
頭

増
加

し
た

。
　

　
・

こ
の

1
3
事

例
の

う
ち

、
1
2
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
4
4
.
3
頭

）
、

1
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

6
7
.
0
頭

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
2
事

例
の

う
ち

、
7
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
4
3
.
1
頭

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
の

分
娩

頭
数

は
2
6
2
.
6
頭

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

分
娩

頭
数

は
2
6
9
.
8
頭

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
7
.
2
頭

多
か

っ
た

。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
間
隔

１
．
分
娩
間
隔
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
3

7
7
.5

1
3

7
9
.8

1
0

7
9
.6

7
8
4
.9

3
8
0
.7

1
3

1
4
1
.2

1
3

1
2
5
.0

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
3

2
0
.5

1
3

2
2
.2

1
0

2
2
.4

7
2
4
.7

3
2
1
.3

1
3

4
4
.8

1
3

4
5
.4

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
3

1
.4

1
3

0
.3

1
0

0
.0

7
0
.0

3
1
.3

1
3

0
.2

1
3

1
.1

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
3

1
9
.5

1
3

2
2
.3

1
0

2
1
.5

7
2
4
.1

3
2
5
.0

1
3

5
0
.0

1
3

3
8
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
3

7
9
.8

1
3

8
0
.0

1
0

8
0
.5

7
8
5
.4

3
7
8
.3

1
3

1
3
6
.2

1
3

1
3
3
.2

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
3

1
0
3
.5

1
3

1
0
1
.2

1
0

1
0
2
.0

7
1
0
2
.6

3
9
8
.5

1
3

9
7
.8

1
3

1
0
5
.4

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
3

7
7
.2

1
3

7
9
.4

1
0

7
9
.3

7
8
4
.1

3
7
9
.5

1
3

1
3
5
.8

1
3

1
2
9
.5

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
3

8
,6
8
1
.0

1
3

8
,7
4
1
.4

1
0

8
,4
7
8
.7

7
8
,8
1
6
.8

3
9
,6
1
6
.9

1
3

9
,8
7
0
.0

1
3

1
0
,3
5
7
.9

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
3

2
.4

1
3

2
.4

1
0

2
.4

7
2
.3

3
2
.3

1
3

2
.0

1
3

1
.9

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
3

6
9
.3

1
3

7
1
.4

1
0

7
1
.0

7
7
6
.1

3
7
2
.7

1
3

1
4
6
.9

1
3

1
4
0
.3

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
3

1
5
.4

1
3

1
5
.7

1
0

1
6
.1

7
1
6
.0

3
1
4
.3

1
3

1
3
.1

1
3

1
3
.1

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
3

4
.1

1
3

3
.7

1
0

3
.8

7
4
.0

3
3
.3

1
3

3
.3

1
3

3
.0

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
3

2
.6

1
3

2
.5

1
0

2
.5

7
2
.6

3
2
.5

1
3

2
.3

1
3

2
.5

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
3

2
5
.7

1
3

2
6
.1

1
0

2
6
.4

7
2
6
.0

3
2
4
.9

1
3

2
3
.5

1
3

2
4
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
3

4
.2

1
3

5
.7

1
0

5
.4

7
4
.4

3
6
.6

1
3

2
.7

1
3

4
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
　

・
全

体
（

5
5
事

例
）

の
分

娩
間

隔
は

、
R
5
年

1
4
.
1
ヵ

月
、

R
6
年

1
4
.
3
ヵ

月
と

0
.
2
ヵ

月
延

長
し

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

分
娩

間
隔

は
、

R
5
年

1
5
.
4
カ

月
、

R
6
年

1
5
.
7
カ

月
と

0
.
3
ヵ

月
延

長
し

た
。

　
　

・
こ

の
1
3
事

例
の

う
ち

、
1
0
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
1
6
.
1
カ

月
）

、
3
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

1
4
.
3
カ

月
）

。
　

　
・

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
0
事

例
の

う
ち

、
7
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
1
6
.
0
ヵ

月
）

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
と

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
の

分
娩

間
隔

は
と

も
に

1
3
.
1
カ

月
だ

っ
た

。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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比
較
集
計
（
酪
農
）
供
用
年
数

１
．
供
用
年
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
3

1
5
2
.6

1
3

1
4
5
.5

8
1
7
7
.5

7
1
8
4
.6

4
8
1
.0

1
1
4
8
.0

1
3

6
5
.0

1
4

8
1
.0

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
3

5
1
.8

1
3

5
9
.6

8
7
8
.0

7
8
1
.4

4
2
5
.8

1
4
8
.0

1
3

1
3
.1

1
4

1
8
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
3

0
.5

1
3

1
.9

8
0
.0

7
0
.0

4
4
.5

1
7
.0

1
3

0
.8

1
4

1
.6

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
3

5
9
.3

1
3

4
9
.9

8
5
9
.6

7
6
1
.4

4
3
0
.5

1
5
0
.0

1
3

1
4
.2

1
4

2
0
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
3

1
4
5
.5

1
3

1
5
7
.2

8
1
9
5
.9

7
2
0
4
.6

4
8
0
.8

1
1
5
3
.0

1
3

6
4
.8

1
4

8
0
.1

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
3

9
7
.2

1
3

1
0
8
.1

8
1
1
3
.4

7
1
1
4
.5

4
9
8
.8

1
1
0
3
.4

1
3

9
9
.8

1
4

9
9
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
3

1
4
5
.5

1
2

1
5
7
.0

8
1
8
7
.4

7
1
9
5
.1

3
7
8
.3

1
1
5
0
.5

1
3

6
4
.3

1
4

8
0
.4

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
3

1
0
,1
0
2
.7

1
3

1
0
,4
1
7
.6

8
1
0
,1
8
2
.5

7
1
0
,4
4
9
.4

4
1
0
,7
1
5
.3

1
1
1
,1
0
8
.0

1
3

9
,0
8
9
.8

1
4

9
,6
9
1
.2

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
3

2
.1

1
3

2
.1

8
2
.0

7
2
.1

4
2
.2

1
2
.0

1
3

2
.4

1
4

2
.2

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
3

1
5
5
.2

1
3

1
6
0
.0

8
2
0
3
.9

7
2
1
2
.3

4
7
6
.0

1
1
4
5
.0

1
3

6
1
.0

1
4

7
3
.7

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
3

1
3
.4

1
3

1
3
.7

8
1
3
.5

7
1
3
.5

4
1
4
.0

1
1
3
.8

1
3

1
4
.3

1
4

1
4
.2

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
3

2
.5

1
3

2
.6

8
2
.2

7
2
.1

4
2
.9

1
4
.6

1
3

5
.4

1
4

4
.5

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
3

2
.1

1
3

2
.1

8
2
.1

7
2
.1

4
2
.1

1
2
.1

1
3

3
.1

1
4

3
.0

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
3

2
4
.0

1
3

2
4
.7

8
2
4
.2

7
2
4
.2

4
2
5
.6

1
2
4
.9

1
3

2
5
.0

1
4

2
5
.6

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
3

3
.2

1
3

5
.0

8
3
.9

7
3
.7

4
6
.4

1
8
.3

1
3

3
.3

1
4

5
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
5
事

例
）

の
供

用
年

数
は

、
R
5
年

3
.
7
年

、
R
6
年

3
.
3
年

と
0
.
4
年

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

供
用

年
数

は
、

R
5
年

2
.
5
年

、
R
6
年

2
.
6
年

と
0
.
1
年

増
加

し
た

。
　

　
・

こ
の

1
3
事

例
の

う
ち

、
8
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
2
.
2
年

）
、

4
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
平

均
2
.
9
年

）
、

1
事

例
は

上
位

2
5
％

階
層

に
改

善
し

た
　

　
　

（
平

均
4
.
6
年

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
8
事

例
の

う
ち

、
7
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
2
.
1
年

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
の

供
用

年
数

は
5
.
4
年

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

供
用

年
数

は
4
.
5
年

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
0
.
9
年

少
な

か
っ

た
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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比
較
集
計
（
酪
農
）
産
次

１
．
産
次
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
5

1
8
4
.7

1
5

1
8
4
.9

9
1
2
9
.7

5
1
1
4
.6

6
2
6
7
.7

1
4

6
4
.5

1
4

6
7
.1

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
5

6
7
.9

1
5

7
4
.3

9
6
1
.3

5
5
3
.0

6
9
3
.8

1
4

1
2
.4

1
4

1
1
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
5

1
.4

1
5

3
.7

9
4
.3

5
6
.4

6
2
.7

1
4

1
.8

1
4

0
.9

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
5

6
9
.1

1
5

5
7
.7

9
4
9
.1

5
4
8
.0

6
7
0
.7

1
4

1
3
.9

1
4

1
3
.4

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
5

1
8
4
.9

1
5

2
0
5
.1

9
1
4
6
.2

5
1
2
6
.0

6
2
9
3
.5

1
4

6
4
.9

1
4

6
5
.7

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
5

9
9
.8

1
5

1
0
9
.3

9
1
1
2
.3

5
1
0
8
.3

6
1
0
4
.7

1
4

1
0
1
.0

1
4

9
7
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
5

1
8
3
.2

1
4

2
0
3
.0

8
1
4
4
.8

4
1
2
8
.6

6
2
8
0
.6

1
4

6
4
.1

1
4

6
6
.4

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
5

9
,8
0
1
.7

1
5

1
0
,2
3
6
.0

9
1
0
,5
8
5
.4

5
10
,5
1
8
.0

6
9
,7
1
1
.7

1
4

9
,4
1
0
.0

1
4

9
,4
4
4
.1

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
5

2
.1

1
5

2
.1

9
2
.0

5
2
.0

6
2
.4

1
4

2
.4

1
4

2
.4

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
5

1
9
9
.4

1
5

2
0
8
.0

9
1
4
9
.8

5
1
3
2
.8

6
2
9
5
.3

1
4

6
0
.0

1
4

6
0
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
5

1
3
.7

1
5

1
3
.8

9
1
3
.6

5
1
3
.8

6
1
4
.2

1
4

1
4
.2

1
4

1
4
.2

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
5

2
.6

1
5

2
.6

9
2
.7

5
2
.7

6
2
.4

1
4

5
.2

1
4

4
.2

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
5

2
.0

1
5

2
.1

9
1
.9

5
1
.9

6
2
.3

1
4

3
.2

1
4

3
.4

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
5

2
4
.2

1
5

2
4
.7

9
2
4
.1

5
2
4
.2

6
2
5
.6

1
4

2
5
.1

1
4

2
5
.3

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
5

3
.2

1
5

6
.0

9
5
.5

5
5
.8

6
6
.9

1
4

3
.1

1
4

4
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
5
事

例
）

の
産

次
数

は
、

R
5
年

と
R
6
年

と
も

に
2
.
5
産

だ
っ

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
の

産
次

数
は

、
R
5
年

2
.
0
産

、
R
6
年

2
.
1
産

と
0
.
1
産

増
加

し
た

。
　

　
・

こ
の

1
5
事

例
の

う
ち

、
9
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
1
.
9
産

）
、

6
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

2
.
3
産

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
9
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

た
（

平
均

1
.
9
産

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

産
次

数
は

3
.
2
産

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

産
次

数
は

3
.
4
産

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
0
.
2
産

高
か

っ
た

。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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比
較
集
計
（
酪
農
）
初
産
月
齢

１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
3

1
2
6
.6

1
3

1
2
9
.5

1
0

6
7
.7

5
6
9
.0

3
3
3
5
.7

1
3

1
2
9
.2

1
4

9
7
.6

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
3

4
1
.7

1
3

4
3
.6

1
0

1
4
.6

5
1
0
.6

3
1
4
0
.3

1
3

4
0
.8

1
4

3
5
.6

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
3

2
.5

1
3

1
.5

1
0

0
.6

5
1
.2

3
4
.7

1
3

2
.2

1
4

2
.4

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
3

4
1
.3

1
3

3
4
.7

1
0

1
7
.9

5
1
6
.6

3
9
0
.7

1
3

4
3
.8

1
4

3
4
.4

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
3

1
2
9
.5

1
3

1
4
0
.0

1
0

6
5
.0

5
6
4
.2

3
3
9
0
.0

1
3

1
2
8
.4

1
4

1
0
1
.3

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
3

1
0
2
.6

1
3

1
0
1
.3

1
0

9
6
.9

5
9
3
.0

3
1
1
5
.8

1
3

1
0
2
.6

1
4

1
0
2
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
3

1
2
7
.8

1
3

1
3
4
.1

1
0

6
6
.1

5
6
6
.6

3
3
6
0
.4

1
3

1
2
6
.1

1
4

9
9
.8

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
3

8
,9
8
4
.9

1
3

9
,1
0
2
.8

1
0

9
,2
0
3
.7

5
8
,9
6
1
.3

3
8
,7
6
6
.6

1
3

9
,7
6
3
.2

1
4

1
0
,1
5
9
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
3

2
.3

1
3

2
.4

1
0

2
.5

5
2
.4

3
2
.0

1
3

2
.0

1
4

2
.3

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
3

1
2
9
.4

1
3

1
3
6
.6

1
0

5
6
.7

5
5
5
.8

3
4
0
3
.0

1
3

1
3
1
.8

1
4

1
0
3
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
3

1
4
.7

1
3

1
5
.1

1
0

1
5
.1

5
1
5
.2

3
1
5
.2

1
3

1
3
.7

1
4

1
3
.7

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
3

4
.0

1
3

3
.5

1
0

3
.8

5
4
.0

3
2
.4

1
3

3
.8

1
4

3
.2

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
3

2
.6

1
3

2
.5

1
0

2
.7

5
2
.8

3
2
.0

1
3

2
.4

1
4

2
.5

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
3

2
7
.3

1
3

2
7
.3

1
0

2
7
.9

5
2
8
.8

3
2
5
.2

1
3

2
3
.0

1
4

2
3
.4

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
3

4
.5

1
3

6
.9

1
0

7
.0

5
4
.7

3
6
.7

1
3

3
.3

1
4

5
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
5
事

例
）

の
初

産
月

齢
は

、
R
5
年

2
4
.
6
カ

月
齢

、
R
6
年

2
5
.
2
ヵ

月
齢

と
0
.
6
ヵ

月
長

っ
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

初
産

月
齢

は
、

R
5
年

と
R
6
年

と
も

に
2
7
.
3
ヵ

月
齢

だ
っ

た
。

　
　

・
こ

の
1
3
事

例
の

う
ち

、
1
0
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
2
7
.
9
ヵ

月
齢

）
、

3
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

2
5
.
2
ヵ

月
齢

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
0
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
2
8
.
8
ヵ

月
齢

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
の

初
産

月
齢

は
2
3
.
0
ヵ

月
齢

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

初
産

月
齢

は
2
3
.
4
ヵ

月
齢

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
0
.
4
か

月
長

か
っ

た
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率

１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
3

8
1
.8

1
3

8
4
.5

5
8
0
.8

5
8
0
.8

7
9
2
.4

1
4
7
.0

1
3

8
8
.8

1
3

1
0
4
.6

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
3

2
7
.9

1
3

2
5
.5

5
3
0
.2

5
3
0
.2

7
2
4
.3

1
1
0
.0

1
3

2
7
.6

1
3

3
5
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
3

1
.4

1
3

1
.5

5
4
.0

5
4
.0

7
0
.0

1
0
.0

1
3

1
.2

1
3

0
.8

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
3

2
6
.6

1
3

2
6
.1

5
3
3
.0

5
3
3
.0

7
2
4
.0

1
6
.0

1
3

2
9
.9

1
3

3
1
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
3

8
4
.5

1
3

8
5
.4

5
8
2
.0

5
8
2
.0

7
9
2
.7

1
5
1
.0

1
3

8
7
.6

1
3

1
1
0
.2

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
3

1
0
2
.6

1
3

1
0
0
.0

5
9
9
.6

5
9
9
.6

7
1
0
1
.0

1
9
4
.0

1
3

9
9
.5

1
3

1
0
3
.6

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
3

8
0
.6

1
3

8
4
.2

5
7
9
.5

5
7
9
.5

7
9
2
.6

1
4
9
.0

1
3

8
6
.9

1
3

1
0
7
.7

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
3

9
,6
7
2
.3

1
3

9
,7
4
9
.2

5
9
,6
6
1
.8

5
9
,6
6
1
.8

7
1
0
,0
1
7
.1

1
8
,3
1
1
.5

1
3

9
,4
8
6
.3

1
3

9
,3
7
2
.9

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
3

2
.1

1
3

2
.3

5
2
.2

5
2
.2

7
2
.1

1
4
.1

1
3

2
.4

1
3

2
.3

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
3

8
3
.8

1
3

8
2
.0

5
8
3
.2

5
8
3
.2

7
8
6
.3

1
4
6
.0

1
3

8
6
.5

1
3

1
1
0
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
3

1
4
.6

1
3

1
4
.5

5
1
5
.3

5
1
5
.3

7
1
4
.0

1
1
4
.1

1
3

1
4
.1

1
3

1
4
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
3

3
.9

1
3

3
.2

5
3
.3

5
3
.3

7
3
.2

1
3
.4

1
3

3
.8

1
3

3
.4

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
3

2
.5

1
3

2
.5

5
2
.1

5
2
.1

7
2
.6

1
3
.7

1
3

2
.5

1
3

2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
3

2
5
.1

1
3

2
5
.3

5
2
5
.5

5
2
5
.5

7
2
5
.4

1
2
4
.0

1
3

2
4
.8

1
3

2
5
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
3

7
.4

1
3

7
.4

5
1
1
.2

5
1
1
.2

7
5
.8

1
0
.0

1
3

0
.3

1
3

1
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
5
事

例
）

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
、

R
5
年

3
.
6
％

、
R
6
年

5
.
5
％

と
1
.
9
％

増
加

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

子
牛

事
故

率
は

、
R
5
年

と
R
6
年

と
も

に
7
.
4
%
だ

っ
た

。
　

　
・

こ
の

1
3
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
さ

ら
に

悪
化

し
（

平
均

1
1
.
2
%
）

、
7
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
平

均
5
.
8
%
）

、
1
事

例
は

上
位

2
5
%
階

層
に

改
善

し
た

（
0
%
）

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
の

子
牛

事
故

率
は

0
.
3
%
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
3
事

例
の

子
牛

事
故

率
は

1
.
7
%
で

あ
り

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
1
.
4
％

高
か

っ
た

。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
5
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況
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１．集計結果の階層間比較 

（都府県）  

- 21 -





比
較
集
計
（
酪
農
）
常
時
平
均
飼
養
頭
数

１
．
常
時
平
均
飼
養
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
5

2
5
.4

1
5

2
4
.9

1
3

2
3
.7

7
2
3
.7

2
3
2
.5

1
6

1
1
3
.9

1
5

1
1
7
.0

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
5

7
.4

1
5

6
.8

1
3

5
.8

7
4
.9

2
1
3
.5

1
6

2
6
.4

1
5

2
5
.5

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
5

1
.4

1
5

0
.9

1
3

0
.8

7
0
.7

2
1
.0

1
6

9
.5

1
5

6
.5

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
5

9
.3

1
5

6
.7

1
3

6
.2

7
7
.0

2
1
0
.5

1
6

3
5
.8

1
5

3
4
.6

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
5

2
4
.9

1
5

2
5
.8

1
3

2
4
.2

7
2
2
.3

2
3
6
.5

1
6

1
1
4
.1

1
5

1
1
4
.4

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
5

1
0
0
.0

1
5

1
0
2
.5

1
3

1
0
1
.0

7
9
2
.8

2
1
1
2
.5

1
6

1
0
2
.5

1
5

9
8
.7

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
5

2
5
.2

1
5

2
5
.6

1
3

2
4
.1

7
2
3
.2

2
3
5
.3

1
6

1
1
6
.9

1
5

1
1
3
.2

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
5

8
,5
0
7
.9

1
5

8
,2
6
3
.5

1
3

8
,1
2
8
.6

7
8
,4
9
7
.4

2
9
,1
4
0
.3

1
6

9
,5
2
9
.0

1
5

9
,5
8
4
.3

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
5

2
.4

1
5

2
.2

1
3

2
.2

7
2
.3

2
2
.7

1
6

2
.2

1
5

2
.5

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
5

2
1
.4

1
5

2
0
.5

1
3

1
9
.0

7
1
7
.4

2
3
0
.0

1
6

1
0
3
.1

1
5

1
0
5
.5

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
5

1
5
.3

1
5

1
5
.4

1
3

1
5
.4

7
1
4
.9

2
1
5
.1

1
6

1
4
.5

1
5

1
5
.0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
5

4
.0

1
5

3
.7

1
3

3
.7

7
4
.1

2
3
.5

1
6

4
.0

1
5

3
.9

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
5

2
.7

1
5

2
.6

1
3

2
.6

7
2
.7

2
2
.2

1
6

2
.4

1
5

2
.7

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
5

2
5
.1

1
5

2
4
.8

1
3

2
4
.9

7
2
4
.8

2
2
4
.2

1
6

2
5
.0

1
4

2
5
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
1

5
.4

1
1

5
.5

1
0

5
.1

6
1
.4

1
1
0
.0

1
6

3
.9

1
5

3
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
6
1
事

例
）

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
5
年

6
0
.
6
頭

か
ら

R
6
年

5
8
.
8
頭

と
1
.
8
頭

減
少

し
た

。
　

　
・

6
1
事

例
を

個
別

に
み

る
と

、
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

飼
養

頭
数

が
増

え
た

事
例

は
3
2
事

例
（

平
均

3
.
1
頭

増
加

）
、

飼
養

頭
数

が
減

っ
た

事
例

は
2
8
事

例
（

平
均

7
.
4
頭

減
少

）
だ

っ
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
の

常
時

平
均

飼
養

頭
数

は
、

R
5
年

2
5
.
5
頭

か
ら

R
6
年

2
5
.
6
頭

と
微

増
し

た
。

　
　

・
こ

の
1
5
事

例
の

う
ち

、
1
3
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

（
平

均
2
4
.
1
頭

）
、

2
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

3
5
.
3
頭

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

う
ち

、
7
事

例
は

R
5
年

は
さ

ら
に

悪
化

し
た

（
平

均
2
3
.
2
頭

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
6
事

例
は

1
1
6
.
9
頭

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
1
3
.
2
頭

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
3
.
7
頭

少
な

か
っ

た
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数

１
．
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

2
1

5
0
.0

2
1

5
1
.2

1
1

5
5
.8

3
7
6
.3

8
4
8
.8

2
3
5
.5

1
8

5
1
.9

1
5

5
1
.5

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

2
1

1
2
.3

2
1

1
1
.0

1
1

1
0
.3

3
8
.0

8
1
2
.9

2
7
.5

1
8

1
3
.3

1
5

1
5
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

2
1

3
.0

2
1

2
.3

1
1

2
.9

3
5
.0

8
1
.9

2
1
.0

1
8

4
.9

1
5

2
.3

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

2
1

1
4
.1

2
1

1
3
.2

1
1

1
3
.1

3
1
5
.0

8
1
4
.0

2
1
1
.0

1
8

1
9
.7

1
5

1
7
.1

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

2
1

5
1
.2

2
1

5
1
.3

1
1

5
5
.9

3
7
4
.3

8
4
9
.5

2
3
3
.0

1
8

5
0
.4

1
5

5
1
.7

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

2
1

1
0
0
.0

2
1

1
0
0
.6

1
1

1
0
2
.4

3
9
5
.7

8
1
0
0
.5

2
9
1
.7

1
8

1
0
2
.4

1
5

9
9
.3

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

2
1

5
0
.8

2
1

5
1
.5

1
1

5
6
.3

3
7
7
.2

8
4
9
.4

2
3
3
.8

1
8

5
4
.3

1
5

5
0
.9

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

2
1

9
,1
8
1
.5

2
1

9
,2
3
5
.5

1
1

9
,0
6
3
.5

3
9
,9
9
0
.6

8
9
,3
1
2
.4

2
9
,8
7
3
.5

1
8

9
,1
5
0
.7

1
5

8
,9
4
3
.5

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

2
1

3
.0

2
1

2
.6

1
1

3
.0

3
3
.4

8
2
.2

2
1
.6

1
8

1
.7

1
5

1
.6

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

2
1

4
2
.4

2
1

4
2
.2

1
1

4
4
.0

3
5
6
.7

8
4
3
.8

2
2
6
.5

1
8

4
5
.0

1
5

4
5
.3

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

2
1

1
5
.0

2
1

1
5
.3

1
1

1
5
.4

3
1
6
.4

8
1
5
.1

2
1
5
.1

1
8

1
4
.5

1
5

1
4
.8

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

2
1

4
.2

2
1

4
.0

1
1

4
.2

3
4
.7

8
3
.7

2
4
.5

1
8

4
.3

1
5

4
.0

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

2
1

2
.6

2
1

2
.6

1
1

2
.9

3
2
.9

8
2
.3

2
2
.5

1
8

2
.7

1
5

2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

2
1

2
4
.8

2
0

2
5
.0

1
1

2
4
.9

3
2
4
.8

7
2
5
.4

2
2
4
.5

1
8

2
5
.1

1
5

2
5
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
9

6
.5

1
9

4
.4

1
0

6
.3

3
5
.0

7
2
.0

2
3
.8

1
8

3
.7

1
4

4
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
6
1
事

例
）

の
種

付
回

数
は

、
R
5
年

2
.
3
回

か
ら

R
6
年

2
.
2
回

と
0
.
1
回

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
2
1
事

例
の

種
付

回
数

は
、

R
5
年

3
.
0
回

か
ら

R
6
年

2
.
6
回

と
0
.
4
回

改
善

し
た

。
　

　
・

こ
の

2
1
事

例
の

う
ち

、
1
1
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

（
平

均
3
.
0
回

）
、

8
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
平

均
2
.
2
回

）
、

2
事

例
は

上
位

2
5
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

1
.
6
回

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
1
事

例
の

う
ち

、
3
事

例
は

さ
ら

に
悪

化
し

た
（

平
均

3
.
4
回

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
8
事

例
は

1
.
7
回

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
は

1
.
6
回

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

の
階

層
が

0
.
1
回

少
な

か
っ

た
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
受
胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
受
胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
頭
数

１
．
分
娩
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
5

2
6
.0

1
5

2
6
.5

1
3

2
4
.7

5
2
5
.2

2
3
8
.0

1
5

1
1
5
.9

1
6

1
1
3
.8

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
5

7
.1

1
5

6
.0

1
3

5
.4

5
3
.4

2
1
0
.0

1
5

2
8
.0

1
6

2
6
.3

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
5

2
.1

1
5

0
.9

1
3

1
.0

5
1
.2

2
0
.5

1
5

9
.8

1
6

5
.3

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
5

8
.8

1
5

6
.7

1
3

6
.3

5
6
.0

2
9
.0

1
5

3
7
.4

1
6

3
4
.5

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
5

2
6
.5

1
5

2
6
.7

1
3

2
4
.8

5
2
3
.8

2
3
9
.5

1
5

1
1
6
.3

1
6

1
1
0
.9

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
5

1
0
1
.7

1
5

1
0
0
.2

1
3

9
9
.7

5
9
5
.4

2
1
0
3
.7

1
5

1
0
3
.0

1
6

9
8
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
5

2
7
.2

1
5

2
7
.2

1
3

2
5
.6

5
2
4
.9

2
3
8
.1

1
5

1
1
9
.2

1
6

1
1
0
.0

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
5

8
,8
5
7
.3

1
5

8
,5
4
7
.4

1
3

8
,3
7
3
.0

5
8
,4
6
8
.9

2
9
,6
8
1
.0

1
5

9
,6
3
8
.4

1
6

9
,7
1
4
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
5

2
.2

1
5

2
.1

1
3

2
.1

5
2
.0

2
2
.2

1
5

2
.2

1
6

2
.4

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
5

2
0
.2

1
5

2
0
.9

1
3

1
9
.2

5
1
8
.0

2
3
2
.0

1
5

1
0
6
.3

1
6

1
0
4
.4

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
5

1
5
.2

1
5

1
5
.3

1
3

1
5
.5

5
1
4
.6

2
1
4
.5

1
5

1
4
.5

1
6

1
4
.8

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
5

4
.2

1
5

3
.9

1
3

4
.0

5
4
.5

2
3
.1

1
5

3
.9

1
6

3
.8

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
5

2
.6

1
5

2
.7

1
3

2
.7

5
2
.7

2
2
.3

1
5

2
.4

1
6

2
.7

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
5

2
4
.6

1
5

2
4
.8

1
3

2
4
.9

5
2
4
.7

2
2
4
.6

1
5

2
5
.3

1
5

2
6
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
2

5
.3

1
2

6
.1

1
0

6
.4

4
2
.1

2
4
.5

1
5

4
.1

1
6

4
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
6
1
事

例
）

の
分

娩
頭

数
は

、
R
5
年

5
2
.
1
頭

、
R
6
年

5
1
.
6
頭

と
0
.
5
頭

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
の

分
娩

頭
数

は
、

R
5
年

2
0
.
2
頭

、
R
6
年

2
0
.
9
頭

と
0
.
7
頭

増
加

し
た

。
　

　
・

こ
の

1
5
事

例
の

う
ち

、
1
3
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
1
9
.
2
頭

）
、

2
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

3
2
.
0
頭

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
1
8
.
0
頭

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
5
事

例
の

分
娩

頭
数

は
1
0
6
.
3
頭

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
6
事

例
の

分
娩

頭
数

は
1
0
4
.
4
頭

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
1
.
6
頭

少
な

か
っ

た
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
間
隔

１
．
分
娩
間
隔
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
5

6
2
.3

1
5

6
1
.1

5
7
7
.0

5
7
7
.0

9
5
4
.8

1
3
9
.0

1
6

6
8
.4

1
6

7
5
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
5

1
2
.4

1
5

1
4
.9

5
1
0
.6

5
1
0
.6

9
1
7
.8

1
1
0
.0

1
6

1
9
.6

1
6

2
0
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
5

5
.3

1
5

4
.2

5
1
0
.4

5
1
0
.4

9
0
.3

1
8
.0

1
6

3
.8

1
6

2
.3

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
5

1
8
.9

1
5

1
9
.9

5
3
0
.0

5
3
0
.0

9
1
5
.1

1
1
2
.0

1
6

2
3
.2

1
6

2
2
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
5

6
1
.1

1
5

6
0
.3

5
6
8
.0

5
6
8
.0

9
5
7
.8

1
4
5
.0

1
6

6
8
.6

1
6

7
5
.9

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
5

9
7
.2

1
5

1
0
3
.0

5
9
5
.1

5
9
5
.1

9
1
0
6
.0

1
1
1
5
.4

1
6

1
0
5
.0

1
6

1
0
0
.6

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
5

6
1
.8

1
5

5
8
.4

5
6
6
.3

5
6
6
.3

9
5
5
.9

1
4
2
.0

1
6

7
1
.7

1
6

7
4
.9

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
5

8
,5
9
2
.0

1
5

8
,4
8
7
.9

5
8
,4
5
6
.8

5
8
,4
5
6
.8

9
8
,4
7
5
.7

1
8
,7
5
3
.8

1
6

9
,8
4
7
.2

1
6

9
,9
1
2
.0

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
5

2
.3

1
5

2
.2

5
2
.5

5
2
.5

9
2
.1

1
1
.8

1
6

2
.0

1
6

2
.3

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
5

5
0
.1

1
5

5
0
.6

5
6
3
.2

5
6
3
.2

9
4
5
.9

1
3
0
.0

1
6

6
6
.3

1
6

7
2
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
5

1
6
.3

1
5

1
5
.6

5
1
6
.9

5
1
6
.9

9
1
5
.0

1
1
4
.0

1
6

1
3
.4

1
6

1
3
.4

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
5

3
.7

1
5

3
.8

5
3
.5

5
3
.5

9
3
.9

1
3
.9

1
6

4
.1

1
6

3
.8

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
5

2
.7

1
5

2
.6

5
2
.9

5
2
.9

9
2
.5

1
2
.8

1
6

2
.5

1
6

2
.5

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
5

2
5
.3

1
5

2
4
.7

5
2
4
.5

5
2
4
.5

9
2
4
.5

1
2
6
.6

1
6

2
4
.9

1
5

2
5
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
3

6
.4

1
2

4
.7

5
7
.3

5
7
.3

6
2
.9

1
3
.0

1
6

3
.6

1
6

4
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
　

・
全

体
（

6
1
事

例
）

の
分

娩
間

隔
は

、
R
5
年

1
4
.
8
ヵ

月
、

R
6
年

1
4
.
9
ヵ

月
と

0
.
1
ヵ

月
延

長
し

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
の

分
娩

間
隔

は
、

R
5
年

1
6
.
3
カ

月
、

R
6
年

1
5
.
6
カ

月
と

0
.
7
ヵ

月
短

縮
し

た
。

　
　

・
こ

の
1
5
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

さ
ら

に
悪

化
し

た
が

（
平

均
1
6
.
9
カ

月
）

、
9
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
1
5
.
0
ヵ

月
）

、
1
事

例
は

上
位

2
5
％

階
層

に
改

善
し

た
　

　
　

（
平

均
1
4
.
0
カ

月
）

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
6
事

例
と

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
6
事

例
の

分
娩

間
隔

は
と

も
に

1
3
.
4
カ

月
だ

っ
た

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
供
用
年
数

１
．
供
用
年
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
7

7
0
.0

1
7

6
6
.9

1
3

7
1
.9

9
5
8
.4

4
5
0
.8

1
6

5
1
.6

1
6

4
6
.6

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
7

1
7
.0

1
7

1
6
.9

1
3

1
8
.0

9
1
9
.1

4
1
3
.5

1
6

1
0
.4

1
6

9
.4

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
7

7
.5

1
7

4
.8

1
3

6
.3

9
2
.9

4
0
.0

1
6

4
.0

1
6

1
.5

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
7

2
7
.5

1
7

2
4
.5

1
3

2
7
.5

9
2
0
.6

4
1
4
.8

1
6

1
2
.4

1
6

1
1
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
7

6
6
.9

1
7

6
4
.2

1
3

6
8
.8

9
5
9
.9

4
4
9
.5

1
6

5
3
.6

1
6

4
6
.3

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
7

9
8
.9

1
7

9
8
.9

1
3

9
8
.9

9
1
0
3
.7

4
9
8
.8

1
6

1
0
0
.8

1
6

9
8
.7

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
7

6
8
.4

1
7

6
3
.2

1
3

6
7
.6

9
5
8
.3

4
4
8
.9

1
6

5
2
.6

1
6

4
7
.2

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
7

8
,9
5
3
.9

1
7

8
,9
0
7
.2

1
3

8
,9
3
0
.5

9
8
,5
3
3
.5

4
8
,8
3
1
.5

1
6

9
,3
5
6
.7

1
6

9
,0
7
6
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
7

2
.1

1
7

2
.0

1
3

2
.1

9
2
.0

4
2
.0

1
6

2
.3

1
6

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
7

5
8
.2

1
7

6
0
.5

1
3

6
7
.2

9
5
6
.2

4
3
8
.8

1
6

4
4
.6

1
6

3
7
.4

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
7

1
4
.9

1
7

1
4
.9

1
3

1
4
.9

9
1
4
.8

4
1
4
.9

1
6

1
4
.6

1
6

1
5
.2

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
7

2
.6

1
7

2
.8

1
3

2
.5

9
2
.3

4
3
.8

1
6

5
.7

1
6

5
.5

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
7

2
.3

1
7

2
.4

1
3

2
.3

9
2
.2

4
2
.5

1
6

3
.1

1
6

3
.2

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
7

2
5
.0

1
6

2
4
.6

1
2

2
4
.7

8
2
4
.5

4
2
4
.5

1
6

2
5
.1

1
6

2
5
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
5

5
.2

1
4

5
.4

1
2

6
.3

8
6
.2

2
0
.0

1
6

4
.2

1
6

2
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
6
1
事

例
）

の
供

用
年

数
は

、
R
5
年

4
.
1
年

、
R
6
年

4
.
0
年

と
0
.
1
年

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
7
事

例
の

供
用

年
数

は
、

R
5
年

2
.
6
年

、
R
6
年

2
.
8
年

と
0
.
2
年

増
加

し
た

。
　

　
・

こ
の

1
7
事

例
の

う
ち

、
1
3
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
2
.
5
年

）
、

4
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

に
改

善
し

た
（

3
.
8
年

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
3
事

例
の

う
ち

、
9
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
2
.
3
年

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
6
事

例
の

供
用

年
数

は
5
.
7
年

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
6
事

例
の

供
用

年
数

は
5
.
5
年

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
0
.
2
年

少
な

か
っ

た
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
産
次

１
．
産
次
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
6

5
3
.8

1
6

5
1
.6

9
5
3
.2

5
5
7
.0

6
5
0
.7

1
4
2
.0

1
5

4
0
.1

1
5

5
3
.1

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
6

1
6
.7

1
6

1
6
.3

9
1
9
.9

5
2
3
.8

6
1
2
.2

1
9
.0

1
5

7
.4

1
5

6
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
6

3
.9

1
6

1
.7

9
2
.1

5
3
.4

6
1
.3

1
0
.0

1
5

2
.5

1
5

4
.1

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
6

2
2
.8

1
6

1
6
.9

9
1
8
.6

5
2
2
.4

6
1
5
.0

1
1
3
.0

1
5

9
.5

1
5

1
1
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
6

5
1
.6

1
6

5
2
.7

9
5
6
.7

5
6
1
.8

6
4
9
.2

1
3
8
.0

1
5

4
0
.5

1
5

5
2
.9

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
6

1
0
1
.0

1
6

1
0
1
.5

9
1
0
7
.9

5
1
1
2
.6

6
9
3
.8

1
9
0
.0

1
5

1
0
1
.0

1
5

9
7
.7

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
6

5
2
.3

1
6

5
1
.3

9
5
3
.8

5
5
7
.9

6
4
9
.6

1
3
8
.0

1
5

4
0
.4

1
5

5
3
.7

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
6

8
,7
7
6
.9

1
6

9
,0
3
5
.9

9
8
,5
6
3
.9

5
7
,3
5
0
.1

6
9
,6
9
1
.9

1
9
,3
4
7
.8

1
5

9
,0
2
8
.6

1
5

9
,2
6
1
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
6

2
.2

1
6

2
.2

9
2
.2

5
2
.3

6
2
.1

1
1
.6

1
5

2
.4

1
5

2
.3

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
6

4
7
.5

1
6

4
6
.8

9
5
0
.9

5
5
4
.6

6
4
2
.7

1
3
5
.0

1
5

3
3
.1

1
5

4
2
.0

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
6

1
4
.6

1
6

1
4
.3

9
1
3
.9

5
1
4
.3

6
1
4
.8

1
1
4
.5

1
5

1
5
.1

1
5

1
5
.4

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
6

3
.6

1
6

3
.2

9
2
.7

5
2
.7

6
3
.6

1
5
.4

1
5

4
.7

1
5

4
.5

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
6

2
.0

1
6

2
.2

9
2
.0

5
1
.9

6
2
.4

1
2
.9

1
5

3
.4

1
5

3
.4

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
6

2
4
.8

1
5

2
4
.6

9
2
4
.5

5
2
4
.1

5
2
4
.1

1
2
8
.5

1
5

2
5
.8

1
5

2
5
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
4

4
.7

1
4

4
.8

8
6
.2

4
8
.5

5
1
.9

1
8
.5

1
4

4
.1

1
5

4
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
6
1
事

例
）

の
産

次
数

は
、

R
5
年

と
R
6
年

と
も

に
2
.
6
産

だ
っ

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
6
事

例
の

産
次

数
は

、
R
5
年

2
.
0
産

、
R
6
年

2
.
2
産

と
0
.
2
産

増
加

し
た

。
　

　
・

こ
の

1
6
事

例
の

う
ち

、
9
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
2
.
0
産

）
、

6
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
平

均
2
.
4
産

）
、

1
事

例
は

上
位

2
5
％

階
層

に
改

善
し

た
（

平
均

2
.
9

　
　

　
産

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
9
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

は
さ

ら
に

成
績

が
悪

化
し

た
（

平
均

1
.
9
産

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
5
事

例
と

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
5
事

例
の

産
次

数
は

と
も

に
3
.
4
産

だ
っ

た
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
初
産
月
齢

１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
5

5
5
.2

1
5

5
7
.2

1
2

6
4
.5

4
6
9
.5

2
3
5
.5

1
1
3
.0

1
5

5
5
.3

2
0

5
8
.2

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
5

1
2
.7

1
5

1
0
.5

1
2

1
1
.1

4
9
.3

2
1
1
.5

1
1
.0

1
5

1
3
.5

2
0

1
1
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
5

4
.1

1
5

3
.5

1
2

3
.8

4
4
.3

2
0
.5

1
6
.0

1
5

2
.2

2
0

4
.2

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
5

1
4
.7

1
5

1
5
.7

1
2

1
6
.8

4
1
4
.5

2
1
4
.0

1
7
.0

1
5

1
4
.5

2
0

1
7
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
5

5
7
.2

1
5

5
5
.4

1
2

6
2
.6

4
6
8
.5

2
3
3
.5

1
1
3
.0

1
5

5
6
.4

2
0

5
6
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
5

1
0
4
.3

1
5

9
7
.6

1
2

9
7
.6

4
9
6
.8

2
9
6
.6

1
1
0
0
.0

1
5

1
0
3
.9

2
0

9
9
.8

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
5

5
6
.0

1
5

5
6
.6

1
2

6
3
.9

4
6
8
.6

2
3
4
.4

1
1
3
.5

1
5

5
6
.0

2
0

5
5
.9

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
5

9
,2
7
5
.6

1
5

9
,2
5
0
.3

1
2

9
,4
1
1
.9

4
1
0,
8
6
4
.9

2
9
,5
5
7
.0

1
6
,6
9
8
.5

1
5

9
,3
0
2
.6

2
0

8
,6
1
7
.2

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
5

2
.6

1
5

2
.4

1
2

2
.5

4
2
.6

2
2
.6

1
1
.0

1
5

2
.2

2
0

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
5

4
9
.3

1
5

4
7
.4

1
2

5
2
.9

4
5
4
.8

2
3
2
.5

1
1
1
.0

1
5

4
6
.9

2
0

4
8
.7

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
5

1
5
.0

1
5

1
5
.2

1
2

1
5
.1

4
1
5
.1

2
1
4
.4

1
1
8
.0

1
5

1
4
.7

2
0

1
5
.0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
5

3
.9

1
5

4
.0

1
2

4
.4

4
4
.6

2
3
.1

1
0
.9

1
5

4
.2

2
0

3
.9

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
5

2
.7

1
5

2
.8

1
2

2
.9

4
2
.7

2
2
.2

1
3
.3

1
5

2
.6

2
0

2
.6

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
5

2
7
.6

1
5

2
7
.1

1
2

2
7
.7

4
2
7
.9

2
2
5
.0

1
2
3
.0

1
5

2
2
.9

2
0

2
3
.6

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
4

7
.0

1
4

6
.0

1
1

5
.8

4
6
.4

2
1
.5

1
1
8
.1

1
4

5
.6

1
8

6
.3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
6
1
事

例
）

の
初

産
月

齢
は

、
R
5
年

2
5
.
2
カ

月
齢

、
R
6
年

2
5
.
3
ヵ

月
齢

と
0
.
1
ヵ

月
長

っ
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
の

初
産

月
齢

は
、

R
5
年

2
7
.
6
ヵ

月
齢

、
R
6
年

2
7
.
1
ヵ

月
齢

と
0
.
5
カ

月
短

か
っ

た
。

　
　

・
こ

の
1
5
事

例
の

う
ち

、
1
2
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
2
7
.
7
ヵ

月
齢

）
、

2
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
平

均
2
5
.
0
ヵ

月
齢

）
、

1
事

例
は

上
位

2
5
％

階
層

に
改

善
し

た
　

　
　

（
平

均
2
3
.
0
ヵ

月
齢

）
。

　
　

・
R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
2
事

例
の

う
ち

、
4
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
2
7
.
9
ヵ

月
齢

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
5
事

例
の

初
産

月
齢

は
2
2
.
9
ヵ

月
齢

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
2
0
事

例
の

初
産

月
齢

は
2
3
.
6
ヵ

月
齢

で
あ

り
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

が
0
.
7
か

月
長

か
っ

た
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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比
較
集
計
（
酪
農
）
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率

１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
5

4
6
.1

1
5

4
5
.4

8
5
3
.8

3
3
0
.0

4
3
8
.3

2
4
1
.0

1
4

5
4
.7

1
4

4
4
.6

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
5

1
2
.1

1
5

1
1
.0

8
1
2
.9

3
6
.0

4
8
.8

2
1
2
.0

1
4

1
2
.6

1
4

1
0
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
5

1
.5

1
5

2
.1

8
2
.4

3
2
.0

4
2
.8

2
0
.0

1
4

5
.6

1
4

0
.6

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
5

1
4
.3

1
5

1
4
.8

8
1
6
.9

3
9
.3

4
1
2
.8

2
1
4
.0

1
4

2
0
.4

1
4

1
1
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
5

4
5
.4

1
5

4
3
.7

8
5
2
.1

3
2
8
.7

4
3
7
.0

2
3
9
.0

1
4

5
2
.6

1
4

4
4
.8

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
5

9
9
.1

1
5

9
4
.4

8
9
5
.3

3
9
6
.7

4
9
6
.2

2
9
7
.1

1
4

1
0
1
.0

1
4

1
0
0
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
5

5
0
.5

1
5

4
4
.5

8
5
3
.8

3
3
2
.2

4
3
7
.4

2
3
7
.7

1
4

5
3
.6

1
4

4
4
.1

1
頭
当
り
年
間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
5

9
,4
5
2
.9

1
5

9
,5
4
2
.7

8
9
,6
6
6
.6

3
8
,4
8
2
.1

4
1
0
,0
1
2
.6

2
8
,0
6
8
.2

1
4

8
,8
6
1
.3

1
4

9
,1
0
9
.6

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
5

2
.5

1
5

2
.2

8
2
.2

3
1
.8

4
1
.9

2
2
.7

1
4

1
.9

1
4

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
5

4
1
.1

1
5

3
8
.1

8
4
7
.1

3
2
5
.3

4
2
9
.5

2
3
2
.5

1
4

4
6
.2

1
4

3
6
.1

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
5

1
5
.0

1
5

1
5
.3

8
1
5
.5

3
1
6
.1

4
1
4
.5

2
1
5
.6

1
4

1
4
.9

1
4

1
5
.0

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
5

3
.8

1
5

3
.8

8
4
.0

3
3
.8

4
3
.9

2
3
.9

1
4

4
.2

1
4

4
.9

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
5

2
.5

1
5

2
.6

8
2
.8

3
3
.0

4
2
.5

2
2
.3

1
4

2
.7

1
4

2
.9

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
5

2
5
.8

1
5

2
5
.2

8
2
5
.5

3
2
5
.2

4
2
5
.3

2
2
3
.8

1
4

2
4
.9

1
4

2
4
.7

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

1
5

1
0
.6

1
4

7
.2

8
1
1
.0

3
1
2
.2

4
3
.4

2
0
.0

1
4

0
.1

1
4

0
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
 
 
・

全
体

（
5
7
事

例
）

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
、

R
5
年

4
.
8
％

、
R
6
年

4
.
5
％

と
0
.
3
％

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
　

・
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

だ
っ

た
1
5
事

例
の

子
牛

事
故

率
は

、
R
5
年

1
0
.
6
%
、

R
6
年

7
.
2
%
と

3
.
4
%
減

少
し

た
。

　
　

・
こ

の
1
7
事

例
の

う
ち

、
8
事

例
は

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

（
平

均
1
1
.
0
%
）

、
4
事

例
は

中
位

5
0
％

階
層

（
平

均
3
.
4
%
）

、
2
事

例
は

上
位

2
5
%
階

層
に

改
善

し
た

（
0
%
）

。
　

　
・

R
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

だ
っ

た
8
事

例
の

う
ち

、
3
事

例
は

さ
ら

に
成

績
が

悪
化

し
た

（
平

均
1
2
.
2
%
）

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
　

・
R
5
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

子
牛

事
故

率
は

0
.
1
%
、

R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

の
1
4
事

例
の

子
牛

事
故

率
は

0
%
で

あ
り

、
R
6
年

上
位

2
5
％

階
層

で
は

子
牛

の
分

娩
時

事
故

が
発

生
し

な
か

っ
た

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
5
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

１
．
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

1
4

1
1
7
.4

1
4

1
1
9
.9

4
1

1
1
7
.6

4
1

1
1
5
.8

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

1
4

3
8
.4

1
4

3
9
.3

4
1

3
6
.1

4
1

3
8
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

1
4

2
.0

1
4

1
.6

4
1

1
.3

4
1

1
.9

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

1
4

3
7
.9

1
4

3
7
.1

4
1

3
9
.2

4
1

3
3
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

1
4

1
1
9
.9

1
4

1
2
3
.7

4
1

1
1
5
.8

4
1

1
2
3
.1

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

1
4

1
0
1
.2

1
4

1
0
2
.2

4
1

1
0
0
.5

4
1

1
0
2
.9

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

1
4

1
1
6
.5

1
4

1
2
2
.1

4
1

1
1
5
.9

3
9

1
2
1
.4

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

1
4

9
,8
0
7
.9

1
4

1
0
,0
9
7
.7

4
1

9
,4
1
2
.5

4
1

9
,4
8
3
.9

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

1
4

2
.3

1
4

2
.3

4
1

2
.1

4
1

2
.2

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

1
4

1
1
9
.4

1
4

1
1
8
.7

4
1

1
1
9
.7

4
1

1
2
3
.3

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

1
4

1
4
.0

1
4

1
4
.2

4
1

1
4
.1

4
1

1
4
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

1
4

3
.7

1
4

3
.4

4
1

3
.7

4
1

3
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

1
4

2
.5

1
4

2
.5

4
1

2
.5

4
1

2
.5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

1
4

2
4
.4

1
4

2
5
.2

4
1

2
4
.7

4
1

2
5
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

1
4

3
.5

1
4

4
.3

4
1

3
.7

4
1

5
.8

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
　

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
し

て
い

る
経

営
は

全
体

の
2
5
.
5
%
（

1
4
/
5
5
）

と
約

1
/
4
の

経
営

で
導

入
さ

れ
て

い
た

。
　

　
・

常
時

平
均

飼
養

頭
数

は
全

体
平

均
と

ほ
ぼ

同
程

度
だ

っ
た

が
、

1
頭

当
り

の
年

間
乳

量
は

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

約
2
9
0
k
g
増

加
し

た
。

f
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

　
・

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
　

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
の

有
無

で
は

繁
殖

成
績

に
大

き
な

差
は

見
ら

れ
な

い
が

、
導

入
し

て
い

る
経

営
は

1
頭

当
り

の
年

間
乳

量
が

R
6
年

に
1
0
,
0
0
0
k
g
を

超
え

、
導

入
　

　
　

し
て

い
な

い
経

営
に

比
べ

て
約

6
1
5
㎏

多
く

、
省

力
化

の
効

果
で

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

北
海

道
全

体
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入

し
て
い
る
経

営
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
分
娩
監
視
装
置

１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

2
2

1
6
7
.7

2
2

1
6
7
.2

3
3

8
4
.1

3
3

8
3
.3

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

2
2

5
2
.4

2
2

5
4
.9

3
3

2
6
.2

3
3

2
8
.2

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

2
2

0
.9

2
2

1
.3

3
3

1
.9

3
3

2
.2

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

2
2

5
3
.7

2
2

4
7
.0

3
3

2
8
.9

3
3

2
5
.8

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

2
2

1
6
7
.2

2
2

1
7
6
.3

3
3

8
3
.3

3
3

8
7
.8

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

2
2

1
0
0
.4

2
2

1
0
2
.3

3
3

1
0
0
.8

3
3

1
0
3
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

2
2

1
6
6
.7

2
2

1
7
1
.9

3
3

8
2
.3

3
1

8
5
.8

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

2
2

9
,8
7
2
.6

2
2

1
0
,0
9
9
.5

3
3

9
,2
7
3
.5

3
3

9
,3
3
3
.9

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

2
2

2
.2

2
2

2
.3

3
3

2
.1

3
3

2
.2

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

2
2

1
7
6
.1

2
2

1
7
8
.4

3
3

8
2
.0

3
3

8
4
.6

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

2
2

1
3
.8

2
2

1
3
.8

3
3

1
4
.3

3
3

1
4
.6

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

2
2

3
.7

2
2

3
.3

3
3

3
.7

3
3

3
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

2
2

2
.5

2
2

2
.7

3
3

2
.5

3
3

2
.4

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

2
2

2
4
.1

2
2

2
4
.8

3
3

2
5
.0

3
3

2
5
.4

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

2
2

3
.2

2
2

4
.6

3
3

3
.9

3
3

6
.0

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
　

・
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
、

全
体

の
4
0
.
0
%
（

2
2
/
5
5
）

と
多

く
の

経
営

で
導

入
さ

れ
て

い
た

。
　

　
・

常
時

平
均

飼
養

頭
数

は
、

R
6
年

に
1
7
1
.
9
頭

と
全

体
平

均
よ

り
5
0
.
3
頭

多
く

、
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

1
頭

当
り

の
年

間
乳

量
が

2
2
6
.
9
㎏

増
加

し
た

。

f
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

　
・

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
　

・
分

娩
監

視
装

置
導

入
の

有
無

で
は

繁
殖

成
績

に
大

き
な

差
は

見
ら

れ
な

い
が

、
導

入
し

て
い

る
経

営
は

1
頭

当
り

の
年

間
乳

量
が

R
6
年

に
1
0
,
0
0
0
k
g
を

超
え

、
導

入
　

　
　

し
て

い
な

い
経

営
に

比
べ

て
7
6
5
.
6
㎏

多
く

、
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

も
少

な
か

っ
た

。

R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

北
海

道
全

体
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
る
経

営
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
発
情
発
見
装
置

１
．
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

2
1

1
5
9
.3

2
1

1
5
3
.6

3
4

9
1
.7

3
4

9
4
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

2
1

4
9
.0

2
1

5
6
.4

3
4

2
9
.0

3
4

2
8
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

2
1

1
.6

2
1

2
.2

3
4

1
.4

3
4

1
.6

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

2
1

5
6
.4

2
1

4
7
.3

3
4

2
8
.0

3
4

2
6
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

2
1

1
5
3
.6

2
1

1
6
4
.8

3
4

9
4
.1

3
4

9
7
.6

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

2
1

9
8
.8

2
1

1
0
6
.6

3
4

1
0
1
.9

3
4

1
0
0
.3

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

2
1

1
5
4
.9

2
1

1
5
9
.2

3
4

9
2
.1

3
2

9
6
.9

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

2
1

1
0
,0
3
5
.5

2
1

1
0
,2
7
3
.8

3
4

9
,1
9
0
.5

3
4

9
,2
4
8
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

2
1

2
.1

2
1

2
.2

3
4

2
.2

3
4

2
.2

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

2
1

1
6
3
.3

2
1

1
6
7
.0

3
4

9
2
.6

3
4

9
4
.4

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

2
1

1
3
.8

2
1

1
3
.9

3
4

1
4
.2

3
4

1
4
.6

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

2
1

3
.1

2
1

2
.9

3
4

4
.1

3
4

3
.6

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

2
1

2
.4

2
1

2
.4

3
4

2
.6

3
4

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

2
1

2
4
.4

2
1

2
5
.1

3
4

2
4
.8

3
4

2
5
.2

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

2
1

4
.2

2
1

6
.4

3
4

3
.3

3
4

4
.9

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
　

・
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
、

全
体

の
3
8
.
2
%
（

2
1
/
5
5
）

と
多

く
の

経
営

で
導

入
さ

れ
て

い
た

。
　

　
・

常
時

平
均

飼
養

頭
数

は
、

R
6
年

に
1
5
9
.
2
頭

と
全

体
平

均
よ

り
3
7
.
6
頭

多
く

、
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

1
頭

当
り

の
年

間
乳

量
が

2
3
8
.
3
㎏

増
加

し
た

。

f
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

　
・

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
　

・
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
導

入
し

て
い

な
い

経
営

に
比

べ
て

6
2
.
3
頭

多
く

飼
養

し
て

お
り

、
分

娩
間

隔
は

導
入

し
て

い
る

経
営

の
方

が
0
.
7
カ

月
短

　
　

　
縮

さ
れ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

導
入

に
よ

り
繁

殖
成

績
が

良
好

と
な

り
労

力
の

軽
減

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。

R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

北
海

道
全

体
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て
い
る
経

営
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
7
.5

5
5

1
1
6
.8

5
1
2
7
.6

5
1
3
2
.2

5
0

1
1
6
.5

5
0

1
1
5
.3

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
5
5

3
6
.7

5
5

3
8
.9

5
4
6
.0

5
4
9
.8

5
0

3
5
.7

5
0

3
7
.8

外
部
導
入
頭
数

頭
5
5

1
.5

5
5

1
.8

5
2
.0

5
3
.2

5
0

1
.5

5
0

1
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
5
5

3
8
.9

5
5

3
4
.3

5
4
3
.4

5
4
0
.4

5
0

3
8
.4

5
0

3
3
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.8

5
5

1
2
3
.2

5
1
3
2
.2

5
1
4
4
.8

5
0

1
1
5
.3

5
0

1
2
1
.1

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
5
5

1
0
0
.7

5
5

1
0
2
.7

5
1
0
3
.8

5
1
0
8
.8

5
0

1
0
0
.4

5
0

1
0
2
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
5
5

1
1
6
.1

5
3

1
2
1
.6

5
1
3
0
.4

5
1
3
8
.5

5
0

1
1
4
.7

4
8

1
1
9
.8

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

5
5

9
,5
1
3
.2

5
5

9
,6
4
0
.1

5
1
0
,8
2
0
.0

5
1
0
,8
5
0
.5

5
0

9
,3
8
2
.5

5
0

9
,5
1
9
.1

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
5
5

2
.2

5
5

2
.2

5
2
.4

5
2
.2

5
0

2
.1

5
0

2
.2

分
娩
頭
数

頭
5
5

1
1
9
.6

5
5

1
2
2
.1

5
1
3
9
.0

5
1
4
6
.8

5
0

1
1
7
.7

5
0

1
1
9
.7

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

5
5

1
4
.1

5
5

1
4
.3

5
1
4
.1

5
1
3
.9

5
0

1
4
.1

5
0

1
4
.3

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
5
5

3
.7

5
5

3
.3

5
3
.7

5
3
.5

5
0

3
.7

5
0

3
.3

産
次
　
（
平
均
値
）

産
5
5

2
.5

5
5

2
.5

5
2
.6

5
2
.5

5
0

2
.5

5
0

2
.5

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

5
5

2
4
.6

5
5

2
5
.2

5
2
4
.5

5
2
5
.5

5
0

2
4
.6

5
0

2
5
.1

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
5

3
.6

5
5

5
.5

5
3
.8

5
6
.2

5
0

3
.6

5
0

5
.4

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

　
・

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
、

全
体

の
9
.
1
%
（

5
/
5
5
）

と
少

な
い

傾
向

だ
っ

た
。

　
　

・
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
6
年

に
1
3
8
.
5
頭

と
全

体
平

均
よ

り
1
6
.
9
頭

多
か

っ
た

が
、

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

各
成

績
は

お
お

む
ね

横
ば

い
だ

っ
た

。

f
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
　

・
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

　
・

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
導

入
の

有
無

で
は

繁
殖

成
績

に
大

き
な

差
は

見
ら

れ
な

い
が

、
導

入
し

て
い

る
経

営
は

導
入

し
て

い
な

い
経

営
に

比
べ

て
1
8
.
7
頭

多
く

飼
養

　
　

　
し

て
お

り
、

多
頭

飼
育

の
た

め
の

労
力

軽
減

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
　

　
・

ま
た

、
導

入
し

て
い

る
農

家
の

R
6
年

の
1
頭

当
り

の
年

間
乳

量
が

1
0
,
8
5
0
.
5
㎏

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

に
比

べ
、

1
,
3
3
1
.
4
k
g
多

か
っ

た
。R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

北
海

道
全

体
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
る
経

営
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

１
．
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

4
1
4
7
.8

4
1
3
9
.3

5
7

5
3
.5

5
7

5
4
.1

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

4
2
7
.0

4
3
7
.8

5
7

1
3
.5

5
7

1
2
.1

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

4
2
2
.8

4
1
2
.3

5
7

2
.6

5
7

2
.1

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

4
5
8
.3

4
5
8
.3

5
7

1
5
.5

5
7

1
4
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

4
1
3
9
.3

4
1
3
1
.0

5
7

5
4
.1

5
7

5
4
.0

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

4
1
0
2
.1

4
9
5
.2

5
7

1
0
1
.6

5
7

1
0
0
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

4
1
4
2
.5

4
1
2
5
.5

5
7

5
4
.8

5
7

5
4
.1

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

4
9
,1
5
3
.5

4
9
,2
0
9
.0

5
7

9
,2
0
5
.4

5
7

9
,2
2
2
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

4
2
.3

4
2
.4

5
7

2
.3

5
7

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

4
1
2
6
.8

4
1
3
1
.5

5
7

4
6
.8

5
7

4
6
.0

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

4
1
5
.0

4
1
5
.0

5
7

1
4
.8

5
7

1
4
.9

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

4
3
.6

4
3
.4

5
7

4
.1

5
7

4
.1

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

4
2
.4

4
2
.4

5
7

2
.6

5
7

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

4
2
3
.5

4
2
3
.8

5
7

2
5
.3

5
6

2
5
.4

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

4
5
.5

4
6
.9

5
3

4
.8

5
2

4
.3

　 e
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
　

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
導

入
し

て
い

る
経

営
は

全
体

の
6
.
6
%
（

4
/
6
1
）

と
少

な
い

傾
向

だ
っ

た
。

　
　

・
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
6
年

に
1
2
5
.
5
頭

と
全

体
平

均
よ

り
6
6
.
7
頭

多
く

、
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

悪
化

し
て

い
た

。

f
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

　
・

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
　

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

し
て

い
る

経
営

で
は

、
導

入
し

て
い

な
い

経
営

に
比

べ
て

常
時

平
均

使
用

頭
数

が
多

か
っ

た
こ

と
か

ら
、

規
模

の
大

き
な

農
場

だ
と

考
え

ら
　

　
　

れ
る

。
繁

殖
成

績
で

は
導

入
し

て
い

る
経

営
の

初
産

月
齢

が
1
.
6
カ

月
早

か
っ

た
が

、
分

娩
頭

数
が

多
く

子
牛

事
故

率
が

高
か

っ
た

。

哺
乳

ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入

し
て
い
る
経

営
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

都
府

県
全

体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
分
娩
監
視
装
置

１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

4
1
1
1
.0

4
1
0
8
.0

5
7

5
6
.0

5
7

5
6
.3

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

4
1
3
.5

4
1
7
.3

5
7

1
4
.5

5
7

1
3
.5

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

4
1
5
.8

4
1
2
.5

5
7

3
.1

5
7

2
.1

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

4
3
2
.3

4
4
2
.3

5
7

1
7
.4

5
7

1
5
.4

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

4
1
0
8
.0

4
9
5
.5

5
7

5
6
.3

5
7

5
6
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

4
9
8
.5

4
9
3
.3

5
7

1
0
1
.8

5
7

1
0
0
.1

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

4
1
0
7
.2

4
9
3
.3

5
7

5
7
.3

5
7

5
6
.4

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

4
9
,3
5
8
.1

4
9
,1
8
1
.4

5
7

9
,1
9
1
.1

5
7

9
,2
2
4
.6

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

4
2
.8

4
2
.6

5
7

2
.2

5
7

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

4
9
2
.8

4
9
7
.3

5
7

4
9
.2

5
7

4
8
.4

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

4
1
5
.4

4
1
5
.1

5
7

1
4
.7

5
7

1
4
.9

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

4
3
.7

4
3
.7

5
7

4
.1

5
7

4
.0

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

4
2
.6

4
2
.6

5
7

2
.6

5
7

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

4
2
4
.2

4
2
4
.3

5
7

2
5
.3

5
6

2
5
.3

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

4
6
.0

4
3
.8

5
3

4
.7

5
2

4
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
　

・
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
、

全
体

の
6
.
6
%
（

4
/
6
1
）

と
少

な
い

傾
向

だ
っ

た
。

　
　

・
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
6
年

に
9
3
.
3
頭

と
全

体
平

均
よ

り
3
4
.
5
頭

多
く

、
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

分
娩

頭
数

が
増

え
た

が
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
2
.
2
％

　
　

　
減

少
し

た
。

f
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

　
・

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
　

・
分

娩
監

視
装

置
導

入
の

有
無

で
は

繁
殖

成
績

に
大

き
な

差
は

見
ら

れ
な

い
が

、
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
導

入
し

て
い

な
い

経
営

　
　

　
に

比
べ

て
約

3
5
頭

多
く

飼
養

し
て

お
り

、
多

頭
飼

育
の

た
め

の
労

力
軽

減
と

な
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経

営
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

都
府

県
全

体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
発
情
発
見
装
置

１
．
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

1
0

9
0
.2

1
0

8
8
.8

5
1

5
3
.6

5
1

5
4
.0

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

1
0

2
2
.7

1
0

2
3
.0

5
1

1
2
.8

5
1

1
2
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

1
0

9
.5

1
0

5
.8

5
1

2
.9

5
1

2
.1

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

1
0

3
3
.6

1
0

3
3
.8

5
1

1
5
.3

5
1

1
3
.9

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

1
0

8
8
.8

1
0

8
3
.8

5
1

5
4
.0

5
1

5
4
.2

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

1
0

1
0
8
.5

1
0

9
8
.2

5
1

1
0
0
.3

5
1

1
0
0
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

1
0

9
4
.9

1
0

8
1
.8

5
1

5
3
.8

5
1

5
4
.3

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

1
0

9
,4
6
0
.8

1
0

9
,4
9
4
.0

5
1

9
,1
5
1
.3

5
1

9
,1
6
8
.4

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

1
0

2
.2

1
0

2
.3

5
1

2
.3

5
1

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

1
0

8
1
.7

1
0

8
1
.8

5
1

4
6
.3

5
1

4
5
.7

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

1
0

1
4
.3

1
0

1
4
.7

5
1

1
4
.9

5
1

1
4
.9

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

1
0

3
.5

1
0

3
.2

5
1

4
.2

5
1

4
.2

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

1
0

2
.3

1
0

2
.2

5
1

2
.6

5
1

2
.7

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

1
0

2
5
.0

1
0

2
5
.0

5
1

2
5
.2

5
0

2
5
.3

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

8
6
.7

9
8
.5

4
9

4
.5

4
7

3
.7

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

　
　

・
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
、

全
体

の
1
6
.
4
%
（

1
0
/
6
1
）

だ
っ

た
。

　
　

・
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
6
年

に
8
1
.
8
頭

と
全

体
平

均
よ

り
1
3
.
1
頭

多
く

、
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

悪
化

し
て

い
た

。

f
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
　

　
・

R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

　
　

・
発

情
発

見
装

置
導

入
の

有
無

で
は

繁
殖

成
績

に
大

き
な

差
は

見
ら

れ
な

い
が

、
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
導

入
し

て
い

な
い

経
営

　
　

　
に

比
べ

て
約

3
0
頭

多
く

飼
養

し
て

お
り

、
多

頭
飼

育
の

た
め

の
労

力
軽

減
と

な
っ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

る
。

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経

営
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

都
府

県
全

体
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
酪
農
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.6

6
1

5
9
.7

4
1
4
6
.3

4
1
3
6
.0

5
7

5
3
.6

5
7

5
4
.4

未
経
産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
6
1

1
4
.4

6
1

1
3
.8

4
2
3
.5

4
3
2
.5

5
7

1
3
.8

5
7

1
2
.5

外
部
導
入
頭
数

頭
6
1

4
.0

6
1

2
.7

4
2
3
.0

4
1
4
.5

5
7

2
.6

5
7

1
.9

事
故
廃
用
頭
数

頭
6
1

1
8
.3

6
1

1
7
.1

4
5
6
.8

4
5
8
.8

5
7

1
5
.6

5
7

1
4
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
6
1

5
9
.7

6
1

5
9
.1

4
1
3
6
.0

4
1
2
4
.3

5
7

5
4
.4

5
7

5
4
.5

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
6
1

1
0
1
.6

6
1

9
9
.7

4
1
0
0
.5

4
9
2
.3

5
7

1
0
1
.7

5
7

1
0
0
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
6
1

6
0
.6

6
1

5
8
.8

4
1
3
8
.0

4
1
2
0
.0

5
7

5
5
.1

5
7

5
4
.5

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

6
1

9
,2
0
2
.0

6
1

9
,2
2
1
.8

4
9
,5
3
1
.2

4
9
,9
7
8
.7

5
7

9
,1
7
8
.9

5
7

9
,1
6
8
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
6
1

2
.3

6
1

2
.2

4
2
.2

4
2
.4

5
7

2
.3

5
7

2
.2

分
娩
頭
数

頭
6
1

5
2
.1

6
1

5
1
.6

4
1
2
6
.3

4
1
2
8
.0

5
7

4
6
.9

5
7

4
6
.3

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

6
1

1
4
.8

6
1

1
4
.9

4
1
4
.0

4
1
4
.4

5
7

1
4
.8

5
7

1
4
.9

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

年
6
1

4
.1

6
1

4
.0

4
2
.8

4
3
.0

5
7

4
.2

5
7

4
.1

産
次
　
（
平
均
値
）

産
6
1

2
.6

6
1

2
.6

4
2
.1

4
2
.3

5
7

2
.6

5
7

2
.6

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

6
1

2
5
.2

6
0

2
5
.3

4
2
4
.4

4
2
4
.9

5
7

2
5
.2

5
6

2
5
.3

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

5
7

4
.8

5
6

4
.5

4
4
.2

4
4
.2

5
3

4
.9

5
2

4
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

　
・

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
、

全
体

の
6
.
6
%
（

4
/
6
1
）

と
少

な
い

傾
向

だ
っ

た
。

　
　

・
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
6
年

に
1
2
0
.
0
頭

と
全

体
平

均
よ

り
6
1
.
2
頭

多
く

、
1
頭

当
り

年
間

乳
量

が
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

4
4
7
.
5
k
g
増

加
し

た
。

f
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
　

・
R
5
年

か
ら

R
6
年

に
か

け
て

の
各

成
績

は
お

お
む

ね
横

ば
い

だ
っ

た
。

g
）

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

　
・

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
導

入
の

有
無

で
は

繁
殖

成
績

に
大

き
な

差
は

見
ら

れ
な

い
が

、
導

入
し

て
い

る
経

営
は

導
入

し
て

い
な

い
経

営
に

比
べ

て
6
5
.
5
頭

多
く

飼
養

　
　

　
し

て
お

り
、

多
頭

飼
育

の
た

め
の

労
力

軽
減

と
な

っ
て

い
る

と
考

え
ら

れ
る

。
　

　
・

ま
た

、
導

入
し

て
い

る
経

営
で

は
、

R
6
年

の
分

娩
間

隔
が

1
4
.
4
カ

月
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
に

比
べ

0
.
5
カ

月
短

く
、

R
6
年

の
1
頭

当
り

年
間

乳
量

が
9
,
9
7
8
.
7
k
g

　
　

　
と

8
1
0
㎏

多
く

な
り

、
成

績
に

差
が

見
ら

れ
た

。

R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

項
目

単
位

都
府

県
全

体
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
る
経

営
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
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３．生産技術向上のための助言指導 
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今今後後のの対対応応にに対対すするる助助言言指指導導（（指指導導内内容容とと割割合合））  

生産現場で多く指導された内容と傾向 

 

（考察） 

令和 5 年度 と 6 年度の比較では、課題構造が大きく変化している。特に 分娩管理が （8 %から 31%） と急

増し、分娩後管理の重要性が著しく高まったことが示される。死産や分娩後事故、回復遅延などが多くの農場に共通

しており、フレッシュチェックや観察体制強化が今後の鍵となる。 

一方、栄養管理（17 %から 20％）も増加しており、猛暑による採食量低下や乾乳期管理の不備が繁殖成績悪化

に直結している可能性が高い。暑熱年が続いたことで、受胎率低下・分娩間隔延長・乳量減少が多数の農場で見ら

れ、飼養設計の見直しが必要とされている。  

対照的に、繁殖・発情（22 ％から 15％）と施設改善（21％から 14％）は減少しており、発情発見装置導入、観察

時間の増加、TMR 変更などの取り組みが一定の成果を上げたと推察できる。ただし設備老朽化は依然存在し、優

先順位が相対的に下がっただけで本質的な解決には至っていない。 

また、繁殖障害（8 ％から 3％）や獣医師連携（7 ％から 5％）の減少は、獣医検診の定着と早期治療が効果を

発揮し始めた結果だと考えられる。しかし、分娩管理の急増から分かるように、改善の中心は「分娩前後」に移ってお

り、今後は 分娩前後の包括的管理・暑熱対策・乾乳期管理 が生産性向上の最重要テーマになる。 

 

  

分分娩娩管管理理,,  3388%%

栄養管理, 24%
繁繁殖殖・・発発情情,,  1188%%

施施設設・・設設備備改改善善,,  1177%%

獣獣医医師師連連携携
1100%%

繁殖障害, 4% 環境, 2%

作業体系, 2%
群管理, 2%

人工授精・妊鑑, 1% その他, 5%
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１ 分娩管理の改善 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

受胎率低下し種付回数増、

死産増で事故率上昇 

観察時間を確保するとともに、牛検

データ等を活用して不受胎牛を早期

に把握し、早期治療を行うことで、種

付回数の削減と分娩間隔の短縮を

図ること。分娩前後、特に移行期の

乾物摂取量を注視し、BCS を変化

させないよう管理することで、分娩

事故の低減及び周産期疾病の予防

を図ること。 

家家畜畜のの再再生生産産へへのの第第一一歩歩  

分娩前後の事故は、経営にとって大きな課題です。 分娩時の

事故には、難産や双子の出産、母牛の代謝性疾患などが含まれ

ます。 これらの事故は、母牛や子牛の損失につながることがあ

り、経済的な損失も大きいものであり、分娩事故を防ぐために

は、以下のような対策が有効と考えます。 

・・分分娩娩監監視視：：分娩時に立ち会うことで、難産やその他の問題に迅

速に対応できる。 

・・適適切切なな飼飼養養管管理理：：母牛の健康状態を維持し、ストレスを減らす

ことが重要である。 

・・技技術術のの導導入入：：分娩監視カメラや遠隔監視システムを利用するこ

とで、夜間の分娩監視が効率化される。 

・・乾乾乳乳期期間間のの管管理理：：牛個体は生理的にも泌乳期と大きく変わる

ため飼料給与など細心の注意を必要とする。 

これらの対策を講じることで、分娩前後の事故リスクを減らし、

経営の安定化に寄与する。 また、初産の乳牛における分娩は、

特に注意が必要となる。初産牛は個体の性質や分娩経験がない

ため、分娩時に難産やその他の問題が発生しやすい傾向にある

ため経産牛以上に細やかな管理を要するとなります。 

長期不受胎牛が見られ種付

回数多い個体も存在 

獣医や授精師と繁殖記録を共有し

治療が必要な牛の早期発見に努め

る。 効率的に発情を発見できるよう

に発情発見装置等の機械導入を検

討する。 

授精早期化と回数削減が繁

殖改善の課題 

日頃、分娩後の乳量の立ち上げに対

し無理をさせずに飼養管理を実施し

ているので、繁殖検診などを利用し

て授精のタイミングを早めれるよう

飼養管理改善と、必要に応じて早め

の治療など行ってはと助言。 

２ 

母体回復遅れ・低受胎で間

隔延長、装置導入検討 

初産牛につける種や、分娩後の飼料

設計の見直しを提言。 

普普段段のの観観察察やや個個体体のの性性格格・・気気質質のの把把握握ががポポイインントト  

生産ステージの個体と、分娩に向けた個体の管理飼養方法は

大きく異なるものとなます。 特に繋養タイプの飼養方法をとる場

合、盗食や給与管理ミスによる過肥が分娩、出産後の繁殖に影

響することとなり観察が重要となり、また群飼養であっても同様

と思われます。 

・・スストトレレススのの軽軽減減  

乾乳期に適切なつなぎ替えを行うことで、乳牛のストレスを

軽減できる。ストレスは乳牛の健康や生産性に悪影響を与え

るため、乾乳期にリラックスできる環境を提供することが重要

である。 

具具体体的的なな対対策策  

乳牛の健康状態を定期的にチェックし、異常がないか確認

する。 適切な栄養管理: 乾乳期に必要な栄養を提供し、乳牛

の体調を整える。乳牛がリラックスできる環境を整え、ストレス

を軽減させる。 

これらの対策を講じることで、乾乳期における乳牛の健康と生産

性を向上させることができる。  

３ 

受胎率向上と分娩間隔短縮

が主要課題 

飼料の見直しと、種付け時期の調整

について助言を行った。 

分分娩娩間間隔隔のの短短縮縮にに向向けけたた分分娩娩後後のの観観察察  

・・個個体体のの健健康康チチェェッックク::  分娩後すぐに乳牛の健康状態を確認し、

異常がないか観察し、特に出血や感染症の兆候に注意が

必要である。 

・・食食欲欲とと飲飲水水::  乳牛が正常に食事を摂り、水を飲んでいるか確認

し、食欲不振は健康上に課題があるサインかもしれない。 

・・行行動動のの変変化化:: 乳牛の行動に変化がないか観察する。例えば、立

ち上がりにくい、歩行が不自然などの症状が見られる場

合は、早急に対処が必要である。 

エエネネルルギギーー充充足足  

・・栄栄養養ババラランンスス::  分娩後の乳牛には高エネルギーの飼料が必要で

ある。特に、エネルギー密度の高い飼料やサプリメントを

提供することで、体力の回復を補助する。 

・・ビビタタミミンンととミミネネララルル::  ビタミンやミネラルの補給も重要である。特

にカルシウムやマグネシウムは、分娩後の健康維持に不

可欠である。 

・・水水分分補補給給::  十分な水分を摂取させることも重要である。水分不

足はエネルギー代謝に影響を与えるため、常に新鮮な水

を給与する。 

これらの対策を実施することで、分娩後の乳牛の健康を維持し、

次の繁殖サイクルに向けた準備を整えることができる。 

分娩事故減るも空胎長期化

し授精時期に課題 

発情発見装置の導入と、繁殖牛淘

汰にかかる基準の設定により、受胎

率を上げることを提言。 

分娩間隔長く改善が必要 発情発見装置の利用、繁殖牛淘汰

の基準見直しの検討、初回種付けの

早期化について提言した。 

頭数適正も乳房炎多く乳量

減・分娩間隔延長 

4 年から 6 年にかけて飼養頭数の

変動が大きく、種付け回数、乳質、乳

量にも影響していることが推察され

る。 飼養規模を一定規模に保つこ

とに努め、飼養管理方法の平準化を

図り、牛舎内を落ち着かせることを

目指していく必要がある。 

分娩間隔 14 ヶ月に短縮し

成績改善 

未経産牛の育成飼養改善をし、14

か月齢での授精を行う。乳用牛群検

定および牛群ドックを活用し、より適

切な飼養管理の実施。発情観察を

一日 2 回から 3 回に拡大する。 

- 46 -



 
 

 

分娩間隔短縮・供用年数増

で牛群安定化 

配合飼料が高止まりや、資材費が高

騰している状況のなか、無駄を省き

より一層の経営安定を目指して頂き

たい。 

ククロローーズズアアッッププ期期（（乾乾乳乳期期））のの管管理理ががそそのの後後をを左左右右すするる場場合合もも  

乳牛の分娩時における子牛の事故率は、さまざまな要因によ

って異なるが、一般的には 6%程度と報告されています。 特

に、難産や双子の出産が原因となることが多く、この高い事故率

は、分娩時の適切な介助や監視が不足している場合に特に顕著

となり、事故を減少させるためには、以下の対策が有効と考えら

れます。 

・・分分娩娩監監視視：：分娩時に立ち会い、必要に応じて迅速に介助 

・・適適切切なな飼飼養養管管理理：：母牛の健康状態を適切に維持し、栄養管理

を徹底する。 

・・DDXX 技技術術等等のの導導入入：：分娩監視カメラや遠隔監視システムを利用

することで、夜間の分娩監視が省力・効率化が図れる。 

 

これらの対策を講じることで、子牛の分娩事故リスクを軽減し、

経営の安定化に寄与することが期待される。 

 

２ 栄養管理の改善  

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

 

高乳量維持し分娩間隔良好

も牛舎規模限界 

現在労働力２名で自給飼料畑 10ｈ

ａの作付けを行っており、多忙を極

めているが、日々の発情観察を徹底

し、分娩間隔の短縮を目指して欲し

い。 

TTMMRR はは多多様様なな牛牛群群管管理理へへ対対応応すするる選選択択肢肢  

乳牛の群管理と TMR の利用は、乳牛の健康と生産性を向上さ

せるために重要である。 群管理では、乳牛を年齢や生産段階に

応じて適切なグループに分けることで、ストレスを軽減し、飼育環

境を最適化する。これにより、乳牛の健康状態が向上し、繁殖効

率を高める。 

TMR は、すべての栄養素を均一に混ぜた飼料を提供する方法

で、乳牛が必要とする栄養素をバランスよく摂取できるようにな

り。これにより、乳生産量が安定し、健康問題の予防にもつなが

る。TMR の利用は、飼料の無駄を減らし、経済的な効率も向上

させる。 また、TMR を利用することで、飼料の品質管理が容易

になり、乳牛の栄養状態を一貫して維持することができる。これ

らの方法を組み合わせることで、乳牛の健康と生産性を最大限

に引き出すことが可能である。 

上記のメリットの他、労働負担の軽減も図れる半面、その導入に

あたっては、既存の畜舎構造や機器の整備はある程度の資金投

資を要し、その資金回収も十分考慮しなくてはならない。 

経営者のイメージだけでなく現場（作業者等）との意見調整が重

要・草地更新と栄養価の高い粗飼料の給与。 

草草食食動動物物ととししててのの視視点点かからら牧牧草草給給与与のの質質ががポポイインントト  

 どのくらい良質の牧草を摂取（給与ではなく）したかが高位生

産性、乳牛の恒常性を保つかに関わってくる。 特に経営内に自

給飼料生産を有する者には、細やかな草地管理（強度・簡易の草

地更新のタイミング）を検討し、栄養価の高い粗飼料を生産する

よう努めることが必要である。 都道府県で奨励品種を指定して

いるため作付け品種の選定に際してはその利活用が効率的かと

思われます。 

高乳量・短い分娩間隔で安

定経営を継続 

飼料畑は２０ヘクタールに作付けし、

自給飼料の増産に励んでいるが、夏

に乳房炎で６頭除籍している。 搾乳

衛生の見直しなど乳房炎対策にも

気を付けながら、少ない労働力の中

でも時間を割くところはきちんと対

応をしたい。 さらに、分娩間隔の更

なる短縮を目指し、現在の高い自家

産率を保って頂きたい。 

発情見逃し・周産期管理不

良で成績悪化 

従業員も含めた管理観察の徹底と

ヘルパーにも周知すること。 栄養状

態が自給飼料の質に左右されるよう

なので、自給飼料の生産調製に十分

留意すること。 県のトウモロコシの

奨励品種への切り替え。 

2 

猛暑で受胎率低下も対策で

改善傾向 

労務管理の改善 牛群のコンディシ

ョン向上のために、飼料給与体系の

見直しが必要と考えられる。これに

ついて、現在は配合飼料。バイパス

添加剤。粕類。TMR。購入乾草。自

給粗飼料を給餌しており、多い月で

は 1 日の給与品目が 9 種類にのぼ

る。 

・・飼飼料料（（栄栄養養））はは経経費費でで大大ききななウウエエイイトトをを占占めめるるここととかからら管管理理効効果果

もも大大ききいい。。  

生産費用中の大半を占める項目で、その改善で効果は大き

いものとなる。 体の維持、生産物への還元など必ず充足を担

保するものと考える。 一方、そのコントロールは難しく、少し

の加減で削痩、過肥へ傾き、ゆっくり生産障害へ繋がることと

なり、その条件も多岐となり、複合的に関わりあって拮抗し、

気候、経営条件、経営者の考え方など、決して一筋縄ではい

かない項目となる。 この項目も経費単位で要因毎に分け、課

題の抽出を行うことが必要と考える。 例えば、個体の月齢、

生産状況（乳量（分娩後日数、乳成分、産次数、妊娠の有無や

妊娠状況）、体重などの条件から必要量を計算し、基本的な飼

料給与メニューから給与量を算出、その充足率を確認し、経

費的な考慮、自給飼料利用であれば、その栄養価や圃場の状

況、生産量など条件を総合的に勘案して、現在抱えている課

初回授精は早いが預託先で

受胎遅れが発生 

飼料取引先のメーカーから提案を

受けて、R7 年以降同社が保有する

北海道の預託牧場を活用することと

なった。除籍更新率削減のため、除

籍理由の最多を占める盲乳による

個体乳量減を防ぐため、盲乳処置を

なるべく避けることとする。後継牛確
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保の効率化のため、ゲノミック評価

を活用することを提案。 

題に照らし合わせるといった作業が必要と考える。 ほか、季

節要因や経営者自身の BCS に対する考え方、個体の更新ポ

イントの置き方（長命化、ピーク取りか）など、条件は多種多様

でその組み合わせも個々の経営条件によって異なる。 
発情発見率向上も分娩直

後事故あり乾乳管理必要 

牛群の平均搾乳日数（197.7 日）、

泌乳期構成から期待される乳量に

比べて、個体乳量が著しく低い。乳

成分全体が期中上昇傾向にあり、と

りわけ乳糖が上昇しているため、飲

水量不足が疑われる。⇒ ウォーター

カップの清掃不足が散見。清掃の徹

底を指導。飼槽が空の状態が長く、

飼料給与量の不足が疑われる。 

３ 

分娩後管理実施も事故多

発し改善急務 

上記繁殖関連の疾病の他、出荷乳

の年平均乳脂率 3.39％の改善に

ついて下記のとおり提案した。粗飼

料給与品目の見直し コスト面から

粗飼料について輸入オーツヘイのみ

を利用していたところ、品質悪化に

より上記事故につながった可能性が

高い。 

常常にに飼飼料料ととししててででななくく生生乳乳のの生生産産ココスストトととししててのの意意識識をを持持つつ  

乳牛における自給飼料生産は、コスト削減と持続可能な農

業経営において重要である。 まず、適切な作物選定が必要

である。地域の気候や土壌条件に適した飼料作物を選ぶこと

で、高品質な飼料を安定的に生産でき、例えば、トウモロコシ

やアルファルファなど長大多収量が一般的である。 次に、栽

培技術の向上が求められ、適切な播種時期や施肥、灌漑管理

を行うことで、収量と品質を最大限活用でき、また、輪作を取

り入れることで、土壌の肥沃度を維持し、病害虫の発生を抑

制する必要がある。 収穫後の管理も重要と考える。適切な乾

燥と保存方法を用いることで、飼料の栄養価を保持し、カビや

腐敗を防げる。 サイレージの利用も効果的で、発酵による保

存性の向上と栄養価の維持が期待でき、さらに、定期的な土

壌分析を行い、必要な改良を加えることで、長期的な生産性

を確保できる。これらのポイントを押さえることで、乳牛に高品

質な自給飼料を提供し、経営の安定化と持続可能性を実現す

ることが可能となる。 

栄栄養養管管理理のの改改善善：：  

乾乳期には、乳牛の栄養管理が重要である。つなぎ替えを

行うことで、乳牛に適切な栄養を提供し、健康状態を維持する

ことができる。これにより、次の泌乳期における生産性が向上

する。 

 

成績は安定も初産月齢・産

次で差があり対策必要 

配合飼料の高止まりや資材の高騰

など、酪農を取り巻く環境は厳しい

状況ではあるが、経費の削減に努め

更なる経営安定を目指して頂きた

い。 

供用短く乳量低下、事故率

改善進まず 

供用年数が短いが、若い牛の方が

病気になる確率が低くなるため、今

後もこのスタイルで経営を実施して

いくとの事。飼料コストは元々低い

ため、比較的経営内容は安定してい

るが、今後に向けて７年度は繁殖成

績向上のためプログラムの活用と、

乾乳期の飼養管理（特に夏場の対

応）を中心に改善をするように指導

した。 

後継者参入後成績低下し管

理強化が必要 

経験を積み重ねることにより、繁殖

成績も向上すると思われるので、今

後の経営管理に期待する。 また配

合飼料の高止まりや資材の高騰な

ど、酪農を取り巻く情勢には厳しい

環境下にありますが頑張って頂きた

い。 

乳質・繁殖悪化し栄養改善

と管理見直し必要 

・乳量に対してタンパクの給与量が

足りていないが、現在の飼料+配合

飼料の増では、牛への負担が大きく

なるので、粗飼料について見直す。

飼料メーカーと相談しながら、質の

良いスーダンやチモシーの給与を増

やす。あわせて、ミネラルやビタミン

添加も検討・分娩後フレッシュチェッ

クの実施 

初産繰入増で短縮も子牛事

故多く夜間対応課題 

ボディコンディション管理は、普段か

ら観察時間をしっかりとっているの

で引き続き継続し、個体の状態を見

ながら飼料給与を行う。分娩時の事

故は、夜間に多いので、分娩監視装

置を入れるなど観察しやすい方法を

今後検討していくよう指導した。 
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３ 施設・設備の改善 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

暑熱で夏場受胎率低下が

継続 

冷房装置の導入、こまめな換水、夏

季の種付けをできるだけ避ける等の

対策について提言した。 

乳用牛の暑熱対策として新規施設を整備する際は、環境冷却

と通気性の強化が最重要となる。高温多湿下では乳牛の代謝負

荷が増大し乳量低下を招くため、換気システムの最適化やミス

ト・スプリンクラー併用による多面的冷却設備が推奨されます。さ

らに、行動意欲を損なわず熱負荷を軽減する遮蔽構造や休息環

境の確保が必要で、加えて、温湿度指数（THI）管理のためのセ

ンサー・モニタリング技術を導入し、個体ごとの熱ストレスを早期

検知できる体制を構築することが望ましいかと思われると同時

に。これらを統合することで、持続的な乳生産を支える高度な暑

熱対策施設が実現できると考えられます。 

夏場成績悪化し暑熱対策が

重要 

暑熱対策については、補助事業を利

用した機器の導入について提言し

た。 暑熱期に成績悪化が繰り返

される 

夏場成績悪化し改善策が必

要 

搾乳時間長く発情見落とし

多数 

発情発見装置の導入と、繁殖牛淘

汰にかかる基準の設定により、受胎

率を上げることを提言。 また、適正

規模の見直しについても提言を行っ

た。 

乳牛の発情発見装置は、行動量・反芻・位置情報などをセンサー

で記録し、発情時の行動変化を自動的に捉えることで、発情検

知精度を高め、繁殖効率を向上させる技術である。 

近年は活動量モニターや画像解析技術が発展し、行動変化を高

精度で捉えられるようになっており、従来の目視発情発見の課

題であった観察者の熟練度や労力負担の影響を軽減できる。 

特にセンサーは発情兆候の強弱やタイミングの把握に優れてい

る。一方あくまでも補助的支援機器として考え、管理者の現場で

の体感を優先することが前提かと考えます。 

6 年度は成績好調で大きな

課題なし 

良い状態を保って経営を持続してほ

しい。また、クラスターで導入した細

断型ロールべーラーをしっかり活用

して夏場を中心に良いエサ（コーン

サイレージ）を与えて個体乳量を増

やして欲しい。 

施設機械整備にあたっては、導入後の管理（ソフト面）が重要か

と考えます。施設機械のハード的管理は基本であり、導入後の

中長期的償却管理として「資産評価」「投資回収」「税務」「更新

計画」を体系的に管理することが肝要と考えます。設備投資を無

駄にしないための重要ポイントを考え、生産者に対しても促す必

要があります。 

飼養頭数達成も高齢化進み

今後の受胎に懸念 

新規就農時点で導入した経産牛が

続々廃用となってきており、新たなサ

イクルに入ってきている。その中で、

中小規模の家族経営として搾乳牛

を長く使うのか、短いサイクルで更

新していくのかを見極める必要があ

る。 

経営者の乳牛に対する考え方や、牛群の持つ特徴を生かすポイ

ント。 

乳牛の供用年数延長は、棚卸として積み立てた経費を決められ

た期間で回収し、延長した分で利益を増やし続けるもので、酪農

経営において収益の向上に直結するものと考える。 

以下の方法が有効である。 

・適切な栄養管理：乳牛の健康を維持するために、バランスの取

れた飼料を給与し、特に乾乳期の栄養管理を徹底する。 

・繁殖管理の改善：発情の早期発見と適切な授精技術の導入に

より、受胎率を向上させることが重要である。 

・衛生管理の徹底：乳房炎などの疾病を予防するために、搾乳機

器の定期的なメンテナンスや清潔な飼養環境の維持が必要。 

・適切な削蹄と運動：蹄の健康を保つために定期的な削蹄を行

い、運動を促すことで肢蹄故障を防ぐ。 

・ストレス管理：換気や冷房装置を導入し、快適な環境を提供す

ることで、乳牛のストレスを軽減する。 

・牛個体の持つ性質：飼養者に対し従順で、あらゆる環境下に順

応する飼い易い個体の選抜も延長の要因になると考える。 

これらの対策を講じることで、乳牛の供用年数を延長し、経済的

な利益を最大化することが可能である。 一方、生乳の品質維

持、牛群の改良速度の減速などネガティブな要因もあることも考

慮するべきである。 

このことについては経営者の判断に委ねるところが強い項目 

２ 

暑熱対策不足で繁殖悪化し

改善が必要 

断熱材メーカ－、施工会社、本会も

交えて、畜舎の強度を踏まえた暑熱

対策のプランを検討した。牛舎の強

度補修とウオ－ルカ－テンの設置が

現状に最適であると考えるが、資金

面の問題もあり、令和７年夏の対応

は未確定である。 

各各種種暑暑熱熱にに対対すするる課課題題とと対対策策：：  

乳牛の暑熱ストレスは、生産性低下・繁殖成績悪化・免疫低下・

動物の福祉問題など多岐にわたります。気候変動により今後さら

に深刻化が予測されます。 

環境対策・栄養管理・遺伝的改良・スマートモニタリングを組み

合わせた多面的アプローチが鍵とされています。 

生産性だけでなく家畜としての配慮も重要 

以前から暑熱対策は乳牛損耗防止事業などで取り組まれてきた

が、特に温暖化が進むなか更なる対策が肝要となってきた。畜舎
全国平均比較で種付は良

好も分娩頭数が少ない 

当農場は北海道から初妊牛を導入

せず、高能力乳牛には性選別精液
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を用いて後継牛とし、県育成牧場に

全頭預託する。牛舎規模は繋ぎ牛

舎で搾乳牛 max60 頭。低能力牛

には受精卵移植（和子牛生産）を行

う。 

内の気温管理を徹底するため、以下の対策を検討すべきであ

る。 乳牛のための換気扇や冷房装置の導入は、特に暑い季節

において非常に重要である。適切な換気と冷房は、乳牛の健康

と生産性を維持するために欠かせない。 以下は、乳畜舎におけ

る換気と冷房の主な方法である 

・自然換気：外気を取り入れて内部の汚れた空気を排出する方

法である。電気代がかからない利点があるが、換気量のコントロ

ールが難しい場合がある。 

・機械換気：換気扇を使用して強制的に空気を循環させる方法

である。一定の換気量が確保でき、特に暑熱対策に効果的。 

・送風機の使用：乳牛に直接風を当てることで、体感温度を下げ

ることができる。これにより、乳牛のストレスを軽減し、健康を保

つことができる。 

・散水や細霧装置：畜舎内の気温を下げるために水を散布する

方法である。これにより、乳牛が快適に過ごせる環境を作ること

ができる。 但し、敷料資材への衛生的配慮を行う必要がある。 

・屋根の遮熱効果のある材質への変更：最近の畜舎資材で以前

に比べ、格段に効果のあがる資材が増えている。 コストは掛か

るため費用の回収効果を検討する必要がある。 

・毛刈りなどの対策：以前推奨されていたことであるが、暑熱対

策以外にも搾乳衛生上の利点、乳牛への接触による融和性の効

果が挙げられる方法である。 

・その他：ルーメン内の恒常性を保つなど、飼料資材や給餌の順

番など多くの対応が存在する。 

これらの方法を組み合わせることで、乳牛の健康と生産性を向

上させることが可能となると考えられる。具体的な導入事例や効

果についても検討するべきである。 

牛舎暑熱で受胎率低下し分

娩間隔長期化 

種付を行う予定の個体については、

できるだけ風通しの良い場所に移動

させ過ごしやすい環境作りを意識し

ていく。また分娩前後の栄養管理に

気をつけ、健康状態を把握するた

め、観察時間を長くとるよう指導し

た。 

乳量減少・間隔延長し事故

頭数横ばい 

年間平均乳量 屋根への散水、飲水

量の確保、牛舎内換気の実施、遮光

幕などによる日照量の低減等の暑

熱対策の徹底を図る。平均分娩間

隔 発情の早期発見のために発情発

見装置等の導入を検討する。事故廃

用頭数 搾乳、哺乳、給餌等では、省

力化機械が普及。定着しつつあるた

め、労働負担を軽減することができ

る。 

 

４ 獣医師等の連携 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

夏場影響で高齢牛の成績

悪化、乾乳管理に課題 

経営状況を改善するために、毎月の

収支を経営主が把握するよう指導 

獣獣医医師師等等のの支支援援者者ととのの綿綿密密なな連連携携  

分娩間隔の長期化の課題 

・・生生産産性性のの低低下下：：  

分娩間隔が長期化すると、生涯出産回数が減少し、乳生産量

が低下する。 

・・健健康康問問題題のの増増加加：：  

長期の分娩間隔は、乳牛の健康に悪影響を及ぼす可能性が

ある。 肥満や代謝性疾患のリスクが増加することがある。 

・・経経済済的的損損失失：：  

生産性の低下や健康問題の増加により、医療費や飼料費が

増加し、経済効率が低下する。 

獣獣医医師師等等連連携携強強化化のの重重要要性性  

・・定定期期的的なな健健康康チチェェッックク：：  

獣医師による定期的な健康診断を実施し、早期に異常を発

見・治療することで、健康問題を未然に防ぐことが可能となる。 

・・栄栄養養管管理理のの最最適適化化：：  

栄養士や飼料専門家と連携し、乳牛に適した栄養管理プラン

を作成することで、健康状態を維持し、分娩間隔を短縮するこ

とが可能となる。 

・・繁繁殖殖ププロロググララムムのの見見直直しし：：  

繁殖専門家と協力し、効果的な繁殖プログラムを導入する

ことで、発情周期の管理を最適化し、受胎率を向上させること

が可能となる。 

・・デデーータタのの共共有有とと分分析析：：  

獣医師や専門家とデータを共有し、分娩間隔や健康状態に関

する情報を分析することで、問題の早期発見と対策が可能に

なる。 

・・具具体体的的なな対対策策：：  

定期的な健康診断: 獣医師による定期的な健康チェックを実

施し、異常を早期に発見が可能となる。 
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・・栄栄養養管管理理のの強強化化::    

栄養士と連携し、乳牛に適した栄養プランを作成・実施する。 

・・繁繁殖殖ププロロググララムムのの最最適適化化::  

繁殖専門家と協力し、発情周期の最適化を図り、安定的な分

娩周期を確保することで、分娩間隔の長期化を防ぐことが可

能となると思われる。 

・・デデーータタのの共共有有とと分分析析::    

獣医師や専門家とデータを共有し、問題の早期発見と対策が

可能となる。 

これらの対策を講じることで、分娩間隔の長期化による課題を

軽減し、乳牛の健康と生産性を向上させることが可能となる。 

2 

分娩短縮・事故減少も初産

月齢高く課題残る 

長期不受胎牛を計画的に更新する。

また、不受胎牛を早期に把握できる

よう獣医師等と連携を強化する。初

産月齢が遅いので、発情発見、適期

授精を心掛ける。 

他他人人任任せせででははななくく獣獣医医師師等等ははああくくままででもも支支援援者者ととししてて対対応応：：  

獣医師は乳牛の繁殖障害に対して重要な役割を担っていま

す。 まず、定期的な健康診断を通じて乳牛の健康状態をチェッ

クし、異常が見つかった場合は迅速に治療可能となる。 特に、

子宮内膜炎や卵巣嚢腫などの生殖器系の疾患は繁殖障害の原

因となるため、早期発見と治療が重要である。また、感染症の予

防接種や寄生虫駆除を計画的に実施し、乳牛の健康を維持す

ることが可能となります。 

繁殖管理においては、発情周期の正確な把握と適切なタイミ

ングでの授精が求められる。 栄養士と連携し、乳牛に適した飼

料設計を作成・実施することで、繁殖能力を向上させることがで

きる。 さらに、繁殖に関するデータを収集・分析し、繁殖プログ

ラムの効果を評価し、改善点を見つけることが重要である。 

これらの連携を強化することで、乳牛の繁殖障害を効果的に管

理し、健康で生産性の高い群れを維持することができる。 

 

これらの連携を強化することで、乳牛の繁殖障害を効果的に管

理し、健康で生産性の高い群れを維持することができる。 

3 

供用年数長いが高種付回

数個体が増加 

繁殖記録を獣医師等と共有し治療

が必要な牛を早期発見できるよう連

携を強化する。 

支支援援者者そそれれぞぞれれのの役役割割ににつついいてて認認識識  

・獣医師の役割 

・・繁繁殖殖障障害害のの診診断断とと治治療療：：  

繁殖障害の原因を特定し、適切な治療を行える。例えば、子宮

内膜炎や卵巣嚢腫などの治療が含まれる。 

・・繁繁殖殖管管理理のの重重要要性性発発情情周周期期のの管管理理：：  

発情周期を正確に把握し、適切なタイミングで人工授精を行

うことで、受胎率の向上を可能とする。 

・・栄栄養養管管理理：：  

栄養士と連携し、乳牛に適した栄養プランを作成・実施する。

適切な栄養管理は繁殖能力に直接影響を与える。 

・・デデーータタのの収収集集とと分分析析：：  

繁殖に関するデータを収集し、分析することで、繁殖プログラ

ムの効果を評価し、改善点が見つけられる。 

具具体体的的なな連連携携方方法法  

・・定定期期的的ななミミーーテティィンンググ::  

獣医師、栄養士、繁殖専門家が定期的に集まり、乳牛の健康

状態や繁殖プログラムの進捗を共有する。 

・・デデーータタのの共共有有::  

健康診断や繁殖に関するデータを共有し、問題の早期発見と

対策が可能となる。 

・・教教育育ととトトレレーーニニンンググ::    

農場スタッフに対して、乳牛の健康管理や繁殖管理に関す

る教育とトレーニングを実施する。 

これらの連携を強化することで、乳牛の繁殖障害を効果的に管

理し、健康で生産性の高い群れを維持することが可能となる。 

初回授精大幅遅れ、事故多

発し観察不足が課題 

・R7 年 1～2 月に分娩予定 5 頭と

牛群の半数近くが分娩を迎えるた

め、観察を強化し異変があれば管理

獣医師への連絡を徹底することの提

案 ・TMR から分離給与に切替え、

粗飼料給与量の調整が可能になっ

たため、当地イネ WCS と合わせて

粗飼料給与増給の検討 

経営承継後、繁殖技術優秀

で管理良好 

今後 JA 等のサービスなどが縮小す

る中で、自立した経営を目指すうえ

で、自己完結できる技術だけでなく、

事務処理などの対応も必要となるこ

とから協会の積極的活用のアドバイ

スを実施した。 
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５ 繁殖障害の改善 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

繁殖障害多発、猛暑影響で

種付回数増加 

労働力減少と労働時間の短縮によ

り、繁殖成績の悪化と淘汰牛が増加

し経産牛頭数の減少を招いた。飼養

管理時間を増やすように指導した。

➁ 飼養管理。繁殖授精担当が息子

に代わってから繁殖成績が悪化し出

荷乳量が減少したので、家族内で話

し合うと伴に、獣医師等から再度指

導を受けるように奨めた。 

個個体体のの見見極極めめががポポイインントト  

・・栄栄養養管管理理のの改改善善：：  

適切な栄養管理は、乳牛の繁殖能力に直接影響を与える。

バランスの取れた飼料を提供し、必要なビタミンやミネラルを

補給することで、繁殖障害のリスクを減少させることができる。 

・・健健康康管管理理のの強強化化：：  

定期的な健康チェックと予防接種は、乳牛の健康を維持し、

繁殖障害を防ぐために重要である。特に、感染症や寄生虫の

管理が重要である。 

・・繁繁殖殖ププロロググララムムのの最最適適化化：：  

計画的な繁殖プログラムを導入し、発情周期を正確に把握

することが必要である。人工授精のタイミングを最適化するこ

とで、受胎率を向上させることができる。 

・・スストトレレスス管管理理：：  

乳牛のストレスを軽減することも、繁殖障害の改善に寄与す

る。適切な飼育環境を整え、過密飼育を避けることが重要で

ある。 

・・遺遺伝伝的的要要因因のの考考慮慮：：  

繁殖障害には遺伝的形質も大きく関与している場合もあり

える。遺伝的に優れた個体を選択し、繁殖プログラムに組み込

むことで、繁殖障害のリスクを低減することができる。 

具具体体的的なな対対策策  

バランスの取れた飼料の給与: 栄養価の高い飼料を提供し、

必要なサプリメントを追加します。定期的な健康チェック: 獣医

による定期的な健康診断を実施し、早期に異常を発見が可能と

なる。  

・・発発情情周周期期ののモモニニタタリリンンググ::  発情周期を正確に把握し、適切な

タイミングで授精を行う。 

・・スストトレレスス軽軽減減::  飼育環境を改善し、乳牛がリラックスできる環

境を提供する。 

・・遺遺伝伝的的選選択択:: 繁殖プログラムにおいて、遺伝的に優れた個体

を選択する。 

これらの対策を講じることが、乳牛の繁殖障害を効果的に改善

し、健康で生産性の高い牛群を維持することが可能かと思われ

ます。 

2 

乳量減も繁殖改善、産次・

供用年数が増加 

少しずつ改善しているものの、労働

力確保が課題で雇用も検討するよ

う指導。また、乳質が悪化しているた

め技術面での指導を実施。 

・・適適切切なな栄栄養養管管理理：：  

バランスの取れた飼料を提供し、成長期に必要な栄養素を

十分に補給する。特に、エネルギー、タンパク質、ビタミン、ミネ

ラルのバランスが重要である。 

・・定定期期的的なな健健康康チチェェッックク：：  

獣医による定期的な健康診断を実施し、早期に異常を発

見・治療する。予防接種や寄生虫駆除も重要である。 

・・スストトレレスス管管理理：：  

飼育環境を整え、過密飼育を避け、適切な取り扱いを行い、

ストレスを軽減することで、繁殖能力を向上させることが可能

となる。 

・・遺遺伝伝的的選選択択：：  

繁殖プログラムにおいて、遺伝的に優れた個体を選択し、

繁殖障害のリスクを低減する。 

具体的な対策 

・・栄栄養養補補給給::  初妊牛に適した飼料を給与し、必要なサプリメン

トを追加する。 

・・健健康康管管理理::  定期的な健康チェックと予防接種を実施し、感染

症や寄生虫の管理を徹底する。 

・・環環境境改改善善::  ストレスを軽減するために、快適な飼育環境を提

供する。 

・・遺遺伝伝的的管管理理::繁殖プログラムにおいて、遺伝的に優れた個体

を選択し、繁殖障害のリスクを低減する。 
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３ 

子牛事故率高く分娩間隔も

長期化傾向 

分娩時の事故を防ぐため分娩の監

視方法や母牛の BCS を見直す。フ

レッシュチェックを行い繁殖障害の

ある牛に適切な治療をする。牛群検

定の利用も検討する。 

牛検データ等の活用と情報共有は、牛の健康管理や繁殖効率

の向上において非常に重要と考えます。 

以下のポイントを考慮することが肝要と考えます。 

牛牛検検デデーータタ等等のの活活用用  

・データの収集と分析: 牛の健康状態や生産性に関するデータ

を定期的に収集・分析し、これにより、個々の牛の健康状態や繁

殖状況を把握が可能となる。 

・異常の早期発見: データを活用することで、健康異常や繁殖

障害の早期発見が可能になる。例えば、体温や活動量の変化を

モニタリングすることで、病気の兆候を早期に察知できる。 

・繁殖管理の最適化: 発情周期や受胎率に関するデータを分析

し、繁殖管理の計画を最適化が可能となり、これにより、繁殖効

率を向上させることが可能となります。 

 

６ 環境の改善 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

発情見逃し・周産期管理不

良で成績悪化 

従業員も含めた管理観察の徹底と

ヘルパーにも周知すること。 栄養状

態が自給飼料の質に左右されるよう

なので、自給飼料の生産調製に十分

留意すること。 県のトウモロコシの

奨励品種への切り替え。 

関関係係者者間間ののココミミュュニニケケーーシショョンン::    

農場内の関係者（飼養者、獣医師、授精師など）間でデータや情

報を共有し、協力体制を強化する。これにより、迅速かつ適切な

対応が可能となります。 

・デジタルツールの活用: クラウドベースの管理システムやモバ

イルアプリを活用して、リアルタイムで情報を共有し、これにより、

どこからでもデータにアクセスし、迅速な意思決定が可能。 

・教育とトレーニング: 関係者に対してデータの活用方法や最新

の技術についての教育やトレーニングを行い、スキルアップを図

ることも大切です。 

2 

分娩短縮も産次差大きく段

階的対策が必要 

確実な発情発見（機器等の活用等）

及び産次別の分娩。発情回帰の改

善のための、特に乾乳期を中心とし

た給餌内容の再検討及び暑熱等の

ストレス改善など牛舎環境の改善。 

乾乾乳乳期期のの最最適適化化：：  

乾乳期に乳牛を適切に管理することで、次の泌乳期におけ

る乳生産量を最大化できる。つなぎ替えにより、乳牛の体調を

整え、次の泌乳期に備えることがでます。 

 

７ 作業体系の改善 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

方針変更で種付回数減少し

事故率低下 

今まで父親と共同でやってきたが、

年齢等の理由から現在はほぼ一人

で作業している。労働負担軽減事業

等の説明を実施。 牛床のマットの更

新等も検討しているとのことで、経

営状況や費用対効果を考慮するよ

う助言を行った。 

生生産産性性とと質質をを確確保保すするる  

効率的な運営と乳牛の健康維持に不可欠です。まず、作業手

順を標準化することで、スタッフ全員で一貫した方法で作業を行

えるようになり、これにより、作業ミスが減り、作業効率が向上

し、次に作業スケジュールを見直し、乳牛の生理的リズムに合わ

せたタイミングで作業を行うことが可能となります。 例えば、搾

乳や給餌の時間を一定に保つことで、乳牛のストレスを軽減し、

生産性を向上させることができ、 また、作業の分担を見直し、ス

タッフの労働力を効率的に活用することが求められる。特定の作

業に特化したチームを編成し、専門性を高めることで、作業の質

とスピードを向上させることが可能となる。さらに、自動化技術や

デジタルツールを導入することで、作業の効率化と精度向上が

期待できる。最後に、スタッフのスキル向上を図るため、定期的

な教育とトレーニングを実施するなど、これらの対策を講じること

で、乳牛の作業体系を見直し、効率的で健康的な運営を実現す

ることが可能となります。 

2 

レイアウト悪く管理困難、事

故率増加 

農場の適切な作業動線を再考し、作

業効率の向上につなげることを提

言。 

人人員員足足数数のの根根拠拠とと管管理理がが重重要要  

畜産全般において労働力確保は、持続可能な経営において

重要な課題です。 まず、労働環境の改善が必要で、快適で安

全な作業環境を提供することが、従業員の満足度と生産性を向

上させ、適切な休憩時間の確保や労働時間の管理も重要です。 

次に、労働力の多様化を図ることが可能となり、地元の労働力

だけでなく、海外労働者、女性、高齢者の活用も検討する。これ
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により、労働力不足を補い、多様な視点やスキルを取り入れるこ

とができます。 牧場教育とトレーニングも欠かず、新しい技術

や作業手順を習得するための研修を定期的に実施し、従業員の

スキルアップを図るべきである。これにより、作業の効率化と品

質向上が期待でき、さらにテクノロジーの導入も効果的である。 

自動化システムやデジタルツールを活用することで、作業負担

を軽減し、労働力の効率的な活用が可能になる。これらの対策

を講じることで、酪農における労働力確保を実現し、持続可能な

経営を支えることができる。 

 

８ 群管理の改善  

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

公共牧場預託で授精遅延し

初産月齢が延長 

預託先からの授精等の情報を積極

的に得、不受胎牛に対する処置を依

頼するなど、初産月齢の早期化に努

める。草地管理等を継続し、栄養価

の高い粗飼料を給与するよう努める

こと。分娩後 60 日以内にフレッシュ

チェックを実施し、異常があればす

ぐ獣医師の診察を受けるなど、分娩

間隔の短縮を図ること。 

乳牛の健康は生産性に大きな影響を与えます。 群管理では、

乳牛を年齢や生産段階に応じて適切なグループに分けることで

あるストレスを軽減し、飼育環境を最適化し、これにより乳牛の

健康状態が向上し、繁殖効率も高まる。農場のレイアウトは、乳

牛の移動やアクセスのしやすさを考慮して設計することが重要

です。 例えば、飼料や水へのアクセスが容易であること、清掃

やメンテナンスが効率的に行えることが求められ。 また、適切な

換気や温度管理ができる環境を整えることで、乳牛の快適性を

確保し、健康問題を予防し、さらに、レイアウトの工夫により、作

業効率を向上させることができ、例えば、搾乳室や飼料置き場

の配置を工夫することで、作業時間を短縮し、労働コストを削減

することが可能である。これらの対策を講じることで、乳牛の健

康と生産性を最大限に引き出すことができると思われます。 

特に乳牛の滞在時間の大半を占めるスペースとなることからカ

ウコンフォートを実現することが必要と考えられます。 

発情発見改善も分娩間隔

延長し供用短縮 

乳質改善のために牛群が縮小した

が、これから立て直しを図ってもら

いたい旨、また、飼料内容を見直し

発情回帰を促すよう指導。 良質粗

飼料の確保のために、イタリアンライ

グラスの作付け開始を指導。 

 

９ 人工授精・妊鑑の改善  

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

１ 

成績良好だが初回種付・初

産月齢が遅れ気味 

飼養管理技術が高いので大きく変

更することはないが、徐々に初産種

付けの早期化と発情回帰の観察及

び泌乳ピークを抑えるような取り組

みを求める。 

乳牛の育成期間は、生後すぐの免疫確立から、初回授精・初産

に向けた成長管理により個体の一生が決まるものと考えられ、そ

の管理の徹底が必要です。育成期の管理は、将来の生産性（産

乳量・繁殖成績・健康性）に大きく影響するため、以下の要点が

重要になります。 

・初乳管理の徹底（出生直後） 

・離乳までの栄養・衛生管理 

・成長モニタリング（体重・体高）による計画的発育 

・初回授精の適正化（成熟体重 55〜60%） 

・放牧・飼育環境に応じた栄養補正と健康管理 

・IoT 等を含む健康異常の早期察知と適正体型維持 

２ 

初産月齢高く育成管理の見

直しが課題 

十分な体格であれば、早期の初回

分娩についても安全に実施できる

が、DG を極端に上げることで生産

性を低下させるリスクもあるため、

慎重に実施されるよう提言した。 

３ 

獣医検診導入で分娩改善、

労力増で管理向上 

・繁殖記録を活用し、授精回数が多

い個体の把握に努め、早めの治療を

心がけることで空胎日数の短縮を図

ること。 ・子牛事故率の低下に向

け、分娩監視方法や乾乳期間内の

BCS、飼養状況を再確認し、改善策

を検討すること。 

繁繁殖殖ななどど中中長長期期的的なな経経営営方方針針をを定定めめたた上上でで検検討討  

交雑種の種付けは、乳量の増加や肉質の向上など、特定の目的

を持って行うことが重要です。 

・・適適切切なな種種雄雄牛牛のの選選定定::  交雑種の特性を最大限に引き出すため

に、遺伝的に優れた種雄牛を選定する。 

・・繁繁殖殖管管理理のの徹徹底底::  発情の早期発見と適切なタイミングでの授

精が受胎のポイントである。 

健健康康管管理理::  交雑種は純血種と異なる健康管理が必要な場合が

あるため、獣医師との連携を強化が必要です。 

外外部部導導入入ののポポイインントト  

・・導導入入目目的的のの設設定定:: 外部からの導入は、遺伝的多様性の確保や

特定の特性の強化を目的とする。  

導入先の選定: 信頼できる導入先から健康で遺伝的に優れた

個体を選ぶ。 

・・検検疫疫とと健健康康チチェェッックク::  導入前に徹底した検疫と健康チェックを

行い、病気の持ち込みを防げる。 

・・適適応応期期間間のの確確保保::  新しい環境に適応するための期間を設け、

ストレスを最小限に抑えられる。 
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１０ その他の改善 

項

番 

生産者が抱える課題 

（集計結果から多い順番） 

生産現場での指導内容 

（コメントされた内容） 

生産技術向上のための改善ポイント 

（支援者として） 

1 

成績持ち直しも供用年数短

縮が課題 

淘汰が進んだ後は、落ち着いて個体

管理を進め、供用年数を伸ばしてバ

ランスの良い牛群とすること。 

生生産産性性だだけけででははななくく個個体体のの持持つつ特特性性、、多多様様性性のの考考慮慮もも  

乳牛の後継牛対策は、持続可能な畜産経営において重要な

要素である。 まず、遺伝的に優れた個体を選抜し、繁殖プロ

グラムに組み込むことが必要であり、これにより健康で生産性

の高い後継牛を育成することができます。 次に、適切な栄養

管理が不可欠で、成長期に必要な栄養素をバランスよく提供

することで、後継牛の健全な発育を促進する、また、健康管理

も重要項目で、定期的な健康チェックと予防接種を実施し、病

気の早期発見と治療を行う。さらに、ストレス管理も考慮する

必要があります。 

2 

改良優先で初産事故増、受

胎率向上が課題 

繁殖牛の淘汰基準の見直しについ

て提言した。 

容容易易分分娩娩性性のの高高いい種種雄雄牛牛のの選選択択がが基基本本対対策策。 

初産向けの「容易分娩指数（Calving Ease, Daughter 

Calving Ease）」の高い精液を使用すること検討や生まれて

くる仔牛の出生体重が重すぎない系統を選ぶなどの検討が

必要と思われます。 

他乳房炎耐性・繁殖性の良い遺伝子を優先して長寿命を確

保することも淘汰基準の参考とするも必要です。 

3 

頭数過多で管理悪化、淘汰

で牛群整理中 

物価や相場などの外的要因が頻繁

に変動することから、定期的な情報

提供を実施していく。 

生生乳乳需需給給のの構構造造変変化化をを踏踏ままええたた「「需需要要にに応応じじたた生生産産」」  

近年は生乳需給の緩和（＝過剰気味）が続き、脱脂粉乳の在

庫増などが問題化。北海道は増産基調なのに対し、都府県で

は減産が進行し地域差が鮮明です。 

農水省の次期酪肉近（2025 年）は、需給に応じた生産・安定

経営を最重視しています。 →規模拡大前に検討すべき点 

地域の需給動向（加工向け中心か飲用向け中心か） 

乳業メーカーの集乳体制・受け入れ意向 

地元の生産調整方針（増産可能か、抑制傾向か） 

4 

規模拡大希望も生産性低

下の懸念あり 

外的要因が芳しくないため、規模拡

大については慎重に行うよう提言し

た。 

需需給給をを踏踏ままええたた生生産産計計画画（（過過剰剰生生産産リリススクク））  

飼料自給体制（牧草地・耕畜連携）強化 

労働力確保（ロボット化・雇用） 

初期投資増加と財務リスクの管理 

暑熱対策を含む気候変動リスク対応 

市場変動（乳価・在庫・消費）への耐性 

地域特性に基づく現実的な拡大戦略 

収益多角化（加工・直販・観光） 

政策・補助金の活用と制度理解 

5 

設備老朽化が進む中、投資

困難で改善停滞 

中古機械についても補助事業の利

用が可能である旨助言し、低価での

更新について提言した。 

機械施設の老朽化がもたらす各種の効率性の低下や、従事者

のモチベーション両面効果を考える上で重要なことと考えます。 

そこは経営の中長期的な見通しの中で熟慮することが肝要とな

ります。 

老朽化施設 

・換気不足による暑熱対策の弱さ 

・作業動線の非効率 

・新型機械（ロボット等）が入らない構造 

・修繕費増大 

・冬場の加温効率が悪い 

・施設に起因する暑熱ストレス 

など、目に見えない損失（機会損失）が蓄積する可能性が考え

られます。 

自動給餌更新の効果 

・給餌回数増加→健康維持 

・労働時間の大幅削減（TMR 配合・給餌の自動化） 

施設に起因する暑熱ストレス 

・飼料摂取量低下 

・乳量減少 

・繁殖機能低下 

など問題を引き起こし、今後も気温上昇でリスクは増大すること

も考慮すべきです。 
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Ⅲ．肉用牛繁殖   
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3
.9

3
2

2
.0

3
2

1
.1

2
9

1
.0

2
0

1
.0

3
1
.7

3
2

1
0
.1

3
2

8
.6

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
2

0
.6

3
2

0
.5

2
9

0
.3

2
0

0
.2

3
2
.0

3
2

4
.4

3
2

3
.2

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
2

2
.1

3
2

2
.2

2
9

2
.3

2
0

2
.8

3
0
.7

3
2

9
.5

3
2

1
1
.7

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
2

1
5
.7

3
2

1
5
.0

2
9

1
4
.1

2
0

1
3
.0

3
2
4
.3

3
2

9
0
.9

3
2

9
1
.2

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
2

1
0
3
.3

3
2

9
4
.3

2
9

9
2
.3

2
0

8
7
.9

3
1
1
4
.1

3
2

1
0
5
.2

3
2

9
9
.2

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
2

1
5
.6

3
2

1
5
.2

2
9

1
4
.3

2
0

1
3
.5

3
2
3
.3

3
2

8
8
.6

3
2

9
1
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
2

1
.6

3
2

1
.8

2
9

1
.8

2
0

1
.7

3
1
.9

3
1

1
.8

3
1

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
2

1
1
.8

3
2

1
1
.8

2
9

1
0
.8

2
0

1
0
.6

3
2
0
.7

3
2

7
1
.9

3
2

7
1
.7

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
2

1
3
.7

3
2

1
3
.7

2
9

1
3
.8

2
0

1
3
.6

3
1
2
.0

3
2

1
3
.2

3
2

1
3
.3

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
7

6
.8

2
6

6
.4

2
5

6
.6

1
8

6
.9

1
1
.4

3
1

8
.6

3
1

8
.6

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
2

4
.3

3
2

4
.8

2
9

4
.8

2
0

5
.0

3
4
.2

3
2

5
.6

3
2

4
.9

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
4

2
5
.1

2
3

2
4
.3

2
0

2
4
.4

1
3

2
4
.4

3
2
3
.6

3
0

2
4
.7

3
1

2
5
.0

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
6

8
.5

2
4

6
.0

2
1

6
.6

1
5

5
.1

3
1
.7

3
0

8
.0

3
0

9
.1

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
1

6
.8

3
2

6
.1

2
9

5
.9

2
0

6
.0

3
7
.7

3
2

3
2
.0

3
2

3
2
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
1

2
5
8
.6

3
2

2
6
1
.9

2
9

2
5
9
.9

2
0

2
4
9
.5

3
2
8
1
.8

3
2

2
8
1
.7

3
2

2
8
2
.8

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
1

2
8
8
.0

3
2

2
8
9
.3

2
9

2
8
6
.7

2
0

2
8
1
.9

3
3
1
4
.8

3
2

3
0
0
.1

3
2

3
0
1
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
1

1
.1
1

3
2

1
.1
2

2
9

1
.1
2

2
0

1
.1
5

3
1
.1
2

3
2

1
.0
7

3
2

1
.0
7

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

2
9

4
.7

3
0

5
.3

2
7

4
.6

1
8

4
.7

3
1
2
.0

3
2

2
6
.0

3
2

2
7
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

2
9

2
7
1
.4

3
0

2
6
7
.0

2
7

2
6
5
.2

1
8

2
5
7
.1

3
2
8
2
.6

3
2

2
8
8
.6

3
2

2
9
2
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

2
9

2
6
5
.9

3
0

2
6
7
.4

2
7

2
6
4
.7

1
8

2
6
0
.7

3
2
9
1
.4

3
2

2
7
6
.3

3
2

2
7
7
.8

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

2
9

0
.9
8

3
0

1
.0
1

2
7

1
.0
0

1
8

1
.0
2

3
1
.0
3

3
2

0
.9
6

3
2

0
.9
5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
常
時
平
均

飼
養
頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
4
3
.
4
頭

、
R
0
6
年

は
4
4
.
0
頭

と
0
.
6
頭

増
加

し
た

が
、

前
年

比
（

期
首

÷
期

末
）

は
R
0
5
年

が
1
0
4
.
3
％

、
R
0
6
年

が
9
7
.
3
％

と
減

少
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
全

体
の

う
ち

、
R
0
5
年

に
比

べ
増

加
（

増
頭

）
し

た
事

例
は

5
2
、

減
少

し
た

事
例

は
6
0
、

維
持

（
増

減
な

し
）

の
事

例
は

1
9
で

あ
っ

た
。

減
少

し
た

事
例

の
う

ち
R
0
5
年

に
比

べ
て

1
割

以
上

頭
数

が
減

少
し

た
事

例
（

1
5
）

に
は

、
頭

数
減

に
よ

る
牛

の
快

適
性

確
保

や
各

個
体

の
観

察
強

化
と

い
っ

た
コ

メ
ン

ト
も

み
ら

れ
た

。
　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

1
5
.
6
頭

、
R
0
6
年

は
1
5
.
2
頭

と
0
.
4
頭

減
少

し
た

。
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

3
2
戸

の
う

ち
、

3
戸

は
R
0
6
年

に
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
2
3
.
3
頭

と
な

り
、

飼
養

頭
数

の
前

年
比

も
1
1
4
.
1
％

と
増

加
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
残

り
2
9
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

、
平

均
1
4
.
3
頭

、
飼

養
頭

数
の

前
年

比
は

9
2
.
3
％

で
あ

っ
た

。
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

2
0
戸

は
平

均
1
3
.
5
頭

、
飼

養
頭

数
の

前
年

比
は

8
7
.
9
％

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

 
R
0
5
年

は
8
8
.
6
頭

、
R
0
6
年

は
9
1
.
5
頭

と
2
.
9
頭

増
加

し
た

が
、

前
年

比
（

期
首

÷
期

末
）

は
R
0
5
年

が
1
0
5
.
2
％

で
あ

っ
た

の
に

対
し

、
R
0
6
年

は
9
9
.
2
％

と
減

少
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数

１
．
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

4
2

4
8
.2

4
2

4
9
.3

2
2

4
2
.4

1
3

3
7
.4

1
8

5
9
.9

2
3
0
.5

4
1

4
0
.5

4
2

4
5
.9

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

4
2

4
.5

4
2

4
.4

2
2

3
.2

1
3

1
.9

1
8

5
.9

2
3
.5

4
1

6
.2

4
2

4
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

4
2

1
.5

4
2

1
.3

2
2

0
.6

1
3

0
.6

1
8

2
.3

2
0
.0

4
1

1
.8

4
2

2
.0

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

4
2

4
.9

4
2

6
.6

2
2

5
.9

1
3

5
.8

1
8

7
.9

2
3
.0

4
1

4
.5

4
2

7
.5

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

4
2

4
9
.3

4
2

4
8
.4

2
2

4
0
.3

1
3

3
4
.2

1
8

6
0
.2

2
3
1
.0

4
1

4
3
.9

4
2

4
5
.3

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

4
2

1
0
3
.2

4
2

9
6
.0

2
2

9
3
.6

1
3

9
0
.2

1
8

9
8
.3

2
1
0
1
.0

4
1

1
0
5
.2

4
2

9
6
.7

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

4
2

4
8
.9

4
2

4
8
.9

2
2

4
1
.3

1
3

3
5
.7

1
8

6
0
.2

2
3
0
.5

4
1

4
2
.2

4
2

4
5
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

4
2

2
.2

4
2

2
.2

2
2

2
.6

1
3

2
.7

1
8

1
.8

2
1
.3

4
1

1
.3

4
2

1
.3

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

4
2

3
9
.8

4
2

3
9
.6

2
2

3
2
.0

1
3

2
7
.7

1
8

5
1
.2

2
2
0
.0

4
1

3
4
.0

4
2

3
4
.3

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

4
2

1
3
.6

4
2

1
3
.6

2
2

1
4
.1

1
3

1
4
.0

1
8

1
3
.0

2
1
2
.9

4
1

1
3
.1

4
2

1
3
.3

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
4

8
.6

3
8

8
.4

2
1

9
.0

1
3

7
.9

1
5

7
.9

2
6
.1

3
9

7
.4

3
9

8
.0

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

4
2

5
.5

4
2

5
.3

2
2

5
.9

1
3

5
.6

1
8

4
.7

2
5
.3

4
1

4
.5

4
2

4
.4

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
9

2
5
.0

3
6

2
4
.9

1
7

2
4
.9

1
0

2
4
.8

1
7

2
4
.9

2
2
4
.0

3
4

2
4
.6

3
8

2
4
.4

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
6

9
.6

4
0

7
.1

2
1

6
.3

1
3

7
.6

1
7

8
.7

2
3
.3

3
5

6
.1

3
4

6
.4

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

4
1

1
7
.8

4
2

1
9
.1

2
2

1
5
.2

1
3

1
3
.7

1
8

2
4
.6

2
1
2
.5

4
1

1
6
.3

4
2

1
7
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

4
1

2
6
4
.2

4
2

2
6
6
.1

2
2

2
6
7
.0

1
3

2
6
2
.3

1
8

2
6
3
.3

2
2
8
1
.0

4
1

2
7
0
.4

4
2

2
7
5
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

4
1

2
8
4
.6

4
2

2
8
8
.9

2
2

2
8
7
.0

1
3

2
7
1
.3

1
8

2
9
0
.4

2
2
9
7
.0

4
1

2
9
8
.2

4
2

3
0
2
.8

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

4
1

1
.0
9

4
2

1
.1
0

2
2

1
.0
7

1
3

1
.0
4

1
8

1
.1
3

2
1
.0
6

4
1

1
.1
0

4
2

1
.1
1

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

4
2

1
4
.5

4
2

1
3
.4

2
2

1
2
.0

1
3

1
1
.1

1
8

1
5
.6

2
8
.5

4
1

1
2
.4

4
2

1
4
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

4
2

2
7
3
.9

4
2

2
7
1
.6

2
2

2
7
1
.2

1
3

2
6
5
.3

1
8

2
6
9
.5

2
2
9
4
.5

4
1

2
7
7
.8

4
2

2
8
4
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

4
2

2
6
1
.3

4
2

2
6
5
.1

2
2

2
6
6
.1

1
3

2
5
3
.7

1
8

2
6
3
.4

2
2
6
9
.0

4
1

2
7
2
.3

4
2

2
8
2
.1

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

4
2

0
.9
6

4
2

0
.9
8

2
2

0
.9
8

1
3

0
.9
6

1
8

0
.9
9

2
0
.9
2

4
1

0
.9
8

4
2

0
.9
9
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果
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R
0
6
年
の
受
胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
受
胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

は
ど

ち
ら

も
1
.
8
回

(
受

胎
率

換
算

5
5
.
6
%
）

と
変

化
が

無
か

っ
た

（
受

胎
率

換
算

＝
1
0
0
÷

受
胎

に
要

し
た

種
付

け
回

数
）

。
全

体
の

う
ち

、
R
0
5
年

に
比

べ
種

付
回

数
が

減
少

（
改

善
）

し
た

事
例

は
52

、
増

加
（

悪
化

）
し

た
事

例
は

5
1
で

あ
っ

た
。

助
言

指
導

内
容

か
ら

、
種

付
回

数
が

大
幅

に
減

少
（

改
善

）
し

た
事

例
の

一
部

は
特

定
の

地
域

に
集

中
し

て
お

り
、

繁
殖

管
理

及
び

栄
養

管
理

の
指

導
に

よ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
た

。
ま

た
、

種
付

回
数

が
減

少
（

改
善

）
し

た
事

例
で

は
、

飼
養

管
理

の
改

善
や

観
察

の
強

化
、

記
録

の
徹

底
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

て
い

た
。

　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

の
種

付
回

数
は

ど
ち

ら
も

2
.
2
回

（
受

胎
率

換
算

4
5
.
5
%
）

と
変

化
は

な
か

っ
た

。
R
0
5
年

の
下

位
2
5
%
階

層
4
2
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

1
.
3
回

（
受

胎
率

換
算

7
6
.
9
％

）
と

な
り

、
1
8
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

1
.
8
回

（
受

胎
率

換
算

5
5
.
6
％

）
と

な
っ

た
。

残
り

2
2
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
平

均
2
.
6
回

（
受

胎
率

換
算

3
8
.
5
％

）
で

あ
り

、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

1
3
戸

は
2
.
7
（

受
胎

率
換

算
3
7
.
0
％

）
と

な
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

 
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

に
お

け
る

上
位

2
5
％

階
層

の
種

付
け

回
数

は
ど

ち
ら

も
1
.
3
回

（
受

胎
率

換
算

7
6
.
9
％

）
と

変
化

は
な

か
っ

た
。

一
方

、
分

娩
間

隔
は

全
体

平
均

と
大

き
な

差
は

み
ら

れ
な

い
こ

と
か

ら
（

R
0
6
　

全
体

平
均

 
v
s
 
上

位
2
5
％

階
層

 
=
 
1
3
.
6
 
v
s
 
1
3
.
3
）

、
上

位
2
5
％

階
層

は
分

娩
後

の
授

精
時

期
の

見
極

め
が

良
い

（
卵

巣
や

子
宮

等
の

回
復

後
に

効
率

的
な

人
工

授
精

を
実

施
し

て
い

る
）

可
能

性
が

考
え

ら
れ

た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
頭
数

１
．
分
娩
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
3

1
7
.1

3
3

1
7
.5

2
7

1
5
.6

1
5

1
7
.7

6
2
6
.0

3
2

8
5
.4

3
2

8
9
.1

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
3

1
.8

3
3

1
.1

2
7

1
.0

1
5

1
.0

6
1
.3

3
2

9
.8

3
2

7
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
3

0
.9

3
3

0
.9

2
7

0
.7

1
5

1
.2

6
1
.7

3
2

4
.4

3
2

3
.3

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
3

2
.3

3
3

2
.3

2
7

2
.6

1
5

3
.4

6
1
.2

3
2

9
.6

3
2

1
0
.5

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
3

1
7
.5

3
3

1
7
.2

2
7

1
4
.8

1
5

1
6
.5

6
2
7
.8

3
2

8
9
.9

3
2

8
9
.8

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
3

1
0
3
.6

3
3

9
5
.5

2
7

9
2
.8

1
5

9
0
.5

6
1
0
7
.6

3
2

1
0
4
.6

3
2

9
9
.9

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
3

1
7
.4

3
3

1
7
.2

2
7

1
5
.0

1
5

1
6
.8

6
2
7
.1

3
2

8
7
.9

3
2

8
9
.7

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
2

1
.7

3
2

1
.8

2
7

1
.8

1
5

1
.9

5
1
.9

3
0

1
.9

3
0

1
.7

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
3

1
1
.5

3
3

1
1
.8

2
7

1
0
.0

1
5

9
.7

6
2
0
.3

3
2

7
2
.7

3
2

7
2
.6

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
3

1
3
.8

3
3

1
4
.0

2
7

1
4
.0

1
5

1
4
.1

6
1
3
.8

3
2

1
3
.0

3
2

1
3
.0

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
7

7
.0

2
6

6
.3

2
3

6
.7

1
4

7
.0

3
3
.5

3
0

8
.5

3
1

8
.5

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
3

4
.3

3
3

4
.7

2
7

4
.8

1
5

4
.5

6
3
.9

3
2

5
.6

3
2

4
.8

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
5

2
4
.8

2
4

2
5
.0

1
8

2
4
.8

1
0

2
5
.5

6
2
5
.6

3
1

2
4
.6

3
0

2
5
.1

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
6

1
0
.0

2
4

6
.3

1
9

7
.2

1
3

8
.3

5
2
.8

2
9

7
.8

2
9

8
.5

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2

7
.1

3
3

6
.4

2
7

5
.9

1
5

6
.5

6
8
.7

3
2

3
1
.7

3
2

3
3
.0

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2

2
6
0
.8

3
3

2
6
4
.6

2
7

2
6
2
.0

1
5

2
5
9
.3

6
2
7
6
.6

3
2

2
8
1
.2

3
2

2
8
2
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
2

2
8
8
.1

3
3

2
8
8
.9

2
7

2
8
6
.8

1
5

2
7
7
.4

6
2
9
8
.0

3
2

3
0
2
.0

3
2

3
0
3
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
2

1
.1
0

3
3

1
.1
0

2
7

1
.1
1

1
5

1
.0
8

6
1
.0
8

3
2

1
.0
7

3
2

1
.0
7

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
0

5
.1

3
1

5
.2

2
5

4
.2

1
4

4
.8

6
9
.2

3
2

2
5
.9

3
2

2
7
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
0

2
7
4
.1

3
1

2
6
8
.2

2
5

2
6
6
.2

1
4

2
6
3
.5

6
2
7
6
.7

3
2

2
8
9
.2

3
2

2
9
0
.7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
0

2
6
6
.9

3
1

2
6
6
.6

2
5

2
6
4
.7

1
4

2
5
7
.0

6
2
7
4
.5

3
2

2
7
7
.2

3
2

2
7
8
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
0

0
.9
7

3
1

1
.0
0

2
5

1
.0
0

1
4

0
.9
8

6
0
.9
9

3
2

0
.9
6

3
2

0
.9
6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
3
4
.
7
頭

、
R
0
6
年

は
3
4
.
4
頭

と
0
.
3
頭

減
少

し
た

。
常

時
平

均
飼

養
頭

数
に

対
す

る
分

娩
頭

数
の

割
合

（
分

娩
頭

数
÷

常
時

平
均

飼
養

頭
数

）
は

、
R
0
5
年

は
8
0
.
0
％

（
3
4
.
7
/
4
3
.
4
）

、
R
0
6
年

は
7
8
.
1
％

（
3
4
.
4
/
4
4
.
0
）

と
1
.
9
%
低

下
し

た
。

　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

の
分

娩
頭

数
は

1
1
.
5
頭

、
R
0
6
年

は
1
1
.
8
頭

と
0
.
3
頭

増
加

し
た

。
こ

れ
ら

事
例

は
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

に
対

す
る

分
娩

頭
数

の
割

合
も

、
全

体
よ

り
低

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

（
R
0
5
：

6
6
.
4
％

（
1
1
.
5
/
1
7
.
4
）

、
R
0
6
：

6
8
.
8
％

（
1
1
.
8
/
1
7
.
2
）

）
。

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

3
3
戸

の
う

ち
、

6
戸

は
R
0
6
年

に
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
2
0
.
3
頭

と
な

っ
た

。
残

り
2
7
戸

は
下

位
2
5
％

階
層

、
平

均
1
0
.
0
頭

に
な

り
、

R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

1
5
戸

は
9
.
7
頭

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
に

対
す

る
分

娩
頭

数
の

割
合

は
5
7
.
6
％

（
9
.
7
/
1
6
.
8
）

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
7
2
.
7
頭

、
R
0
6
年

は
7
2
.
6
頭

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が

な
か

っ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
間
隔

１
．
分
娩
間
隔
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
2

3
0
.8

3
2

3
3
.0

2
4

3
5
.3

1
5

3
9
.5

7
2
7
.1

1
1
8
.0

3
2

4
0
.2

3
2

4
1
.5

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
2

2
.3

3
2

2
.0

2
4

1
.9

1
5

1
.3

7
2
.7

1
1
.0

3
2

5
.2

3
2

4
.2

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
2

3
.2

3
2

1
.4

2
4

1
.2

1
5

1
.8

7
2
.1

1
2
.0

3
2

0
.9

3
2

1
.3

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
2

3
.3

3
2

5
.9

2
4

5
.5

1
5

6
.4

7
7
.6

1
4
.0

3
2

4
.7

3
2

5
.1

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
2

3
3
.0

3
2

3
0
.6

2
4

3
2
.9

1
5

3
6
.2

7
2
4
.4

1
1
7
.0

3
2

4
1
.6

3
2

4
1
.8

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
2

1
0
5
.9

3
2

9
2
.2

2
4

9
1
.7

1
5

8
9
.8

7
9
3
.8

1
9
4
.4

3
2

1
0
4
.3

3
2

1
0
0
.9

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
2

3
1
.8

3
2

3
1
.8

2
4

3
4
.1

1
5

3
7
.8

7
2
6
.4

1
1
6
.2

3
2

4
1
.0

3
2

4
1
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

2
9

1
.9

2
9

1
.9

2
1

2
.0

1
2

1
.8

7
1
.6

1
1
.2

2
8

1
.6

2
9

1
.6

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
2

2
0
.4

3
2

1
9
.9

2
4

2
1
.1

1
5

2
3
.2

7
1
6
.9

1
1
3
.0

3
2

3
5
.3

3
2

3
5
.8

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
2

1
4
.8

3
2

1
5
.0

2
4

1
5
.5

1
5

1
6
.0

7
1
3
.8

1
1
1
.8

3
2

1
2
.2

3
2

1
2
.2

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
5

7
.6

2
8

7
.9

2
0

7
.8

1
4

7
.6

7
7
.8

1
1
1
.9

2
9

6
.4

3
0

7
.1

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
2

4
.5

3
2

4
.6

2
4

4
.5

1
5

4
.1

7
5
.0

1
3
.5

3
2

4
.4

3
2

4
.2

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
7

2
4
.8

2
7

2
5
.8

2
1

2
5
.5

1
4

2
5
.8

5
2
7
.8

1
2
2
.3

2
9

2
4
.5

3
0

2
4
.1

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
3

6
.7

2
5

7
.2

1
9

9
.0

1
2

1
0
.2

5
1
.9

1
0
.0

2
7

6
.3

2
6

6
.1

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2

1
1
.2

3
2

1
0
.4

2
4

1
0
.5

1
5

1
1
.0

7
1
0
.3

1
8
.0

3
2

1
5
.8

3
2

1
7
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2

2
6
0
.8

3
2

2
6
4
.1

2
4

2
6
0
.5

1
5

2
7
1
.9

7
2
7
3
.0

1
2
8
6
.0

3
2

2
7
8
.2

3
2

2
7
7
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
2

2
8
4
.6

3
2

2
8
7
.6

2
4

2
8
2
.3

1
5

2
9
5
.6

7
3
0
0
.2

1
3
2
5
.0

3
2

3
0
3
.1

3
2

3
0
2
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
2

1
.0
9

3
2

1
.1
0

2
4

1
.1
1

1
5

1
.1
1

7
1
.0
8

1
1
.1
4

3
2

1
.0
9

3
2

1
.0
9

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
1

8
.6

3
2

8
.4

2
4

9
.0

1
5

8
.9

7
6
.7

1
7
.0

3
0

1
3
.4

3
2

1
3
.1

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
1

2
7
1
.3

3
2

2
7
1
.7

2
4

2
6
9
.0

1
5

2
7
9
.4

7
2
7
9
.1

1
2
8
3
.0

3
0

2
8
5
.4

3
2

2
8
6
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
1

2
6
6
.4

3
2

2
6
4
.9

2
4

2
6
1
.3

1
5

2
6
9
.8

7
2
7
1
.9

1
3
0
3
.0

3
0

2
7
4
.8

3
2

2
7
8
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
1

0
.9
8

3
2

0
.9
8

2
4

0
.9
8

1
5

0
.9
7

7
0
.9
8

1
1
.0
7

3
0

0
.9
6

3
2

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
1
3
.
3
ヵ

月
、

R
0
6
年

は
1
3
.
6
ヵ

月
と

0
.
3
ヵ

月
増

加
（

悪
化

）
し

た
。

全
体

の
う

ち
、

R
0
5
年

に
比

べ
分

娩
間

隔
が

悪
化

し
た

事
例

は
5
8
、

改
善

し
た

事
例

は
5
1
で

あ
っ

た
。

こ
れ

ら
の

う
ち

、
R
0
6
年

に
分

娩
間

隔
が

大
幅

に
改

善
し

た
（

1
ヵ

月
以

上
減

少
）

し
た

事
例

の
多

く
は

、
R
0
5
年

に
分

娩
間

隔
が

長
か

っ
た

事
例

が
多

か
っ

た
。

一
方

、
分

娩
間

隔
が

悪
化

し
た

（
1
ヵ

月
以

上
増

加
）

し
た

事
例

で
は

、
助

言
指

導
内

容
か

ら
高

齢
牛

の
更

新
不

足
お

よ
び

観
察

不
足

が
原

因
の

一
部

と
考

え
ら

れ
た

。
　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

の
分

娩
間

隔
は

1
4
.
8
ヵ

月
、

R
0
6
年

は
1
5
.
0
ヵ

月
と

0
.
2
ヵ

月
増

加
（

悪
化

）
し

た
。

R
0
5
年

3
2
戸

の
う

ち
、

8
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層

に
な

り
、

改
善

が
み

ら
れ

た
。

こ
の

う
ち

、
中

位
5
0
％

階
層

の
7
戸

は
、

分
娩

間
隔

が
1
3
.
8
ヵ

月
と

1
ヵ

月
減

少
し

、
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
が

1
.
9
回

（
受

胎
率

換
算

5
2
.
6
%
）

か
ら

1
.
6
回

（
受

胎
率

換
算

6
2
.
5
％

）
に

改
善

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ら

事
例

の
分

娩
間

隔
の

減
少

は
受

胎
性

の
改

善
が

要
因

の
1
つ

と
考

え
ら

れ
た

。
一

方
、

R
0
6
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
う

ち
、

R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

事
例

は
、

受
胎

に
要

し
た

平
均

種
付

回
数

が
1
.
8
回

と
ほ

ぼ
変

わ
ら

な
い

こ
と

か
ら

、
分

娩
間

隔
が

悪
化

し
た

原
因

の
1
つ

と
し

て
分

娩
後

の
発

情
回

帰
の

遅
れ

が
考

え
ら

れ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
1
2
.
2
ヵ

月
と

変
化

が
な

か
っ

た

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
供
用
年
数

１
．
供
用
年
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

2
9

3
1
.1

2
9

3
2
.8

1
7

2
8
.4

5
1
8
.2

8
4
7
.1

3
2
3
.0

3
0

4
6
.4

2
9

4
5
.0

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

2
9

4
.0

2
9

2
.4

1
7

2
.1

5
1
.0

8
2
.9

3
2
.3

3
0

3
.3

2
9

5
.0

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

2
9

1
.1

2
9

1
.5

1
7

1
.0

5
1
.0

8
2
.3

3
2
.0

3
0

0
.9

2
9

1
.1

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

2
9

3
.6

2
9

4
.1

1
7

3
.8

5
2
.2

8
5
.1

3
4
.0

3
0

5
.7

2
9

5
.6

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

2
9

3
2
.8

2
9

3
2
.6

1
7

2
7
.7

5
1
8
.0

8
4
7
.1

3
2
3
.3

3
0

4
5
.0

2
9

4
5
.6

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

2
9

1
0
6
.9

2
9

9
7
.8

1
7

9
5
.3

5
9
6
.1

8
9
9
.5

3
9
9
.3

3
0

9
8
.8

2
9

9
7
.8

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

2
9

3
2
.0

2
9

3
2
.5

1
7

2
8
.0

5
1
8
.2

8
4
6
.6

3
2
3
.6

3
0

4
5
.8

2
9

4
5
.4

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

2
6

1
.6

2
6

1
.9

1
4

1
.9

5
1
.6

8
1
.5

3
2
.5

2
9

1
.9

2
8

2
.0

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

2
9

2
6
.3

2
9

2
6
.9

1
7

2
3
.4

5
1
3
.4

8
3
8
.9

3
1
7
.3

3
0

3
6
.2

2
9

3
4
.9

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

2
9

1
3
.2

2
9

1
3
.6

1
7

1
3
.8

5
1
3
.9

8
1
3
.1

3
1
4
.7

3
0

1
3
.3

2
9

1
3
.6

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
9

3
.6

2
8

5
.0

1
7

3
.2

5
3
.1

8
6
.4

3
1
1
.6

3
0

1
2
.7

2
9

1
1
.8

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

2
9

4
.2

2
9

4
.2

1
7

3
.9

5
4
.0

8
4
.3

3
6
.0

3
0

5
.7

2
9

5
.7

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
5

2
4
.9

2
6

2
4
.2

1
5

2
4
.2

4
2
3
.4

8
2
3
.7

2
2
4
.8

2
8

2
4
.4

2
5

2
3
.9

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
3

8
.0

2
5

6
.1

1
3

3
.4

4
1
.6

8
8
.1

3
1
2
.7

2
7

6
.7

2
6

5
.4

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

2
9

1
3
.4

2
9

1
3
.0

1
7

1
2
.1

5
6
.2

8
1
8
.0

3
6
.3

3
0

1
7
.3

2
9

1
6
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

2
9

2
6
3
.3

2
9

2
6
7
.8

1
7

2
5
7
.9

5
2
4
0
.4

8
2
8
6
.3

3
2
6
9
.8

3
0

2
7
5
.0

2
9

2
7
0
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

2
9

2
8
6
.0

2
9

2
9
2
.5

1
7

2
8
8
.8

5
2
9
0
.8

8
2
9
6
.8

3
2
9
2
.7

3
0

3
0
4
.7

2
9

2
9
8
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

2
9

1
.0
9

2
9

1
.1
1

1
7

1
.1
4

5
1
.2
6

8
1
.0
4

3
1
.0
8

3
0

1
.1
1

2
9

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

2
8

9
.0

2
9

9
.4

1
7

7
.9

5
7
.0

8
1
4
.6

3
3
.7

2
9

1
4
.9

2
9

1
3
.1

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

2
8

2
7
4
.6

2
9

2
7
3
.9

1
7

2
6
3
.8

5
2
4
9
.6

8
2
9
5
.6

3
2
6
8
.0

2
9

2
8
1
.0

2
9

2
7
4
.4

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

2
8

2
6
2
.5

2
9

2
7
2
.2

1
7

2
6
5
.2

5
2
6
7
.1

8
2
8
3
.7

3
2
7
4
.3

2
9

2
7
9
.5

2
9

2
7
2
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

2
8

0
.9
6

2
9

1
.0
0

1
7

1
.0
2

5
1
.0
8

8
0
.9
6

3
1
.0
2

2
9

0
.9
9

2
9

0
.9
9
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考
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R
0
6
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
供
用
年
数

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
7
.
9
年

、
R
0
6
年

は
7
.
5
年

と
0
.
4
年

短
く

な
っ

た
。

　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

の
供

用
年

数
は

3
.
6
年

、
R
0
6
年

は
5
.
0
年

と
1
.
4
年

長
く

な
っ

た
。

R
0
5
年

2
9
戸

の
う

ち
、

3
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
1
1
.
6
年

と
な

り
、

8
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
6
.
4
年

と
な

っ
た

。
残

り
1
7
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
あ

り
、

3
.
2
年

で
あ

っ
た

。
供

用
年

数
は

廃
用

と
な

っ
た

経
産

牛
の

更
新

年
数

の
平

均
値

で
あ

り
、

長
け

れ
ば

良
い

わ
け

で
は

な
く

、
繁

殖
成

績
や

遺
伝

的
能

力
を

考
慮

し
て

適
切

に
更

新
す

る
必

要
が

あ
る

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
1
2
.
7
年

、
R
0
6
年

は
1
1
.
8
年

と
0
.
9
年

短
く

な
っ

た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
産
次

１
．
産
次
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
3

2
7
.1

3
3

2
9
.9

2
2

3
1
.7

6
3
0
.8

1
0

2
7
.7

1
1
3
.0

3
2

4
9
.1

3
2

3
4
.9

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
3

3
.6

3
3

2
.1

2
2

2
.0

6
2
.5

1
0

2
.5

1
1
.0

3
2

4
.1

3
2

2
.5

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
3

1
.7

3
3

1
.2

2
2

1
.1

6
1
.7

1
0

1
.2

1
2
.0

3
2

1
.2

3
2

0
.4

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
3

2
.5

3
3

3
.7

2
2

3
.0

6
4
.8

1
0

5
.1

1
4
.0

3
2

6
.2

3
2

4
.3

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
3

2
9
.9

3
3

2
9
.5

2
2

3
1
.8

6
3
0
.2

1
0

2
6
.3

1
1
2
.0

3
2

4
8
.3

3
2

3
3
.5

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
3

1
1
2
.1

3
3

9
7
.7

2
2

9
9
.8

6
9
7
.6

1
0

9
3
.8

1
9
2
.3

3
2

9
9
.1

3
2

9
5
.0

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
3

2
8
.5

3
3

2
9
.6

2
2

3
1
.5

6
2
9
.6

1
0

2
7
.1

1
1
3
.3

3
2

4
8
.8

3
2

3
4
.4

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
0

1
.6

3
0

1
.8

1
9

1
.8

6
1
.8

1
0

1
.7

1
2
.2

3
1

2
.0

3
0

2
.1

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
3

2
2
.0

3
3

2
2
.6

2
2

2
3
.6

6
2
0
.2

1
0

2
1
.9

1
8
.0

3
2

3
8
.5

3
2

2
6
.4

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
3

1
3
.3

3
3

1
3
.6

2
2

1
3
.6

6
1
3
.4

1
0

1
3
.6

1
1
3
.8

3
2

1
3
.5

3
2

1
3
.7

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
3

5
.5

2
9

5
.1

1
8

4
.5

6
5
.1

1
0

6
.3

1
5
.8

3
2

9
.0

2
8

9
.5

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
3

2
.9

3
3

3
.4

2
2

2
.9

6
3
.2

1
0

4
.3

1
5
.7

3
2

7
.1

3
2

6
.6

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
0

2
4
.9

2
7

2
5
.0

2
0

2
4
.7

5
2
6
.3

7
2
5
.9

2
8

2
5
.0

2
5

2
4
.7

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
6

8
.1

2
5

5
.2

1
7

4
.3

6
6
.8

7
5
.2

1
2
0
.0

3
0

1
1
.1

2
7

7
.9

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2

1
0
.9

3
3

1
1
.1

2
2

1
1
.6

6
1
2
.2

1
0

1
0
.3

1
6
.0

3
2

1
7
.6

3
2

1
3
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2

2
6
1
.5

3
3

2
6
3
.7

2
2

2
7
0
.6

6
2
7
7
.1

1
0

2
4
8
.3

1
2
6
7
.2

3
2

2
7
1
.1

3
2

2
7
4
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
2

2
8
3
.3

3
3

2
8
5
.0

2
2

2
8
9
.0

6
2
8
6
.7

1
0

2
7
9
.0

1
2
5
5
.3

3
2

2
9
6
.9

3
2

3
0
5
.1

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
2

1
.0
9

3
3

1
.1
0

2
2

1
.0
8

6
1
.0
4

1
0

1
.1
6

1
0
.9
7

3
2

1
.0
9

3
2

1
.1
1

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
2

8
.3

3
3

8
.5

2
2

8
.8

6
7
.8

1
0

8
.5

1
2
.0

3
2

1
4
.6

3
0

1
1
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
2

2
7
5
.2

3
3

2
7
0
.0

2
2

2
7
6
.5

6
2
8
0
.7

1
0

2
5
4
.3

1
2
8
2
.5

3
2

2
7
9
.8

3
0

2
7
7
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
2

2
6
2
.4

3
3

2
6
4
.1

2
2

2
6
7
.0

6
2
6
9
.7

1
0

2
6
0
.5

1
2
3
5
.5

3
2

2
7
3
.7

3
0

2
7
7
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
2

0
.9
5

3
3

0
.9
9

2
2

0
.9
7

6
0
.9
6

1
0

1
.0
4

1
0
.8
3

3
2

0
.9
8

3
0

1
.0
0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
産
次
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
4
.
9
産

、
R
0
6
年

は
4
.
7
産

と
0
.
2
産

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

の
産

次
は

2
.
9
産

、
R
0
6
年

は
3
.
4
産

と
0
.
5
産

増
加

し
た

。
3
3
戸

の
う

ち
、

1
1
戸

は
上

位
2
5
％

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層

と
な

り
、

そ
れ

ぞ
れ

5
.
7
産

お
よ

び
4
.
3
産

と
な

っ
た

。
残

り
2
2
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

2
.
9
産

と
な

っ
た

。
産

次
が

減
少

す
る

要
因

は
増

頭
（

常
時

平
均

飼
養

頭
数

）
、

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

、
高

齢
牛

の
淘

汰
（

供
用

年
数

）
な

ど
の

影
響

が
考

え
ら

れ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

が
7
.
1
産

、
R
0
6
年

が
6
.
6
産

と
0
.
5
産

減
少

し
た

。
た

だ
し

、
上

位
2
5
％

階
層

は
R
0
5
年

、
R
0
6
年

共
に

供
用

年
数

が
長

い
傾

向
が

あ
り

（
R
0
5
年

：
9
.
0
年

、
R
0
6
年

：
9
.
5
年

）
、

受
胎

に
要

し
た

種
付

回
数

も
多

い
傾

向
が

あ
る

こ
と

か
ら

（
R
0
5
年

：
2
.
0
回

、
R
0
6
年

：
2
.
1
回

）
、

繁
殖

成
績

や
遺

伝
的

能
力

を
考

慮
し

適
切

に
更

新
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
初
産
月
齢

１
．
初
産
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

2
9

4
7
.5

2
9

5
2
.7

1
4

6
7
.2

7
7
3
.3

9
4
3
.7

5
3
3
.4

2
9

3
6
.4

2
9

4
1
.0

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

2
9

6
.5

2
9

5
.6

1
4

6
.9

7
1
0
.1

9
5
.1

5
3
.6

2
9

3
.3

2
9

3
.7

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

2
9

3
.8

2
9

2
.5

1
4

4
.4

7
6
.7

9
0
.7

5
0
.8

2
9

0
.9

2
9

0
.6

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

2
9

5
.1

2
9

7
.1

1
4

9
.4

7
1
1
.1

9
6
.7

5
3
.0

2
9

3
.7

2
9

4
.4

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

2
9

5
2
.7

2
9

5
3
.6

1
4

6
9
.1

7
7
9
.0

9
4
2
.8

5
3
4
.8

2
9

3
7
.0

2
9

4
0
.8

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

2
9

1
0
7
.2

2
9

9
8
.1

1
4

9
5
.5

7
9
9
.3

9
9
8
.0

5
1
0
4
.5

2
9

1
0
2
.2

2
9

9
8
.3

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

2
9

5
0
.2

2
9

5
3
.1

1
4

6
8
.2

7
7
6
.3

9
4
3
.2

5
3
3
.4

2
9

3
6
.7

2
9

4
0
.9

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

2
8

1
.8

2
8

1
.9

1
3

1
.9

7
1
.9

9
1
.9

5
1
.6

2
7

1
.7

2
7

1
.7

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

2
9

3
9
.7

2
9

4
0
.8

1
4

5
1
.4

7
5
7
.0

9
3
3
.0

5
2
8
.8

2
9

2
9
.3

2
9

3
3
.2

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

2
9

1
3
.7

2
9

1
3
.9

1
4

1
4
.5

7
1
4
.6

9
1
3
.8

5
1
2
.5

2
9

1
3
.4

2
9

1
3
.1

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
6

7
.7

2
6

7
.8

1
4

7
.7

7
6
.3

8
7
.7

4
8
.3

2
4

9
.0

2
4

8
.7

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

2
9

4
.8

2
9

4
.6

1
4

4
.5

7
4
.1

9
4
.6

5
4
.7

2
9

5
.0

2
9

4
.6

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
9

2
7
.7

2
8

2
6
.2

1
4

2
8
.6

7
2
9
.6

9
2
4
.5

5
2
2
.6

2
9

2
2
.5

2
9

2
2
.5

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
6

7
.1

2
6

7
.5

1
2

8
.1

6
1
1
.1

8
1
0
.4

5
1
.1

2
4

6
.8

2
5

3
.9

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

2
9

1
7
.1

2
9

1
8
.8

1
4

2
3
.1

7
2
5
.0

9
1
5
.9

5
1
4
.2

2
8

1
5
.6

2
9

1
6
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

2
9

2
5
7
.8

2
9

2
6
2
.0

1
4

2
5
9
.0

7
2
6
1
.3

9
2
5
7
.3

5
2
7
7
.1

2
8

2
7
5
.6

2
9

2
7
5
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

2
9

2
7
9
.3

2
9

2
8
3
.6

1
4

2
8
3
.8

7
2
8
9
.0

9
2
7
0
.3

5
3
0
2
.0

2
8

3
0
3
.2

2
9

3
0
2
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

2
9

1
.0
8

2
9

1
.0
9

1
4

1
.0
9

7
1
.1
2

9
1
.0
8

5
1
.0
9

2
8

1
.1
0

2
9

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

2
8

1
5
.7

2
9

1
7
.2

1
4

1
9
.9

7
2
3
.6

9
1
4
.3

5
1
4
.4

2
9

1
2
.1

2
9

1
1
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

2
8

2
6
4
.8

2
9

2
6
7
.3

1
4

2
6
2
.7

7
2
6
3
.4

9
2
6
3
.4

5
2
8
1
.9

2
9

2
8
3
.8

2
9

2
8
3
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

2
8

2
5
7
.0

2
9

2
6
3
.3

1
4

2
5
9
.0

7
2
6
3
.5

9
2
5
4
.7

5
2
8
5
.5

2
9

2
7
3
.9

2
9

2
8
0
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

2
8

0
.9
8

2
9

1
.0
0

1
4

1
.0
0

7
1
.0
2

9
0
.9
9

5
1
.0
1

2
9

0
.9
7

2
9

0
.9
9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
初
産
月
齢

が
上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

は
共

に
2
4
.
7
ヵ

月
齢

と
変

化
が

な
か

っ
た

。
　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

の
初

産
月

齢
は

2
7
.
7
ヵ

月
齢

、
R
0
6
年

は
2
6
.
2
ヵ

月
齢

と
1
.
5
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
2
9
戸

の
う

ち
5
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
2
2
.
6
ヵ

月
齢

と
な

り
、

9
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
2
4
.
5
ヵ

月
齢

と
な

っ
た

。
1
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

平
均

2
8
.
6
ヵ

月
齢

に
な

り
、

R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

7
戸

は
2
9
.
6
ヵ

月
齢

で
あ

っ
た

。
た

だ
し

、
初

産
時

は
母

牛
の

発
育

途
中

の
た

め
難

産
等

の
リ

ス
ク

も
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
未

経
産

牛
の

初
回

人
工

授
精

の
時

期
は

、
月

齢
だ

け
で

な
く

体
格

を
考

慮
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
る

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

は
ど

ち
ら

も
2
2
.
5
ヵ

月
齢

と
変

化
が

な
か

っ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率

１
．
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

2
7

4
8
.3

2
7

5
2
.3

1
2

7
2
.4

7
8
6
.9

5
6
4
.2

5
2
9
.0

2
7

3
1
.3

2
9

2
5
.4

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

2
7

7
.0

2
7

5
.4

1
2

8
.4

7
1
0
.0

5
6
.2

5
1
.8

2
7

3
.4

2
9

2
.3

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

2
7

2
.9

2
7

3
.3

1
2

6
.8

7
9
.9

5
0
.0

5
1
.6

2
7

1
.3

2
9

0
.9

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

2
7

6
.0

2
7

1
0
.1

1
2

1
4
.8

7
1
7
.4

5
1
1
.4

5
4
.6

2
7

4
.2

2
9

3
.8

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

2
7

5
2
.3

2
7

5
0
.9

1
2

7
2
.8

7
8
9
.3

5
5
9
.0

5
2
7
.8

2
7

3
1
.8

2
9

2
4
.9

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

2
7

1
0
2
.6

2
7

9
1
.5

1
2

9
2
.1

7
9
1
.5

5
8
7
.8

5
9
5
.9

2
7

1
0
4
.8

2
9

9
6
.3

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

2
7

5
0
.3

2
7

5
1
.6

1
2

7
2
.7

7
8
8
.2

5
6
1
.6

5
2
8
.4

2
7

3
1
.7

2
9

2
5
.0

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

2
7

1
.8

2
7

1
.9

1
2

1
.7

7
1
.6

5
2
.2

5
2
.4

2
7

1
.8

2
9

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

2
7

3
8
.8

2
7

3
9
.0

1
2

5
1
.7

7
5
9
.9

5
5
3
.6

5
2
1
.4

2
7

2
4
.3

2
9

2
0
.2

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

2
7

1
3
.4

2
7

1
3
.9

1
2

1
4
.4

7
1
4
.8

5
1
3
.4

5
1
4
.2

2
7

1
3
.7

2
9

1
3
.7

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
7

8
.0

2
4

8
.2

1
2

7
.7

7
7
.4

4
8
.7

5
7
.7

2
5

8
.0

2
6

7
.4

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

2
7

5
.6

2
7

5
.3

1
2

4
.8

7
4
.4

5
5
.5

5
5
.0

2
7

4
.7

2
9

4
.6

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
2

2
4
.7

2
1

2
5
.5

9
2
6
.7

5
2
7
.2

5
2
3
.8

5
2
5
.3

2
6

2
5
.3

2
4

2
5
.0

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
7

1
8
.1

2
2

1
3
.6

1
2

2
1
.8

7
2
3
.9

5
7
.5

5
0
.0

2
7

0
.0

2
9

0
.0

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

2
7

1
6
.5

2
7

1
7
.0

1
2

2
2
.3

7
2
6
.1

5
2
3
.6

5
9
.8

2
6

1
2
.3

2
9

1
0
.2

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

2
7

2
7
6
.4

2
7

2
8
2
.8

1
2

2
8
8
.9

7
2
9
0
.7

5
2
8
1
.1

5
2
7
3
.3

2
6

2
6
0
.0

2
9

2
5
9
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

2
7

2
9
2
.2

2
7

2
9
7
.5

1
2

2
8
9
.9

7
2
8
6
.2

5
3
0
6
.7

5
2
8
4
.7

2
6

2
8
7
.7

2
9

2
8
2
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

2
7

1
.0
6

2
7

1
.0
5

1
2

1
.0
1

7
0
.9
9

5
1
.0
9

5
1
.0
4

2
6

1
.0
9

2
9

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

2
5

1
4
.6

2
5

1
4
.8

1
1

2
1
.0

6
2
6
.3

5
1
5
.8

5
7
.2

2
7

8
.8

2
9

8
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

2
5

2
8
8
.2

2
5

2
8
8
.7

1
1

2
9
4
.4

6
2
9
8
.2

5
2
9
6
.3

5
2
7
7
.0

2
7

2
6
3
.8

2
9

2
6
7
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

2
5

2
7
9
.1

2
5

2
7
3
.7

1
1

2
6
4
.2

6
2
5
9
.3

5
2
8
8
.4

5
2
6
8
.6

2
7

2
5
5
.4

2
9

2
6
5
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

2
5

0
.9
7

2
5

0
.9
5

1
1

0
.9
0

6
0
.8
7

5
0
.9
8

5
0
.9
7

2
7

0
.9
6

2
9

1
.0
0
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．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
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R
0
6
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
分
娩
時
の

子
牛
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
7
.
6
％

、
R
0
6
年

は
6
.
9
％

と
0
.
7
％

低
下

（
改

善
）

し
た

。
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

の
デ

ー
タ

を
保

有
し

て
い

る
農

場
に

お
い

て
、

R
0
5
年

よ
り

低
下

（
改

善
）

し
た

事
例

は
5
8
で

あ
っ

た
。

　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
1
8
.
1
％

、
R
0
6
年

は
1
3
.
6
％

と
4
.
5
%
低

下
（

改
善

）
し

た
。

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

2
7
戸

の
う

ち
、

5
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
0
％

と
な

り
、

5
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
7
.
5
％

と
な

っ
た

。
上

位
2
5
％

お
よ

び
中

位
5
0
％

階
層

と
な

っ
た

農
家

は
、

R
0
6
年

も
成

績
が

下
位

2
5
％

階
層

の
農

家
と

比
較

し
て

常
時

平
均

飼
養

頭
数

が
少

な
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
（

上
位

2
5
％

：
2
8
.
4
頭

、
中

位
5
0
％

：
6
1
.
6
頭

 
v
s
 
下

位
2
5
％

：
7
2
.
7
頭

）
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

は
0
.
0
％

と
変

化
が

な
か

っ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

- 68 -



比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
頭
数

１
．
去
勢
出
荷
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
8

1
8
.4

3
8

1
9
.8

2
7

1
6
.3

1
4

1
4
.7

1
1

2
8
.5

3
5

8
0
.0

3
3

8
6
.5

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
8

2
.7

3
8

1
.5

2
7

1
.1

1
4

1
.1

1
1

2
.5

3
5

8
.6

3
3

7
.8

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
8

1
.0

3
8

0
.7

2
7

0
.7

1
4

0
.6

1
1

0
.7

3
5

3
.9

3
3

3
.1

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
8

2
.3

3
8

2
.8

2
7

2
.3

1
4

2
.3

1
1

4
.1

3
5

8
.2

3
3

1
1
.0

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
8

1
9
.8

3
8

1
9
.3

2
7

1
5
.8

1
4

1
4
.1

1
1

2
7
.7

3
5

8
4
.3

3
3

8
6
.5

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
8

1
0
5
.0

3
8

9
5
.2

2
7

9
4
.6

1
4

9
3
.6

1
1

9
6
.8

3
5

1
0
4
.1

3
3

9
9
.1

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
8

1
9
.2

3
8

1
9
.5

2
7

1
5
.8

1
4

1
4
.1

1
1

2
8
.3

3
5

8
2
.3

3
3

8
6
.8

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
8

1
.7

3
8

1
.8

2
7

1
.9

1
4

2
.0

1
1

1
.7

3
1

1
.8

3
0

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
8

1
4
.5

3
8

1
4
.9

2
7

1
1
.5

1
4

1
0
.6

1
1

2
3
.4

3
5

6
6
.6

3
3

6
9
.0

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
8

1
3
.7

3
8

1
3
.9

2
7

1
4
.3

1
4

1
4
.3

1
1

1
3
.1

3
5

1
3
.2

3
3

1
3
.1

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
4

7
.7

3
2

7
.6

2
2

8
.4

1
2

8
.1

1
0

5
.9

3
4

8
.3

3
2

8
.4

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
8

4
.5

3
8

4
.6

2
7

4
.9

1
4

5
.4

1
1

3
.8

3
5

5
.5

3
3

4
.9

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
1

2
5
.4

3
0

2
4
.4

1
9

2
4
.5

8
2
4
.0

1
1

2
4
.2

3
3

2
4
.4

3
0

2
4
.8

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
0

9
.4

2
8

4
.7

2
1

4
.4

1
1

7
.8

7
5
.6

3
0

7
.3

2
8

7
.6

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
8

6
.3

3
8

7
.3

2
7

5
.4

1
4

4
.7

1
1

1
1
.8

3
5

3
1
.8

3
3

3
3
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
8

2
6
0
.6

3
8

2
6
5
.4

2
7

2
5
8
.4

1
4

2
6
2
.3

1
1

2
8
2
.9

3
5

2
7
9
.9

3
3

2
8
0
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
8

2
8
7
.8

3
8

2
9
5
.2

2
7

2
8
8
.6

1
4

2
9
1
.7

1
1

3
1
1
.6

3
5

3
0
0
.4

3
3

3
0
4
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
8

1
.1
0

3
8

1
.1
2

2
7

1
.1
3

1
4

1
.1
3

1
1

1
.1
0

3
5

1
.0
8

3
3

1
.0
8

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
6

5
.9

3
7

6
.0

2
6

5
.3

1
3

4
.7

1
1

7
.8

3
5

2
4
.7

3
3

2
6
.0

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
6

2
7
4
.9

3
7

2
7
2
.9

2
6

2
6
4
.3

1
3

2
7
0
.2

1
1

2
9
3
.1

3
5

2
8
8
.7

3
3

2
8
9
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
6

2
7
1
.7

3
7

2
7
1
.7

2
6

2
6
4
.1

1
3

2
6
9
.2

1
1

2
8
9
.6

3
5

2
7
8
.3

3
3

2
7
9
.8

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
6

0
.9
9

3
7

1
.0
0

2
6

1
.0
0

1
3

1
.0
0

1
1

0
.9
9

3
5

0
.9
7

3
3

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
去
勢
出
荷

頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

頭
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
1
6
.
5
頭

、
R
0
6
年

は
1
6
.
8
頭

と
0
.
3
頭

増
加

し
た

。
　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
6
.
3
頭

、
R
0
6
年

は
7
.
3
頭

と
1
頭

増
加

し
た

。
R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

3
8
戸

の
う

ち
、

1
1
戸

は
中

位
5
0
%
階

層
、

1
1
.
8
頭

と
な

っ
た

。
残

り
2
7
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

平
均

5
.
4
頭

に
な

り
、

R
0
6
年

に
出

荷
頭

数
が

減
少

し
た

1
4
戸

は
4
.
7

頭
で

あ
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
3
1
.
8
頭

、
R
0
6
年

は
3
3
.
7
頭

と
1
.
9
頭

増
加

し
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
日
齢

１
．
去
勢
出
荷
日
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
5

5
1
.8

3
5

5
3
.1

2
1

5
1
.4

1
2

5
9
.8

1
4

5
5
.5

3
3

2
8
.0

3
7

3
4
.1

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
5

4
.8

3
5

2
.9

2
1

3
.2

1
2

4
.5

1
4

2
.4

3
3

3
.3

3
7

2
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
5

3
.5

3
5

2
.2

2
1

2
.9

1
2

4
.4

1
4

1
.3

3
3

1
.1

3
7

0
.6

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
5

7
.0

3
5

7
.7

2
1

9
.0

1
2

1
2
.5

1
4

5
.6

3
3

3
.2

3
7

5
.0

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
5

5
3
.1

3
5

5
0
.5

2
1

4
8
.5

1
2

5
6
.2

1
4

5
3
.6

3
3

2
9
.2

3
7

3
2
.6

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
5

1
0
2
.0

3
5

9
5
.3

2
1

9
3
.8

1
2

9
3
.2

1
4

9
7
.5

3
3

1
0
3
.6

3
7

9
3
.5

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
5

5
2
.4

3
5

5
1
.9

2
1

5
0
.1

1
2

5
8
.2

1
4

5
4
.5

3
3

2
8
.7

3
7

3
3
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
4

1
.7

3
4

1
.8

2
1

1
.8

1
2

1
.6

1
3

1
.7

3
1

1
.7

3
2

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
5

4
0
.5

3
5

4
0
.0

2
1

3
6
.9

1
2

4
3
.8

1
4

4
4
.8

3
3

2
2
.8

3
7

2
5
.9

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
5

1
3
.2

3
5

1
3
.6

2
1

1
3
.6

1
2

1
3
.6

1
4

1
3
.8

3
3

1
3
.8

3
7

1
3
.6

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
3

8
.1

3
2

7
.3

2
0

7
.4

1
1

7
.7

1
2

7
.1

3
0

8
.1

3
5

7
.7

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
5

5
.1

3
5

4
.5

2
1

4
.7

1
2

4
.2

1
4

4
.3

3
3

4
.9

3
7

4
.7

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
0

2
4
.4

3
1

2
5
.0

1
8

2
5
.1

1
0

2
5
.3

1
3

2
4
.7

2
7

2
4
.9

3
1

2
4
.7

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
0

9
.6

2
7

1
1
.7

1
7

1
2
.8

8
1
5
.3

1
0

9
.6

2
4

7
.6

3
0

5
.2

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
5

1
8
.9

3
5

1
9
.4

2
1

1
8
.6

1
2

2
1
.3

1
4

2
0
.6

3
3

1
1
.7

3
7

1
2
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
5

2
9
0
.0

3
5

2
9
0
.2

2
1

2
9
5
.4

1
2

2
9
7
.8

1
4

2
8
2
.4

3
3

2
3
5
.1

3
7

2
4
1
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
5

3
1
3
.0

3
5

3
1
4
.4

2
1

3
1
9
.9

1
2

3
2
2
.5

1
4

3
0
6
.2

3
3

2
6
3
.8

3
7

2
6
9
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
5

1
.0
8

3
5

1
.0
8

2
1

1
.0
8

1
2

1
.0
8

1
4

1
.0
8

3
3

1
.1
2

3
7

1
.1
3

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
4

1
6
.4

3
4

1
5
.7

2
0

1
4
.7

1
2

1
6
.1

1
4

1
7
.1

3
2

9
.3

3
7

9
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
4

2
9
2
.1

3
4

2
9
5
.3

2
0

2
9
8
.4

1
2

2
9
7
.1

1
4

2
9
0
.8

3
2

2
4
7
.3

3
7

2
5
1
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
4

2
8
3
.9

3
4

2
8
6
.7

2
0

2
8
9
.0

1
2

2
8
6
.8

1
4

2
8
3
.4

3
2

2
4
4
.9

3
7

2
4
9
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
4

0
.9
7

3
4

0
.9
7

2
0

0
.9
7

1
2

0
.9
7

1
4

0
.9
8

3
2

0
.9
9

3
7

1
.0
0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷
日
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
6
9
.
8
日

齢
、

R
0
6
年

は
2
7
2
.
9
日

齢
と

3
.
1
日

晩
期

化
し

た
。

　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
2
9
0
.
0
日

、
R
0
6
年

は
2
9
0
.
2
日

と
0
.
2
日

晩
期

化
し

た
。

3
5
戸

の
う

ち
、

1
4
戸

は
中

位
5
0
%
階

層
、

2
8
2
.
4
日

齢
と

な
っ

た
。

残
り

2
1
戸

は
R
0
6
年

も
下

位
2
5
%
階

層
、

2
9
5
.
4
日

齢
に

な
り

、
R
0
6
年

に
出

荷
日

齢
が

晩
期

化
し

た
1
2
戸

は
2
9
7
.
8
日

齢
で

あ
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
3
5
.
1
日

齢
、

R
0
6
年

は
2
4
1
.
5
日

齢
と

6
.
4
日

晩
期

化
し

た
。

上
位

2
5
％

階
層

の
出

荷
日

齢
体

重
は

R
0
5
年

が
1
.
1
2
k
g
/
日

、
R
0
6
年

が
1
.
1
3
k
g
/
日

と
全

体
平

均
（

R
0
5
年

お
よ

び
R
0
0
6
：

1
.
0
9
k
g
/
日

）
に

比
べ

て
や

や
増

体
が

良
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

- 70 -



比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
体
重

１
．
去
勢
出
荷
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
2

4
1
.2

3
2

4
5
.9

2
4

4
6
.8

8
2
7
.5

7
4
3
.7

1
4
1
.0

3
3

3
0
.1

3
3

3
6
.3

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
2

6
.7

3
2

5
.6

2
4

5
.9

8
2
.8

7
4
.3

1
7
.0

3
3

3
.2

3
3

2
.5

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
2

2
.5

3
2

2
.0

2
4

2
.4

8
0
.5

7
0
.9

1
1
.0

3
3

0
.9

3
3

1
.2

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
2

4
.4

3
2

7
.8

2
4

8
.6

8
5
.0

7
5
.7

1
3
.0

3
3

3
.5

3
3

4
.0

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
2

4
5
.9

3
2

4
5
.7

2
4

4
6
.5

8
2
5
.8

7
4
3
.1

1
4
6
.0

3
3

3
0
.8

3
3

3
6
.0

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
2

1
0
6
.7

3
2

9
4
.9

2
4

9
3
.6

8
8
9
.0

7
9
6
.9

1
1
1
2
.2

3
3

1
0
1
.8

3
3

9
8
.9

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
2

4
3
.7

3
2

4
6
.0

2
4

4
6
.8

8
2
6
.8

7
4
3
.4

1
4
3
.5

3
3

3
0
.4

3
3

3
6
.2

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
0

1
.7

3
0

1
.8

2
4

1
.9

8
2
.2

5
1
.6

1
1
.5

3
2

1
.6

3
3

1
.7

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
2

3
4
.6

3
2

3
4
.3

2
4

3
5
.1

8
2
1
.6

7
3
1
.3

1
3
7
.0

3
3

2
4
.1

3
3

2
9
.0

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
2

1
3
.7

3
2

1
3
.9

2
4

1
4
.0

8
1
3
.6

7
1
3
.6

1
1
2
.4

3
3

1
3
.3

3
3

1
3
.5

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
9

7
.5

3
0

7
.2

2
3

7
.0

8
6
.7

6
7
.4

1
1
1
.8

3
0

7
.8

2
9

8
.1

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
2

4
.5

3
2

4
.7

2
4

4
.6

8
4
.6

7
5
.0

1
4
.0

3
3

4
.5

3
3

4
.7

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
9

2
4
.5

2
7

2
4
.7

2
0

2
5
.0

7
2
3
.8

6
2
3
.5

1
2
4
.7

2
8

2
3
.9

2
9

2
4
.7

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
5

9
.5

2
7

6
.1

2
4

5
.9

8
3
.7

3
7
.6

2
7

7
.7

2
6

4
.9

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2

1
5
.7

3
2

1
6
.9

2
4

1
6
.8

8
9
.5

7
1
6
.7

1
2
2
.0

3
3

1
2
.8

3
3

1
4
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2

2
4
2
.5

3
2

2
4
6
.0

2
4

2
3
6
.3

8
2
2
5
.4

7
2
7
5
.0

1
2
7
4
.6

3
3

2
8
3
.4

3
3

2
8
7
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
2

2
4
6
.7

3
2

2
5
8
.7

2
4

2
4
4
.1

8
2
3
3
.4

7
3
0
0
.4

1
3
1
6
.6

3
3

3
2
8
.4

3
3

3
3
1
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
2

1
.0
3

3
2

1
.0
8

2
4

1
.0
8

8
1
.0
7

7
1
.1
0

1
1
.1
5

3
3

1
.1
6

3
3

1
.1
6

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
2

1
2
.8

3
2

1
3
.1

2
4

1
3
.4

8
7
.6

7
1
1
.6

1
1
6
.0

3
2

9
.6

3
3

1
1
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
2

2
5
6
.9

3
2

2
5
2
.6

2
4

2
4
3
.2

8
2
2
7
.8

7
2
8
1
.4

1
2
7
7
.4

3
2

2
8
8
.6

3
3

2
8
9
.7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
2

2
3
7
.1

3
2

2
4
0
.3

2
4

2
2
7
.6

8
2
1
4
.0

7
2
7
7
.7

1
2
8
4
.3

3
2

2
9
6
.6

3
3

2
9
6
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
2

0
.9
3

3
2

0
.9
7

2
4

0
.9
6

8
0
.9
6

7
0
.9
9

1
1
.0
3

3
2

1
.0
3

3
3

1
.0
3
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結
果
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考
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R
0
6
年
の
去
勢
出
荷

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
9
3
.
3
k
g
、

R
0
6
年

は
2
9
6
.
6
k
g
と

3
.
3
k
g
増

加
し

た
。

 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
2
4
6
.
7
k
g
、

R
0
6
年

は
2
5
8
.
7
k
g
と

1
2
k
g
増

加
し

た
。

3
2
戸

の
う

ち
、

8
戸

は
上

位
2
5
％

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層

と
な

り
、

3
1
6
.
6
k
g
お

よ
び

3
0
0
.
4
k
g
と

な
っ

た
。

残
り

2
4
戸

は
R
0
6
年

も
下

位
2
5
%
階

層
、

2
4
4
.
1
k
g
で

あ
り

、
R
0
6
年

に
出

荷
体

重
が

減
少

し
た

8
戸

は
2
3
3
.
4
k
g
で

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

R
0
6
年

も
下

位
2
5
%
階

層
の

2
4
戸

は
出

荷
日

齢
が

2
3
6
.
3
日

と
早

い
こ

と
か

ら
（

上
位

2
5
％

：
2
7
4
.
6
日

、
中

位
5
0
％

：
2
7
5
.
0
日

 
v
s
 
下

位
2
5
％

：
2
3
6
.
3
日

）
、

出
荷

体
重

が
低

い
原

因
の

一
つ

に
出

荷
日

齢
の

影
響

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
3
2
8
.
4
k
g
、

R
0
6
年

は
3
3
1
.
5
k
g
と

3
.
1
k
g
増

加
し

た
。

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
％

の
階

層
は

出
荷

日
齢

も
遅

い
が

（
R
0
5
年

：
2
8
3
.
4
日

齢
、

R
0
6
年

：
2
8
7
.
0
日

齢
 
v
s
 
全

体
R
0
5
年

：
2
6
9
.
8
日

齢
、

R
0
6
年

：
2
7
2
.
9
日

齢
）

、
出

荷
日

齢
体

重
も

重
い

傾
向

が
あ

る
こ

と
か

ら
（

R
0
5
年

：
1
.
1
6
k
g
/
日

、
R
0
6
年

：
1
.
1
6
k
g
/
日

 
v
s
 
全

体
R
0
5
年

：
1
.
0
9
k
g
/
日

、
R
0
6
年

：
1
.
0
9
k
g
/
日

）
、

発
育

も
良

好
と

考
え

ら
れ

た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
去
勢
出
荷
日
齢
体
重

１
．
去
勢
出
荷
日
齢
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

4
0

5
3
.5

4
0

5
8
.8

2
4

6
2
.2

1
3

7
2
.2

1
4

5
6
.5

2
3
4
.5

3
3

3
1
.0

3
5

3
0
.2

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

4
0

6
.8

4
0

5
.5

2
4

6
.1

1
3

7
.8

1
4

4
.6

2
4
.0

3
3

3
.3

3
5

2
.3

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

4
0

4
.0

4
0

3
.0

2
4

3
.4

1
3

5
.7

1
4

2
.6

2
0
.5

3
3

0
.5

3
5

0
.9

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

4
0

5
.5

4
0

9
.2

2
4

9
.9

1
3

1
3
.3

1
4

8
.9

2
1
.5

3
3

3
.6

3
5

3
.7

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

4
0

5
8
.8

4
0

5
8
.1

2
4

6
1
.8

1
3

7
2
.4

1
4

5
4
.8

2
3
7
.5

3
3

3
1
.2

3
5

2
9
.7

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

4
0

1
0
8
.9

4
0

9
7
.0

2
4

9
4
.6

1
3

9
3
.4

1
4

9
9
.6

2
1
0
7
.9

3
3

1
0
0
.8

3
5

9
6
.1

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

4
0

5
6
.1

4
0

5
8
.6

2
4

6
2
.0

1
3

7
2
.3

1
4

5
6
.1

2
3
6
.0

3
3

3
1
.2

3
5

2
9
.8

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
6

1
.7

3
6

1
.8

2
2

1
.9

1
2

2
.0

1
2

1
.8

2
1
.7

3
1

1
.7

3
4

1
.7

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

4
0

4
4
.4

4
0

4
4
.1

2
4

4
5
.8

1
3

5
2
.3

1
4

4
3
.4

2
3
0
.0

3
3

2
5
.3

3
5

2
4
.1

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

4
0

1
3
.4

4
0

1
3
.8

2
4

1
4
.2

1
3

1
4
.4

1
4

1
3
.3

2
1
2
.6

3
3

1
3
.3

3
5

1
3
.4

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
4

7
.3

3
6

6
.9

2
3

6
.8

1
3

7
.1

1
2

6
.8

1
1
1
.8

3
1

8
.1

3
2

7
.8

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

4
0

4
.7

4
0

4
.3

2
4

4
.2

1
3

4
.1

1
4

4
.5

2
4
.1

3
3

4
.7

3
5

4
.8

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
8

2
4
.7

3
7

2
4
.8

2
2

2
5
.1

1
3

2
5
.1

1
4

2
4
.4

1
2
4
.7

2
8

2
4
.4

2
8

2
4
.6

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
4

1
0
.4

3
4

9
.2

2
2

1
0
.2

1
2

1
4
.0

1
1

7
.3

1
8
.3

2
4

7
.1

2
6

5
.6

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

4
0

1
9
.7

4
0

2
0
.8

2
4

2
1
.2

1
3

2
3
.6

1
4

2
0
.8

2
1
5
.5

3
3

1
3
.4

3
5

1
2
.7

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

4
0

2
7
7
.3

4
0

2
8
0
.7

2
4

2
8
1
.8

1
3

2
8
7
.0

1
4

2
7
9
.8

2
2
7
2
.8

3
3

2
6
3
.6

3
5

2
5
7
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

4
0

2
7
9
.4

4
0

2
8
7
.6

2
4

2
7
7
.7

1
3

2
8
0
.4

1
4

3
0
0
.9

2
3
1
2
.3

3
3

3
1
2
.1

3
5

3
0
6
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

4
0

1
.0
0

4
0

1
.0
2

2
4

0
.9
8

1
3

0
.9
7

1
4

1
.0
7

2
1
.1
5

3
3

1
.1
9

3
5

1
.2
1

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

4
0

1
6
.0

4
0

1
7
.1

2
4

1
7
.4

1
3

2
0
.5

1
4

1
6
.6

2
1
7
.5

3
2

1
0
.5

3
5

1
0
.1

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

4
0

2
8
6
.1

4
0

2
8
7
.6

2
4

2
8
8
.7

1
3

2
9
3
.5

1
4

2
8
5
.9

2
2
8
6
.2

3
2

2
7
5
.6

3
5

2
6
7
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

4
0

2
6
3
.1

4
0

2
6
6
.6

2
4

2
6
2
.1

1
3

2
6
3
.4

1
4

2
7
1
.5

2
2
8
7
.2

3
2

2
8
5
.8

3
5

2
7
9
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

4
0

0
.9
2

4
0

0
.9
3

2
4

0
.9
1

1
3

0
.9
0

1
4

0
.9
5

2
1
.0
0

3
2

1
.0
4

3
5

1
.0
6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷
日
齢
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

お
よ

び
R
0
6
年

は
ど

ち
ら

も
1
.
0
9
k
g
/
日

齢
と

変
化

が
な

か
っ

た
。

 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
1
.
0
0
k
g
/
日

、
R
0
6
年

は
1
.
0
2
k
g
/
日

と
0
.
0
2
k
g
/
日

増
加

し
た

。
4
0
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
1
.
1
5
k
g
/
日

、
1
4
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
1
.
0
7
k
g
/
日

と
な

っ
た

。
残

り
2
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

0
.
9
8
k
g
/
日

で
あ

り
、

R
0
6

年
に

成
績

が
悪

化
し

た
1
3
戸

は
0
.
9
7
k
g
/
日

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
1
.
1
9
k
g
/
日

、
R
0
6
年

は
1
.
2
1
k
g
/
日

と
0
.
0
2
k
g
/
日

増
加

し
た

。
上

位
2
5
％

階
層

の
出

荷
日

齢
は

、
全

体
平

均
に

比
べ

て
や

や
早

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

（
上

位
2
5
%
階

層
　

R
0
5
年

：
2
6
3
.
6
日

、
R
0
6
年

：
2
5
7
.
1
日

 
v
s
 
全

体
平

均
R
0
5
年

：
2
6
9
.
8
日

、
R
0
6
年

：
2
7
2
.
9
日

）
、

出
荷

体
重

が
重

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

（
上

位
2
5
%
階

層
　

R
0
5
年

：
3
1
2
.
1
k
g
、

R
0
6
年

：
3
0
6
.
9
k
g
 
v
s
 
全

体
平

均
　

R
0
5
年

：
2
9
3
.
3
k
g
、

R
0
6
年

：
2
9
6
.
6
k
g
）

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
頭
数

１
．
雌
出
荷
頭
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
9

1
9
.8

3
9

2
0
.8

2
3

1
8
.8

1
3

2
0
.1

1
5

2
4
.9

3
4

8
0
.9

3
3

8
8
.1

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
9

2
.6

3
9

1
.8

2
3

1
.9

1
3

1
.7

1
5

1
.7

3
4

9
.3

3
3

7
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
9

0
.5

3
9

0
.5

2
3

0
.4

1
3

0
.5

1
5

0
.7

3
4

4
.0

3
3

3
.0

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
9

2
.1

3
9

2
.7

2
3

2
.7

1
3

3
.2

1
5

2
.7

3
4

9
.0

3
3

1
0
.5

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
9

2
0
.8

3
9

2
0
.4

2
3

1
8
.3

1
3

1
9
.0

1
5

2
4
.5

3
4

8
5
.3

3
3

8
8
.5

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
9

1
0
4
.7

3
9

9
6
.8

2
3

9
6
.0

1
3

9
1
.9

1
5

9
7
.6

3
4

1
0
4
.3

3
3

9
9
.7

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
9

2
0
.3

3
9

2
0
.5

2
3

1
8
.4

1
3

1
9
.5

1
5

2
4
.6

3
4

8
3
.4

3
3

8
8
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
8

1
.7

3
8

1
.8

2
2

1
.9

1
2

1
.9

1
5

1
.8

3
1

1
.8

3
2

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
9

1
5
.2

3
9

1
4
.9

2
3

1
2
.5

1
3

1
2
.8

1
5

1
9
.4

3
4

6
7
.5

3
3

7
0
.5

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
9

1
3
.7

3
9

1
3
.9

2
3

1
4
.1

1
3

1
4
.4

1
5

1
3
.4

3
4

1
3
.1

3
3

1
3
.1

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
1

7
.2

3
1

7
.0

1
9

6
.9

1
2

7
.1

1
2

7
.2

3
3

8
.8

3
1

8
.7

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
9

4
.4

3
9

4
.6

2
3

4
.7

1
3

4
.9

1
5

4
.2

3
4

5
.4

3
3

4
.9

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
2

2
4
.8

3
1

2
4
.2

1
8

2
4
.6

1
1

2
4
.6

1
3

2
3
.7

3
2

2
4
.6

3
0

2
5
.1

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
0

7
.9

3
0

5
.9

1
6

6
.9

9
4
.8

1
4

4
.7

3
0

7
.3

3
1

7
.7

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
8

8
.0

3
9

7
.7

2
3

7
.1

1
3

7
.5

1
5

9
.1

3
4

3
0
.4

3
3

3
2
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
8

2
5
7
.2

3
9

2
6
0
.0

2
3

2
5
6
.2

1
3

2
3
8
.0

1
5

2
6
4
.6

3
4

2
7
8
.8

3
3

2
8
2
.7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
8

2
8
3
.5

3
9

2
8
6
.6

2
3

2
7
8
.0

1
3

2
6
8
.9

1
5

2
9
8
.9

3
4

2
9
9
.6

3
3

3
0
4
.9

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
8

1
.1
0

3
9

1
.1
2

2
3

1
.0
9

1
3

1
.1
4

1
5

1
.1
5

3
4

1
.0
8

3
3

1
.0
8

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
9

4
.5

3
8

5
.8

2
3

3
.7

1
3

3
.3

1
5

9
.1

3
4

2
6
.1

3
3

2
7
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
9

2
7
0
.7

3
8

2
6
7
.8

2
3

2
6
1
.7

1
3

2
4
7
.0

1
5

2
7
7
.1

3
4

2
8
7
.7

3
3

2
9
1
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
9

2
6
2
.7

3
8

2
6
6
.2

2
3

2
5
8
.2

1
3

2
4
8
.3

1
5

2
7
8
.6

3
4

2
7
7
.5

3
3

2
8
1
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
9

0
.9
7

3
8

1
.0
0

2
3

1
.0
0

1
3

1
.0
2

1
5

1
.0
1

3
4

0
.9
7

3
3

0
.9
7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
雌
出
荷
頭

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
雌
出
荷
頭

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
出
荷
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
1
3
.
1
頭

、
R
0
6
年

は
1
3
.
4
頭

と
0
.
3
頭

増
加

し
た

。
 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
4
.
5
頭

、
R
0
6
年

は
5
.
8
頭

と
1
.
3
頭

増
加

し
た

。
3
9
戸

の
う

ち
、

1
5
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
9
.
1
頭

と
な

っ
た

。
2
3
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
3
.
7
頭

で
あ

り
、

R
0
6
年

に
出

荷
頭

数
が

減
少

し
た

1
3
戸

は
3
.
3
頭

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
6
.
1
頭

、
R
0
6
年

は
2
7
.
9
頭

と
1
.
8
頭

増
加

し
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
日
齢

１
．
雌
出
荷
日
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
2

4
6
.1

3
2

4
6
.2

1
8

5
3
.5

1
3

5
9
.2

1
4

3
6
.7

3
2

2
9
.0

3
2

3
0
.2

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
2

4
.6

3
2

3
.9

1
8

4
.4

1
3

5
.0

1
4

3
.2

3
2

3
.5

3
2

2
.5

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
2

1
.3

3
2

1
.8

1
8

1
.8

1
3

2
.5

1
4

1
.6

3
2

1
.2

3
2

0
.9

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
2

5
.9

3
2

7
.2

1
8

8
.8

1
3

1
0
.7

1
4

5
.1

3
2

3
.0

3
2

5
.6

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
2

4
6
.2

3
2

4
4
.6

1
8

5
1
.0

1
3

5
6
.0

1
4

3
6
.4

3
2

3
0
.6

3
2

2
7
.9

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
2

9
9
.1

3
2

9
7
.0

1
8

9
4
.8

1
3

9
3
.7

1
4

9
9
.7

3
2

1
0
6
.3

3
2

9
1
.5

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
2

4
6
.1

3
2

4
5
.4

1
8

5
2
.4

1
3

5
7
.9

1
4

3
6
.4

3
2

3
0
.0

3
2

2
9
.2

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
0

1
.6

3
0

1
.6

1
8

1
.6

1
3

1
.6

1
2

1
.6

3
1

1
.8

2
9

1
.9

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
2

3
8
.0

3
2

3
5
.1

1
8

4
0
.2

1
3

4
4
.6

1
4

2
8
.4

3
2

2
3
.7

3
2

2
2
.5

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
2

1
3
.2

3
2

1
3
.4

1
8

1
3
.4

1
3

1
3
.4

1
4

1
3
.3

3
2

1
3
.7

3
2

1
4
.1

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
8

7
.3

2
7

6
.9

1
6

6
.9

1
2

7
.3

1
1

6
.9

2
9

8
.6

3
1

7
.1

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
2

4
.9

3
2

4
.4

1
8

4
.4

1
3

4
.5

1
4

4
.5

3
2

5
.0

3
2

4
.8

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
8

2
4
.7

2
8

2
4
.2

1
8

2
4
.3

1
3

2
4
.4

1
0

2
4
.1

2
8

2
5
.1

2
6

2
5
.1

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
8

1
0
.0

2
4

1
0
.7

1
6

1
1
.5

1
2

1
2
.7

8
8
.9

2
6

6
.0

2
7

4
.7

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2

1
8
.2

3
2

1
7
.1

1
8

1
9
.2

1
3

2
2
.0

1
4

1
4
.3

3
1

1
1
.8

3
2

1
1
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2

2
8
2
.9

3
2

2
8
6
.0

1
8

2
8
8
.0

1
3

2
9
1
.8

1
4

2
8
3
.3

3
1

2
3
6
.6

3
2

2
4
1
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
2

3
0
0
.1

3
2

3
0
6
.0

1
8

3
1
0
.2

1
3

3
1
3
.1

1
4

3
0
0
.6

3
1

2
6
3
.9

3
2

2
6
9
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
2

1
.0
6

3
2

1
.0
7

1
8

1
.0
8

1
3

1
.0
7

1
4

1
.0
6

3
1

1
.1
1

3
2

1
.1
4

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
2

1
4
.7

3
2

1
4
.8

1
8

1
7
.1

1
3

1
8
.0

1
4

1
1
.8

3
2

9
.3

3
2

8
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
2

2
9
9
.3

3
2

2
9
6
.9

1
8

3
0
2
.6

1
3

3
0
4
.0

1
4

2
8
9
.6

3
2

2
4
4
.5

3
2

2
4
2
.5

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
2

2
8
3
.2

3
2

2
8
5
.0

1
8

2
8
8
.4

1
3

2
9
0
.6

1
4

2
8
0
.6

3
2

2
3
8
.1

3
2

2
4
5
.3

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
2

0
.9
5

3
2

0
.9
6

1
8

0
.9
5

1
3

0
.9
6

1
4

0
.9
7

3
2

0
.9
7

3
2

1
.0
2
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R
0
6
年
の
雌
出
荷
日

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
雌
出
荷
日

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
出
荷
日
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
7
8
.
6
日

齢
、

R
0
6
年

は
2
7
9
.
8
日

齢
と

1
.
2
日

晩
期

化
し

た
。

 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
2
9
9
.
3
日

齢
、

R
0
6
年

は
2
9
6
.
9
日

齢
と

2
.
4
日

早
期

化
し

た
。

3
2
戸

の
う

ち
、

1
4
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
2
8
9
.
6
日

齢
と

な
っ

た
が

、
1
8
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

3
0
2
.
6
日

齢
に

な
り

、
R
0
6
年

に
出

荷
日

齢
が

晩
期

化
し

た
1
3
戸

は
3
0
4
.
0
日

齢
で

あ
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
4
4
.
5
日

齢
、

R
0
6
年

は
2
4
2
.
5
日

齢
と

2
.
0
日

早
期

化
し

た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
体
重

１
．
雌
出
荷
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
2

4
4
.5

3
2

4
8
.8

2
4

4
6
.6

1
1

3
5
.9

6
5
8
.5

2
4
5
.5

3
2

3
5
.8

3
2

3
4
.2

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
2

6
.8

3
2

5
.5

2
4

6
.1

1
1

3
.3

6
5
.0

2
0
.0

3
2

3
.0

3
2

2
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
2

2
.4

3
2

2
.3

2
4

2
.3

1
1

1
.2

6
3
.3

2
0
.0

3
2

1
.2

3
2

1
.3

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
2

4
.9

3
2

8
.2

2
4

8
.5

1
1

8
.1

6
9
.2

2
1
.0

3
2

4
.3

3
2

3
.8

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
2

4
8
.8

3
2

4
8
.4

2
4

4
6
.5

1
1

3
2
.3

6
5
7
.7

2
4
4
.5

3
2

3
5
.6

3
2

3
4
.6

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
2

1
0
6
.5

3
2

9
4
.0

2
4

9
2
.4

1
1

8
9
.2

6
9
9
.9

2
9
5
.8

3
2

1
0
1
.1

3
2

1
0
1
.3

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
2

4
6
.7

3
2

4
8
.7

2
4

4
6
.7

1
1

3
4
.5

6
5
8
.1

2
4
5
.0

3
2

3
5
.7

3
2

3
4
.3

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
2

1
.8

3
2

1
.9

2
4

1
.9

1
1

1
.8

6
1
.6

2
2
.2

3
0

1
.8

3
2

1
.7

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
2

3
7
.0

3
2

3
6
.0

2
4

3
3
.7

1
1

2
4
.9

6
4
6
.0

2
3
4
.0

3
2

2
7
.1

3
2

2
7
.3

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
2

1
3
.6

3
2

1
3
.8

2
4

1
3
.9

1
1

1
3
.9

6
1
3
.2

2
1
3
.3

3
2

1
3
.6

3
2

1
3
.4

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
9

7
.4

3
2

7
.0

2
4

6
.9

1
1

6
.3

6
7
.3

2
6
.4

2
8

8
.6

2
5

7
.3

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
2

4
.6

3
2

4
.6

2
4

4
.7

1
1

4
.7

6
3
.7

2
5
.9

3
2

5
.0

3
2

4
.8

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
0

2
4
.7

2
7

2
5
.4

2
1

2
5
.4

9
2
5
.8

4
2
6
.1

2
2
4
.2

2
7

2
4
.5

2
8

2
4
.1

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
7

7
.4

3
1

6
.2

2
4

5
.8

1
1

5
.4

5
7
.3

2
7
.8

2
8

8
.7

2
7

5
.4

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
1

1
7
.5

3
2

1
8
.0

2
4

1
6
.0

1
1

1
1
.5

6
2
5
.8

2
1
8
.5

3
2

1
4
.0

3
2

1
4
.1

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
1

2
4
4
.2

3
2

2
4
7
.0

2
4

2
3
5
.0

1
1

2
5
1
.4

6
2
8
4
.4

2
2
8
0
.0

3
2

2
8
1
.9

3
2

2
8
3
.9

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
1

2
5
3
.8

3
2

2
5
9
.0

2
4

2
4
3
.1

1
1

2
5
7
.6

6
2
9
2
.7

2
3
4
8
.9

3
2

3
2
0
.3

3
2

3
2
3
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
1

1
.0
4

3
2

1
.0
8

2
4

1
.0
7

1
1

1
.0
5

6
1
.0
3

2
1
.2
5

3
2

1
.1
4

3
2

1
.1
4

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
2

1
2
.9

3
2

1
3
.9

2
4

1
3
.3

1
1

9
.1

6
1
6
.7

2
1
2
.0

3
2

1
1
.6

3
2

1
1
.0

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
2

2
5
4
.9

3
2

2
5
3
.3

2
4

2
4
2
.6

1
1

2
5
8
.0

6
2
8
8
.7

2
2
7
5
.0

3
2

2
9
3
.0

3
2

2
9
3
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
2

2
2
9
.5

3
2

2
3
8
.9

2
4

2
2
4
.8

1
1

2
3
0
.2

6
2
7
6
.8

2
2
9
3
.9

3
2

3
0
2
.5

3
2

3
0
2
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
2

0
.9
1

3
2

0
.9
6

2
4

0
.9
6

1
1

0
.9
1

6
0
.9
6

2
1
.0
7

3
2

1
.0
3

3
2

1
.0
3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
雌
出
荷
体

重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
雌
出
荷
体

重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
出
荷
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
2
7
0
.
0
k
g
、

R
0
6
年

は
2
7
4
.
0
k
g
と

4
.
0
k
g
増

加
し

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
2
2
9
.
5
k
g
、

R
0
6
年

は
2
3
8
.
9
k
g
と

9
.
4
k
g
増

加
し

た
。

3
2
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
%
階

層
、

2
9
3
.
9
k
g
と

な
り

、
6
戸

は
中

位
5
0
%
階

層
、

2
7
6
.
8
k
g
と

な
っ

た
。

残
り

2
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

2
2
4
.
8
k
g
に

な
り

、
R
0
6
年

に
出

荷
体

重
が

減
少

し
た

1
1
戸

は
2
3
0
.
2
k
g
で

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

R
0
6
年

も
下

位
2
5
%
階

層
の

2
4
戸

は
出

荷
日

齢
が

2
4
2
.
6
日

と
早

い
こ

と
か

ら
、

出
荷

体
重

が
低

い
原

因
の

一
つ

に
出

荷
日

齢
の

影
響

が
あ

る
と

考
え

ら
れ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
3
0
2
.
5
k
g
、

R
0
6
年

は
3
0
2
.
7
k
g
と

0
.
2
k
g
増

加
し

た
。

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
％

の
階

層
は

出
荷

日
齢

は
遅

い
傾

向
は

あ
る

も
の

の
（

上
位

2
5
％

R
0
5
年

：
2
9
3
.
0
日

齢
、

R
0
6
年

：
2
9
3
.
6
日

齢
 
v
s
 
全

体
R
0
5
年

：
2
7
8
.
6
日

齢
、

R
0
6

年
：

2
7
9
.
8
日

齢
）

、
出

荷
日

齢
体

重
も

多
い

傾
向

が
あ

る
た

め
（

上
位

2
5
％

R
0
5
年

：
1
.
0
3
k
g
/
日

、
R
0
6
年

：
1
.
0
3
k
g
/
日

 
v
s
 
全

体
R
0
5
年

：
0
.
9
7
k
g
/
日

、
R
0
5
年

：
0
.
9
8
k
g
/
日

）
、

発
育

が
良

い
傾

向
が

あ
る

と
考

え
ら

れ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入
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比
較
集
計
（
繁
殖
）
雌
出
荷
日
齢
体
重

１
．
雌
出
荷
日
齢
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
3

5
4
.0

3
3

5
8
.5

2
4

6
6
.0

9
5
0
.4

8
4
2
.0

1
8
.0

3
2

3
2
.4

3
3

2
8
.4

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
3

8
.4

3
3

6
.1

2
4

7
.0

9
5
.3

8
4
.3

1
0
.0

3
2

3
.2

3
3

2
.7

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
3

2
.8

3
3

3
.0

2
4

3
.3

9
1
.8

8
2
.6

1
0
.0

3
2

0
.7

3
3

1
.1

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
3

6
.7

3
3

8
.3

2
4

9
.5

9
8
.0

8
5
.6

1
2
.0

3
2

3
.5

3
3

3
.6

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
3

5
8
.5

3
3

5
9
.2

2
4

6
6
.8

9
4
9
.6

8
4
3
.3

1
6
.0

3
2

3
2
.8

3
3

2
8
.6

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
3

1
0
8
.1

3
3

9
7
.9

2
4

9
7
.8

9
9
7
.7

8
1
0
1
.3

1
7
5
.0

3
2

1
0
2
.0

3
3

9
7
.6

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
3

5
6
.3

3
3

5
8
.9

2
4

6
6
.4

9
5
0
.1

8
4
2
.6

1
7
.3

3
2

3
2
.7

3
3

2
8
.6

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
3

1
.8

3
3

1
.9

2
4

1
.9

9
1
.8

8
2
.0

1
1
.0

3
0

1
.7

3
2

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
3

4
5
.0

3
3

4
5
.9

2
4

5
1
.1

9
4
0
.6

8
3
5
.4

1
4
.0

3
2

2
5
.8

3
3

2
2
.5

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
3

1
3
.3

3
3

1
3
.5

2
4

1
3
.3

9
1
3
.5

8
1
3
.7

1
1
5
.2

3
2

1
3
.5

3
3

1
3
.7

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
0

6
.5

3
3

6
.4

2
4

5
.9

9
7
.3

8
8
.0

1
4
.3

3
1

8
.2

2
9

6
.8

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
3

4
.7

3
3

4
.3

2
4

4
.2

9
4
.5

8
4
.8

1
2
.8

3
2

5
.2

3
3

4
.9

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
1

2
4
.9

3
0

2
4
.9

2
2

2
5
.2

9
2
4
.7

8
2
4
.0

2
8

2
5
.0

2
6

2
4
.6

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
2

9
.5

3
1

9
.5

2
4

1
1
.6

9
1
1
.8

6
2
.7

1
0
.0

2
6

8
.2

2
7

5
.5

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2

1
9
.3

3
3

2
1
.5

2
4

2
3
.2

9
1
7
.8

8
1
8
.8

1
2
.0

3
2

1
3
.3

3
3

1
2
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2

2
6
8
.2

3
3

2
7
1
.0

2
4

2
8
2
.2

9
2
8
0
.8

8
2
5
9
.4

1
9
5
.0

3
2

2
6
2
.7

3
3

2
5
6
.7

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
2

2
7
0
.3

3
3

2
7
4
.3

2
4

2
7
9
.7

9
2
7
4
.5

8
2
7
3
.7

1
1
4
9
.0

3
2

3
0
5
.0

3
3

2
9
9
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
2

1
.0
1

3
3

1
.0
2

2
4

0
.9
9

9
0
.9
8

8
1
.0
6

1
1
.5
7

3
2

1
.1
5

3
3

1
.1
9

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
3

1
5
.9

3
3

1
7
.7

2
4

1
9
.5

9
1
2
.9

8
1
3
.3

1
8
.0

3
2

1
0
.8

3
3

8
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
3

2
7
7
.5

3
3

2
7
8
.9

2
4

2
9
0
.1

9
2
8
7
.9

8
2
6
1
.0

1
1
5
3
.0

3
2

2
6
8
.5

3
3

2
6
0
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
3

2
4
5
.3

3
3

2
5
3
.1

2
4

2
5
5
.7

9
2
4
3
.2

8
2
5
4
.9

1
1
7
5
.0

3
2

2
8
3
.4

3
3

2
7
8
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
3

0
.8
8

3
3

0
.9
1

2
4

0
.8
8

9
0
.8
5

8
0
.9
8

1
1
.1
4

3
2

1
.0
6

3
3

1
.0
8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
6
年
の
雌
出
荷
日

齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

R
0
5
年
の
雌
出
荷
日

齢
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
出
荷
日
齢
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
0
.
9
7
k
g
/
日

、
R
0
6
年

は
0
.
9
8
k
g
/
日

と
0
.
0
1
k
g
/
日

増
加

し
た

。
　 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
R
0
5
年

は
0
.
8
8
k
g
/
日

、
R
0
6
年

は
0
.
9
1
k
g
/
日

と
0
.
0
3
k
g
/
日

増
加

し
た

。
3
3
戸

の
う

ち
、

1
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
1
.
1
4
k
g
/
日

と
な

り
、

8
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
0
.
9
8
k
g
/
日

と
な

っ
た

。
残

り
の

2
4
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

0
.
8
8
k
g
/
日

で
あ

り
、

R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

下
位

2
5
％

階
層

の
9
戸

は
0
.
8
5
k
g
/
日

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
5
年

は
1
.
0
6
k
g
/
日

、
R
0
6
年

は
1
.
0
8
k
g
/
日

と
0
.
0
2
k
g
/
日

増
加

し
た

。
上

位
2
5
％

階
層

の
出

荷
日

齢
は

R
0
5
年

が
2
6
8
.
5
日

、
R
0
6
年

が
2
6
0
.
1
日

と
全

体
平

均
（

R
0
5
年

：
2
7
8
.
6
日

、
R
0
6
年

：
2
7
9
.
8
日

）
に

比
べ

て
出

荷
日

齢
が

早
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
。常

時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

- 76 -



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．機械装置の導入状況別の集計結果比較 

- 77 -





グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト

１
．
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

3
5
2
.0

3
4
4
.7

1
2
8

4
2
.1

1
2
8

4
4
.3

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

3
1
.0

3
3
.7

1
2
8

4
.8

1
2
8

3
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

3
3
.0

3
0
.0

1
2
8

1
.8

1
2
8

1
.5

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

3
1
1
.3

3
3
.3

1
2
8

4
.4

1
2
8

6
.1

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

3
4
4
.7

3
4
5
.0

1
2
8

4
4
.3

1
2
8

4
3
.6

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

3
9
0
.6

3
1
0
2
.0

1
2
8

1
0
4
.6

1
2
8

9
7
.1

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

3
4
8
.4

3
4
4
.8

1
2
8

4
3
.3

1
2
8

4
4
.0

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

3
2
.9

3
2
.7

1
2
0

1
.7

1
2
0

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

3
3
2
.7

3
2
5
.3

1
2
8

3
4
.8

1
2
8

3
4
.6

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

3
1
4
.0

3
1
4
.0

1
2
8

1
3
.3

1
2
8

1
3
.5

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

3
8
.4

3
8
.5

1
1
4

7
.8

1
1
4

7
.5

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

3
5
.7

3
5
.7

1
2
8

4
.9

1
2
8

4
.7

ヵ
月
齢

1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

3
2
3
.7

2
2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

1
1
3

2
4
.7

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

3
0
.3

3
1
.7

1
0
6

7
.8

1
0
6

7
.0

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

3
2
0
.3

3
1
5
.3

1
2
7

1
6
.4

1
2
8

1
6
.9

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

3
2
7
8
.9

3
2
8
5
.3

1
2
7

2
6
9
.6

1
2
8

2
7
2
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

3
3
0
9
.3

3
3
0
2
.1

1
2
7

2
9
2
.9

1
2
8

2
9
6
.4

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

3
1
.1
1

3
1
.0
6

1
2
7

1
.0
9

1
2
8

1
.0
9

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

3
1
2
.0

3
1
4
.0

1
2
5

1
3
.2

1
2
6

1
3
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

3
2
8
1
.1

3
2
8
7
.0

1
2
5

2
7
8
.6

1
2
6

2
7
9
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

3
2
6
9
.9

3
2
8
4
.9

1
2
5

2
7
0
.0

1
2
6

2
7
3
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

3
0
.9
6

3
0
.9
9

1
2
5

0
.9
7

1
2
6

0
.9
8

２
．
結

果
の
比

較
検

討
・
考

察

e）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
の
特
徴

　
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
し
て
い
る
経
営
は
R
0
5
年
、
R
0
6
年
と
も
に
2
.3
％
（
3
/
1
3
1
）
と
少
な
い
傾
向
で
あ
っ
た
。

f）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
特
徴

　
調

査
対

象
農

場
の
多

く
（
1
3
1
戸

中
1
2
8
戸

）
は
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
1
2
8
戸

の
う
ち
、
2
9
戸

が
分

娩
監

視
装

置
を
導

入
し
て
お

り
、
1
9
戸
が
発

情
発

見
装

置
、

1
0
戸
が
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
た
。

g）
哺
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
比
較

　
導
入
し
て
い
る
経
営
は
導
入
し
て
い
な
い
経
営
に
比
べ
、
常
時
飼
養
頭
数
に
大
き
な
差
は
み
ら
れ
ず
、
子
牛
の
出
荷
日
齢
体
重
に
つ
い
て
も
大
き
な
差
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※
奇
形
、
死
産

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

全
体

哺
乳

ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
て
い
る
経

営
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
5
年
成
績
⑤

R
0
6
年
成
績
⑥
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
分
娩
監
視
装
置

１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

2
9

4
1
.1

2
9

4
3
.2

1
0
2

4
2
.7

1
0
2

4
4
.6

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

2
9

3
.7

2
9

3
.3

1
0
2

5
.0

1
0
2

4
.0

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

2
9

1
.5

2
9

1
.4

1
0
2

2
.0

1
0
2

1
.5

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

2
9

3
.1

2
9

5
.8

1
0
2

5
.0

1
0
2

6
.1

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

2
9

4
3
.2

2
9

4
2
.2

1
0
2

4
4
.6

1
0
2

4
4
.1

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

2
9

1
0
7
.2

2
9

9
7
.8

1
0
2

1
0
3
.5

1
0
2

9
7
.1

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

2
9

4
2
.3

2
9

4
2
.5

1
0
2

4
3
.8

1
0
2

4
4
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

2
9

1
.9

2
9

1
.9

9
4

1
.7

9
4

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

2
9

3
5
.4

2
9

3
4
.1

1
0
2

3
4
.6

1
0
2

3
4
.5

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

2
9

1
3
.3

2
9

1
3
.3

1
0
2

1
3
.4

1
0
2

1
3
.6

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

2
2

8
.5

2
7

8
.2

9
5

7
.7

9
0

7
.3

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

2
9

5
.3

2
9

4
.9

1
0
2

4
.8

1
0
2

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

2
8

2
4
.8

2
6

2
5
.0

9
0

2
4
.6

8
9

2
4
.6

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

2
5

5
.9

2
5

5
.4

8
4

8
.1

8
4

7
.3

出
荷

頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

2
8

1
7
.0

2
9

1
8
.4

1
0
2

1
6
.3

1
0
2

1
6
.4

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

2
8

2
7
4
.4

2
9

2
7
6
.8

1
0
2

2
6
8
.5

1
0
2

2
7
1
.8

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

2
8

3
0
2
.7

2
9

3
0
8
.0

1
0
2

2
9
0
.8

1
0
2

2
9
3
.3

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

2
8

1
.1
0

2
9

1
.1
1

1
0
2

1
.0
8

1
0
2

1
.0
9

出
荷

頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

2
9

1
2
.8

2
9

1
3
.3

9
9

1
3
.3

1
0
0

1
3
.5

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

2
9

2
7
8
.7

2
9

2
8
0
.5

9
9

2
7
8
.6

1
0
0

2
7
9
.6

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

2
9

2
7
0
.5

2
9

2
8
0
.2

9
9

2
6
9
.9

1
0
0

2
7
2
.2

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

2
9

0
.9
7

2
9

1
.0
0

9
9

0
.9
7

1
0
0

0
.9
8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e）
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

う
ち

、
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
4
1
.3

％
（
1
2
/
2
9
）
、

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
1
7
.2

％
（
5
/
2
9
）
で

あ
っ

た
。

f）
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

う
ち

、
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
6
.9

％
（
7
/
1
0
2
）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
4
.9

％
（
5
/
1
0
2
）
で

あ
っ

た
。

g）
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
で

は
、

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
が

や
や

低
い

傾
向

が
み

ら
れ

た
（
導

入
R
0
5
年

：
5
.9

％
、

R
0
6
年

：
5
.4

％
 v

s 
未

導
入

R
0
5
年

：
8
.1

%
、

R
0
6
年

：
7
.3

％
）
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
分

娩
監

視
装

置
の

導
入

は
労

力
低

減
だ

け
で

な
く

、
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

低
減

効
果

も
期

待
で

き
る

と
考

え
ら

れ
た

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数

繁
殖
成
績

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
分

娩
頭

数
分

娩
間

隔
　
（
平

均
値

）

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
産

次
　
（
平

均
値

）
初

産
月

齢
　
（
平

均
値

）

飼
養
状
況

期
首

飼
養

頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

外
部

導
入

頭
数

事
故

廃
用

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

全
体

分
娩
監
視
装
置
を

導
入
し
て
い
る
経
営

分
娩
監
視
装
置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
5
年
成
績
⑤

R
0
6
年
成
績
⑥
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
発
情
発
見
装
置

１
．
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

1
9

4
5
.3

1
9

4
8
.8

1
1
2

4
1
.8

1
1
2

4
3
.6

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

1
9

4
.7

1
9

5
.1

1
1
2

4
.7

1
1
2

3
.7

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

1
9

2
.1

1
9

1
.9

1
1
2

1
.8

1
1
2

1
.4

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

1
9

3
.3

1
9

6
.0

1
1
2

4
.8

1
1
2

6
.0

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

1
9

4
8
.8

1
9

4
9
.8

1
1
2

4
3
.6

1
1
2

4
2
.6

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

1
9

1
0
8
.9

1
9

1
0
0
.1

1
1
2

1
0
3
.5

1
1
2

9
6
.8

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

1
9

4
7
.3

1
9

4
9
.4

1
1
2

4
2
.8

1
1
2

4
3
.1

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

1
9

1
.8

1
9

1
.9

1
0
4

1
.7

1
0
4

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

1
9

3
8
.9

1
9

4
1
.4

1
1
2

3
4
.0

1
1
2

3
3
.2

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

1
9

1
3
.2

1
9

1
3
.2

1
1
2

1
3
.4

1
1
2

1
3
.6

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

1
4

7
.4

1
9

7
.7

1
0
3

7
.9

9
8

7
.5

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

1
9

5
.1

1
9

4
.8

1
1
2

4
.9

1
1
2

4
.7

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

1
6

2
4
.7

1
4

2
5
.4

1
0
2

2
4
.7

1
0
1

2
4
.6

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

1
4

6
.1

1
8

3
.8

9
5

7
.8

9
1

7
.5

出
荷
頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

1
8

1
9
.3

1
9

2
0
.3

1
1
2

1
6
.0

1
1
2

1
6
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

1
8

2
6
6
.2

1
9

2
6
5
.7

1
1
2

2
7
0
.4

1
1
2

2
7
4
.1

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

1
8

2
9
2
.3

1
9

2
9
3
.8

1
1
2

2
9
3
.5

1
1
2

2
9
7
.0

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

1
8

1
.1
0

1
9

1
.1
2

1
1
2

1
.0
9

1
1
2

1
.0
9

出
荷
頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

1
9

1
3
.6

1
9

1
3
.8

1
0
9

1
3
.1

1
1
0

1
3
.4

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

1
9

2
7
8
.0

1
9

2
7
2
.6

1
0
9

2
7
8
.7

1
1
0

2
8
1
.0

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

1
9

2
6
5
.5

1
9

2
7
0
.1

1
0
9

2
7
0
.8

1
1
0

2
7
4
.7

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

1
9

0
.9
6

1
9

1
.0
0

1
0
9

0
.9
7

1
1
0

0
.9
8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

う
ち

、
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
6
3
.1

％
（
1
2
/
1
9
）
、

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
1
5
.8

％
（
3
/
1
9
）
で

あ
っ

た
。

f）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

う
ち

、
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
1
5
.1

％
（
1
7
/
1
1
2
）
、

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
6
.3

％
（
7
/
1
1
2
）
で

あ
っ

た
。

g）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
は

導
入

し
て

い
な

い
経

営
と

比
べ

、
R
0
5
年

、
R
0
6
年

と
も

に
受

胎
に

要
し

た
種

付
け

回
数

に
大

き
な

差
は

無
く

（
導

入
R
0
5
年

：
1
.8

回
、

R
0
6
年

：
1
.9

回
 v

s 
未

導
入

R
0
5
年

：
1
.7

回
、

R
0
6
年

：
1
.8

回
）
、

分
娩

間
隔

も
大

き
な

差
が

み
ら

れ
な

か
っ

た
（
導

入
R
0
5
年

：
1
3
.2

ヶ
月

、
R
06

年
：
1
3
.2

ヶ
月

 v
s 

未
導

入
R
0
5
年

：
1
3
.4

ヶ
月

、
R
0
6
年

：
1
3
.6

ヶ
月

）
。

一
方

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

方
が

や
や

多
い

こ
と

か
ら

（
導

入
R
0
5
年

：
4
7
.3

頭
、

R
0
6年

：
4
9
.4

頭
 v

s 
未

導
入

R
0
5
年

：
4
2
.8

頭
、

R
0
6
年

：
4
3
.1

頭
）
、

飼
養

規
模

に
よ

り
発

情
発

見
等

に
課

題
が

あ
っ

た
農

場
が

導
入

し
た

可
能

性
が

考
え

ら
れ

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

子
牛

出
荷
成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用
年
数
　
（
平
均
値
）

産
次
　
（
平
均
値
）

初
産
月
齢
　
（
平
均
値
）

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰
入

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

全
体

発
情
発
見
装
置
を

導
入
し
て
い
る
経
営

発
情
発
見
装
置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
5
年
成
績
⑤

R
0
6
年
成
績
⑥
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
繁
殖
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
と
導

入
し
て
い
な
い
経

営
の

成
績

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

頭
1
3
1

4
2
.3

1
3
1

4
4
.3

1
0

3
8
.6

1
0

3
9
.7

1
2
1

4
2
.6

1
2
1

4
4
.7

頭
1
3
1

4
.7

1
3
1

3
.9

1
0

4
.3

1
0

3
.3

1
2
1

4
.8

1
2
1

3
.9

頭
1
3
1

1
.9

1
3
1

1
.5

1
0

0
.7

1
0

0
.6

1
2
1

2
.0

1
2
1

1
.5

頭
1
3
1

4
.6

1
3
1

6
.0

1
0

3
.9

1
0

4
.8

1
2
1

4
.7

1
2
1

6
.1

頭
1
3
1

4
4
.3

1
3
1

4
3
.7

1
0

3
9
.7

1
0

3
8
.8

1
2
1

4
4
.7

1
2
1

4
4
.1

％
1
3
1

1
0
4
.3

1
3
1

9
7
.3

1
0

1
0
7
.8

1
0

9
7
.9

1
2
1

1
0
4
.0

1
2
1

9
7
.2

頭
1
3
1

4
3
.4

1
3
1

4
4
.0

1
0

3
9
.2

1
0

3
9
.1

1
2
1

4
3
.8

1
2
1

4
4
.5

回
1
2
3

1
.8

1
2
3

1
.8

1
0

1
.5

1
0

1
.6

1
1
3

1
.8

1
1
3

1
.8

頭
1
3
1

3
4
.7

1
3
1

3
4
.4

1
0

3
2
.4

1
0

3
0
.9

1
2
1

3
4
.9

1
2
1

3
4
.7

ヵ
月

1
3
1

1
3
.3

1
3
1

1
3
.6

1
0

1
2
.6

1
0

1
2
.7

1
2
1

1
3
.4

1
2
1

1
3
.6

年
1
1
7

7
.9

1
1
7

7
.5

8
8
.7

1
0

7
.0

1
0
9

7
.8

1
0
7

7
.6

産
1
3
1

4
.9

1
3
1

4
.7

1
0

4
.0

1
0

3
.8

1
2
1

5
.0

1
2
1

4
.8

ヵ
月

齢
1
1
8

2
4
.7

1
1
5

2
4
.7

1
0

2
3
.5

9
2
4
.5

1
0
8

2
4
.8

1
0
6

2
4
.7

％
1
0
9

7
.6

1
0
9

6
.9

7
5
.6

6
6
.0

1
0
2

7
.8

1
0
3

6
.9

出
荷

頭
数

頭
1
3
0

1
6
.5

1
3
1

1
6
.8

9
1
7
.7

1
0

1
6
.8

1
2
1

1
6
.4

1
2
1

1
6
.8

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
3
0

2
6
9
.8

1
3
1

2
7
2
.9

9
2
8
5
.6

1
0

2
8
5
.2

1
2
1

2
6
8
.6

1
2
1

2
7
1
.9

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
3
0

2
9
3
.3

1
3
1

2
9
6
.6

9
3
2
0
.4

1
0

3
1
8
.8

1
2
1

2
9
1
.3

1
2
1

2
9
4
.7

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
3
0

1
.0
9

1
3
1

1
.0
9

9
1
.1
2

1
0

1
.1
2

1
2
1

1
.0
9

1
2
1

1
.0
9

出
荷

頭
数

頭
1
2
8

1
3
.1

1
2
9

1
3
.4

9
1
1
.7

1
0

1
1
.7

1
1
9

1
3
.3

1
1
9

1
3
.6

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
2
8

2
7
8
.6

1
2
9

2
7
9
.8

9
2
8
6
.5

1
0

2
9
0
.8

1
1
9

2
7
8
.0

1
1
9

2
7
8
.8

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
2
8

2
7
0
.0

1
2
9

2
7
4
.0

9
2
7
7
.2

1
0

2
9
0
.6

1
1
9

2
6
9
.5

1
1
9

2
7
2
.6

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
2
8

0
.9
7

1
2
9

0
.9
8

9
0
.9
7

1
0

1
.0
0

1
1
9

0
.9
7

1
1
9

0
.9
8

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

e）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
の
特
徴

　
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
の
う
ち
、
分

娩
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
は
5
0
.0
％

（
5
/
1
0
）
、
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
3
0
.0
％
（
3
/
1
0
）
で
あ
っ

た
。

f）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
特
徴

　
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
な
い
経

営
の
う
ち
、
分

娩
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
は
1
9
.8
％

（
2
4
/
1
2
1
）
、
発
情
発
見
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
は
1
3
.2
％

（
1
6
/
1
2
1
）
、
で
あ
っ
た
。

g）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
比
較

　
疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
で
は
、
導
入
し
て
い
な
い
経
営
に
比
べ
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
少
な
く
（
導
入
R
0
5
年
：
1
.5
回
、
R
0
6
年
：
1
.6
回
vs
未
導
入
R
0
5
年
：
1
.8

回
、
R
0
6
年

：
1
.9
回

）
、
分

娩
間

隔
も
短

い
こ
と
か
ら
（
導

入
R
0
5
年

：
1
2
.6
ヵ
月

、
R
0
6
年

：
1
2
.7
ヵ
月

vs
未

導
入

R
0
5
年

：
1
3
.4
ヵ
月

、
R
0
6
年

：
1
3
.6
ヵ
月

）
繁

殖
性

向
上

の
効

果
も
期

待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
た
。前

年
比

　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数

繁
殖

成
績

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
分

娩
頭

数
分

娩
間

隔
　
（
平

均
値

）

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※

奇
形

、
死

産

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

項
目

単
位

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
産

次
　
（
平

均
値

）
初

産
月

齢
　
（
平

均
値

）

飼
養

状
況

期
首

飼
養

頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

外
部

導
入

頭
数

事
故

廃
用

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

全
体

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
る
経

営
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年

成
績

①
R
0
6
年

成
績

②
R
0
5
年

成
績

③
R
0
6
年

成
績

④
R
0
5
年

成
績

⑤
R
0
6
年

成
績

⑥
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３．課題と解決のための助言指導 
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今後の対応に対する助言指導（指導内容と割合）
生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉
 今回の調査では、「栄養管理の改善」が14％、「行動観察方法の改善」が14％と昨年同様家畜生
産に係る項目への指導が多かった。近年繁殖雌牛で、発情持続時間の短縮・発情兆候の微弱化が見
られること、発情の見逃し等による種付け回数の増加等により、分娩間隔の改善に対する指導が増
えていることが要因であると思われる。
 次に、「記録による管理方法の改善」が11％と割合が多くなっているが、特に発情発見や人工授
精の記録をノートやホワイトボード等に記録するといった内容や、スマートフォンアプリケーショ
ンを活用しての記録といった内容が多く、記録を重視する傾向が高まってきたと推察される。
 昨年と大きく変化した内容では、「分娩管理の改善」が7％と昨年令和5年の14％から半数近くに
なり、分娩管理の向上が指導によって表れてきたと推察される。
 また、昨今の飼料価格・資材価格の高騰により、自給粗飼料の増産について指導を行っている例
が多く見られた。飼料生産機械や牧草地等を確保できる経営に対しては有効であるが、新規投資に
よる場合は過剰投資にならないか、また、粗飼料生産に対しての知識を十分に持っているか等に注
意して指導を行うことが重要となる。
 なお、「施設・整備等の環境改善」は9％と昨年の11％より2ポイント減少したが、昨今の猛暑に
よる影響で今後指導件数が増加することが見込まれる。
 
 肉用牛繁殖経営においては、子牛の販売が主な収入源となるため、基本的な生産管理の積み重
ね、また、過剰投資をしない経営管理が非常に重要となる。

栄養管理の改善
14%

行動観察方法の
改善
14%

疾病対策
6%

淘汰・更新の促進
7%

施設・設備等の
環境改善

9%
獣医師等との連携強化

9%

記録等による管理方
法の改善

11%

分娩管理の改善
7%

群管理方法の改善
4%

種付け方法の改善
9%

労働力不足への対応
3%

その他
7%

無し
0%
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項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩後初回人工授精日数
の短縮

分娩前後の増し飼いの実
施を指導。

分娩前後の２～３か月は、時期によって母牛に濃厚飼
料を１～３kg程度増飼し、妊娠末期の胎子の良好な発
育と、分娩後に十分な乳量・乳質の母乳を子牛に授乳
できる状態に導くとともに、卵胞の発育を正常にする
ことが重要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・虚弱な子牛が生まれる
・初乳量や移行抗体の減少
 　 → 子牛が虚弱になる
・母牛の発情回帰の遅れ体重の回復が遅れ、泌乳量の
減少
・初回排卵・発情回帰の遅れ

2

受胎率の向上
（栄養成分等）

種付け回数が多い母牛に
ついてはビタミンＡやβ
カロチン等の不足が原因
の場合もあり、血液検査
で血中濃度を確認。不足
が認められた母牛にはヘ
イキューブやビタミン剤
などの投与を行い定期的
に検査を実施することも
必要。

稲わらのみを粗飼料として継続的に給与した場合、分
娩後にビタミンＡ欠乏状態となる可能性があり、繁殖
障害の発生率が高くなる。ビタミン剤や乾牧草、サイ
レージを給与することにより、ビタミンＡ欠乏状態が
改善し、分娩後の繁殖機能の回復や、受胎性改善が期
待できる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・卵巣機能不全など繁殖障害の発生率の増加

3

受胎率の向上
（ボディコンディション
スコア（ＢＣＳ）の確
認）

母牛の体型に応じた栄養
管理を指導。

定期的にＢＣＳを確認し、牛の状態に応じた飼料給与
を行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰による不受胎

4

受胎率の向上
（自給ホールクロップサ
イレージ（ＷＣＳ）の利
用）

開封時にカビが見られる
場合は、ラップの巻き数
を増やす（10重巻きを推
奨）、発酵促進剤（乳酸
菌等）の添加を検討。ま
た、ラップ開封後は遅く
とも２日以内で使いきる
こと。

サイレージや夏場の濃厚飼料などにカビが生えた場
合、そのまま給与するとカビ毒の影響により、体調不
良や繁殖障害の原因となる。カビの生えた飼料を与え
ないように注意するとともに、ラップサイレージ生産
時にカビの生えにくい処置をする、保管場所にカラス
等の害獣が近づかないようにする等の対策が必要。

◎実施しなかった場合のデメリット
・体調不良や繁殖障害の原因

5

受胎率の向上
（自給粗飼料等の飼料分
析）

自家産乾牧草やＷＣＳ等
の飼料分析の実施を指
導。

自家産乾牧草やＷＣＳの生産は、圃場により栄養成分
が異なるため、圃場毎に飼料分析をすることで、栄養
不足・過剰等の対策を行う。
また、給与前には品質（発酵品質やカビ等）を確認す
る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・エネルギー不足によるケトーシス(潜在性)の発症
・エネルギー過剰による過肥により繁殖障害等の発症
・硝酸態窒素やカビ毒等の過剰摂取による流産や不受
胎

成績に関する考察（今後の対応に対する助言指導）

円グラフの項目（キーワード）ごとにとりまとめをお願いします。

１．栄養管理の改善（母牛）
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6

管理者の変更等による飼
養状況のバラつき

給与量等を記録。 法人等、飼養管理者が同一でない場合、飼養管理マ
ニュアルの作成や給与量等を定期的に目合わせすると
ともに、記録しておくことで栄養状態等の管理を行
う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

7

受胎率の向上
（栄養成分等）

繁殖成績を良くしていく
ため、まずは、母牛が過
肥ぎみであるので、飼料
内容の検証などを行い適
正な栄養度に戻し受胎率
の向上を図る。

過肥の繁殖雌牛では排卵しないといった症状が出るこ
とがあり、卵胞嚢腫を発症している場合もある。
定期的にＢＣＳを確認し、牛の状態に応じた飼料給与
を行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養過剰は不受胎の原因

8

月齢毎の飼養管理の改善 母牛の年齢（月齢）に応
じた栄養管理を指導。

概ね３産目までの若い牛は、自身も発育途中にあり、
その分余計に栄養を必要とする。年齢で必要な栄養量
が変化するので、ＢＣＳを見ながら配合飼料の調整を
行う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

出荷前の飼養管理 出荷時に過肥にしないよ
う飼養管理を見直すよう
指導。

ＢＣＳを確認し、濃厚飼料と粗飼料のバランスを見直
す。（良質な粗飼料を給与する）

◎実施しなかった場合のデメリット
・過肥になると、肥育牛ではロース芯面積の抑制の原
因となったり、繁殖雌牛では、卵巣・子宮周囲に脂肪
が蓄積することで繁殖性低下の原因となり、出荷時の
販売価格に影響が懸念される

2

子牛の発育向上 子牛事故防止のため、初
乳をしっかり与えること
を指導。

出生後なるべく６時間以内に初乳を飲ませる。ただ
し、哺乳欲が乏しい場合、胃内に羊水が含まれている
可能性があるため、マッサージ等で子牛の起立や排便
を促すことも重要となる。
また、併せて初乳製剤の投与も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛への免疫移行が十分に行われない
　→子牛が虚弱になり、発育不全になる

3

子牛の発育向上 冬場（寒冷期）の栄養管
理　→冬場（寒冷時）は
体温維持のためのエネル
ギーが必要となること
で、エネルギーバランス
が崩れ、病気のまん延や
発育低下の要因となるた
め注意が必要→カロリー
含量が高く、タンパク含
量の低いエサを追加する
こと

子牛は親牛に比べ、寒さに弱いことから、体温を維持
するためのカロリーを補填するため配合飼料の給与量
を１～２割程度増加させることが必要（地域によって
外気温に差があるため給与量が変わるので注意）。
また、冬季の管理としては飼料の増飼だけではなく、
牛舎の換気（アンモニア対策）、敷料の増加（コンク
リートが外気温低下により冷たくなる）、ヒーターや
子牛用ジャケット等の活用により寒冷ストレスから守
ることが重要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の死亡事故等による経済損失

１-２．栄養管理の改善（子牛）
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4

子牛の発育向上 去勢、メスともに子牛の
発育はもう少し改善が可
能と考える。
特に交雑種から生まれた
ET産子はミルクの飲みす
ぎで下痢をすることが多
く、その影響を最後まで
受けている。

交雑種からのET産子に限らず、与えるミルクの質（温
度や濃度等）によって下痢をする場合があるので、与
えるミルクの用量を守る（計量する）事や、特に冬季
には温度計を用い温度が低くなっていないか確認する
ようにすること。
また、強化哺乳を行う場合は、子牛にストレスが掛か
り下痢の原因となる場合があるため、注意が必要。
なお、見直しても下痢が治まらない場合は細菌感染等
も疑われるので、獣医師の判断を仰ぐこと。

◎実施しなかった場合のデメリット
・下痢やそれによる発育不全により子牛販売価格の減
による経済損失

5

子牛の発育向上 子牛の育成方法の見直
し、改善⇒早期からのス
ターター給与の徹底。

早い時期からルーメン絨毛の発達を目的に、スター
ターを数粒ずつ口の中に入れる等で、スターターの味
に早めに慣らす。
また、生後３か月齢までの子牛の胃はデリケートなの
で、乾牧草を与える際はできるだけ良質で柔らかいも
のを裁断して与えるようにする。

◎実施しなかった場合のデメリット
・ルーメン絨毛の発達が遅れることにより、離乳後に
発育不全になる可能性がある

6

子牛の発育向上 飲用水を準備することを
指導。

生後間もない子牛では、母乳が栄養摂取源となるが、
胃に入るとレンニンと反応して凝固し、固形となるた
め、飲用水を与えないと水分不足となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・水分不足により、発育不全になる可能性がある

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

経営移譲されたばかり
で、技術が未熟

前経営者の指導を仰ぎな
がら、観察・巡回を実施
する。

経営移譲されたばかりだと、異常行動等の判断ができ
ない場合が多いので、前経営者や関係機関からの指導
で、異常行動、発情、疾病の発見ができるようにサ
ポートする必要がある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・発見の遅れによる、分娩間隔の長期化、疾病の慢性
化や死亡等の原因、発情見逃しによる分娩間隔の延長

2

分娩間隔が長い 巡回の頻度を増やす、記
録等による発情間隔の確
認、監視カメラや発情発
見装置の導入により受精
適期を見逃さないように
する。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用によって発情発見に
努める。
また、分娩前後の増し飼いを実施し、分娩後の発情回
帰を促すことで、発情発見・受胎率の向上を図る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の損失）

２．行動観察方法の改善
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3

畑作は中止し専業になっ
たが、高齢で後継者もな
く労働力が不足の状態

牛舎を巡回する回数を増
やし、個体の観察に努め
ること。

巡回の回数が増やせれば理想的だが、高齢で労働力不
足であれば回数増加が難しい場合もある。
飼料給与の前後に数分ずつでも観察時間を設けること
で、事故等の発生を未然に防ぐよう取り組む。

◎実施しなかった場合のデメリット
・事故数の増加
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の損失）

4

牛舎と自宅が離れている
（約１０㎞）

分娩事故防止のため、分
娩監視装置を設置してい
る。

自宅と牛舎の距離が大きく離れている場合、分娩監視
装置のみだと分娩事故対応のみとなるため、ＷＥＢカ
メラ等を設置することで、分娩以外の緊急時にも対応
できるよう対策を行うことが望ましい。

◎実施しなかった場合のデメリット
・分娩事故以外の事故発生に伴う経済損失

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

牛伝染性リンパ腫（ＢＬ
Ｖ）の対応

ＢＬＶ陰性育成牛の外部
導入および内部保留を図
り、ＢＬＶ陽性牛の持ち
込み防止。

近年、牛伝染性リンパ腫の発症牛や、と畜場での全廃
棄といった事例が多数報告されている。
分離飼育ができる環境であれば、ＢＬＶ陰性牛と陽性
牛とを分離しての飼養が望ましい。
また、牛舎内に害虫除けのネットの設置や牛舎周辺に
アブトラップ等の設置、消毒等を実施する。
陽性母牛から初乳を介して感染する場合もあるので、
免疫因子を含有した初乳製剤の使用も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・牛伝染性リンパ腫蔓延の可能性
・牛の死亡等による経済損失
・吸血昆虫によるストレスが原因での生産性の低下

2

冬季の子牛事故（呼吸器
病）増加

子牛の冬場の事故対策に
ついてはカーボンヒー
ターや子牛ジャケットを
今後も活用し、さらに衛
生管理を徹底する。

哺乳中の子牛が快適に過ごせる気温は13～25℃で、
13℃を下回ると体温を維持するためにエネルギーを余
計に消費するようになり、発育や増体にも影響が出
る。また、哺乳子牛の下限臨界温度は５℃、出生直後
の新生子牛では９℃であり、この気温を下回ると、起
立不能、震え、意識混濁などの症状を示し、死に至る
場合もある。
牛舎全体の保温対策も必要だが、牛舎を閉め切ると呼
吸器病等が蔓延しやすい環境となるため、換気の良い
状態を保ちつつ、冷たい風が当たらない環境を作るこ
とが必要。
対策としては、子牛ジャケットやヒー
ターの他、ネックウォーマーも推奨される。
また、敷料の量を増やし、子牛の腹等を冷やさないよ
うにするなどの対策も必要となる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の死亡事故等による経済損失

３．疾病対策
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3

流産の防止 異常産４種混合ワクチン
の接種（アカバネ病、
チュウザン病、アイノウ
イルス感染症、ピートン
ウイルス感染症）。
サシバエ駆除や牛舎周辺
の除草　→ワクチンでは
対応できないウイルスも
存在するため、原因のウ
イルスを媒介する吸血昆
虫対策として春先から開
始すると効果的である。

ウイルス感染による異常産は、一度発生してから対策
を講じようとしても、農場内ですでに蔓延し、これか
ら分娩予定の子牛の流産や奇形等が発生するため治療
法がない。
そのため、予防としてはワクチン接種が効果的とな
る。
また、ウイルスを保有する可能性のあるウシヌカカ等
吸血昆虫の発生予防として、牛舎周辺の除草や消毒等
を行い、感染リスクを減らすことも必要である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・流産や出生子牛の奇形・死亡等で販売子牛がいなく
なることによる経済損失

4

子牛が疾病に罹りやすい 子牛事故防止のため、初
乳をしっかり与え、牛房
の消毒など飼養管理を徹
底する。

初乳を十分に摂取できていない子牛は、移行抗体の獲
得が不十分なため、感染症や下痢といった疾病に罹り
やすい。そのため、分娩後の早い段階で初乳を摂取で
きているか、できていない場合や初産等で乳量が少な
い母牛等は、初乳製剤の使用も検討する。母牛にも定
期的に呼吸器病等のワクチンを接種することで免疫を
補強し、初乳から子牛に移行する免疫の効果を高める
ことも効果的である。
また、牛房の環境にも影響されやすいので、分娩前に
は消毒等を実施し、牛房内を清潔に保つようにする。
母牛の妊娠末期の栄養不足は、分娩後の初乳の量や質
に影響するだけでなく、子牛の胸腺発達に影響するこ
とから、母牛の妊娠末期の飼料設計を確認する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛への免疫移行が十分に行われない
　→子牛が虚弱になり、発育不全になる
・牛房内が清潔でない場合、呼吸器病や下痢、群飼の
場合は、真菌症等感染症蔓延の原因
・子牛の胸腺委縮等による感染症リスクの増大
・子牛の死亡事故等による経済損失

5

子牛の衛生対策 哺育ゲージを使用する場
合、消毒が不十分だと疾
病が蔓延しやすくなるの
で、注意する。

哺育ゲージ等は、１頭飼養後に消毒を行わないと真菌
症等が継続して発生しやすくなる。
使用後は消毒を行い、真菌症等の疾病が蔓延しないよ
うにすることが重要。
クリプトスポリジウム症等の場合、通常の消毒では効
果が少ないので、熱湯消毒後２～６か月の乾燥、石灰
乳塗布を行う等の対策を行うこと。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の発育の遅れ等による収益性の低下
・農場全体への疾病蔓延の危険

6

子牛の免疫強化による疾
病対策

生菌剤は時々給与してい
るので、定量を毎日与え
ると効果的である。

◎生菌剤を使用するメリット
乳酸菌等を活用した生菌剤は家畜の腸内細菌叢の
バランスを改善し、成長促進や消化機能改善、下痢
症の抑制のために用いられており、子牛において
も生菌剤利用による発育の改善が報告されている。
ただし、菌種や菌株により給与効果が異なることが考
えられることから、有用な生菌剤を適切に用いること
が重要となる。
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項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩間隔が長い 高齢牛やリピートブリー
ダーが疑われる牛は淘汰
する。

受胎率の悪い高齢牛やリピートブリーダーが疑われる
牛については、血統が良いなどの理由で淘汰しない場
合が目立つが、経営を圧迫する要因となっているた
め、一定の期間受胎しない場合は淘汰するなどの基準
を設定しておくことが重要。
高齢牛は泌乳量の低下等により子牛の発育に影響する
との懸念から敬遠される場合もあるが、繁殖性が高い
牛も存在するので、年齢のみで判断するのではなく、
総合的に判断することが重要。

◎実施しなかった場合のデメリット
・収益性の低下

2

繁殖雌牛の血統 優良子牛の生産のため
に、血統的に優秀な雌牛
の外部導入や受精卵を活
用して血統構成を変えて
いくことも検討する。

近年では、改良速度が早くなり、古い種雄牛の血統は
敬遠される場合がある。
しかし、血統が優秀でも種牛性や気性等が自場の牛群
に合わない血統も存在するため、優秀な血統を求めす
ぎて、予算を超える繁殖雌牛を無理に導入したり、預
託で導入した場合にはその後の償還に苦慮しないよう
計画的な導入の必要がある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・収益性の低下

3

流産が多い 特定の牛を中心に流産を
繰り返している。疾病の
可能性もある為、専門機
関（県、ＮＯＳＡＩな
ど）に相談し検査する。

流産については、母牛に起因するものか、疾病等に起
因するものか生産者では判断できないため、獣医師等
に相談し、早めの解決を図ることが重要。
また、ワクチンが有効な疾病については、獣医師に相
談の上、ワクチン接種を実施する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾病の慢性化によ
る経済的損失

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

牛舎が古く、狭い
換気も行いにくい

牛舎改築は難しいもの
の、少しでも作業がしや
すく発情観察もしやすく
なるよう、内部造作を工
夫する。子牛牛舎の夏場
の換気、冬場の保温に留
意する。

牛舎構造の改善は難しいが、配置換え等により動線の
確保等、牛舎の環境改善を図ることが望ましい。ま
た、換気については、窓等改善の余地があるか、空気
の流れが滞らないように改善するなど工夫が必要とな
る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・動線の確保ができていないと、人・牛ともに怪我の
原因となる
・換気がうまく行えないと、夏場は暑熱により飼養牛
の採食量が低下するとともに、ストレス等により受胎
率の低下が懸念される。冬場はアンモニアガスの滞留
により、呼吸器疾病の蔓延等が懸念される

４．淘汰・更新の促進

５．施設・設備等の環境改善
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2

牛舎の収容頭数が上限近
く、密飼い状態になって
いる

牛舎の新築をし、飼養環
境の改善を図っている。

近年の規模拡大により、密飼い状態の牛舎も多くなっ
た。新牛舎の建設は、資材高騰により経営の圧迫が懸
念されるので、パドックや簡易牛舎、放牧等の利用は
効果的である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の発生・慢性化
・群飼の場合、負け牛が発生しやすくなる

3

子牛の採食量が少なく、
発育不良

飼槽の高さ、深さ、ませ
ん棒の高さ、水槽の高さ
等を、哺乳期、育成期等
の各発育ステージ又、個
体ごとに確認し、改善す
ることで性別又は個体の
バラツキを改善するよう
指導した。

飼槽や水槽の大きさ・高さなど、子牛の発育ステージ
に併せた器具機材を使用することが重要。
飼槽代わりのバケツが深く口が飼料に届きにくい場合
などもあり、その際は、バケツを浅いものにしたり、
バケツの上に洗面器を乗せ子牛が採食しやすい環境を
作るなどの工夫をする。

◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足による子牛の発育不良
・栄養不足による免疫低下が原因となる疾病の発生

4

規模拡大による分娩時の
事故等の防止

観察頻度の増加や分娩監
視装置等ＩｃＴ機器等の
活用を提案。

規模拡大により発情発見・分娩時の対応が難しくなっ
ている事例が増加している。
巡回頻度の増加等が人手不足により難しい場合は、
IcT機器等の導入も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・分娩時の子牛死亡等事故による経済損失

5

飼養環境による子牛の発
育阻害要因の排除
　→牛舎内に一時堆肥保
管場所がある

定期的に堆肥を除去し、
アンモニアガス等の影響
を最小限に抑えること。
換気扇は堆肥保管場所へ
向けて、新鮮な空気を牛
舎内へ取り込むように。

牛舎構造の改善は難しいが、配置換え等により動線の
確保等、牛舎の環境改善を図ることが望ましい。ま
た、換気については、窓等改善の余地があるか、空気
の流れが滞らないように改善するなど工夫が必要とな
る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・換気がうまく行えないと、特に冬場はアンモニアガ
スの滞留により、呼吸器疾病の蔓延等が懸念される

6

飼養場所が狭い、労働力
不足

子牛の飼養場所がないこ
とや労働力を考慮する
と、キャトルステーショ
ンの再利用を検討するこ
とも必要。

飼養密度が高いと、ストレスや疾病蔓延の原因となる
ので、キャトルステーション等が利用できる場合には
活用を検討する。
特に畜舎の新築や増築が土地面積的に不可能な場合
は、積極的に活用すると、労働力の軽減効果も見込ま
れる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・過密ストレスによる生産性の低下
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾病の慢性化によ
る経済的損失
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7

猛暑対策 送風機の増設、屋根への
遮熱剤の塗布、細霧装置
の設置

近年の夏季の猛暑で乳用牛だけでなく肉用牛への影響
も深刻化している。
屋根への遮熱剤の塗布や、送風機増設等により暑熱対
策を実施することで暑熱ストレスの軽減を図る。
なお、細霧装置については、畜舎等対応のものを使う
こと。古い装置等、質の悪いものだと水分が気化せず
牛舎内に散水している状態になるので注意すること。
また、換気のよくない牛舎の場合は、湿度が上昇する
ため使用は控えること。

◎実施しなかった場合のデメリット
・繁殖雌牛では受胎率の低下等
・子牛では夏バテ等による発育不良
・細霧装置の使用法が悪い場合は、湿度上昇に伴うカ
ビの発生増による疾病等の増加

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

事故や廃用が多い 繁殖管理や飼養管理につ
いて獣医師から従業員へ
の指導を行ない、技術と
意識を向上させる。

分娩事故や繁殖障害等による廃用・淘汰は収益に甚大
な影響を与える。
日頃の観察頻度を上げるとともに、牛に異常があった
場合は、即座に獣医師に連絡をするよう習慣を付け
る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・母牛や子牛の死亡による経済的損失
・早期治療で完治が見込める疾病の慢性化による経済
的損失

2

分娩間隔が長い（授精回
数が多い、受胎しない）

受胎に要した種付け回数
を個体毎に管理し、獣医
師の診療が必要な場合は
早めの治療を行うなど生
産性を重要視し、子牛頭
数の確保に努める。

日頃の発情看視の頻度を上げ、発情発見を見逃さない
ようにするとともに、繁殖記録を残す。可能であれば
飼料設計を確認し、獣医師とこれら情報を共有する。
牛に異常があった場合は、即座に獣医師に連絡をする
よう習慣を付ける。

◎実施しなかった場合のデメリット
・空胎期間が長くなることによる経済損失（１回の発
情を見逃すと、3～4万円の損失）
・早期治療で完治が見込める疾病の慢性化による経済
損失

3

連続あるいは間欠的に流
産や異常産を繰り返す繁
殖雌牛がいる

家畜保健衛生所の診断に
よると「ネオスポラ症」
が原因であることが判明
した。対策として、タヌ
キの農場内や畜舎への侵
入を防止するとともに罠
を設置し捕獲し、飼料が
タヌキの糞便内オーシス
トに汚染されないように
し、胎盤や流死産胎子を
除去する。また、流産や
異常産を繰り返すネオス
ポラ抗体陽性牛を淘汰
（とうた）し、経産牛更
新を行う。

野生動物の侵入により、給餌施設・給水設備等が汚染
される恐れがあるので、牛舎・飼料保管場所・貯水施
設への害獣侵入対策や、飼槽・ウオーターカップ等の
給水設備の定期清掃を実施する。
疾病が蔓延した場合には、左記のように陽性牛の淘汰
や牛舎消毒により清浄化を図る。
また、ワクチンが有効な疾病については、獣医師に相
談の上、ワクチン接種を実施する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾病の慢性化によ
る経済的損失

６．獣医師等との連携強化
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4

子牛事故率の低減（クリ
プトスポリジウム）

クリプトスポリジウムの
駆虫
　→100ppmの二酸化塩素
水で、畜舎（特に床）を
消毒する。
　→子牛や母牛の体表を
30ppm程度で消毒すると
より効果的である。

クリプトスポリジウム症は一度の対策で清浄化に至る
事例は少なく、下痢の発症を減らすことにより被害を
軽減することが対策の目的となる。
厚い殻に覆われた原虫には、多くの消毒薬は効果がな
く、熱湯や乾燥による消毒が有効。
熱湯消毒の場合、72℃の熱湯を約１分間かけ続ける必
要があり、温度管理に注意。熱湯消毒ののちに、２～
６カ月程度の乾燥を実施。最後に消毒した箇所に石灰
乳を塗布し原虫を封じ込める。
上記は時間が掛かるため、簡易な方法としては、コク
シジウムの消毒に使用するオルソ剤を希釈した石灰乳
を使用する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・水溶性下痢症により脱水症状を引き起こすことによ
る収益性の低下
・農場全体への疾病蔓延の危険

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

繁殖成績の改善 記録・記帳の実施、
繁殖管理システムの活
用。

分娩日や種付日、治療履歴を記録しておくことで、正
確な発情予定日、分娩予定日等を確認し、分娩間隔の
短縮や分娩事故の低減を図る。
また、繁殖管理システムを活用することで、簡素化を
図る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・記憶だけでは、発情発見や種付日が不明確になり、
その結果、分娩間隔の長期化等を引き起こす要因とな
る

2

繁殖成績の改善 発情の見逃しを回避する
ため、繁殖カレンダーや
ホワイトボード、ノート
などを活用する。

発情発見や妊娠鑑定等の記録を行うことで、分娩間隔
の短縮を図る。

◎実施しなかった場合のデメリット
・記憶だけでは、発情発見や種付日が不明確になり、
その結果、分娩間隔の長期化等を引き起こす要因とな
る

3

記録の電子化 スマホアプリケーション
を使用することで、記録
記帳の水準を高め、経営
改善を図る。

畜産用のスマートフォン等アプリケーションについて
は、無料のものもあり、牛舎等ですぐ確認できる利便
性もあることから、可能であれば積極的に活用する。

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩時の事故率の低減 分娩前の巡回を増やす、
分娩監視装置やカメラの
設置等、ＩＣＴ機器の導
入も検討。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用によって分娩時に立
ち会う。

◎実施しなかった場合のデメリット
・母牛、子牛の死亡や予後不良の原因

2

分娩後の初回種付けの遅
れ

分娩後の発情発見に努め
るとともに、初回種付け
が遅れている牛について
は産後60日以上が経過し
ているものは、獣医師に
診てもらう。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用によって発情発見に
努める。分娩前後の増し飼いを実施し、初回排卵およ
び子宮の回復を促す。

◎実施しなかった場合のデメリット
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下

７．記録等による管理方法の改善

８．分娩管理の改善
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3

分娩後の疾病 分娩の直前におが粉等の
敷料を入れ替えると、分
娩時に埃が立ち、腟・子
宮内に埃が入ることで、
子宮内膜炎等の疾病の原
因となるので、敷き藁を
敷料にし、直前に入れ替
えないようにする。

分娩時には清潔な敷料を使用することは重要である
が、敷料の種類によっては子宮内膜炎等、疾病の原因
となる場合もある。
分娩時には、分娩房を清潔にするだけでなく、埃が立
ちにくい環境を整えることも重要。また、分娩後に後
産が排出されているか確認することで、子宮内膜炎の
早期発見につながる。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子宮内膜炎等、疾病の発症
・疾病による分娩間隔の長期化や廃用

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

群で飼養している子牛の
育成にバラツキがある、
疾病も発生しやすい

群編成ストレスの軽減に
よる免疫低下を抑制。
母牛と一緒にいるときに
群編成し、部屋を移動す
る場合も、群のメンバー
は変更しないことが理
想。

子牛は群編成する際、ストレスがかかる（群編成スト
レス）ので、群編成ストレスの軽減による免疫低下の
抑制が重要となる。
群を編成する際は、全頭同じタイミングでの群編成や
日齢・体高・体重等の近い子牛で群編成することが重
要。牛房を移動する場合も、群のメンバーは変更しな
いことが理想。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛は群編成の度に免疫が低下→呼吸器疾病や真菌
症等、疾病の原因となる（免疫は群編成後約２週間で
半分程度になり、元に戻るまで３週間程度必要）
・日齢が大きく離れていると、食い負けやいじめの原
因となる

2

哺乳ロボットを介した疾
病の蔓延

子牛の異常等が発生すれ
ば、速やかにかかりつけ
の獣医師又は家畜保健所
に相談し、早期に対応。

哺乳ロボットを使用した際には、ゴム製乳頭を介して
真菌症や呼吸器疾病が蔓延することがある。
これは、ストレス等により子牛の免疫力が下がった際
に発症しやすいので、できる限り子牛にストレスを与
えないように注意する。
哺乳ロボットを使用する際には群編成を行うが、群を
編成する際は、全頭同じタイミングでの群編成や日
齢・体高・体重等の近い子牛で群編成することが重
要。牛房を移動する場合も、群のメンバーは変更しな
いことが理想。
なお、単純に哺乳量等が足りず、栄養不足により免疫
力が低下している場合もあるので、子牛の哺乳量等も
確認すること。
また、哺乳ロボットのゴム製乳頭は自動洗浄される
が、ホース等も含め定期的に手洗浄を行うことも重
要。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛は群編成の度に免疫が低下→呼吸器疾病や真菌
症等、疾病の原因となる（免疫は群編成後約２週間で
半分程度になり、元に戻るまで３週間程度必要）
・疾病等による発育不全や死亡による販売子牛の経済
的損失

９．群管理方法の改善

- 95 -



3

群で負けて、受胎率も低
い母牛がいる

受胎率の向上（弱い牛の
フォロー）、
弱い牛（足を引っ張る
牛）の対策、
乗駕痕（尾根部が禿げた
り、腰角に傷）のある牛
は、群の中で地位が低い
（弱い）牛のサイン。

群飼に合わない繁殖雌牛は、単房に移すことが望まし
いが、牛房に仕切りを入れる、スタンチョン設置によ
り採食行動を他の牛に邪魔されないようにするなど対
策を講じる。
また、密飼いにより過密ストレスがかからないよう注
意する。（飼養面積６㎡/頭以上）

◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下
・若い繁殖雌牛の場合は発育不全

4

繁殖雌牛の観察管理不足 群での管理時には乗駕行
動の有無の確認が重要で
ある。

群管理時には、繁殖雌牛の乗駕行動により発情の発見
につながるので、可能な場合は複数人で観察・巡回を
行うようにする。また、乗駕以外の発情兆候（外陰部
の変化、発情粘液、乗駕痕の確認）も確認するととも
に、発情看視前には発情周期を確認し、発情予定牛を
重点的に観察する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

受胎率が悪い 発情の見逃しを防止し、
適期の種付けを心がけ
る。
受胎率の高い種雄牛の精
液の利用、受精卵移植を
行う。
発情発見装置等の使用も
検討する。

近年は、飼養頭数増加に伴う発情見逃し等により分娩
間隔が長くなっている可能性がある。
観察・巡回の頻度を上げることで発情兆候を見逃さな
いことが重要になるが、労働力不足等で実施が困難な
場合は、発情発見装置等の導入を検討する。発情記録
から発情予定日を確認し、発情の見逃しを極力少なく
する。
エネルギーや粗蛋白質の過不足は発情微弱や受胎率の
低下につながることから、飼料分析を行い飼料設計を
確認する。また、受胎率の高い種雄牛の精液の利用、
受精卵移植も効果的である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の損失）

2

分娩事故の対応 初産の場合、小型の系統
を種付けし事故を防ぐ。

近年は、育種改良が進み、脂肪交雑・枝肉重量共に育
種価の高い、いわゆる「量質兼備型」の種雄牛が多く
なってきた。
そのためか出生時体重の大きい牛が増え、それに伴い
分娩事故が発生した場合、子牛のみならず繁殖雌牛が
死亡する事例もある。
特に未経産牛の場合は、その牛自体が成長途中のた
め、分娩難易度が高くなるので、小型の種雄牛の精液
を人工授精するなどの対策が必要である。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛、繁殖雌牛の死亡等による経済損失

10．種付け方法の改善
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3

分娩事故の対応 分娩に影響のある遺伝的
形質を持った種雄牛か確
認

骨格粗大症（ＳＤ）の発症個体では出生時に過大子に
よる難産の事例が報告されている。過大子は遺伝の影
響もあるため、ＳＤ保因牛同士の交配を避ける等の対
策が必要（ＳＤ保因牛同士で交配しなければ発症牛は
生まれないため）。
繁殖雌牛のＳＤ保因状況がわからない場合は、発症牛
が生まれるリスクがあることに留意し、交配種雄牛の
保因状況を確認すること。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛、繁殖雌牛の死亡等による経済損失

4

種付け時に井戸水を使用
しているが、子宮内膜炎
等がたまに起こる

人工授精時などの水は水
道水を使うこと。（井戸
水や山水は雑菌が入り、
子宮内膜炎の原因となる
ことがある。）

井戸水等の水質検査は、事業等で飲料水として使用す
る際には義務付けられているが、個人で使用する際は
義務付けがないため、大腸菌や生体に有害な化合物が
含まれている場合がある。
人工授精時の洗浄等に使用する場合は必ず定期的な水
質検査を受けるか、水道水を使用すること
（容器等もきれいなものを使用する）。
牛舎に水道がない場合は、自宅から水道水を持参する
などすること。

◎実施しなかった場合のデメリット
・子宮内膜炎等の発症による経済損失
・母牛、子牛の治療に係る経済損失や販売時の価格の
減少

5

受精卵採卵・移植は、母
牛のホルモンコントロー
ルをするためダメージが
大きく、その後の空体期
間長期化と淘汰率が高く
なるので、ET採卵・移植
は極力控えた事により繁
殖成績が向上し始めた

採卵牛は、ホルモン処理
等により母体のダメージ
も大きく抵抗力等が低下
するので、過度な採卵に
留意するように指導

同一産次における連続採卵は過剰排卵（ＳＯＶ）処置
に反応すれば何度も実施可能だが、一般的に2～3回以
上の連続採卵は生産効率が落ちると言われている。
また、同一産次における連続採卵は最低１～２ヶ月の
間隔を空けて実施する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・過度の採卵による繁殖雌牛の生産性低下による経済
損失

項番 生産者の課題点・特徴 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

畜産以外の仕事量が多
く、管理が疎かになって
いる

農繁期など、作業量が増
加する期間は臨時で雇用
するなどの対策を検討。
畜産部門以外の収入が少
ない場合は、畜産専業に
移行することも検討。
また、農業機械やICT機
器の導入により、効率化
を図る。

畜産以外の農業を兼業で実施している経営も多く、農
繁期では観察時間不足や飼養管理不足からその間の成
績が悪くなる経営が一定数いる。
畜産以外の作業を、他の農家へ委託するなどの対策も
必要となる。
農業機械については高額な物も多いため、過大投資に
ならないか、畜産クラスター事業等補助事業の活用
等、経営の負担にならないよう対策が必要である。
また、労働力が絶対的に不足している場合において
は、規模縮小し効率化を図ることで、成績向上に繋が
る場合もある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・観察時間不足による受胎率の低下や疾病の見逃し

11．労働力不足への対応
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2

規模拡大により作業量が
増加したが、労働力は増
えていない

従業員への指示連携がう
まくいっていないので、
作業マニュアルを作るな
ど飼養管理をきちんと行
なえるようにする。

規模拡大により、新規で従業員を雇用したり、従業員
を増やした場合、コミュニケーション不足により、業
務内容が適切に伝わらない場合があるので、作業マ
ニュアル等を整備し、誰でも同レベルの作業を行える
ようにすることが重要。
また、従業員教育の一環として、農場ＨＡＣＣＰやＪ
ＧＡＰの実施も検討する。

◎実施しなかった場合のデメリット
・作業内容のバラツキが原因での分娩間隔の長期化や
疾病治療の長期化等

3

労働力不足への対応 一部放牧による労働力の
削減
→委託先がなく、飼料生
産の労働力が足りていな
い現状を放牧により緩和
する。

放牧を導入することで、省力的かつ低コストな生産体
系を実現することができる。
また、牛が運動することで足腰が強くなるなど健康な
状態となり、繁殖牛においては分娩事故減少の見込み
がある。
耕作放棄地などで放牧を行うことで、未利用な土地の
活用や景観保全にもつながる。
ただし、放牧を開始するにあたり、牛を放牧に慣れさ
せる技術や電気牧柵などの放牧地の管理に関係する技
術等を習得する必要があるほか、特に耕作放棄地など
近くに住宅地がある場合には、周辺住民の放牧への理
解醸成を図る必要がある等の課題がある。

◎実施しなかった場合のデメリット
・観察時間不足による受胎率の低下や疾病の見逃し

4

労働力不足への対応 発情発見装置をもっと活
用すること（今は全く機
能していない）。

分娩・行動監視装置等のＩＣＴ機器や自動給餌機等の
省力化機器の導入により労働力の効率化を図ることも
重要となる。
ただし、使用しない（活用できない）機器の導入は、
導入コスト・月額コストの発生により経営を圧迫する
場合があるので注意すること。

◎実施しなかった場合のデメリット
・作業内容のバラツキが原因での分娩間隔の長期化や
疾病治療の長期化等
・観察時間不足による受胎率の低下や疾病の見逃し
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R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
4
0
.
6
頭

は
、

R
6
年

④
で

は
4
0
頭

と
な

り
、

0
.
6
頭

減
じ

た
(
デ

ー
タ

数
1
2
)
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
6
.
8
頭

(
デ

ー
タ

数
1
1
)
に

対
し

、
R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
頭

数
が

減
じ

た
も

の
)
⑥

3
3
頭

(
デ

ー
タ

数
8
）

は
、

3
.
8
頭

少
な

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

に
上

が
っ

た
も

の
(
頭

数
が

増
え

た
も

の
)
⑦

7
4
.
5
頭

(
デ

ー
タ

数
1
)
は

、
⑤

の
2
倍

以
上

多
か

っ
た

。
一

方
、

事
故

率
は

、
⑤

0
.
5
％

に
対

し
、

⑥
は

0
.
1
％

増
加

、
⑦

は
0
.
8
％

増
加

し
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
3
4
4
.
1
頭

に
対

し
、

R
6
年

⑩
3
4
3
.
1
頭

は
、

1
頭

減
じ

た
(
デ

ー
タ

数
1
2
)
。

一
方

、
事

故
率

は
、

⑨
1
.
5
％

に
対

し
、

⑩
で

は
0
.
2
％

低
下

し
て

い
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
肥
育
開
始
月
齢

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

1
4
7
.5

1
1

1
4
5
.7

9
1
1
0
.4

2
1
0
5
.5

1
9
2
.0

1
5
1
7
.0

1
1

1
2
6
.6

1
3

1
6
2
.5

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

8
6
.9

1
1

8
6
.2

9
6
4
.4

2
6
4
.5

1
5
6
.0

1
3
1
2
.0

1
1

6
8
.7

1
3

8
9
.9

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

0
.0

1
1

0
.0

9
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

1
1

2
.2

1
3

2
.2

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

1
.0

1
1

0
.9

9
1
.1

2
0
.5

1
0
.0

1
0
.0

1
1

1
.1

1
3

1
.2

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

8
7
.6

1
1

8
9
.6

9
6
6
.0

2
6
1
.0

1
6
1
.0

1
3
3
1
.0

1
1

7
0
.4

1
3

9
3
.8

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

1
4
5
.7

1
1

1
4
1
.4

9
1
0
7
.8

2
1
0
8
.5

1
8
7
.0

1
4
9
8
.0

1
1

1
2
6
.1

1
3

1
5
9
.5

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
8
.1

1
1

9
4
.1

9
9
3
.9

2
9
9
.9

1
9
4
.5

1
9
6
.3

1
1

9
6
.8

1
3

1
0
0
.7

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

1
4
6
.5

1
1

1
4
3
.8

9
1
0
9
.5

2
1
0
8
.1

1
8
9
.5

1
5
0
7
.5

1
1

1
2
6
.6

1
3

1
6
1
.1

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

1
0
.1

1
1

9
.5

9
9
.7

2
9
.7

1
9
.0

1
8
.5

1
1

8
.0

1
3

7
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

2
8
7
.1

1
1

3
0
0
.9

9
3
0
4
.0

2
3
3
6
.1

1
2
9
3
.0

1
2
8
0
.9

1
1

2
7
9
.3

1
3

2
7
7
.7

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.7

1
1

2
9
.7

9
3
0
.0

2
2
9
.7

1
2
8
.9

1
2
8
.2

1
1

2
9
.1

1
3

2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

7
9
1
.5

1
1

7
8
2
.6

9
7
8
7
.2

2
8
7
6
.4

1
7
6
9
.0

1
7
5
4
.6

1
1

8
0
7
.0

1
3

8
0
1
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

5
9
7
.8

1
1

6
1
3
.5

9
6
1
6
.5

2
6
0
9
.5

1
6
0
4
.0

1
5
9
6
.0

1
1

6
4
1
.2

1
3

6
2
3
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.8
2

1
1

0
.7
9

9
0
.7
9

2
0
.8
9

1
0
.7
6

1
0
.7
9

1
1

0
.8
2

1
3

0
.8
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

5
1
1
.8

1
1

5
0
3
.2

9
5
0
6
.2

2
5
5
1
.8

1
4
9
9
.3

1
4
8
0
.1

1
1

5
3
0
.9

1
3

5
2
9
.0

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
8
.2

1
1

9
9
.9

9
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

1
1
0
0
.0

1
9
8
.4

1
1

9
8
.0

1
3

9
8
.4

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

9
4
.7

1
1

9
5
.8

9
9
5
.5

2
9
7
.3

1
1
0
0
.0

1
9
4
.4

1
1

9
8
.0

1
3

9
8
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

7
9
.6

7
9
.6

5
9
.7

1
9
.7

1
8
.9

5
6
.9

5
6
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

7
2
6
4
.8

7
2
6
9
.8

5
2
7
1
.9

1
2
6
6
.1

1
2
6
2
.6

5
2
0
5
.3

5
2
0
1
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

7
2
9
.7

7
2
9
.7

5
3
0
.0

1
2
9
.0

1
2
8
.8

5
2
9
.6

5
2
9
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

7
7
0
1
.1

7
6
9
0
.3

5
6
9
4
.5

1
6
7
9
.4

1
6
8
0
.1

5
7
2
0
.0

5
7
2
2
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

7
6
1
0
.4

7
5
9
3
.3

5
5
9
3
.0

1
5
8
6
.0

1
6
0
2
.0

5
6
8
9
.6

5
7
0
6
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

7
0
.7
2

7
0
.6
9

5
0
.6
9

1
0
.7
0

1
0
.6
9

5
0
.7
5

5
0
.7
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

7
4
5
1
.3

7
4
4
6
.7

5
4
5
0
.6

1
4
3
6
.5

1
4
3
7
.3

5
4
8
0
.2

5
4
6
6
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

7
9
4
.7

7
9
7
.6

5
9
7
.6

1
9
7
.9

1
9
7
.1

5
9
7
.1

5
9
9
.4

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

7
9
1
.4

7
9
2
.5

5
9
2
.8

1
9
1
.7

1
9
1
.7

5
9
9
.1

5
9
5
.9

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

8
0
.6

8
0
.5

6
0
.6

1
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

8
1
.0

1
1

0
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育
開
始
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育

開
始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
肥
育

開
始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

②
8
.
9
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヶ

月
早

期
化

し
た

(
デ

ー
タ

数
4
7
)
。

一
方

、
肥

育
開

始
体

重
は

、
①

2
9
4
.
7
 
k
g
に

対
し

②
で

は
2
.
8
 
k
g
高

か
っ

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
1
0
.
1
ヵ

月
齢

は
、

R
6
年

④
で

は
9
.
5
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
6
ヵ

月
齢

早
期

化
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
1
1
)
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
.
7
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
9
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
9
.
7
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
同

月
齢

で
あ

り
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
9
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
)
は

0
.
7
ヵ

月
早

期
化

し
、

R
6
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
8
.
5
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
)
は

1
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
一

方
、

肥
育

開
始

体
重

は
、

⑤
3
0
4
 
k
g

に
対

し
、

⑥
は

3
2
.
1
 
k
g
高

く
、

⑦
は

1
1
 
k
g
低

く
、

⑧
は

2
3
.
1
 
k
g
低

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
8
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

⑩
7
.
9
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
1
1
、

⑩
が

1
3
）

。
一

方
、

肥
育

開
始

体
重

は
、

⑨
2
7
9
.
3
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
1
.
6
 
k
g
低

か
っ

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
肥
育
開
始
体
重

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

1
1
7
.9

1
1

1
1
8
.8

9
1
3
1
.7

4
1
1
4
.5

2
6
1
.0

1
1

1
6
3
.0

1
1

1
8
6
.7

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

7
1
.6

1
1

6
4
.9

9
7
2
.8

4
6
4
.3

2
2
9
.5

1
1

9
2
.6

1
1

1
0
4
.1

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

0
.0

1
1

0
.0

9
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

1
1

0
.9

1
1

0
.9

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

1
.5

1
1

0
.5

9
0
.7

4
0
.5

2
0
.0

1
1

1
.6

1
1

2
.0

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

6
9
.2

1
1

6
8
.2

9
7
4
.9

4
6
3
.3

2
3
8
.0

1
1

9
4
.5

1
1

1
0
7
.3

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

1
1
8
.8

1
1

1
1
5
.0

9
1
2
8
.9

4
1
1
5
.0

2
5
2
.5

1
1

1
6
0
.4

1
1

1
8
2
.5

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
9
.2

1
1

9
3
.8

9
9
7
.5

4
1
0
1
.5

2
7
7
.3

1
1

9
1
.5

1
1

9
1
.8

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

1
1
8
.4

1
1

1
1
7
.0

9
1
3
0
.5

4
1
1
4
.8

2
5
6
.0

1
1

1
6
1
.7

1
1

1
8
4
.7

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

9
.4

1
1

9
.2

9
9
.2

4
9
.1

2
9
.0

1
1

8
.7

1
1

8
.3

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

3
3
4
.9

1
1

3
2
7
.7

9
3
3
3
.7

4
3
3
6
.8

2
3
0
0
.8

1
1

2
3
9
.0

1
1

2
5
2
.1

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.5

1
1

2
9
.3

9
2
9
.4

4
2
8
.6

2
2
8
.9

1
1

2
9
.3

1
1

2
9
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

8
4
9
.0

1
1

8
2
1
.9

9
8
3
4
.2

4
8
1
8
.6

2
7
6
6
.6

1
1

7
4
8
.7

1
1

7
5
3
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

6
1
1
.6

1
1

6
1
1
.2

9
6
1
2
.9

4
5
9
3
.5

2
6
0
3
.5

1
1

6
2
5
.7

1
1

6
5
1
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.8
2

1
1

0
.7
8

9
0
.8
0

4
0
.7
7

2
0
.7
2

1
1

0
.8
0

1
1

0
.7
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

5
5
1
.4

1
1

5
3
9
.0

9
5
4
5
.9

4
5
3
3
.7

2
5
0
7
.9

1
1

4
8
9
.3

1
1

4
8
9
.3

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
7
.9

1
1

9
7
.4

9
9
7
.6

4
9
6
.2

2
9
6
.7

1
1

9
7
.9

1
1

9
8
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

9
8
.4

1
1

9
5
.5

9
9
5
.3

4
9
2
.2

2
9
6
.7

1
1

9
3
.8

1
1

9
7
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

2
9
.6

2
9
.6

1
9
.5

1
9
.7

8
7
.8

8
7
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

2
2
8
3
.3

2
2
8
4
.4

1
3
0
2
.6

1
2
6
6
.1

8
2
2
8
.7

8
2
2
8
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

2
2
9
.1

2
2
9
.3

1
2
9
.5

1
2
9
.0

8
2
9
.6

8
2
9
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

2
7
4
9
.4

2
7
4
4
.0

1
8
0
8
.5

1
6
7
9
.4

8
6
8
6
.4

8
6
8
9
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

2
5
9
2
.9

2
5
9
6
.6

1
6
0
7
.1

1
5
8
6
.0

8
6
6
1
.8

8
6
7
0
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

2
0
.7
8

2
0
.7
7

1
0
.8
3

1
0
.7
0

8
0
.6
9

8
0
.6
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

2
4
7
5
.7

2
4
7
3
.0

1
5
0
9
.4

1
4
3
6
.5

8
4
5
1
.9

8
4
4
6
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

2
9
8
.0

2
9
8
.6

1
9
9
.3

1
9
7
.9

8
9
5
.9

8
9
6
.7

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

2
9
8
.0

2
9
5
.2

1
9
8
.6

1
9
1
.7

8
9
2
.0

8
9
1
.4

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

9
1
.6

9
0
.3

7
0
.3

3
0
.4

2
0
.0

8
1
.3

8
0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育
開
始
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育

開
始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
肥
育

開
始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
2
9
4
.
7
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

②
2
9
7
.
5
 
k
g
は

、
2
.
8
 
k
g
増

加
し

た
(
デ

ー
タ

数
4
7
)
。

一
方

、
肥

育
開

始
月

齢
は

、
①

9
ヵ

月
齢

に
対

し
②

で
は

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
3
4
.
9
 
k
g
は

、
R
6
年

④
で

は
3
2
7
.
7
 
k
g
と

な
り

、
7
.
2
 
k
g
減

少
し

た
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
3
3
.
7
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
9
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
体

重
が

増
加

し
た

も
の

)
⑥

3
3
6
.
8
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
)
は

3
.
1
 
k
g
高

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
3
0
0
.
8
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
は

3
2
.
9
 
k
g
低

か
っ

た
。

一
方

、
肥

育
開

始
月

齢
は

、
⑤

9
.
2
ヶ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
1
 
ヵ

月
早

期
化

、
⑦

は
0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
2
3
9
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

⑩
2
5
2
.
1
 
k
g
は

、
1
3
.
1
 
k
g
増

加
し

た
（

デ
ー

タ
数

1
1
）

。
肥

育
開

始
月

齢
は

、
⑨

8
.
7
ヵ

月
齢

に
対

し
⑩

で
は

0
.
4
ヵ

月
早

期
化

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
出
荷
月
齢

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
3

9
2
.2

1
3

9
3
.7

9
7
6
.3

5
6
6
.6

4
1
3
2
.8

1
2

1
4
7
.8

1
4

1
6
4
.6

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
3

5
5
.8

1
3

5
1
.4

9
4
3
.2

5
3
2
.6

4
6
9
.8

1
2

8
8
.8

1
4

9
9
.9

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
3

0
.0

1
3

0
.0

9
0
.0

5
0
.0

4
0
.0

1
2

1
.2

1
4

1
.3

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
3

1
.0

1
3

0
.9

9
0
.9

5
1
.4

4
1
.0

1
2

1
.6

1
4

1
.1

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
3

5
3
.3

1
3

5
1
.7

9
4
2
.8

5
3
5
.8

4
7
1
.8

1
2

8
6
.8

1
4

1
0
0
.6

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
3

9
3
.7

1
3

9
2
.5

9
7
5
.9

5
6
2
.0

4
1
2
9
.8

1
2

1
4
9
.4

1
4

1
6
4
.1

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
3

9
8
.4

1
3

9
3
.2

9
9
5
.0

5
8
5
.0

4
8
9
.0

1
2

9
5
.9

1
4

9
9
.0

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
3

9
2
.9

1
3

9
3
.2

9
7
6
.5

5
6
4
.3

4
1
3
0
.9

1
2

1
4
8
.9

1
4

1
6
4
.5

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
3

9
.1

1
3

9
.1

9
9
.2

5
9
.1

4
9
.1

1
2

9
.0

1
4

9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
3

3
0
5
.7

1
3

3
0
8
.5

9
3
0
1
.7

5
3
0
3
.8

4
3
2
3
.9

1
2

2
7
3
.9

1
4

2
9
9
.4

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
3

3
0
.7

1
3

3
0
.5

9
3
1
.2

5
3
1
.5

4
2
9
.1

1
2

2
8
.2

1
4

2
8
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
3

8
3
0
.2

1
3

8
2
4
.1

9
8
2
8
.1

5
8
5
4
.6

4
8
1
5
.0

1
2

7
8
7
.8

1
4

7
6
5
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
3

6
5
4
.9

1
3

6
4
9
.8

9
6
6
8
.7

5
6
7
8
.6

4
6
0
7
.5

1
2

5
8
4
.8

1
4

5
8
2
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
3

0
.7
9

1
3

0
.7
8

9
0
.7
9

5
0
.8
1

4
0
.7
7

1
2

0
.8
6

1
4

0
.7
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
3

5
4
1
.5

1
3

5
4
0
.1

9
5
4
4
.1

5
5
6
2
.4

4
5
3
1
.0

1
2

5
1
0
.3

1
4

4
9
5
.7

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
3

9
8
.2

1
3

9
7
.8

9
9
7
.9

5
9
6
.7

4
9
7
.6

1
2

9
8
.0

1
4

9
7
.7

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
3

9
6
.1

1
3

9
7
.7

9
9
8
.5

5
1
0
0
.0

4
9
6
.0

1
2

9
7
.8

1
4

9
4
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

2
1
0
.2

2
1
0
.3

2
1
0
.3

1
1
0
.5

8
8
.8

8
9
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

2
2
4
6
.3

2
2
5
4
.0

2
2
5
4
.0

1
2
6
5
.0

8
2
5
4
.0

8
2
6
3
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

2
3
2
.0

2
3
2
.3

2
3
2
.3

1
3
0
.7

8
2
9
.0

8
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

2
6
5
7
.4

2
6
6
0
.8

2
6
6
0
.8

1
7
3
0
.6

8
7
1
8
.7

8
6
9
6
.8

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

2
6
6
1
.5

2
6
6
7
.5

2
6
6
7
.5

1
6
1
3
.0

8
6
1
2
.8

8
5
8
3
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

2
0
.6
3

2
0
.6
2

2
0
.6
2

1
0
.7
6

8
0
.7
6

8
0
.7
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

2
4
3
2
.6

2
4
3
5
.9

2
4
3
5
.9

1
4
8
7
.7

8
4
6
8
.0

8
4
5
2
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

2
9
2
.3

2
9
6
.2

2
9
6
.2

1
1
0
0
.0

8
9
6
.2

8
9
5
.8

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

2
8
8
.5

2
9
6
.2

2
9
6
.2

1
1
0
0
.0

8
9
5
.6

8
9
1
.1

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

9
1
.5

9
1
.1

6
1
.4

2
3
.5

3
0
.6

1
0

1
.3

1
2

0
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
出
荷

月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
2
9
.
3
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

②
は

同
月

齢
で

あ
っ

た
(
デ

ー
タ

数
4
7
)
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
、

①
8
0
5
.
2
 
k
g
に

対
し

②
で

は
1
0
.
1
 
k
g
低

下
し

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
0
.
7
ヵ

月
齢

は
、

R
6
年

④
で

は
3
0
.
5
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
1
.
2
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
9
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
月

齢
が

晩
期

化
し

た
も

の
)
⑥

3
1
.
5
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
5
）

は
、

0
.
3
ヵ

月
晩

期
化

し
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
9
.
1
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
、

1
.
7
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
8
2
8
.
1
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
2
6
.
5
 
k
g
高

く
、

⑦
は

1
3
.
1
 
k
g
低

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
2
8
.
2
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

⑩
2
8
.
3
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
1
2
、

⑩
が

1
4
）

。
一

方
、

出
荷

生
体

重
は

、
⑨

7
8
7
.
8
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
2
2
.
6
 
k
g
低

下
し

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
出
荷
生
体
重

u

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

1
8
0
.2

1
1

1
7
4
.5

8
2
1
9
.8

7
1
7
7
.3

3
5
4
.0

1
1

1
2
7
.4

1
1

1
3
9
.0

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

1
0
0
.0

1
1

9
7
.0

8
1
2
8
.0

7
1
0
1
.7

3
1
4
.3

1
1

7
5
.5

1
1

8
2
.0

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

0
.9

1
1

0
.9

8
1
.3

7
1
.4

3
0
.0

1
1

0
.0

1
1

0
.0

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

1
.8

1
1

2
.1

8
2
.9

7
3
.3

3
0
.0

1
1

1
.5

1
1

1
.1

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

1
0
4
.7

1
1

1
0
1
.5

8
1
3
0
.4

7
1
0
1
.7

3
2
4
.7

1
1

7
3
.5

1
1

8
2
.8

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

1
7
4
.5

1
1

1
6
8
.8

8
2
1
5
.8

7
1
7
5
.4

3
4
3
.7

1
1

1
2
7
.8

1
1

1
3
7
.1

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
2
.6

1
1

9
6
.1

8
9
5
.1

7
9
4
.9

3
9
8
.7

1
1

9
8
.3

1
1

9
3
.5

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

1
7
7
.4

1
1

1
7
1
.8

8
2
1
7
.9

7
1
7
6
.5

3
4
8
.8

1
1

1
2
7
.6

1
1

1
3
8
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

8
.6

1
1

8
.3

8
9
.2

7
9
.3

3
6
.0

1
1

9
.1

1
1

9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

2
4
4
.4

1
1

2
5
6
.5

8
2
7
8
.6

7
2
7
8
.3

3
1
9
7
.5

1
1

3
2
7
.7

1
1

3
2
0
.7

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.1

1
1

2
9
.3

8
2
9
.2

7
2
9
.4

3
2
9
.6

1
1

2
9
.5

1
1

3
0
.0

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

7
3
8
.7

1
1

7
3
7
.3

8
7
2
0
.1

7
7
1
5
.2

3
7
8
3
.1

1
1

8
7
0
.7

1
1

8
7
0
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

6
2
5
.6

1
1

6
4
1
.1

8
6
1
0
.7

7
6
1
2
.8

3
7
2
2
.4

1
1

6
2
0
.8

1
1

6
0
5
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.7
7

1
1

0
.7
6

8
0
.7
5

7
0
.7
4

3
0
.8
1

1
1

0
.8
6

1
1

0
.8
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

4
8
2
.4

1
1

4
7
8
.8

8
4
7
0
.6

7
4
6
9
.3

3
5
0
0
.5

1
1

5
6
4
.5

1
1

5
6
3
.0

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
7
.1

1
1

9
7
.4

8
9
7
.3

7
9
7
.2

3
9
7
.8

1
1

9
7
.5

1
1

9
7
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

9
3
.5

1
1

9
7
.2

8
9
6
.2

7
9
6
.5

3
1
0
0
.0

1
1

9
8
.1

1
1

9
7
.8

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

8
7
.9

8
7
.8

6
9
.0

5
9
.0

2
4
.0

1
9
.6

2
9
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

8
2
2
6
.7

8
2
2
7
.0

6
2
5
6
.0

5
2
5
4
.7

2
1
3
9
.9

1
3
0
1
.7

2
2
9
6
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

8
2
9
.6

8
2
9
.8

6
2
9
.8

5
3
0
.0

2
3
0
.0

1
2
9
.2

2
3
0
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

8
6
7
3
.7

8
6
8
1
.5

6
6
6
6
.7

5
6
6
4
.0

2
7
2
5
.8

1
8
1
0
.4

2
8
2
7
.8

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

8
6
6
0
.5

8
6
7
1
.6

6
6
3
2
.1

5
6
3
8
.1

2
7
9
0
.2

1
5
9
6
.7

2
6
4
9
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

8
0
.6
7

8
0
.6
7

6
0
.6
5

5
0
.6
4

2
0
.7
4

1
0
.8
5

2
0
.8
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

8
4
4
5
.4

8
4
4
1
.2

6
4
3
2
.3

5
4
3
1
.3

2
4
6
7
.9

1
5
1
0
.5

2
5
2
9
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

8
9
4
.9

8
9
7
.1

6
9
6
.1

5
9
5
.9

2
1
0
0
.0

1
9
9
.3

2
9
9
.7

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

8
9
1
.4

8
9
3
.0

6
9
2
.6

5
9
2
.7

2
9
4
.5

1
9
9
.3

2
9
9
.3

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

9
1
.3

9
1
.0

7
1
.2

6
1
.5

2
0
.0

1
0

1
.4

8
0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷
生
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
出
荷

生
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
出
荷

生
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
8
0
5
.
2
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

②
7
9
7
.
2
 
k
g
は

、
1
0
.
1
 
k
g
減

少
し

た
(
デ

ー
タ

数
4
7
)
。

一
方

、
出

荷
月

齢
は

い
ず

れ
も

2
9
.
3
ヵ

月
齢

で
、

肥
育

日
数

は
、

①
6
1
7
.
5
日

に
対

し
②

で
は

1
.
4
日

間
短

期
化

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
7
3
8
.
7
 
k
g
は

、
R
6
年

④
で

は
7
3
7
.
3
 
k
g
と

な
り

、
1
.
4
 
k
g
増

加
し

た
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
7
2
0
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
8
）

に
対

し
て

、
R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
出

荷
生

体
重

が
減

少
し

た
も

の
)
⑥

7
1
5
.
2

k
g
(
デ

ー
タ

数
7
）

は
4
.
9
 
k
g
低

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
7
8
3
.
1
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
3
）

は
6
3
 
k
g
高

か
っ

た
。

一
方

、
出

荷
月

齢
は

、
⑤

2
9
.
2
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
2
ヵ

月
晩

期
化

、
⑦

は
0
.
4
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
肥

育
日

数
は

、
⑤

6
1
0
.
7
日

間
に

対
し

、
⑥

は
2
.
1
日

間
長

期
化

、
⑦

は
1
1
1
.
7
日

間
長

期
化

し
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
お

よ
び

R
6
年

⑩
い

ず
れ

も
8
7
0
.
7
 
k
g
で

あ
っ

た
（

デ
ー

タ
数

1
1
）

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
、

⑨
2
9
.
5
ヵ

月
齢

に
対

し
て

⑩
は

0
.
5
ヵ

月
晩

期
化

し
、

肥
育

日
数

は
、

⑨
6
2
0
.
8
日

に
対

し
て

⑩
は

1
5
.
4
日

間
短

期
化

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
肥
育
日
数

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
3

1
1
4
.8

1
3

1
1
5
.7

8
1
3
1
.6

6
1
3
6
.0

5
9
0
.2

1
1

1
9
8
.9

1
2

1
6
4
.0

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
3

6
4
.9

1
3

5
7
.6

8
6
1
.5

6
5
8
.5

5
5
1
.4

1
1

1
2
1
.3

1
2

9
9
.3

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
3

0
.8

1
3

0
.8

8
1
.3

6
1
.7

5
0
.0

1
1

0
.0

1
2

1
.4

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
3

1
.2

1
3

1
.2

8
1
.5

6
2
.0

5
0
.6

1
1

1
.9

1
2

1
.4

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
3

6
3
.6

1
3

6
0
.9

8
6
7
.3

6
6
7
.0

5
5
0
.8

1
1

1
1
9
.6

1
2

1
0
2
.0

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
3

1
1
5
.7

1
3

1
1
2
.0

8
1
2
5
.6

6
1
2
7
.2

5
9
0
.2

1
1

1
9
8
.6

1
2

1
6
1
.3

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
3

9
7
.2

1
3

9
1
.3

8
8
8
.8

6
8
3
.3

5
9
5
.4

1
1

9
7
.1

1
2

9
7
.3

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
3

1
1
5
.3

1
3

1
1
3
.8

8
1
2
8
.7

6
1
3
1
.6

5
8
9
.9

1
1

1
9
9
.1

1
2

1
6
2
.7

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
3

8
.3

1
3

8
.1

8
7
.6

6
7
.1

5
9
.0

1
1

9
.9

1
2

9
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
3

2
8
0
.9

1
3

2
7
8
.7

8
2
5
3
.5

6
2
4
2
.3

5
3
1
9
.1

1
1

2
7
9
.4

1
2

2
9
9
.5

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
3

3
0
.4

1
3

3
0
.4

8
3
1
.2

6
3
1
.0

5
2
9
.1

1
1

2
8
.3

1
2

2
8
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
3

8
1
4
.9

1
3

8
0
7
.7

8
8
0
6
.0

6
8
2
0
.6

5
8
1
0
.6

1
1

7
7
4
.6

1
2

7
6
9
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
3

6
7
2
.5

1
3

6
7
7
.5

8
7
1
7
.6

6
7
2
7
.7

5
6
1
3
.4

1
1

5
6
1
.7

1
2

5
5
5
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
3

0
.7
8

1
3

0
.7
8

8
0
.7
9

6
0
.8
2

5
0
.7
7

1
1

0
.8
6

1
2

0
.8
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
3

5
3
7
.1

1
3

5
3
6
.1

8
5
3
3
.6

6
5
4
4
.5

5
5
4
0
.0

1
1

4
9
6
.8

1
2

4
9
7
.2

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
3

9
8
.0

1
3

9
8
.4

8
9
9
.1

6
9
8
.8

5
9
7
.4

1
1

9
7
.4

1
2

9
7
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
3

9
5
.5

1
3

9
7
.6

8
9
8
.2

6
9
9
.4

5
9
6
.6

1
1

9
5
.8

1
2

9
4
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

4
6
.5

4
6
.2

4
6
.2

3
4
.9

8
9
.4

7
9
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

4
1
9
1
.6

4
1
9
0
.1

4
1
9
0
.1

3
1
7
2
.5

8
2
7
4
.7

7
2
6
2
.5

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

4
3
0
.8

4
3
0
.9

4
3
0
.9

3
2
9
.9

8
2
9
.0

7
2
9
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

4
6
7
7
.5

4
7
0
4
.2

4
7
0
4
.2

3
7
4
1
.9

8
7
3
2
.1

7
6
9
3
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

4
7
3
8
.3

4
7
5
3
.0

4
7
5
3
.0

3
7
6
3
.3

8
5
9
4
.2

7
5
7
9
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

4
0
.6
6

4
0
.6
8

4
0
.6
8

3
0
.7
4

8
0
.7
7

7
0
.7
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

4
4
5
6
.1

4
4
5
3
.8

4
4
5
3
.8

3
4
7
7
.1

8
4
7
1
.0

7
4
5
0
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

4
9
6
.2

4
9
8
.1

4
9
8
.1

3
1
0
0
.0

8
9
5
.4

7
9
6
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

4
9
3
.1

4
9
5
.0

4
9
5
.0

3
9
5
.9

8
9
3
.3

7
9
1
.8

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

8
1
.3

8
0
.8

4
1
.1

2
2
.2

4
0
.6

1
0

1
.0

1
1

0
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育
日
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
肥
育

日
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
肥
育

日
数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
6
1
7
.
5
日

に
対

し
、

R
6
年

②
6
1
6
.
1
日

は
、

1
.
4
日

間
短

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
4
7
）

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
い

ず
れ

も
2
9
.
3
ヵ

月
齢

で
、

出
荷

生
体

重
は

、
①

8
0
5
.
2
 
k
g
に

対
し

②
で

は
1
0
.
1
 
k
g
低

下
し

た
。

 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
7
2
.
5
日

は
、

R
6
年

で
は

6
7
7
.
5
日

と
な

り
、

5
日

間
長

期
化

し
た

。
R
5
年

と
R
6
の

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
％

階
層

⑤
7
1
7
.
6
日

(
デ

ー
タ

数
8
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
肥

育
日

数
が

長
期

化
し

た
も

の
)
⑥

7
2
7
.
7
日

(
デ

ー
タ

数
6
）

は
1
0
.
1
日

間
長

期
化

し
、

R
6
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

6
1
3
.
4
日

(
デ

ー
タ

数
5
）

は
1
0
4
.
2
日

間
短

期
化

し
た

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
、

⑤
3
1
.
2
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
、

⑦
は

0
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
8
0
6
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
4
.
6
 
k
g
高

く
、

⑦
は

4
.
6
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
5
6
1
.
7
日

に
対

し
、

R
6
年

⑩
5
5
5
.
2
日

は
、

6
.
5
日

間
短

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
1
1
、

⑩
が

1
2
）

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
い

ず
れ

も
2
8
.
3
ヵ

月
齢

で
、

出
荷

生
体

重
は

、
⑨

7
7
4
.
6
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
5
.
2
 
k
g
低

下
し

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
１
日
当
た
り
増
体
重

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
2

1
6
7
.2

1
2

1
6
3
.8

7
1
6
6
.7

4
1
4
9
.5

3
1
0
2
.0

2
2
4
6
.0

1
1

1
1
7
.4

1
3

1
6
9
.3

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
2

9
6
.3

1
2

9
1
.0

7
9
8
.9

4
9
2
.0

3
5
0
.0

2
1
2
5
.0

1
1

6
9
.2

1
3

9
7
.3

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
2

0
.8

1
2

0
.8

7
0
.0

4
0
.0

3
0
.0

2
5
.0

1
1

0
.0

1
3

2
.1

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
2

2
.8

1
2

2
.1

7
1
.7

4
1
.0

3
1
.0

2
5
.0

1
1

0
.9

1
3

1
.8

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
2

9
7
.8

1
2

9
0
.7

7
9
7
.4

4
8
9
.5

3
5
1
.7

2
1
2
5
.5

1
1

6
9
.2

1
3

9
8
.2

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
2

1
6
3
.8

1
2

1
6
2
.8

7
1
6
6
.4

4
1
5
1
.0

3
9
9
.3

2
2
4
5
.5

1
1

1
1
6
.5

1
3

1
6
8
.6

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
2

9
4
.1

1
2

9
6
.0

7
1
0
0
.9

4
1
0
2
.8

3
9
8
.5

2
7
5
.0

1
1

9
5
.0

1
3

9
5
.8

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
2

1
6
5
.4

1
2

1
6
3
.4

7
1
6
6
.7

4
1
5
0
.5

3
1
0
0
.7

2
2
4
5
.8

1
1

1
1
7
.3

1
3

1
6
8
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
2

8
.7

1
2

8
.5

7
9
.1

4
9
.2

3
7
.5

2
7
.9

1
1

9
.4

1
3

8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
2

2
9
0
.0

1
2

2
8
5
.6

7
3
0
1
.1

4
2
9
7
.9

3
2
6
8
.2

2
2
5
7
.6

1
1

2
9
5
.8

1
3

3
0
7
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
2

3
0
.1

1
2

3
0
.0

7
2
9
.7

4
3
0
.3

3
3
0
.0

2
3
1
.3

1
1

2
8
.7

1
3

2
9
.5

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
2

7
7
8
.3

1
2

7
7
1
.1

7
7
4
4
.3

4
7
3
2
.7

3
7
9
7
.4

2
8
2
5
.2

1
1

8
4
0
.9

1
3

8
5
0
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
2

6
5
1
.1

1
2

6
5
2
.7

7
6
2
2
.9

4
6
4
0
.8

3
6
8
1
.0

2
7
1
4
.6

1
1

5
8
5
.7

1
3

6
0
4
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
2

0
.7
3

1
2

0
.7
5

7
0
.7
1

4
0
.6
9

3
0
.7
8

2
0
.8
6

1
1

0
.9
1

1
3

0
.8
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
2

5
0
9
.4

1
2

5
0
7
.2

7
4
8
4
.7

4
4
7
6
.5

3
5
1
8
.6

2
5
6
8
.8

1
1

5
4
1
.6

1
3

5
5
4
.8

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
2

9
6
.3

1
2

9
7
.1

7
9
7
.0

4
9
5
.6

3
9
5
.7

2
9
9
.7

1
1

9
6
.6

1
3

9
7
.7

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
2

9
3
.0

1
2

9
5
.8

7
9
5
.6

4
9
4
.9

3
9
4
.7

2
9
8
.3

1
1

9
8
.0

1
3

9
7
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
8
.4

6
8
.2

3
9
.8

2
9
.8

2
6
.5

1
6
.8

4
9
.4

6
8
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
4
0
.2

6
2
4
0
.2

3
2
6
7
.0

2
2
5
0
.7

2
2
0
1
.3

1
2
3
7
.6

4
2
8
2
.5

6
2
5
8
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
3
0
.6

6
3
0
.5

3
3
1
.3

2
3
1
.9

2
2
9
.7

1
2
9
.6

4
2
9
.1

6
3
0
.6

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
7
7
.7

6
6
8
2
.3

3
6
4
6
.3

2
6
2
3
.2

2
6
9
0
.4

1
7
7
4
.1

4
7
6
6
.6

6
7
4
5
.3

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
7
5
.1

6
6
7
8
.8

3
6
5
1
.7

2
6
7
0
.0

2
7
0
4
.0

1
7
0
9
.6

4
5
9
6
.9

6
6
6
8
.6

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
4

6
0
.6
5

3
0
.5
9

2
0
.5
7

2
0
.6
8

1
0
.7
5

4
0
.8
1

6
0
.7
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
4
8
.9

6
4
4
2
.4

3
4
1
7
.9

2
4
0
2
.6

2
4
5
2
.6

1
4
9
5
.4

4
4
9
1
.4

6
4
8
3
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
1
.2

6
9
2
.9

3
9
2
.5

2
9
3
.4

2
9
0
.0

1
1
0
0
.0

4
9
2
.6

6
9
9
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
8
9
.2

6
9
3
.4

3
9
7
.4

2
9
6
.2

2
8
4
.5

1
9
8
.9

4
9
5
.4

6
9
5
.4

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

9
1
.8

9
1
.1

6
0
.7

4
0
.6

2
0
.6

1
4
.3

1
1

0
.9

1
1

1
.3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
１
日
当
た
り
増
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
１
日

当
た
り
増

体
重

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
１
日

当
た
り
増

体
重

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）
全
体
の
年
比
較
（
①
と
②
の
比
較
）

R
5
年
①
0
.
8
2
 
k
g
/
日
に
対
し
、
R
6
年
②
0
.
7
9
 
k
g
/
日
は
、
0
.
0
3
 
k
g
/
日
減
少
し
た
（
デ
ー
タ
数
4
7
）
。
一
方
、
肥
育
日
数
は
、
①
6
1
7
.
5
日
間
に
対
し
②
で
は
1
.
4
日
間
短
期
化
し
、
出
荷
生
体
重
は
、
①
8
0
5
.
2
 
k
g
に
対
し
②
で
は
1
0
.
1
 
k
g
低
下
し
た
。

　 b
）
R
0
5
年
下
位
2
5
％
階
層
の
R
0
6
年
の
状
況
（
③
の
成
績
が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し
た
か
（
⑤
⑥
⑦
⑧
）
）

R
5
年
の
下
位
2
5
％
階
層
③
0
.
7
3
 
k
g
/
日
は
、
R
5
年
④
で
は
0
.
7
5
 
k
g
/
日
と
な
り
、
0
.
0
2
 
k
g
/
日
増
加
し
た
。
R
5
年
と
R
6
年
の
い
ず
れ
も
成
績
下
位
2
5
％
階
層
⑤
0
.
7
1
 
k
g
/
日
(
デ
ー
タ
数
7
）
に
対
し
、
R
6
年
に
成
績
が
悪
化
し
た
も
の
(
増
体
量
が
低
下
し
た
も
の
)
⑥
0
.
6
9
 
k
g
/
日
(
デ
ー
タ
数
4
）

は
0
.
0
2
k
g
/
日
低
く
、
R
6
年
成
績
中
位
5
0
%
階
層
⑦
0
.
7
8
 
k
g
/
日
(
デ
ー
タ
数
3
）
は
0
.
0
7
 
k
g
/
日
高
く
、
R
6
年
成
績
上
位
2
5
%
階
層
⑧
0
.
8
6
 
k
g
/
日
(
デ
ー
タ
数
2
）
は
0
.
1
5
 
k
g
/
日
高
か
っ
た
。
一
方
、
肥
育
日
数
は
、
⑤
6
2
2
.
9
日
に
対
し
、
⑥
は
1
7
.
9
日
間
長
期
化
し
、
⑦
は
5
8
.
1
日
間
長
期
化

し
、
⑧
は
9
1
.
7
日
間
長
期
化
し
て
い
た
。
出
荷
生
体
重
は
、
⑤
7
4
4
.
3
 
k
g
に
対
し
、
⑥
は
1
1
.
6
 
k
g
低
く
、
⑦
は
5
3
.
1
 
k
g
高
く
、
⑧
は
8
0
.
9
 
k
g
高
か
っ
た
。

c
）
R
0
5
年
の
上
位
2
5
％
階
層
の
成
績
と
R
0
6
年
の
上
位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

R
5
年
⑨
0
.
9
1
 
k
g
/
日
に
対
し
、
R
6
年
⑩
0
.
8
8
 
k
g
/
日
は
、
0
.
0
3
 
k
g
/
日
減
少
し
た
（
デ
ー
タ
数
⑨
が
1
1
、
⑩
が
1
3
）
。
一
方
、
肥
育
日
数
は
、
⑨
5
8
5
.
7
日
間
に
対
し
て
⑩
で
は
1
8
.
8
日
間
長
期
化
し
、
出
荷
生
体
重
は
、
⑨
8
4
0
.
9
 
k
g
に
対
し
て
⑩
で
は
9
.
7
 
k
g
増
加
し
た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
枝
肉
重
量

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

1
5
9
.3

1
1

1
5
0
.8

1
0

1
6
0
.9

9
1
2
1
.3

1
5
0
.0

1
1

1
2
6
.6

1
1

1
6
2
.5

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

9
0
.8

1
1

9
1
.6

1
0

9
7
.9

9
7
4
.1

1
2
9
.0

1
1

7
5
.2

1
1

9
1
.8

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

0
.0

1
1

0
.1

1
0

0
.1

9
0
.1

1
0
.0

1
1

0
.0

1
1

0
.9

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

2
.2

1
1

1
.6

1
0

1
.8

9
2
.0

1
0
.0

1
1

1
.1

1
1

1
.8

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

9
7
.1

1
1

9
4
.0

1
0

1
0
1
.0

9
7
5
.4

1
2
4
.0

1
1

7
2
.8

1
1

9
1
.5

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

1
5
0
.8

1
1

1
4
6
.9

1
0

1
5
6
.1

9
1
1
8
.1

1
5
5
.0

1
1

1
2
7
.9

1
1

1
6
2
.0

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
1
.1

1
1

1
0
0
.7

1
0

9
9
.8

9
1
0
0
.2

1
1
1
0
.0

1
1

9
9
.2

1
1

9
5
.7

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

1
5
5
.0

1
1

1
4
9
.1

1
0

1
5
8
.8

9
1
2
0
.0

1
5
2
.5

1
1

1
2
7
.3

1
1

1
6
2
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

9
.2

1
1

8
.9

1
0

9
.4

9
9
.5

1
4
.5

1
1

9
.1

1
1

8
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

2
6
2
.9

1
1

2
7
4
.2

1
0

2
8
5
.6

9
2
8
6
.1

1
1
5
9
.6

1
1

3
2
8
.1

1
1

3
0
9
.9

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.1

1
1

2
9
.1

1
0

2
9
.1

9
2
9
.2

1
2
9
.1

1
1

2
9
.7

1
1

2
9
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

7
4
2
.6

1
1

7
3
3
.9

1
0

7
3
0
.3

9
7
2
7
.5

1
7
7
0
.5

1
1

8
7
0
.4

1
1

8
5
4
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

6
0
4
.7

1
1

6
1
3
.7

1
0

6
0
0
.4

9
6
0
0
.9

1
7
4
7
.0

1
1

6
2
4
.4

1
1

6
1
4
.0

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.7
8

1
1

0
.7
5

1
0

0
.7
4

9
0
.7
4

1
0
.8
2

1
1

0
.8
7

1
1

0
.8
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

4
7
6
.9

1
1

4
6
9
.6

1
0

4
6
7
.1

9
4
6
5
.7

1
4
9
4
.2

1
1

5
6
5
.5

1
1

5
6
4
.9

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
6
.1

1
1

9
7
.3

1
0

9
7
.7

9
9
7
.6

1
9
3
.3

1
1

9
7
.1

1
1

9
7
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

9
2
.9

1
1

9
7
.6

1
0

9
7
.3

9
9
7
.6

1
1
0
0
.0

1
1

9
7
.8

1
1

9
8
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

7
8
.8

7
8
.7

6
9
.5

5
9
.6

1
4
.0

1
9
.6

2
8
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

7
2
4
6
.5

7
2
4
3
.4

6
2
6
2
.7

5
2
6
2
.7

1
1
2
7
.8

1
3
0
1
.7

2
2
6
4
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

7
2
9
.6

7
2
9
.6

6
2
9
.6

5
2
9
.7

1
3
0
.1

1
2
9
.2

2
3
1
.0

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

7
6
7
1
.3

7
6
6
3
.0

6
6
5
2
.1

5
6
4
6
.5

1
7
2
8
.2

1
8
1
0
.4

2
8
1
0
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

7
6
3
1
.9

7
6
3
5
.0

6
6
0
8
.8

5
6
1
0
.2

1
7
9
2
.0

1
5
9
6
.7

2
7
0
0
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

7
0
.6
7

7
0
.6
6

6
0
.6
4

5
0
.6
3

1
0
.7
5

1
0
.8
5

2
0
.7
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

7
4
3
4
.2

7
4
3
0
.5

6
4
2
3
.4

5
4
2
0
.6

1
4
7
2
.8

1
5
1
0
.5

2
5
2
2
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

7
9
3
.9

7
9
6
.0

6
9
5
.4

5
9
5
.0

1
1
0
0
.0

1
9
9
.3

2
1
0
0
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

7
9
0
.3

7
9
1
.2

6
9
1
.5

5
9
1
.5

1
8
8
.9

1
9
9
.3

2
9
9
.5

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

9
1
.3

9
0
.7

8
0
.8

7
0
.9

1
0
.0

9
1
.0

8
1
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
枝
肉
重
量
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
枝
肉

重
量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
枝
肉

重
量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
5
2
3
.
2
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

5
1
8
.
5
 
k
g
は

、
4
.
7
 
k
g
減

少
し

た
（

デ
ー

タ
数

4
7
）

。
一

方
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
、

①
9
7
％

に
対

し
②

で
は

0
.
7
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

①
9
6
.
1
％

に
対

し
②

で
は

0
.
4
％

増
加

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
4
7
6
.
9
 
k
g
は

、
R
6
年

④
で

は
4
6
9
.
6
 
k
g
と

な
り

、
7
.
3
 
k
g
減

少
し

た
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
4
6
7
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
1
0
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
枝

肉
重

量
が

減
少

し
た

も
の

)
⑥

4
6
5
.
7

k
g
(
デ

ー
タ

数
9
）

は
1
.
4
 
k
g
低

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
4
9
4
.
2
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
1
）

は
2
7
.
1
 
k
g
高

か
っ

た
。

一
方

、
歩

留
ま

り
等

級
A
率

は
、

⑤
9
7
.
7
％

に
対

し
、

⑥
で

は
0
.
1
％

低
く

、
⑦

で
は

4
.
4
％

低
か

っ
た

。
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
⑤

9
7
.
3
％

に
対

し
、

⑥
で

は
0
.
3
％

高
く

、
⑦

で
は

2
.
7
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
5
6
5
.
5
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

5
6
4
.
9
 
k
g
は

、
0
.
6
 
k
g
減

少
し

た
（

デ
ー

タ
数

1
1
）

。
一

方
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
、

⑨
9
7
.
1
％

に
対

し
⑩

で
は

0
.
1
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

⑨
9
7
.
8
％

に
対

し
⑩

で
は

0
.
6
％

増
加

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
歩
留
等
級
A率

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

2
0
3
.2

1
1

1
9
8
.2

4
1
4
7
.0

1
1
8
3
.0

5
2
6
5
.2

2
1
3
3
.0

2
0

9
6
.0

2
1

9
2
.5

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

1
1
8
.3

1
1

1
1
4
.5

4
8
3
.8

1
1
0
8
.0

5
1
5
7
.2

2
6
9
.0

2
0

5
3
.9

2
1

5
1
.7

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

0
.0

1
1

0
.0

4
0
.0

1
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

2
0

0
.5

2
1

0
.9

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

2
.4

1
1

1
.2

4
0
.5

1
0
.0

5
1
.8

2
1
.0

2
0

0
.8

2
1

0
.7

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

1
2
0
.9

1
1

1
1
9
.5

4
8
1
.5

1
1
0
8
.0

5
1
6
7
.0

2
7
6
.5

2
0

5
4
.1

2
1

5
4
.5

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

1
9
8
.2

1
1

1
9
2
.0

4
1
4
8
.8

1
1
8
3
.0

5
2
5
3
.6

2
1
2
4
.5

2
0

9
5
.5

2
1

8
9
.9

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
7
.2

1
1

9
8
.0

4
1
0
2
.8

1
1
0
0
.0

5
9
6
.6

2
9
1
.6

2
0

9
5
.1

2
1

9
5
.8

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

2
0
0
.9

1
1

1
9
5
.1

4
1
4
7
.9

1
1
8
3
.0

5
2
5
9
.4

2
1
2
8
.9

2
0

9
5
.6

2
1

9
1
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

8
.8

1
1

8
.6

4
7
.9

1
9
.0

5
8
.9

2
9
.1

2
0

9
.1

2
1

9
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

3
0
3
.9

1
1

2
9
7
.9

4
2
8
3
.5

1
3
1
9
.9

5
3
0
0
.2

2
3
2
1
.0

2
0

2
7
9
.9

2
1

2
9
5
.8

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.2

1
1

2
9
.3

4
2
9
.0

1
2
8
.4

5
2
9
.1

2
3
0
.1

2
0

2
9
.4

2
1

2
9
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

8
1
5
.7

1
1

8
1
3
.2

4
7
9
7
.8

1
7
5
1
.8

5
8
0
8
.8

2
8
5
5
.0

2
0

7
9
8
.8

2
1

8
0
3
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

6
1
7
.5

1
1

6
0
0
.8

4
6
4
1
.3

1
5
9
0
.0

5
5
5
3
.6

2
6
3
8
.0

2
0

6
1
9
.7

2
1

6
2
9
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.8
3

1
1

0
.8
2

4
0
.8
1

1
0
.7
3

5
0
.8
2

2
0
.8
4

2
0

0
.8
3

2
1

0
.8
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

5
2
7
.9

1
1

5
2
6
.6

4
5
1
6
.8

1
4
8
7
.9

5
5
2
0
.4

2
5
6
1
.5

2
0

5
2
0
.1

2
1

5
2
0
.4

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
1
.9

1
1

9
6
.2

4
9
2
.4

1
8
7
.2

5
9
7
.6

2
1
0
0
.0

2
0

1
0
0
.0

2
1

1
0
0
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

9
3
.5

1
1

9
6
.4

4
9
3
.5

1
9
3
.5

5
9
7
.7

2
9
8
.9

2
0

9
7
.5

2
1

9
7
.0

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
8
.6

6
8
.3

2
6
.5

3
9
.0

1
9
.5

9
8
.3

1
0

8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
5
5
.7

6
2
4
6
.0

2
2
0
1
.3

3
2
6
0
.7

1
2
9
1
.0

9
2
4
1
.7

1
0

2
5
1
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
2
9
.6

6
2
9
.7

2
2
9
.7

3
2
8
.8

1
3
2
.3

9
2
9
.7

1
0

3
0
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
7
3
9
.5

6
7
1
7
.2

2
6
9
0
.4

3
6
9
1
.9

1
8
4
7
.0

9
6
9
2
.3

1
0

7
1
1
.2

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
3
8
.3

6
6
4
9
.8

2
7
0
4
.0

3
5
9
9
.7

1
6
9
2
.0

9
6
4
7
.6

1
0

6
4
1
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.7
6

6
0
.7
2

2
0
.6
8

3
0
.7
1

1
0
.8
0

9
0
.7
0

1
0

0
.7
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
7
8
.3

6
4
6
6
.0

2
4
5
2
.6

3
4
4
6
.9

1
5
5
0
.0

9
4
5
4
.4

1
0

4
6
1
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
2
.9

6
9
5
.5

2
9
0
.0

3
9
7
.6

1
1
0
0
.0

9
9
4
.6

1
0

9
8
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
9
2
.4

6
9
2
.2

2
8
4
.5

3
9
4
.8

1
1
0
0
.0

9
9
1
.3

1
0

9
5
.6

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

1
0

1
.1

1
0

0
.5

4
0
.3

1
0
.0

5
0
.7

1
0
.6

1
5

1
.0

1
4

0
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
歩
留
等
級
A
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
歩
留

等
級
A
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
歩
留

等
級
A
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
9
7
％

に
対

し
、

R
6
年

②
9
7
.
7
％

は
、

0
.
7
％

増
加

し
た

（
デ

ー
タ

数
4
7
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

①
5
2
3
.
2
 
k
g
に

対
し

②
で

は
4
.
7
 
k
g
減

少
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
①

9
6
.
1
％

に
対

し
②

で
は

0
.
4
％

増
加

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
9
1
.
9
％

は
、

R
6
年

④
で

は
9
6
.
2
％

と
な

り
、

4
.
3
％

増
加

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
2
.
4
％

(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
8
7
.
2
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
5
.
2
％

低
く

、
R
6
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
7
.
6
％

(
デ

ー
タ

数
5
）

は
5
.
2
％

高
く

、
R
6
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
7
.
6
％

高
か

っ
た

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑤
5
1
6
.
8
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
2
8
.
9
 
k
g
低

く
、

⑦
は

3
.
6
 
k
g
高

く
、

⑧
は

4
4
.
7
 
k
g
高

か
っ

た
。

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

⑤
9
3
.
5
％

に
対

し
、

⑥
は

同
値

、
⑦

は
4
.
2
％

高
く

、
⑧

は
5
.
4
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
お

よ
び

R
6
年

⑩
は

い
ず

れ
も

1
0
0
％

で
あ

っ
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
2
0
、

⑩
が

2
1
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑨
5
2
0
.
1
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
0
.
3
 
k
g
増

加
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
⑨

9
7
.
5
％

に
対

し
⑩

で
は

0
.
5
％

低
下

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
去
勢
肉
質
等
級
４
・
５
率

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

2
3
5
.0

1
1

2
2
9
.5

5
3
0
9
.0

1
1
6
0
.0

3
1
8
1
.3

3
1
4
5
.0

1
6

7
8
.2

2
1

9
6
.5

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

1
3
9
.5

1
1

1
3
8
.3

5
1
8
7
.6

1
9
1
.0

3
1
0
8
.7

3
8
5
.7

1
6

4
4
.3

2
1

5
2
.0

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

0
.0

1
1

0
.0

5
0
.0

1
0
.0

3
0
.0

3
0
.0

1
6

0
.0

2
1

0
.0

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

3
.8

1
1

2
.2

5
1
.4

1
2
.0

3
3
.0

3
2
.7

1
6

0
.6

2
1

0
.9

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

1
4
1
.2

1
1

1
3
8
.4

5
1
8
5
.8

1
8
7
.0

3
1
0
9
.3

3
8
8
.3

1
6

4
5
.8

2
1

5
6
.6

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

2
2
9
.5

1
1

2
2
7
.2

5
3
0
9
.4

1
1
6
2
.0

3
1
7
7
.7

3
1
3
9
.7

1
6

7
6
.0

2
1

9
1
.1

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
5
.9

1
1

1
0
1
.3

5
1
0
2
.1

1
1
0
1
.2

3
9
8
.9

3
1
0
2
.2

1
6

9
2
.7

2
1

9
3
.6

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

2
3
2
.2

1
1

2
2
8
.4

5
3
0
9
.4

1
1
6
1
.0

3
1
7
9
.5

3
1
4
2
.4

1
6

7
7
.0

2
1

9
4
.0

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

9
.0

1
1

8
.7

5
9
.0

1
8
.9

3
9
.1

3
7
.7

1
6

9
.2

2
1

8
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

2
8
3
.2

1
1

2
7
9
.8

5
2
9
1
.8

1
3
1
4
.0

3
3
0
0
.1

3
2
3
9
.6

1
6

2
8
6
.7

2
1

2
8
7
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.4

1
1

2
9
.3

5
2
9
.7

1
2
9
.0

3
2
9
.1

3
2
8
.9

1
6

2
9
.1

2
1

2
9
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

7
6
7
.1

1
1

7
5
7
.7

5
7
4
4
.1

1
7
7
0
.7

3
7
9
6
.7

3
7
4
1
.3

1
6

8
1
1
.0

2
1

8
0
1
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

6
2
0
.7

1
1

6
2
7
.6

5
6
2
8
.6

1
6
0
9
.0

3
6
1
0
.0

3
6
4
3
.4

1
6

6
0
4
.9

2
1

6
2
1
.9

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.7
8

1
1

0
.7
6

5
0
.7
3

1
0
.7
7

3
0
.8
1

3
0
.7
7

1
6

0
.8
5

2
1

0
.8
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

4
9
4
.0

1
1

4
8
8
.4

5
4
7
8
.5

1
4
9
6
.7

3
5
1
5
.2

3
4
7
8
.1

1
6

5
2
6
.4

2
1

5
2
3
.6

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
4
.2

1
1

9
7
.4

5
9
7
.2

1
9
3
.9

3
9
7
.8

3
9
7
.1

1
6

9
9
.6

2
1

9
8
.4

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

8
9
.3

1
1

9
4
.8

5
9
0
.3

1
8
4
.1

3
9
7
.3

3
1
0
0
.0

1
6

1
0
0
.0

2
1

1
0
0
.0

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

9
9
.0

9
8
.8

5
9
.5

1
8
.9

2
9
.1

2
6
.8

7
8
.6

8
8
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

9
2
5
7
.0

9
2
5
1
.9

5
2
7
0
.7

1
2
7
4
.8

2
2
5
4
.4

2
2
0
2
.7

7
2
4
6
.5

8
2
3
1
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

9
3
0
.1

9
2
9
.8

5
3
0
.3

1
2
9
.2

2
2
8
.9

2
2
9
.2

7
2
9
.2

8
2
9
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

9
6
9
5
.8

9
6
8
1
.4

5
6
6
7
.1

1
6
5
2
.6

2
6
9
1
.3

2
7
0
7
.4

7
7
1
3
.9

8
6
8
9
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

9
6
4
0
.1

9
6
3
6
.3

5
6
3
2
.4

1
6
1
6
.0

2
6
0
1
.5

2
6
8
1
.0

7
6
2
5
.0

8
6
5
9
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

9
0
.6
9

9
0
.6
7

5
0
.6
3

1
0
.6
1

2
0
.7
2

2
0
.7
3

7
0
.7
4

8
0
.6
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

9
4
5
1
.6

9
4
4
3
.0

5
4
3
3
.8

1
4
3
2
.3

2
4
5
1
.6

2
4
5
7
.5

7
4
6
5
.3

8
4
4
9
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

9
9
5
.0

9
9
3
.3

5
9
0
.3

1
8
0
.0

2
9
6
.4

2
9
7
.9

7
9
7
.3

8
9
9
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

9
8
9
.1

9
9
1
.2

5
9
0
.2

1
8
0
.0

2
9
4
.2

2
9
0
.9

7
9
6
.9

8
9
1
.6

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

1
0

1
.3

1
0

0
.8

5
0
.5

1
1
.2

3
1
.1

2
0
.9

1
3

1
.2

1
5

0
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
去
勢
肉
質
等
級
４
・
５
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
去
勢
肉
質

等
級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
去
勢
肉
質

等
級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
①

9
6
.
1
％

に
対

し
、

R
6
年

②
9
6
.
5
％

は
、

0
.
4
％

増
加

し
た

（
デ

ー
タ

数
4
7
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

①
5
2
3
.
2
 
k
g
に

対
し

②
で

は
4
.
7
 
k
g
低

下
し

、
歩

留
等

級
A
率

は
、

①
9
7
％

に
対

し
②

で
は

0
.
7
％

増
加

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
8
9
.
3
％

は
、

R
6
年

④
で

は
9
4
.
8
％

と
な

り
、

5
.
5
％

増
加

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
0
.
3
％

(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
8
4
.
1
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
6
.
2
％

低
く

、
R
6
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
7
.
3
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
7
％

高
く

、
R
6
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
9
.
7
％

高
か

っ
た

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑤
4
7
8
.
5
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
8
.
2
 
k
g
高

く
、

⑦
は

3
6
.
7
 
k
g
高

く
、

⑧
は

0
.
4
 
k
g
低

か
っ

た
。

歩
留

等
級

A
率

は
、

⑤
9
7
.
2
％

に
対

し
、

⑥
は

3
.
3
％

低
く

、
⑦

は
0
.
6
％

高
く

、
⑧

は
0
.
1
％

低
か

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
お

よ
び

R
6
年

⑩
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
1
6
、

⑩
が

2
1
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑨
5
2
6
.
4
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
2
.
8
 
k
g
低

下
し

、
歩

留
等

級
A
率

は
、

⑨
9
9
.
6
％

に
対

し
⑩

で
は

1
.
2
％

低
下

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
肥
育
開
始
月
齢

u

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

8
2
0
5
.5

8
2
1
1
.1

5
2
0
8
.8

2
6
6
.5

3
2
1
5
.0

6
2
3
0
.2

9
2
0
1
.0

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

8
1
2
6
.4

8
1
2
9
.9

5
1
2
8
.0

2
4
1
.0

3
1
3
3
.0

6
1
2
6
.8

9
1
0
6
.2

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

8
0
.0

8
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

6
1
.7

9
3
.0

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

8
2
.3

8
1
.6

5
1
.4

2
0
.0

3
2
.0

6
2
.0

9
1
.8

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

8
1
1
8
.5

8
1
2
7
.4

5
1
2
4
.4

2
4
1
.5

3
1
3
2
.3

6
1
3
1
.3

9
1
1
4
.9

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

8
2
1
1
.1

8
2
1
2
.0

5
2
1
1
.0

2
6
6
.0

3
2
1
3
.7

6
2
2
5
.3

9
1
9
3
.6

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

8
1
0
1
.7

8
9
9
.8

5
1
0
0
.8

2
1
0
2
.2

3
9
8
.3

6
9
5
.4

9
9
5
.0

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

8
2
1
0
.0

8
2
1
2
.0

5
2
1
0
.1

2
6
6
.7

3
2
1
5
.1

6
2
2
7
.6

9
1
9
7
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

6
9
.8

6
9
.2

5
9
.1

2
9
.2

1
9
.5

5
7
.2

8
7
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

6
2
9
9
.4

6
2
9
6
.4

5
2
8
9
.7

2
2
7
8
.5

1
3
3
0
.3

5
2
3
5
.0

8
2
5
5
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

6
2
9
.9

6
3
0
.1

5
3
0
.2

2
3
1
.3

1
2
9
.6

5
2
8
.9

8
2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

6
7
8
6
.6

6
7
7
3
.3

5
7
5
5
.6

2
7
1
2
.5

1
8
6
1
.7

5
7
5
7
.2

8
7
8
7
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

6
6
1
2
.9

6
6
3
3
.2

5
6
3
7
.6

2
6
7
1
.0

1
6
1
1
.3

5
6
6
0
.6

8
6
6
1
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

6
0
.7
9

6
0
.7
5

5
0
.7
3

2
0
.6
5

1
0
.8
7

5
0
.7
9

8
0
.8
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

6
5
0
7
.2

6
5
0
0
.0

5
4
9
1
.4

2
4
6
2
.7

1
5
4
2
.9

5
5
0
3
.4

8
5
1
5
.2

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

6
9
7
.7

6
9
9
.0

5
9
8
.8

2
1
0
0
.0

1
1
0
0
.0

5
9
6
.3

8
9
7
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

6
9
2
.1

6
9
4
.2

5
9
4
.6

2
9
4
.5

1
9
2
.5

5
9
5
.7

8
9
6
.3

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

8
9
.9

8
9
.8

5
1
0
.0

2
9
.9

3
9
.4

6
6
.9

9
7
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

8
2
6
8
.8

8
2
7
5
.7

5
2
6
9
.4

2
2
5
4
.6

3
2
8
6
.1

6
2
1
2
.8

9
2
2
5
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

8
3
0
.5

8
3
0
.3

5
3
0
.7

2
3
1
.4

3
2
9
.6

6
2
9
.6

9
2
9
.9

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

8
6
9
7
.2

8
6
9
9
.7

5
6
8
2
.5

2
6
3
5
.2

3
7
2
8
.3

6
7
0
2
.8

9
7
0
6
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

8
6
2
6
.7

8
6
2
2
.5

5
6
2
8
.6

2
6
5
4
.0

3
6
1
2
.4

6
6
8
9
.5

9
6
8
2
.4

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

8
0
.6
9

8
0
.6
8

5
0
.6
6

2
0
.5
9

3
0
.7
2

6
0
.7
1

9
0
.7
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

8
4
4
9
.8

8
4
4
9
.0

5
4
4
4
.7

2
4
1
0
.3

3
4
5
6
.0

6
4
6
6
.0

9
4
5
8
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

8
9
7
.0

8
9
5
.7

5
9
4
.5

2
9
5
.1

3
9
7
.7

6
9
9
.5

9
9
7
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

8
9
1
.6

8
9
1
.9

5
9
4
.2

2
9
2
.0

3
8
8
.2

6
9
6
.5

9
9
5
.2

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

8
0
.6

8
0
.7

5
0
.7

2
0
.0

3
0
.8

5
1
.2

8
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
肥
育
開
始
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
肥
育
開

始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
肥
育
開

始
月
齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
8
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

②
8
.
9
ヵ

月
齢

は
同

値
で

あ
っ

た
(
デ

ー
タ

数
2
5
)
。

一
方

、
肥

育
開

始
体

重
は

、
①

2
5
4
.
1
 
k
g
に

対
し

②
で

は
1
.
5
 
k
g
高

か
っ

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
9
.
9
ヵ

月
齢

は
、

R
6
年

④
で

は
9
.
8
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
8
)
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
1
0
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
9
.
9
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
9
.
4
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
)
は

0
.
6
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
一

方
、

肥
育

開
始

体
重

は
、

⑤
2
6
9
.
4
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
4
.
8
 
k
g
低

く
、

⑦
は

1
6
.
7
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
6
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

⑩
7
.
5
ヵ

月
齢

は
、

0
.
6
ヵ

月
晩

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
6
、

⑩
が

9
）

。
一

方
、

肥
育

開
始

体
重

は
、

⑨
2
1
2
.
8
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
1
2
.
5
 
k
g
高

か
っ

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
肥
育
開
始
体
重

u

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
2
2
6
.3

6
2
3
3
.0

4
2
7
3
.5

2
3
3
2
.0

2
1
5
2
.0

6
1
5
5
.3

6
1
7
0
.5

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
1
3
9
.7

6
1
4
0
.0

4
1
6
8
.3

2
2
0
5
.5

2
8
3
.5

6
8
0
.7

6
8
1
.7

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

6
4
.0

6
4
.5

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
2
.7

6
2
.3

4
2
.8

2
3
.5

2
1
.5

6
2
.0

6
2
.2

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
1
3
0
.3

6
1
3
8
.8

4
1
6
6
.5

2
2
0
5
.5

2
8
3
.5

6
8
3
.8

6
9
1
.7

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
2
3
3
.0

6
2
3
1
.8

4
2
7
2
.5

2
3
2
8
.5

2
1
5
0
.5

6
1
5
4
.2

6
1
6
2
.8

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
1
0
3
.4

6
9
9
.4

4
9
9
.6

2
9
8
.9

2
9
8
.9

6
9
6
.3

6
9
3
.5

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
2
3
2
.4

6
2
3
2
.8

4
2
7
3
.6

2
3
3
0
.3

2
1
5
1
.3

6
1
5
4
.8

6
1
6
6
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

5
9
.1

5
9
.0

3
9
.1

2
9
.2

2
8
.9

5
7
.0

6
7
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

5
3
1
5
.2

5
3
1
4
.2

3
3
1
7
.8

2
3
2
1
.3

2
3
0
8
.7

5
2
4
3
.5

6
2
4
1
.2

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

5
2
8
.7

5
2
8
.9

3
2
9
.0

2
2
9
.3

2
2
8
.9

5
2
8
.8

6
2
9
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

5
8
2
2
.6

5
8
1
4
.4

3
8
2
7
.7

2
8
1
2
.1

2
7
9
4
.4

5
7
7
3
.4

6
7
9
6
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

5
5
9
6
.5

5
6
0
3
.3

3
6
0
1
.1

2
6
0
7
.2

2
6
0
6
.5

5
6
6
3
.4

6
6
8
1
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

5
0
.8
5

5
0
.8
3

3
0
.8
5

2
0
.8
1

2
0
.8
1

5
0
.8
0

6
0
.8
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

5
5
3
3
.4

5
5
2
5
.7

3
5
3
0
.8

2
5
1
7
.2

2
5
1
8
.2

5
5
1
5
.2

6
5
2
4
.1

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

5
9
5
.5

5
9
8
.3

3
9
9
.7

2
9
9
.6

2
9
6
.3

5
9
7
.3

6
9
8
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

5
9
4
.6

5
9
3
.2

3
9
4
.0

2
9
2
.2

2
9
2
.1

5
9
7
.6

6
9
8
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
9
.5

6
9
.4

4
9
.6

2
9
.7

2
9
.0

6
7
.0

6
6
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
9
0
.5

6
2
8
7
.1

4
2
9
3
.8

2
3
0
1
.1

2
2
7
3
.8

6
2
0
0
.0

6
2
0
0
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
3
0
.1

6
3
0
.1

4
3
0
.5

2
2
9
.8

2
2
9
.4

6
2
9
.7

6
3
0
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
7
6
7
.5

6
7
3
3
.6

4
7
7
4
.1

2
7
5
0
.6

2
6
5
2
.8

6
6
7
6
.1

6
7
2
0
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
2
4
.8

6
6
2
9
.4

4
6
3
5
.0

2
6
1
1
.1

2
6
1
8
.0

6
6
8
8
.7

6
7
1
6
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.7
6

6
0
.7
0

4
0
.7
5

2
0
.7
4

2
0
.6
1

6
0
.6
9

6
0
.7
3

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
9
5
.6

6
4
7
3
.0

4
4
9
3
.0

2
4
7
9
.0

2
4
3
3
.0

6
4
4
9
.8

6
4
6
7
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
3
.5

6
9
5
.0

4
9
7
.6

2
9
5
.1

2
9
0
.0

6
9
9
.6

6
1
0
0
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
9
5
.8

6
9
2
.2

4
9
9
.5

2
9
9
.3

2
7
7
.5

6
9
7
.1

6
9
8
.0

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

6
1
.0

6
1
.0

4
1
.0

2
1
.1

2
1
.0

5
1
.8

5
1
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
肥
育
開
始
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
肥
育
開

始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
肥
育
開

始
体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
2
5
4
.
1
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

②
2
5
5
.
6
 
k
g
は

、
1
.
5
 
k
g
増

加
し

た
(
デ

ー
タ

数
2
5
)
。

一
方

、
肥

育
開

始
月

齢
は

、
①

お
よ

び
②

い
ず

れ
も

8
.
9
ヵ

月
齢

で
あ

っ
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
2
9
0
.
5
 
k
g
は

、
R
6
年

④
で

は
2
8
7
.
1
 
k
g
と

な
り

、
3
.
4
 
k
g
減

少
し

た
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
2
9
3
.
8
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
体

重
が

増
加

し
た

も
の

)
⑥

3
0
1
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
は

7
.
3
 
k
g
高

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
7
3
.
8
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
は

2
0
 
k
g
低

か
っ

た
。

一
方

、
肥

育
開

始
月

齢
は

、
⑤

9
.
6
ヶ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
1
 
ヵ

月
晩

期
化

、
⑦

は
0
.
6
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
2
0
0
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

⑩
2
0
0
.
6
 
k
g
は

、
0
.
6
 
k
g
増

加
し

た
（

デ
ー

タ
数

6
）

。
肥

育
開

始
月

齢
は

、
⑨

7
.
0
に

対
し

⑩
で

は
0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
出
荷
月
齢

u

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

7
1
3
7
.6

7
1
3
2
.1

6
1
3
6
.7

3
1
1
5
.0

1
1
0
5
.0

6
2
0
9
.5

6
2
2
5
.3

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

7
7
7
.6

7
8
0
.0

6
8
2
.7

3
7
0
.3

1
6
4
.0

6
1
2
0
.0

6
1
3
4
.8

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

7
0
.0

7
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

6
2
.3

6
0
.0

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

7
1
.3

7
1
.0

6
1
.2

3
1
.0

1
0
.0

6
2
.2

6
2
.2

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

7
8
1
.7

7
8
0
.1

6
8
1
.8

3
7
1
.7

1
7
0
.0

6
1
2
9
.5

6
1
4
3
.0

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

7
1
3
2
.1

7
1
3
1
.0

6
1
3
6
.3

3
1
1
2
.7

1
9
9
.0

6
2
0
0
.2

6
2
1
5
.0

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

7
9
4
.6

7
1
0
0
.8

6
1
0
2
.0

3
9
7
.7

1
9
4
.0

6
9
3
.5

6
9
0
.3

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

7
1
3
5
.1

7
1
3
1
.8

6
1
3
6
.7

3
1
1
4
.0

1
1
0
2
.0

6
2
0
5
.0

6
2
2
0
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

6
8
.8

6
8
.4

6
8
.4

3
9
.1

6
9
.8

6
9
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

6
2
7
7
.8

6
2
7
2
.2

6
2
7
2
.2

3
2
9
9
.1

6
2
5
8
.5

6
2
8
8
.7

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

6
2
9
.9

6
2
9
.9

6
2
9
.9

3
2
9
.3

6
2
8
.4

6
2
8
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

6
7
7
4
.3

6
7
7
6
.8

6
7
7
6
.8

3
8
2
3
.9

6
7
5
5
.2

6
7
3
4
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

6
6
4
2
.7

6
6
5
3
.8

6
6
5
3
.8

3
6
1
1
.7

6
5
6
4
.3

6
5
6
9
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

6
0
.7
7

6
0
.7
8

6
0
.7
8

3
0
.8
6

6
0
.8
5

6
0
.7
8

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

6
5
0
1
.7

6
5
0
5
.2

6
5
0
5
.2

3
5
3
9
.9

6
4
8
5
.4

6
4
6
8
.6

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

6
9
5
.0

6
9
8
.7

6
9
8
.7

3
1
0
0
.0

6
9
7
.3

6
9
8
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

6
9
1
.5

6
9
6
.4

6
9
6
.4

3
9
9
.3

6
9
6
.2

6
9
3
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

7
8
.9

7
8
.8

6
8
.7

3
9
.5

1
9
.5

6
9
.2

6
9
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

7
2
4
2
.6

7
2
4
5
.6

6
2
4
0
.9

3
2
5
8
.3

1
2
7
3
.7

6
2
5
5
.2

6
2
6
6
.5

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

7
3
1
.0

7
3
1
.3

6
3
1
.6

3
3
1
.9

1
2
9
.3

6
2
8
.4

6
2
8
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

7
7
0
3
.4

7
7
0
0
.4

6
7
1
2
.4

3
7
5
4
.2

1
6
2
8
.4

6
6
6
7
.8

6
6
6
5
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

7
6
7
0
.1

7
6
8
2
.7

6
6
9
5
.8

3
6
8
2
.0

1
6
0
4
.0

6
5
8
2
.2

6
5
4
9
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

7
0
.6
9

7
0
.6
6

6
0
.6
8

3
0
.7
3

1
0
.5
8

6
0
.7
0

6
0
.6
9

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

7
4
5
8
.2

7
4
5
4
.7

6
4
6
4
.7

3
4
9
4
.2

1
3
9
4
.7

6
4
3
2
.4

6
4
2
9
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

7
9
5
.4

7
9
6
.7

6
9
7
.2

3
1
0
0
.0

1
9
3
.8

6
9
4
.7

6
9
5
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

7
9
3
.1

7
9
2
.6

6
9
6
.9

3
1
0
0
.0

1
6
6
.7

6
9
1
.6

6
8
9
.2

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

7
0
.4

7
0
.6

6
0
.7

3
1
.0

1
0
.0

6
1
.3

6
0
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
出
荷
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
出
荷
月

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
出
荷
月

齢
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
2
9
.
6
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

②
2
9
.
8
ヵ

月
齢

は
0
.
2
ヵ

月
晩

期
化

し
た

(
デ

ー
タ

数
2
5
)
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
、

①
7
0
1
 
k
g
に

対
し

②
で

は
4
.
3
 
k
g
低

下
し

た
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
1
ヵ

月
齢

は
、

R
6
年

④
で

は
3
1
.
3
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
3
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
1
.
6
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
6
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
月

齢
が

晩
期

化
し

た
も

の
)
⑥

3
1
.
9
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
、

0
.
3
ヵ

月
晩

期
化

し
、

R
5
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
9
.
3
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
、

2
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
7
1
2
.
4
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
4
1
.
8
 
k
g
高

く
、

⑦
は

8
4
 
k
g
低

く
な

っ
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
2
8
.
4
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
6
年

⑩
2
8
.
3
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
6
）

。
一

方
、

出
荷

生
体

重
は

、
⑨

6
6
7
.
8
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
2
.
7
 
k
g
低

下
し

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
出
荷
生
体
重

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
9
5
.8

6
9
0
.2

3
7
4
.7

1
7
8
.0

3
1
0
5
.7

6
1
7
7
.3

6
2
2
2
.3

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
4
6
.7

6
4
6
.7

3
4
8
.7

1
5
6
.0

3
4
4
.7

6
1
0
4
.0

6
1
2
8
.5

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
2
.3

6
2
.8

3
0
.0

1
0
.0

3
5
.7

6
0
.0

6
1
.7

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
1
.0

6
0
.7

3
0
.0

1
0
.0

3
1
.3

6
0
.8

6
3
.2

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
5
3
.7

6
5
4
.7

3
4
7
.7

1
5
1
.0

3
6
1
.7

6
9
6
.0

6
1
2
6
.7

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
9
0
.2

6
8
4
.3

3
7
5
.7

1
8
3
.0

3
9
3
.0

6
1
8
4
.5

6
2
2
2
.7

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
9
6
.4

6
9
4
.9

3
1
0
3
.3

1
1
0
6
.0

3
8
6
.5

6
1
0
1
.1

6
1
0
1
.0

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
9
3
.2

6
8
7
.3

3
7
5
.5

1
8
0
.5

3
9
9
.1

6
1
8
3
.6

6
2
2
2
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

5
8
.0

5
8
.1

2
9
.2

1
8
.9

3
7
.4

5
8
.7

5
7
.8

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

5
2
5
4
.0

5
2
6
5
.3

2
2
8
2
.1

1
3
0
0
.2

3
2
5
4
.0

5
3
0
2
.6

5
2
6
4
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

5
2
9
.8

5
3
0
.0

2
3
0
.9

1
2
8
.1

3
2
9
.5

5
2
8
.6

5
2
9
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

5
7
5
6
.6

5
7
5
4
.5

2
7
0
1
.4

1
7
4
6
.7

3
7
9
0
.0

5
8
2
6
.1

5
8
1
1
.5

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

5
6
6
2
.0

5
6
6
7
.3

2
6
5
9
.5

1
5
8
1
.0

3
6
7
2
.4

5
6
0
3
.3

5
6
5
9
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

5
0
.7
6

5
0
.7
4

2
0
.6
5

1
0
.7
6

3
0
.8
0

5
0
.8
7

5
0
.8
6

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

5
4
9
6
.5

5
4
8
5
.3

2
4
4
9
.4

1
4
7
2
.8

3
5
0
9
.2

5
5
3
2
.4

5
5
3
6
.5

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

5
9
9
.0

5
9
8
.2

2
9
7
.6

1
9
5
.2

3
9
8
.6

5
9
3
.9

5
9
8
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

5
9
2
.6

5
9
4
.3

2
8
8
.5

1
8
8
.1

3
9
8
.2

5
9
5
.3

5
9
7
.4

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
8
.6

6
8
.8

3
1
0
.1

1
1
0
.7

3
7
.5

6
8
.8

6
8
.3

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
2
3
.9

6
2
3
2
.5

3
2
5
3
.2

1
2
4
3
.0

3
2
1
1
.8

6
2
6
8
.6

6
2
5
1
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
2
9
.8

6
3
0
.2

3
3
0
.4

1
2
8
.0

3
3
0
.0

6
2
9
.8

6
3
0
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
2
2
.0

6
6
5
1
.7

3
6
0
9
.1

1
6
0
7
.8

3
6
9
4
.2

6
7
7
4
.4

6
7
7
2
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
4
4
.4

6
6
4
9
.7

3
6
1
6
.7

1
5
2
4
.0

3
6
8
2
.8

6
6
3
8
.8

6
6
7
3
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
2

6
0
.6
5

3
0
.5
8

1
0
.6
8

3
0
.7
1

6
0
.7
9

6
0
.7
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
1
1
.3

6
4
1
9
.1

3
3
8
8
.4

1
3
8
6
.5

3
4
4
9
.7

6
4
9
5
.9

6
4
9
6
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
2
.3

6
9
4
.9

3
9
1
.7

1
8
8
.9

3
9
8
.1

6
9
7
.4

6
9
9
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
8
6
.9

6
9
1
.3

3
8
2
.6

1
8
8
.9

3
1
0
0
.0

6
9
6
.8

6
9
7
.6

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

5
1
.1

5
0
.7

3
0
.0

1
0
.0

2
1
.8

6
0
.4

6
1
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
出
荷
生
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
出
荷
生

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
出
荷
生

体
重
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
7
0
1
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

②
6
9
6
.
7
 
k
g
は

、
4
.
3
 
k
g
減

少
し

た
(
デ

ー
タ

数
2
5
)
。

一
方

、
出

荷
月

齢
は

、
①

2
9
.
6
ヵ

月
齢

に
対

し
②

で
は

0
.
2
ヵ

月
晩

期
化

し
、

肥
育

日
数

は
、

①
6
2
9
.
2
日

に
対

し
②

で
は

0
.
6
日

間
短

期
化

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
6
2
2
 
k
g
は

、
R
6
年

④
で

は
6
5
1
.
7
 
k
g
と

な
り

、
2
9
.
7
 
k
g
増

加
し

た
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
6
0
9
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
て

、
R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
出

荷
生

体
重

が
減

少
し

た
も

の
)
⑥

6
0
7
.
8

k
g
(
デ

ー
タ

数
1
）

は
1
.
3
 
k
g
低

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
6
9
4
.
2
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
3
）

は
8
5
.
1
 
k
g
高

か
っ

た
。

一
方

、
出

荷
月

齢
は

、
⑤

3
0
.
4
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

2
.
4
ヵ

月
早

期
化

、
⑦

は
0
.
4
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
肥

育
日

数
は

、
⑤

6
1
6
.
7
日

間
に

対
し

、
⑥

は
9
2
.
7
日

間
短

期
化

、
⑦

は
6
6
.
1
日

間
長

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
7
7
4
.
4
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

⑩
7
7
2
.
7
 
k
g
は

、
1
.
7
 
k
g
低

下
し

た
（

デ
ー

タ
数

6
）

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
、

⑨
2
9
.
8
ヵ

月
齢

に
対

し
て

⑩
は

0
.
6
ヵ

月
晩

期
化

し
、

肥
育

日
数

は
、

⑨
6
3
8
.
8
日

に
対

し
て

⑩
は

3
4
.
5
日

間
長

期
化

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
肥
育
日
数

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
1
9
5
.8

6
1
9
1
.8

5
1
5
3
.4

3
7
8
.7

1
3
8
4
.0

6
1
3
6
.5

6
1
5
4
.5

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
1
0
6
.8

6
9
8
.2

5
7
1
.8

3
2
7
.7

1
2
3
0
.0

6
7
6
.8

6
9
2
.2

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
1
.7

6
1
.7

5
2
.0

3
0
.0

1
0
.0

6
2
.3

6
0
.0

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
2
.7

6
2
.3

5
2
.0

3
0
.0

1
4
.0

6
1
.7

6
2
.2

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
1
0
9
.8

6
1
0
3
.8

5
7
8
.6

3
4
0
.3

1
2
3
0
.0

6
8
4
.7

6
9
8
.0

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
1
9
1
.8

6
1
8
5
.5

5
1
4
6
.6

3
6
6
.0

1
3
8
0
.0

6
1
2
9
.3

6
1
4
6
.5

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
9
4
.8

6
9
5
.6

5
9
4
.9

3
8
8
.2

1
9
8
.9

6
9
3
.6

6
9
0
.0

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
1
9
3
.7

6
1
8
8
.8

5
1
5
0
.2

3
7
2
.4

1
3
8
2
.0

6
1
3
3
.1

6
1
5
0
.5

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

6
7
.5

6
7
.1

5
6
.8

3
6
.0

1
8
.9

6
1
0
.3

6
9
.6

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

6
2
4
0
.3

6
2
3
6
.5

5
2
2
1
.3

3
2
0
4
.5

1
3
1
2
.2

6
2
6
8
.0

6
2
9
0
.7

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

6
2
9
.9

6
3
0
.1

5
3
0
.3

3
2
9
.4

1
2
8
.9

6
2
8
.4

6
2
8
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

6
7
5
3
.0

6
7
6
0
.2

5
7
5
9
.7

3
7
9
6
.7

1
7
6
2
.4

6
7
6
5
.2

6
7
3
6
.5

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

6
6
8
1
.3

6
6
9
9
.4

5
7
1
8
.7

3
7
1
6
.8

1
6
0
3
.0

6
5
5
4
.8

6
5
7
0
.7

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

6
0
.7
5

6
0
.7
7

5
0
.7
8

3
0
.8
3

1
0
.7
4

6
0
.8
5

6
0
.7
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

6
5
0
0
.2

6
5
0
0
.4

5
5
0
2
.2

3
5
1
3
.2

1
4
9
1
.4

6
4
9
3
.3

6
4
7
1
.8

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

6
9
7
.3

6
9
8
.6

5
9
8
.5

3
9
7
.8

1
9
9
.1

6
9
8
.5

6
9
8
.5

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

6
9
2
.0

6
9
6
.2

5
9
7
.1

3
1
0
0
.0

1
9
1
.8

6
9
8
.1

6
9
4
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
7
.3

6
7
.2

5
6
.7

3
5
.5

1
9
.9

6
9
.4

6
9
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
1
2
.6

6
2
1
3
.2

5
1
9
5
.9

3
1
6
6
.3

1
2
9
9
.5

6
2
5
6
.3

6
2
6
7
.1

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
3
0
.8

6
3
1
.1

5
3
1
.2

3
3
0
.9

1
3
0
.1

6
2
8
.5

6
2
8
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
8
6
.9

6
6
9
9
.1

5
7
0
0
.3

3
7
1
2
.2

1
6
9
2
.7

6
6
6
5
.5

6
6
6
5
.0

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
7
1
6
.2

6
7
2
8
.0

5
7
5
0
.6

3
7
7
3
.8

1
6
1
5
.0

6
5
7
9
.8

6
5
4
6
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
6

6
0
.6
6

5
0
.6
7

3
0
.7
0

1
0
.6
4

6
0
.7
0

6
0
.7
0

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
5
7
.9

6
4
5
1
.5

5
4
5
2
.0

3
4
6
0
.3

1
4
4
8
.5

6
4
3
1
.1

6
4
2
9
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
7
.4

6
9
7
.2

5
9
8
.5

3
1
0
0
.0

1
9
0
.9

6
9
4
.6

6
9
5
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
9
3
.3

6
9
6
.7

5
9
6
.0

3
9
6
.3

1
1
0
0
.0

6
9
3
.5

6
8
9
.2

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

5
1
.3

5
1
.1

4
1
.1

2
0
.0

1
1
.0

6
1
.2

6
0
.8

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
肥
育
日
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
肥
育
日

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
肥
育
日

数
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
6
2
9
.
2
日

に
対

し
、

R
6
年

②
6
2
9
.
8
日

は
、

0
.
6
日

間
長

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
2
5
）

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
、

①
2
9
.
6
ヵ

月
齢

に
対

し
②

で
は

0
.
2
ヵ

月
長

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
は

、
①

7
0
1
 
k
g
に

対
し

②
で

は
4
.
3
 
k
g
低

下
し

た
。

 b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

7
1
6
.
2
日

は
、

R
6
年

で
は

7
2
8
日

と
な

り
、

1
1
.
8
日

間
長

期
化

し
た

。
R
5
年

と
R
6
の

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
％

階
層

⑤
7
5
0
.
6
日

(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
肥

育
日

数
が

長
期

化
し

た
も

の
)
⑥

7
7
3
.
8
日

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
2
3
.
2
日

間
長

期
化

し
、

R
6
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

6
1
5
日

(
デ

ー
タ

数
5
）

は
1
3
5
.
6
日

間
短

期
化

し
た

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
、

⑤
3
1
.
2
ヵ

月
齢

に
対

し
、

⑥
は

0
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
、

⑦
は

1
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。
出

荷
生

体
重

は
、

⑤
7
0
0
.
3
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
1
1
.
9
 
k
g
高

く
、

⑦
は

7
.
6
 
k
g
低

か
っ

た
。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
5
7
9
.
8
日

に
対

し
、

R
6
年

⑩
5
4
6
.
5
日

は
、

3
3
.
3
日

間
短

期
化

し
た

（
デ

ー
タ

数
6
）

。
一

方
、

出
荷

月
齢

は
、

⑨
2
8
.
5
ヵ

月
齢

に
対

し
⑩

は
0
.
2
 
ヵ

月
早

期
化

し
、

出
荷

生
体

重
は

、
⑨

6
6
5
.
5
 
k
g
に

対
し

⑩
は

0
.
5
 
k
g
低

か
っ

た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
１
日
当
た
り
増
体
重

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
1
4
8
.8

6
1
4
0
.8

2
7
3
.0

4
1
7
4
.8

6
1
7
1
.8

7
1
8
8
.7

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
8
3
.8

6
8
8
.7

2
4
5
.0

4
1
1
0
.5

6
9
7
.8

7
1
0
8
.0

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
0
.0

6
0
.0

2
0
.0

4
0
.0

6
0
.0

7
3
.9

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
1
.8

6
1
.2

2
0
.0

4
1
.8

6
0
.7

7
2
.6

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
9
0
.0

6
8
8
.0

2
4
6
.0

4
1
0
9
.0

6
9
6
.7

7
1
0
9
.3

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
1
4
0
.8

6
1
4
0
.3

2
7
2
.0

4
1
7
4
.5

6
1
7
2
.3

7
1
8
8
.7

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
9
5
.8

6
1
0
1
.1

2
1
0
1
.9

4
1
0
0
.7

6
9
9
.6

7
1
0
0
.9

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
1
4
4
.8

6
1
4
0
.7

2
7
3
.0

4
1
7
4
.6

6
1
7
2
.6

7
1
8
8
.7

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

4
9
.1

4
9
.1

1
9
.4

3
9
.0

6
9
.5

7
8
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

4
2
8
1
.7

4
2
9
4
.6

1
2
6
4
.0

3
3
0
4
.8

6
3
0
4
.8

7
2
7
4
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

4
3
0
.5

4
3
0
.1

1
3
3
.7

3
2
8
.9

6
2
8
.6

7
2
9
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

4
7
5
1
.1

4
7
2
8
.9

1
6
5
6
.0

3
7
5
3
.1

6
8
2
8
.2

7
8
0
4
.1

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

4
6
4
9
.0

4
6
3
5
.0

1
7
3
8
.0

3
6
0
0
.7

6
5
7
9
.1

7
6
4
0
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

4
0
.7
3

4
0
.6
9

1
0
.5
3

3
0
.7
4

6
0
.9
0

7
0
.8
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

4
4
8
5
.5

4
4
6
9
.1

1
4
2
6
.0

3
4
8
3
.5

6
5
3
6
.5

7
5
2
8
.5

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

4
9
8
.1

4
9
7
.5

1
1
0
0
.0

3
9
6
.7

6
9
5
.9

7
9
8
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

4
8
8
.8

4
9
1
.9

1
8
8
.9

3
9
2
.8

6
9
7
.4

7
9
5
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
9
.5

6
9
.8

2
9
.8

4
9
.8

6
9
.5

7
8
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
5
6
.6

6
2
6
7
.4

2
2
5
8
.4

4
2
7
1
.9

6
2
8
0
.4

7
2
4
7
.2

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
3
0
.4

6
3
0
.1

2
3
1
.6

4
2
9
.4

6
2
9
.4

7
3
0
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
3
8
.1

6
6
4
5
.4

2
6
0
9
.7

4
6
6
3
.3

6
7
6
8
.3

7
7
5
8
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
3
5
.0

6
6
1
7
.8

2
6
6
3
.0

4
5
9
5
.3

6
6
0
2
.8

7
6
4
4
.8

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
0

6
0
.6
1

2
0
.5
3

4
0
.6
6

6
0
.8
0

7
0
.7
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
1
7
.6

6
4
1
4
.7

2
3
8
9
.4

4
4
2
7
.4

6
4
9
8
.1

7
4
9
1
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
2
.3

6
9
3
.4

2
9
3
.1

4
9
3
.6

6
9
6
.4

7
9
9
.4

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
8
4
.6

6
9
0
.8

2
7
9
.5

4
9
6
.5

6
9
5
.5

7
9
6
.5

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

6
0
.7

6
0
.6

2
0
.0

4
0
.9

6
0
.3

7
1
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
１
日
当
た
り
増
体
重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
１
日
当
た

り
増

体
重

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
１
日
当
た

り
増

体
重

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）
全
体
の
年
比
較
（
①
と
②
の
比
較
）

R
5
年
①
0
.
7
1
 
k
g
/
日
に
対
し
、
R
6
年
②
0
.
6
9
 
k
g
/
日
は
、
0
.
0
2
 
k
g
/
日
減
少
し
た
(
デ
ー
タ
数
2
5
)
。
一
方
、
肥
育
日
数
は
、
①
6
2
9
.
2
日
間
に
対
し
②
は
0
.
6
日
間
長
期
化
し
、
出
荷
生
体
重
は
、
①
7
0
1
 
k
g
に
対
し
②
は
4
.
3
 
k
g
低
下
し
た
。

b
）
R
0
5
年
下
位
2
5
％
階
層
の
R
0
6
年
の
状
況
（
③
の
成
績
が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し
た
か
（
⑤
⑥
⑦
⑧
）
）

R
5
年
の
下
位
2
5
％
階
層
③
0
.
6
 
k
g
/
日
は
、
R
5
年
④
で
は
0
.
6
1
 
k
g
/
日
と
な
り
、
0
.
0
1
 
k
g
/
日
増
加
し
た
。
R
5
年
と
R
6
年
の
い
ず
れ
も
成
績
下
位
2
5
％
階
層
⑤
0
.
5
3
 
k
g
/
日
(
デ
ー
タ
数
2
）
に
対
し
、
R
6
年
に
成
績
が
悪
化
し
た
も
の
(
増
体
量
が
低
下
し
た
も
の
)
⑥
は
な
く
、
R
6
年
成
績
中
位
5
0
%

階
層
⑦
0
.
6
6
 
k
g
/
日
(
デ
ー
タ
数
4
）
は
0
.
1
3
 
k
g
/
日
高
か
っ
た
。
一
方
、
肥
育
日
数
は
、
⑤
6
6
3
日
に
対
し
、
⑥
は
な
し
、
⑦
は
6
7
.
7
日
間
短
期
化
し
て
い
た
。
出
荷
生
体
重
は
、
⑤
6
0
9
.
7
 
k
g
に
対
し
、
⑥
は
な
し
、
⑦
は
5
3
.
6
 
k
g
高
か
っ
た
。

c
）
R
0
5
年
の
上
位
2
5
％
階
層
の
成
績
と
R
0
6
年
の
上
位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

R
5
年
⑨
0
.
8
 
k
g
/
日
に
対
し
、
R
6
年
⑩
0
.
7
7
 
k
g
/
日
は
、
0
.
0
3
 
k
g
/
日
減
少
し
た
（
デ
ー
タ
数
⑨
が
6
、
⑩
が
7
）
。
一
方
、
肥
育
日
数
は
、
⑨
6
0
2
.
8
日
間
に
対
し
て
⑩
で
は
4
2
日
間
長
期
化
し
、
出
荷
生
体
重
は
、
⑨
7
6
8
.
3
 
k
g
に
対
し
て
⑩
で
は
9
.
9
 
k
g
低
下
し
た
。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
枝
肉
重
量

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
8
7
.7

6
8
0
.8

5
7
8
.2

3
7
4
.0

1
9
4
.0

6
2
1
9
.2

6
2
5
2
.8

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
4
3
.2

6
4
7
.8

5
4
9
.2

3
4
2
.3

1
4
1
.0

6
1
2
3
.0

6
1
4
9
.3

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
2
.3

6
2
.8

5
0
.0

3
0
.0

1
1
7
.0

6
1
.7

6
1
.7

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
1
.0

6
0
.7

5
0
.4

3
0
.0

1
2
.0

6
2
.3

6
2
.8

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
5
1
.3

6
5
2
.3

5
5
1
.8

3
4
9
.3

1
5
5
.0

6
1
2
0
.2

6
1
4
5
.5

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
8
0
.8

6
7
8
.5

5
7
5
.2

3
6
7
.0

1
9
5
.0

6
2
2
1
.3

6
2
5
5
.5

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
9
3
.8

6
9
3
.5

5
9
2
.0

3
8
2
.9

1
1
0
1
.1

6
9
9
.8

6
1
0
1
.4

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
8
4
.4

6
7
9
.7

5
7
6
.9

3
7
0
.5

1
9
3
.8

6
2
2
0
.7

6
2
5
4
.2

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

5
9
.6

5
9
.7

4
9
.9

2
1
0
.5

1
8
.8

6
8
.8

6
8
.0

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

5
2
5
0
.6

5
2
9
0
.1

4
2
8
7
.3

2
2
9
1
.6

1
3
0
1
.0

6
2
9
9
.0

6
2
6
8
.2

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

5
2
9
.8

5
2
9
.5

4
2
9
.8

2
2
7
.9

1
2
8
.4

6
2
8
.9

6
2
9
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

5
7
4
7
.9

5
7
2
4
.1

4
7
0
5
.4

2
7
0
7
.6

1
7
9
9
.0

6
8
1
6
.4

6
8
0
5
.7

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

5
6
1
3
.6

5
6
0
2
.0

4
6
0
3
.5

2
5
2
9
.0

1
5
9
6
.0

6
6
1
1
.7

6
6
4
9
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

5
0
.7
8

5
0
.7
3

4
0
.7
1

2
0
.7
8

1
0
.8
4

6
0
.8
4

6
0
.8
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

5
4
8
1
.7

5
4
6
3
.2

4
4
5
0
.0

2
4
4
3
.9

1
5
1
6
.0

6
5
3
7
.5

6
5
3
0
.1

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

5
9
9
.0

5
9
8
.2

4
9
7
.8

2
9
7
.6

1
1
0
0
.0

6
9
6
.1

6
9
7
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

5
9
2
.6

5
9
4
.3

4
9
3
.9

2
9
4
.1

1
9
6
.0

6
9
6
.8

6
9
6
.5

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
9
.4

6
9
.7

5
9
.8

3
9
.9

1
8
.9

6
9
.0

6
8
.4

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
4
3
.0

6
2
5
1
.8

5
2
5
7
.2

3
2
6
1
.5

1
2
2
5
.0

6
2
7
2
.0

6
2
4
9
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
2
9
.8

6
2
9
.9

5
2
9
.8

3
2
8
.4

1
3
0
.1

6
2
9
.8

6
3
0
.3

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
2
4
.6

6
6
3
5
.4

5
6
2
1
.7

3
6
2
0
.7

1
7
0
4
.0

6
7
6
9
.0

6
7
6
7
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
1
8
.2

6
6
1
2
.5

5
6
0
6
.6

3
5
6
4
.3

1
6
4
2
.0

6
6
3
0
.0

6
6
7
0
.1

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
2

6
0
.6
3

5
0
.6
0

3
0
.6
3

1
0
.7
5

6
0
.7
9

6
0
.7
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
0
6
.5

6
4
1
0
.9

5
4
0
0
.1

3
3
9
8
.4

1
4
6
5
.0

6
5
0
7
.6

6
4
9
7
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
0
.9

6
9
4
.9

5
9
3
.9

3
9
4
.2

1
1
0
0
.0

6
9
3
.6

6
9
8
.4

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
8
5
.6

6
8
8
.7

5
8
6
.4

3
7
9
.9

1
1
0
0
.0

6
9
7
.4

6
9
5
.5

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

6
0
.9

6
0
.6

5
0
.3

3
0
.0

1
2
.1

6
1
.2

6
1
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
枝
肉
重
量
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
枝
肉
重

量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
枝
肉
重

量
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
4
5
7
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

②
4
5
0
.
6
 
k
g
は

、
6
.
4
 
k
g
減

少
し

た
（

デ
ー

タ
数

2
5
）

。
一

方
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
、

①
9
5
.
6
％

に
対

し
②

で
は

0
.
8
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

①
9
2
.
7
％

に
対

し
②

で
は

0
.
3
％

減
少

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
4
0
6
.
5
 
k
g
は

、
R
6
年

④
で

は
4
1
0
.
9
 
k
g
と

な
り

、
4
.
4
 
k
g
増

加
し

た
。

R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
4
0
0
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

(
枝

肉
重

量
が

減
少

し
た

も
の

)
⑥

3
9
8
.
4

k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

は
1
.
7
 
k
g
低

く
、

R
6
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
4
6
5
 
k
g
 
(
デ

ー
タ

数
1
）

は
6
4
.
9
 
k
g
高

か
っ

た
。

一
方

、
歩

留
ま

り
等

級
A
率

は
、

⑤
9
3
.
9
％

に
対

し
、

⑥
で

は
0
.
3
％

高
く

、
⑦

で
は

6
.
1
％

高
か

っ
た

。
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
⑤

8
6
.
4
％

に
対

し
て

、
⑥

で
は

6
.
5
％

低
く

、
⑦

で
は

1
3
.
6
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
5
0
7
.
6
 
k
g
に

対
し

、
R
6
年

⑩
4
9
7
.
1
 
k
g
は

、
1
0
.
5
 
k
g
減

少
し

た
（

デ
ー

タ
数

6
）

。
一

方
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

は
、

⑨
9
3
.
6
％

に
対

し
⑩

は
4
.
8
％

増
加

し
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

⑨
9
7
.
4
％

に
対

し
⑩

は
1
.
9
％

低
か

っ
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
歩
留
等
級
A率

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
1
1
0
.3

6
1
0
2
.7

3
9
3
.0

1
1
2
8
.0

2
1
0
4
.5

1
1

1
8
5
.1

1
2

1
5
2
.4

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
5
8
.3

6
6
3
.5

3
5
7
.7

1
9
3
.0

2
5
7
.5

1
1

1
0
3
.9

1
2

7
8
.9

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

2
0
.0

1
1

2
.2

1
2

2
.3

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
1
.2

6
0
.8

3
0
.7

1
2
.0

2
0
.5

1
1

2
.5

1
2

1
.8

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
6
4
.8

6
6
4
.2

3
5
3
.3

1
8
9
.0

2
6
8
.0

1
1

1
0
5
.6

1
2

8
5
.7

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
1
0
2
.7

6
1
0
1
.2

3
9
6
.7

1
1
3
0
.0

2
9
3
.5

1
1

1
8
3
.1

1
2

1
4
6
.2

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
9
3
.3

6
9
4
.3

3
1
0
5
.7

1
1
0
1
.5

2
7
3
.8

1
1

9
7
.1

1
2

9
1
.7

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
1
0
6
.9

6
1
0
2
.1

3
9
5
.1

1
1
2
9
.0

2
9
9
.2

1
1

1
8
4
.1

1
2

1
4
9
.5

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

6
9
.6

6
9
.6

3
9
.1

1
9
.2

2
1
0
.5

1
0

8
.1

1
0

8
.2

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

6
2
5
9
.1

6
2
9
5
.7

3
2
9
2
.7

1
3
0
2
.1

2
2
9
7
.0

1
0

2
6
9
.1

1
0

2
6
3
.6

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

6
2
9
.6

6
2
9
.4

3
3
0
.3

1
2
9
.6

2
2
8
.1

1
0

2
9
.0

1
0

2
9
.2

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

6
7
5
8
.3

6
7
4
1
.9

3
7
2
4
.5

1
7
5
0
.3

2
7
6
3
.8

1
0

7
8
0
.2

1
0

7
9
3
.6

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

6
6
0
9
.7

6
6
0
2
.0

3
6
4
2
.7

1
6
1
8
.0

2
5
3
3
.0

1
0

6
3
5
.1

1
0

6
4
0
.2

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

6
0
.8
0

6
0
.7
5

3
0
.6
9

1
0
.7
3

2
0
.8
7

1
0

0
.8
0

1
0

0
.8
4

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

6
4
9
0
.8

6
4
7
5
.8

3
4
6
5
.2

1
4
8
6
.3

2
4
8
6
.5

1
0

5
1
4
.0

1
0

5
1
9
.9

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

6
9
6
.9

6
9
7
.5

3
9
6
.4

1
9
5
.8

2
1
0
0
.0

1
0

9
6
.1

1
0

9
8
.9

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

6
9
1
.9

6
9
2
.9

3
8
7
.0

1
9
8
.6

2
9
8
.9

1
0

9
5
.9

1
0

9
8
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
9
.4

6
9
.7

3
9
.9

1
9
.5

2
9
.5

1
1

8
.2

1
2

8
.1

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
6
3
.2

6
2
6
3
.0

3
2
5
3
.6

1
2
5
8
.4

2
2
7
9
.4

1
1

2
3
6
.0

1
2

2
3
9
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
3
0
.0

6
3
0
.2

3
3
0
.3

1
3
0
.0

2
3
0
.2

1
1

2
9
.7

1
2

3
0
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
8
3
.9

6
6
6
3
.3

3
6
1
7
.1

1
6
5
5
.3

2
7
3
6
.5

1
1

7
0
3
.7

1
2

7
1
8
.8

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
2
3
.8

6
6
2
2
.8

3
6
2
0
.7

1
6
1
8
.0

2
6
2
8
.5

1
1

6
5
3
.0

1
2

6
7
0
.0

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
8

6
0
.6
4

3
0
.5
9

1
0
.6
5

2
0
.7
1

1
1

0
.7
1

1
2

0
.7
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
4
6
.2

6
4
3
1
.3

3
4
0
0
.9

1
4
2
1
.1

2
4
8
2
.1

1
1

4
6
5
.1

1
2

4
6
7
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
8
5
.1

6
9
2
.6

3
8
7
.1

1
9
4
.4

2
1
0
0
.0

1
1

1
0
0
.0

1
2

1
0
0
.0

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
8
6
.0

6
9
0
.9

3
8
7
.1

1
1
0
0
.0

2
9
2
.0

1
1

9
6
.5

1
2

9
5
.3

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

6
0
.8

6
0
.6

3
0
.4

1
1
.5

2
0
.3

1
0

1
.4

1
1

1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
雌
歩
留
等
級
A
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
歩
留
等

級
A
率

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
雌
歩
留
等

級
A
率

が
上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

①
9
5
.
6
％

に
対

し
、

R
6
年

②
9
6
.
4
％

は
、

0
.
8
％

増
加

し
た

（
デ

ー
タ

数
2
5
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

①
4
5
7
 
k
g
に

対
し

②
で

は
6
.
4
 
k
g
減

少
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
①

9
2
.
7
％

に
対

し
、

②
で

は
0
.
3
％

低
下

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
8
5
.
1
％

は
、

R
6
年

④
で

は
9
2
.
6
％

と
な

り
、

7
.
5
％

増
加

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
8
7
.
1
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

な
く

、
R
6
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
4
.
4
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
7
.
3
％

高
く

、
R
6
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
1
2
.
9
％

高
か

っ
た

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑤
4
0
0
.
9
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
な

く
、

⑦
は

2
0
.
2
 
k
g
高

く
、

⑧
は

8
1
.
2
 
k
g
高

か
っ

た
。

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

⑤
8
7
.
1
％

に
対

し
、

⑥
は

な
く

、
⑦

は
1
2
.
9
％

高
く

、
⑧

は
4
.
9
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
年

⑨
お

よ
び

R
6
年

⑩
は

い
ず

れ
も

1
0
0
％

で
あ

っ
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
1
1
、

⑩
が

1
2
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑨
4
6
5
.
1
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
2
 
k
g
増

加
し

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
⑨

9
6
.
5
％

に
対

し
⑩

で
は

1
.
2
％

低
下

し
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

- 120 -



比
較
集
計
（
肥
育
）
雌
肉
質
等
級
４
・
５
率

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

6
2
4
2
.2

6
2
3
5
.0

1
4
4
3
.0

3
2
1
2
.0

2
1
6
5
.5

7
1
0
7
.3

8
1
5
6
.1

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

6
1
3
8
.8

6
1
4
7
.0

1
2
7
9
.0

3
1
3
1
.3

2
1
0
4
.5

7
5
6
.3

8
8
6
.4

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

6
0
.0

6
0
.0

1
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

7
2
.0

8
2
.1

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

6
2
.3

6
0
.7

1
1
.0

3
0
.0

2
1
.5

7
0
.7

8
1
.5

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

6
1
4
3
.7

6
1
4
6
.0

1
2
5
9
.0

3
1
3
4
.7

2
1
0
6
.5

7
6
0
.9

8
9
4
.3

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

6
2
3
5
.0

6
2
3
5
.3

1
4
6
2
.0

3
2
0
8
.7

2
1
6
2
.0

7
1
0
4
.0

8
1
4
8
.9

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

6
9
5
.9

6
1
0
2
.2

1
1
0
4
.2

3
1
0
4
.0

2
9
8
.5

7
9
5
.5

8
9
3
.4

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

6
2
3
8
.6

6
2
3
5
.3

1
4
5
2
.5

3
2
1
0
.6

2
1
6
3
.8

7
1
0
6
.1

8
1
5
2
.5

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

6
9
.3

6
9
.1

1
9
.1

3
8
.9

2
9
.2

7
7
.9

8
8
.5

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

6
2
8
1
.2

6
2
8
9
.8

1
2
8
7
.7

3
2
8
1
.7

2
3
0
2
.9

7
2
6
8
.8

8
2
8
4
.4

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

6
2
9
.8

6
2
9
.7

1
2
8
.7

3
3
0
.0

2
2
9
.9

7
2
8
.8

8
2
9
.4

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

6
7
5
8
.1

6
7
5
3
.2

1
7
7
6
.8

3
7
1
9
.1

2
7
9
2
.5

7
7
9
4
.3

8
8
0
4
.9

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

6
6
2
5
.3

6
6
2
7
.5

1
5
9
7
.0

3
6
3
8
.3

2
6
2
6
.5

7
6
3
2
.4

8
6
3
6
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

6
0
.7
7

6
0
.7
4

1
0
.8
1

3
0
.6
9

2
0
.7
8

7
0
.8
3

8
0
.8
2

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

6
4
8
8
.2

6
4
8
4
.5

1
4
9
8
.3

3
4
5
9
.6

2
5
1
5
.0

7
5
2
1
.1

8
5
2
2
.8

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

6
9
6
.4

6
9
7
.1

1
9
4
.8

3
9
7
.9

2
9
7
.0

7
9
5
.7

8
9
9
.1

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

6
8
9
.6

6
9
3
.5

1
9
2
.1

3
9
0
.5

2
9
8
.8

7
9
7
.4

8
9
7
.9

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
9
.4

6
9
.6

1
9
.8

3
9
.9

2
9
.1

7
7
.9

8
8
.7

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
5
8
.0

6
2
5
3
.8

1
2
7
3
.5

3
2
4
9
.5

2
2
5
0
.2

7
2
2
6
.3

8
2
4
4
.0

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
2
9
.8

6
3
0
.0

1
2
9
.8

3
3
0
.2

2
2
9
.7

7
2
9
.7

8
3
0
.7

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
6
4
.2

6
6
6
0
.4

1
7
1
9
.0

3
6
2
6
.3

2
6
8
2
.1

7
7
2
6
.5

8
7
1
8
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
1
7
.0

6
6
1
6
.7

1
6
0
7
.0

3
6
1
6
.0

2
6
2
2
.5

7
6
6
1
.8

8
6
6
7
.0

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
6

6
0
.6
6

1
0
.7
3

3
0
.6
2

2
0
.7
0

7
0
.7
6

8
0
.7
1

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
3
1
.6

6
4
2
6
.2

1
4
6
7
.0

3
4
0
2
.6

2
4
4
1
.2

7
4
7
7
.6

8
4
6
7
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
2
.0

6
9
4
.0

1
9
1
.2

3
9
2
.8

2
9
7
.2

7
9
8
.0

8
9
8
.2

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
8
1
.5

6
9
3
.3

1
8
6
.8

3
9
1
.0

2
1
0
0
.0

7
1
0
0
.0

8
1
0
0
.0

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

6
0
.8

6
0
.4

1
0
.2

3
0
.0

2
1
.0

6
0
.9

7
1
.2

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

R
0
5
年
の
雌
肉
質
等
級
４
・
５
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
雌
肉
質
等

級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
①

9
2
.
7
％

に
対

し
、

R
6
年

②
9
2
.
4
％

は
、

0
.
3
％

低
下

し
た

（
ほ

ぼ
変

化
な

し
、

デ
ー

タ
数

2
5
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

①
4
5
7
 
k
g
に

対
し

②
で

は
6
.
4
 
k
g
低

下
し

、
歩

留
等

級
A
率

は
、

①
9
5
.
6
％

に
対

し
②

で
は

0
.
8
％

増
加

し
た

。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
8
1
.
5
％

は
、

R
6
年

④
で

は
9
3
.
3
％

と
な

り
、

1
1
.
8
％

増
加

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
8
6
.
8
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

な
く

、
R
6
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
1
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
4
.
2
％

高
く

、
R
6
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
1
3
.
2
％

高
か

っ
た

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑤
4
6
7
 
k
g
に

対
し

、
⑥

は
な

く
、

⑦
は

6
4
.
4
 
k
g
低

く
、

⑧
は

2
5
.
8
 
k
g
低

か
っ

た
。

歩
留

等
級

A
率

は
、

⑤
9
1
.
2
％

に
対

し
、

⑥
は

な
く

、
⑦

は
1
.
6
％

高
く

、
⑧

は
6
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
0
5
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
6
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
5
⑨

1
0
0
％

に
対

し
、

R
6
年

⑩
8
8
.
7
％

は
高

か
っ

た
（

デ
ー

タ
数

⑨
が

7
、

⑩
が

9
）

。
一

方
、

枝
肉

重
量

は
、

⑨
4
7
7
.
6
 
k
g
に

対
し

⑩
で

は
9
.
9
 
k
g
低

下
し

、
歩

留
等

級
A
率

は
、

⑨
9
8
.
2
％

に
対

し
て

⑩
で

は
0
.
2
％

増
加

し
た

。

R
0
6
年
の
雌
肉
質
等

級
４
・
５
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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比
較
集
計
（
肥
育
）
事
故
率

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

1
1

2
4
2
.1

1
1

2
3
8
.9

4
2
5
9
.8

1
4
9
0
.0

4
3
5
4
.0

3
5
7
.7

1
7

9
7
.6

2
1

1
0
9
.9

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

1
1

1
4
2
.6

1
1

1
2
8
.5

4
1
3
7
.5

1
2
5
0
.0

4
1
9
2
.3

3
3
1
.3

1
7

5
6
.2

2
1

6
4
.6

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

1
1

2
.2

1
1

2
.5

4
6
.8

1
1
0
.0

4
0
.0

3
0
.0

1
7

0
.0

2
1

0
.0

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

1
1

5
.4

1
1

2
.5

4
4
.8

1
1
0
.0

4
2
.3

3
0
.0

1
7

0
.0

2
1

0
.0

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

1
1

1
4
2
.6

1
1

1
3
0
.4

4
1
4
5
.3

1
2
5
0
.0

4
1
8
8
.8

3
3
2
.7

1
7

5
8
.8

2
1

6
6
.6

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

1
1

2
3
8
.9

1
1

2
3
6
.9

4
2
5
4
.0

1
4
9
0
.0

4
3
5
5
.3

3
5
6
.3

1
7

9
5
.1

2
1

1
0
8
.0

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

1
1

9
5
.8

1
1

1
0
0
.4

4
9
8
.4

1
1
0
0
.0

4
9
8
.4

3
1
0
5
.9

1
7

9
5
.9

2
1

9
8
.1

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

1
1

2
4
0
.7

1
1

2
3
8
.0

4
2
5
6
.7

1
4
9
0
.0

4
3
5
4
.6

3
5
7
.7

1
7

9
6
.5

2
1

1
0
9
.0

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

1
1

8
.8

1
1

8
.8

4
8
.4

1
6
.6

4
9
.0

3
9
.2

1
6

9
.3

2
0

8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

1
1

3
0
3
.7

1
1

3
0
0
.2

4
2
8
3
.8

1
2
2
9
.1

4
3
0
9
.7

3
3
0
9
.5

1
6

2
8
8
.1

2
0

2
9
8
.3

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

1
1

2
9
.1

1
1

2
9
.1

4
2
9
.0

1
2
9
.5

4
2
8
.9

3
2
9
.4

1
6

2
9
.3

2
0

2
9
.1

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

1
1

8
0
0
.0

1
1

7
7
9
.6

4
7
6
6
.7

1
7
5
2
.4

4
7
8
2
.1

3
7
9
3
.6

1
6

8
0
4
.3

2
0

7
7
8
.4

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

1
1

6
1
6
.2

1
1

6
1
5
.1

4
6
2
7
.3

1
7
0
5
.1

4
6
0
3
.8

3
6
1
4
.0

1
6

6
0
6
.4

2
0

6
1
2
.3

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

1
1

0
.7
9

1
1

0
.7
8

4
0
.8
1

1
0
.8
8

4
0
.7
6

3
0
.7
8

1
6

0
.8
4

2
0

0
.7
7

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

1
1

5
1
9
.7

1
1

5
1
1
.6

4
5
0
9
.4

1
5
4
5
.5

4
5
0
6
.7

3
5
2
1
.3

1
6

5
2
2
.2

2
0

5
0
9
.4

歩
留
等
級
A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

1
1

9
6
.7

1
1

9
7
.7

4
9
7
.8

1
9
9
.3

4
9
6
.4

3
9
9
.4

1
6

9
7
.4

2
0

9
7
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

1
1

9
5
.6

1
1

9
5
.9

4
9
4
.2

1
9
6
.5

4
9
4
.5

3
1
0
0
.0

1
6

9
6
.0

2
0

9
5
.6

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

6
9
.0

6
9
.0

4
8
.5

1
6
.8

2
9
.9

1
0

9
.2

9
8
.9

肥
育
開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

6
2
5
5
.9

6
2
6
4
.7

4
2
5
3
.7

1
2
3
7
.6

2
2
8
6
.5

1
0

2
5
3
.0

9
2
4
2
.7

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

6
2
9
.7

6
2
9
.5

4
2
9
.3

1
2
9
.6

2
3
0
.0

1
0

3
0
.0

9
2
9
.8

出
荷
生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

6
6
9
5
.4

6
7
0
4
.8

4
7
0
4
.3

1
7
7
4
.1

2
7
0
5
.9

1
0

7
0
1
.1

9
6
6
0
.3

肥
育
日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

6
6
3
1
.6

6
6
2
6
.6

4
6
3
4
.4

1
7
0
9
.6

2
6
1
1
.0

1
0

6
3
2
.4

9
6
2
1
.5

１
日
当
た
り
増
体
重
　
（
平
均
値
）

※
肥

育
期

間
中

に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

6
0
.6
9

6
0
.7
0

4
0
.7
1

1
0
.7
5

2
0
.6
9

1
0

0
.7
1

9
0
.6
5

枝
肉
重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

6
4
6
0
.3

6
4
5
8
.4

4
4
5
8
.7

1
4
9
5
.4

2
4
5
7
.8

1
0

4
5
4
.8

9
4
2
5
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

6
9
5
.6

6
9
3
.0

4
9
3
.9

1
1
0
0
.0

2
9
1
.1

1
0

9
3
.6

9
9
6
.3

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

6
9
2
.6

6
9
3
.1

4
9
2
.9

1
9
8
.9

2
9
3
.4

1
0

9
1
.5

9
8
8
.2

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

1
1

3
.3

1
1

1
.1

4
2
.4

1
4
.3

4
0
.7

3
0
.0

1
7

0
.0

2
1

0
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

項
目

単
位

全
体

R
0
5
年
の
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
5
年
の
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
の
事
故
率
が

上
位
2
5
%
の
階
層

R
0
6
年
成
績
⑩

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
6
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
6
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
6
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
5
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

 
R
5
年

①
1
.
2
％

に
対

し
、

R
6
年

②
0
.
8
％

は
、

0
.
4
％

低
下

し
た

。
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
R
5
年

①
1
5
6
.
8
頭

に
対

し
、

R
6
年

②
1
5
5
頭

は
、

1
.
8
頭

減
じ

た
(
デ

ー
タ

数
4
3
)
。

b
）

R
0
5
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
6
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

R
5
年

の
下

位
2
5
％

階
層

③
3
.
3
％

は
、

R
6
年

④
で

は
1
.
1
％

と
な

り
、

2
.
2
％

減
少

し
た

。
R
5
年

と
R
6
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
2
.
4
％

(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
6
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

（
事

故
率

が
増

加
し

た
も

の
）

⑥
4
.
3
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
1
.
9
％

高
く

、
R
6
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
0
.
7
％

(
デ

ー
タ

数
4
）

は
1
.
7
％

低
く

、
6
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑧
は

事
故

率
0
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

で
あ

っ
た

。
一

方
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

は
、

⑤
2
5
6
.
7
頭

に
対

し
、

⑥
は

2
3
3
頭

も
多

く
、

⑦
は

9
7
.
9
頭

多
く

、
⑧

は
1
9
9
頭

少
な

か
っ

た
。

c
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
5
年

⑨
お

よ
び

R
6
年

⑩
い

ず
れ

も
0
％

で
あ

っ
た

（
デ

ー
タ

数
⑨

が
1
7
、

⑩
が

2
1
）

。
一

方
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

は
、

R
5
年

⑨
9
6
.
5
頭

に
対

し
、

R
6
年

⑩
1
0
9
頭

は
1
2
.
5
頭

増
加

し
て

い
た

。

前
年
比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時
平
均
飼
養
頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故
率

飼
養
状
況

期
首
飼
養
頭
数

外
部
導
入
頭
数

自
家
保
留
子
牛
の
繰
入

事
故
頭
数

出
荷
頭
数

期
末
飼
養
頭
数
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グ
ル
ー
プ
別
集
計
（
肥
育
）
疾
病
・
事
故
監
視
装
置

１
．
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
と
導

入
し
て
い
な
い
経

営
の

成
績

比
較 対

象
デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均
値

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
6
.0

3
3
0
0
.7

3
3
1
0
.0

4
7

1
4
7
.7

4
7

1
4
6
.2

頭
5
0

9
3
.0

5
0

8
8
.8

3
1
7
0
.3

3
1
7
7
.3

4
7

8
8
.1

4
7

8
3
.1

頭
5
0

0
.5

5
0

0
.6

3
3
.3

3
3
.3

4
7

0
.3

4
7

0
.4

頭
5
0

1
.9

5
0

1
.3

3
4
.0

3
4
.7

4
7

1
.8

4
7

1
.1

頭
5
0

9
2
.4

5
0

9
0
.3

3
1
6
0
.3

3
1
7
4
.0

4
7

8
8
.0

4
7

8
5
.0

頭
5
0

1
5
6
.0

5
0

1
5
3
.8

3
3
1
0
.0

3
3
1
2
.0

4
7

1
4
6
.2

4
7

1
4
3
.7

％
5
0

9
7
.5

5
0

9
7
.3

3
1
0
3
.7

3
1
0
1
.5

4
7

9
7
.1

4
7

9
7
.1

頭
5
0

1
5
6
.8

5
0

1
5
5
.0

3
3
0
5
.3

3
3
1
1
.0

4
7

1
4
7
.3

4
7

1
4
5
.1

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

9
.0

4
7

8
.9

3
8
.7

3
8
.5

4
4

9
.0

4
4

8
.9

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

4
7

2
9
4
.7

4
7

2
9
7
.5

3
3
0
8
.5

3
3
0
1
.7

4
4

2
9
3
.8

4
4

2
9
7
.2

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
7

2
9
.3

4
7

2
9
.3

3
2
9
.4

3
2
9
.4

4
4

2
9
.3

4
4

2
9
.3

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

4
7

8
0
5
.2

4
7

7
9
5
.1

3
8
4
3
.4

3
8
4
3
.0

4
4

8
0
2
.6

4
4

7
9
1
.8

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

4
7

6
1
7
.5

4
7

6
1
6
.1

3
6
3
0
.5

3
6
3
8
.8

4
4

6
1
6
.6

4
4

6
1
4
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

4
7

0
.8
2

4
7

0
.7
9

3
0
.8
6

3
0
.9
0

4
4

0
.8
1

4
4

0
.7
9

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

4
7

5
2
3
.2

4
7

5
1
8
.5

3
5
6
0
.9

3
5
5
1
.9

4
4

5
2
0
.7

4
4

5
1
6
.2

歩
留

等
級

A
率

％
4
7

9
7
.0

4
7

9
7
.7

3
9
9
.6

3
9
9
.8

4
4

9
6
.8

4
4

9
7
.6

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
4
7

9
6
.1

4
7

9
6
.5

3
9
8
.5

3
9
4
.5

4
4

9
6
.0

4
4

9
6
.7

肥
育

開
始

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

8
.9

2
5

8
.9

2
7
.9

2
8
.2

2
3

9
.0

2
3

9
.0

肥
育

開
始

体
重

（
平

均
値

）
kg

2
5

2
5
4
.1

2
5

2
5
5
.6

2
2
5
7
.4

2
2
7
0
.1

2
3

2
5
3
.8

2
3

2
5
4
.4

出
荷

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
9
.6

2
5

2
9
.8

2
2
9
.5

2
2
9
.6

2
3

2
9
.6

2
3

2
9
.8

出
荷

生
体

重
　
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
0
1
.0

2
5

6
9
6
.7

2
7
6
8
.4

2
7
9
1
.3

2
3

6
9
5
.1

2
3

6
8
8
.5

肥
育

日
数

　
（
平

均
値

）
日

2
5

6
2
9
.2

2
5

6
2
9
.8

2
6
5
5
.1

2
6
5
8
.4

2
3

6
2
7
.0

2
3

6
2
7
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
5

0
.7
1

2
5

0
.6
9

2
0
.7
8

2
0
.7
9

2
3

0
.7
0

2
3

0
.6
8

枝
肉

重
量

　
（
平

均
値

）
kg

2
5

4
5
7
.0

2
5

4
5
0
.6

2
5
1
1
.0

2
5
0
2
.4

2
3

4
5
2
.3

2
3

4
4
6
.1

歩
留

等
級

A
率

％
2
5

9
5
.6

2
5

9
6
.4

2
9
9
.7

2
9
9
.7

2
3

9
5
.3

2
3

9
6
.1

肉
質
等
級
４
・
５
率

％
2
5

9
2
.7

2
5

9
2
.4

2
9
7
.3

2
9
8
.8

2
3

9
2
.3

2
3

9
1
.9

％
4
3

1
.2

4
3

0
.8

2
2
.1

2
2
.8

4
1

1
.2

4
1

0
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考
察

e）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
導

入
経

営
の

R
5
年

③
に

対
し

、
R
6
年

④
を

比
較

し
た

場
合

（
デ

ー
タ

数
3
）
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

3
0
5
.3

→
3
1
1
は

5
.7

頭
増

加
し

、
出

荷
頭

数
1
6
0
.3

→
1
7
4
は

1
3
.7

頭
増

加
し

た
。

肥
育

出
荷

成
績

は
、

例
数

の
多

い
肥

育
去

勢
雄

の
数

字
で

説
明

す
る

。
肥

育
開

始
月

齢
8
.7

→
8
.5

は
0
.2

ヵ
月

早
期

化
、

肥
育

開
始

体
重

3
0
8
.5

→
3
0
1
.7

は
6
.8

 k
g減

少
、

出
荷

月
齢

2
9
.4

ヵ
月

齢
は

同
値

、
出

荷
生

体
重

8
4
3
.4

→
8
4
3
は

0
.4

 k
g減

少
（
ほ

ぼ
変

化
な

し
）
、

肥
育

日
数

6
3
0
.5

→
6
3
8
.8

は
8
.3

日
間

長
期

化
、

枝
肉

重
量

5
6
0
.9

→
5
5
1
.9

は
9
 k

g減
少

、
歩

留
ま

り
等

級
A

率
9
9
.6

→
9
9
.8

は
0
.2

％
増

加
、

肉
質

等
級

４
・
５

率
9
8
.5

→
9
4
.5

は
4
％

減
少

し
た

。
全

体
の

事
故

率
2
.1

→
2
.8

は
0
.7

％
増

加
し

た
。

f）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

非
導

入
経

営
の

R
5
年

⑤
に

対
し

、
R
6
年

⑥
を

比
較

し
た

場
合

（
デ

ー
タ

数
4
3
～

4
6
）
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

1
4
7
.3

→
1
4
5
.1

は
2
.2

頭
減

少
、

出
荷

頭
数

8
8
→

8
5
は

3
頭

減
少

し
た

。
肥

育
出

荷
成

績
は

、
例

数
の

多
い

肥
育

去
勢

雄
の

数
字

で
説

明
す

る
。

肥
育

開
始

月
齢

9
.0

→
8
.9

は
0
.1

ヵ
月

早
期

化
、

肥
育

開
始

体
重

2
9
3
.8

→
2
9
7
.2

は
3
.4

 k
g増

加
、

出
荷

月
齢

2
9
.3

→
2
9
.3

は
同

月
齢

、
出

荷
生

体
重

8
0
2
.6

→
7
9
1
.8

は
1
1
.1

 k
g減

少
、

肥
育

日
数

6
1
6
.6

→
6
1
4
.6

は
2
日

間
短

期
化

、
枝

肉
重

量
5
2
0
.7

→
5
1
6
.2

は
4
.5

 k
g減

少
、

歩
留

ま
り

等
級

A
率

9
6
.8

→
9
7
.6

は
0
.8

％
増

加
、

肉
質

等
級

４
・
５

率
9
6
→

9
6
.7

は
0
.7

％
増

加
し

た
。

全
体

の
事

故
率

1
.2

→
0
.7

は
0
.5

％
減

少
し

た
。

g）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
例

数
の

多
い

肥
育

去
勢

雄
の

数
字

で
説

明
す

る
。

R
6
年

の
全

体
平

均
②

、
導

入
経

営
④

、
非

導
入

経
営

⑥
と

の
比

較
か

ら
、

導
入

経
営

は
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

や
出

荷
頭

数
が

2
倍

近
く

多
い

。
ま

た
出

荷
月

齢
に

ほ
ぼ

差
が

な
い

も
の

の
、

肥
育

開
始

月
齢

が
1
5
日

間
前

後
早

期
化

し
て

い
る

わ
り

に
、

肥
育

開
始

体
重

は
や

や
高

め
で

、
1
日

当
た

り
の

増
体

量
が

0
.1

 k
g/

日
以

上
も

高
く

、
2
4
日

間
以

上
の

長
い

肥
育

日
数

を
か

け
て

い
る

。
出

荷
生

体
重

で
5
0
 k

g以
上

、
ま

た
枝

肉
重

量
で

3
5
 k

g以
上

高
く

、
歩

留
ま

り
A

率
が

2
.2

%
高

い
。

一
方

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

2
.2

%
低

い
。

事
故

率
が

2
.8

％
で

、
全

国
平

均
や

非
導

入
経

営
の

4
倍

程
度

高
い

。

項
目

単
位

全
体

疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を

導
入
し
て
い
る
経
営

疾
病
・
事
故
監
視
装
置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
5
年
成
績
①

R
0
6
年
成
績
②

R
0
5
年
成
績
③

R
0
6
年
成
績
④

R
0
5
年
成
績
⑤

R
0
6
年
成
績
⑥

期
末

飼
養

頭
数

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）
常

時
平

均
飼

養
頭

数

肥
育

出
荷

成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養

状
況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰

入
事

故
頭

数
出

荷
頭

数
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３．生産技術向上のための助言指導 
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今後の対応に対する助言指導（指導内容と割合）
生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉
令和６年は、「もと牛選択の改善」が最も多く１４％を占め、次いでこれまで最も多かった「栄
養管理の改善」が１３％であった。関連して、従来は⿊⽑和種肥育では重視されてきた「⾁質歩
留等級の改善」が４％と引き続き低下傾向を示した。一方で「枝⾁重量増加の促進」は１１％と
昨年よりも増加し、比較的高い割合を維持している。このことは、飼料費や資材費糖生産費が高
止まりする中で、⾁質等についてはすでに一定レベル以上となっており、枝⾁重量を確保するこ
とで販売価格の増加を確保することの重要性が意識されていることが示唆される。また、「事故
防止の行動観察の改善」１１％や「獣医師等との連携」１０％も生産費高騰の中で事故廃用や疾
病による発育不全による損耗防止が、肥育経営での収益確保のために不可欠な要素となっている
ことへの指導現場での危機意識が伺われる。

円グラフを作成し、事務局から
委員に別お送りします。
栄養管理の改善

13%

もと牛選択の改善
14%

群編成の改善
1%

枝肉重量増加の促進
11%

事故防止の行動観察
の改善
12%施設・設備等の環境

改善
8%

肉質歩留等級の
改善
4%

出荷牛選定の改善
12%

獣医師等との連携強化
10%

その他
14%

無し
1%
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【肉用牛肥育】 

 

１．栄養管理の改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 
肥育成績の

改善 

現在、3 牛舎（管理者）があり肥育牛 250 頭を

肥育されています。肥育成績をみると、直近

（R6）515.0kg、当期 （R5）523.0kg、前期 （R4）

527.6kg と減少傾向となっています。素牛価格

も市場平均よりも高い価格で導入されており、

直近の成績が低迷しています。 

現地での聞取りでは、3 か所の成績は感覚的に

把握しているようでした。いま一度飼料メニュ

ーと給与量を確認しながら、牛舎毎の肥育成績

分析も行い、データに基づいて牛舎毎に飼養管

理の改善を行ってください。 

手元のデータを見ると、直近の枝肉重量は 505.7kg とさら

に低下し、出荷体重も R5 が 794.5kg が R6 は 772.7 と減少

している。導入時の月齢、体重は両年ともにほぼ同じであ

り、出荷月齢は R5 が 29.7、R6 が 29.4 とわずかに減少して

いるとはいえ、枝肉重量で 20kg の減少を説明するほどでは

ないと思われます。飼料価格が高騰している中で、様々な

工夫をされているとは思いますが、もう一度設計通りの給

与量になっているかや飼料の質、特に粗飼料の質について

確認して下さい。また、その際には残飼の量の確認も重要

です。牛舎ごとに管理者がいる場合、その優劣を数字で示

すことは重要ですが、人間関係から躊躇する場合もあるか

と思います。そのような場合でも、経営者が全体を把握し

ているだけではなく、お互いの作業時間をずらすなどして

管理者３人が一緒にお互いの作業を見る機会（バーンミー

ティング）を作り、特に飼料の給与方法などの目合わせを

することが重要です。 

２ 

飼料マニュ

アルに沿っ

た飼料給与 

素牛については日齢体重が高い発育の良い牛

を導入していますので、いかにその能力を発揮

させるように飼料給与を行うかが重要です。 

 令和 5 年夏ごろから飼料メニューを見直し、

改善に取り組まれています。飼料給与マニュア

ル通りに給与し、目分量や感覚で給与しないよ

うに給与量は定期的に計量してください。令和

7 年出荷から肥育成績が検証できるようですの

で、着実に実行して検証してください。 

 

過去の成績から見ても素牛価格に合った肥育

成績が上げられていません。導入価格が高いほ

ど増加額が低い傾向も見られます。 

 また、「コスト分析」から当期費用に占める割

合を見るともと畜費 58％、購入飼料費 32％で

90％を占めます。そのため、経営継続のために

は素牛価格を引き下げることを早急に実行し

てください。 

導入子牛の月齢、体重は R５が 9.0、318.6kg、R6 が 9.0、

319.9kg と比較的大ぶりであるのに対して、出荷月齢、出荷

時体重は R5 が 28.6、763.9kg、R6 が 28.4、751.8kg、その

結果として、肥育期間の日増体重は R5 が 0.74、R6 が 0.73

であり、この期間ならば 0.8 以上は欲しいと考えると、出

荷月齢が若干早めとはいえ、物足りない。大き目の子牛を

購入した場合には、やはり 「飼い直し」、「腹づくり」の期間

を含めた、肥育前期の飼料給与が重要と思われます。この

時期には粗たんぱく質含量の高い良質な粗飼料を多給（例

えば、チモシー乾草ならば 9 月齢～12 月齢の期間 4kg／日

程度）する一方で、日増体重は導入から 16 月齢までは

0.75kg 程度にコントロールすることが推奨されます。地域

ごとの肥育マニュアルを参照にしながら、指導機関や獣医

師の方と相談して、自己の経営にあった飼料給与マニュア

ルを作成するようにして下さい。 

３ 

技術成績の

改善【肥育・

繁殖】 

技術成績を見ると肥育部門と繁殖部門ともに

改善が必要で重要な課題となっております。し

っかりと記録を取って検証しながら改善に取

り組む必要があります。 

 そのためには、いま一度、現在の飼料給与体

系を計量して確認して書き出してください。そ

れを基に関係機関と確認しながら技術改善に

取り組んでください。作成した飼料給与プログ

ラムは印刷して牛舎の壁に貼って毎日確認し

ながら、家族や関係機関と情報を共有できる体

制を整えてください。 

農家現場では、ともすれば〇〇はバケツ１杯、△△はひし

ゃく２杯 ・・・という給与メニューになりがちであり、なお

かつその１杯も作業者ごとの目分量で個人差が大きいのが

実際だと理解しています。技術検証は記録に基づく必要が

あり、現場で指導に書かれている「現在の飼養給与体系を

計量して」という指摘は重要なポイントで、実際に設計通

りの給与量になっているかをまず確認してください。その

上で、飼料給与プログラムを見直し、現場で分かりやすい

ように掲示し、給与作業のかかわる全員で、それが現場で

使われている計量用具 （バケツ、ひしゃく・・・）でどのぐ

らいになるのかの目合わせすることが重要になります。 

４ 

 

去勢、雌とも

に前年以上

の歩留等級、

肉質等級を

維持してい

る。 

去勢の増体

が前年より

悪化してい

る。 

去勢の増体が悪化し、枝肉重量も減少してい

る。給与飼料はエコフィード （飼料用米、ビー

ル粕、オカラなど）を使用している為、栄養価

が安定しない。ふすまや配合飼料の割合を増や

し、基準以上の栄養価になるよう再設計する必

要があるのではないか。 

導入素牛の増体にバラツキがある為、肥育後の

肉質等級、枝肉重量など差がある。一定の発育

の素牛を導入し、管理をしやすくしてみてはど

うか。 

当該経営の肥育成績を見ると、出荷月齢が去勢で 33.7、雌

で 33.8 に対して、どのような血統が中心かは不明ですが、

出荷体重は去勢で 656kg、雌は 591kg と明らかに低い。A4 ・

5 率も去勢で 88.9％と若干物足りない。導入時の月齢、体

重が去勢で 9.4、264kg、雌で 10.0、243kg と比較的購入価

格を抑えていることが推測されるが、疾病歴など像帯に問

題がある子牛を導入していないか、もう一度チェックして

ください。枝肉重量を確保して販売価格の増加がないと経

営的には厳しいのではないか。エコフィードの利用は昨今

の飼料価格の高騰・不安定な状況では推奨されるが、指導

内容にもあるように栄養価や品質が変動するので、定期的

に飼料分析に出すことが望ましい。それが難しい場合は、

毎日のエサの食いっぷり（給与初めの採食速度や残飼の出

方、選び食いしていないか等）をチェックし、設計通りの飼

料摂取となっているかを確認することが大切です。 
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５ 

 

給与粗飼料

の成分分析 

これまで、素畜費、飼料費、労働費などほかの

経営より高コスト体質であったため、高い販売

額でありながら収支が取れない状況が続いて

おりました。しかし、令和４年頃より意識的に

素畜費の低減を図られ、また、雇用も１人減と

され、経費の節減を図られております。また、

今年に入り粗飼料を高価格のチモシーから、自

給粗飼料 （イタリアン、WCS）へと変更されてお

りコスト削減の努力をされております。この対

策を引き続き継続してください。また、素畜費

低減の成果が令和６年、７年の出荷牛から見ら

れますので、今後も引き続き出荷成績等につい

て検証してください。 

上述のとおり、肥育前期のチモシーの給与をや

められ自給粗飼料を給与されるようになりま

した。診断時にも言いましたが、まずは自給飼

料の成分分析、コスト分析を振興センターや畜

産試験場とともに実施してください。確実な技

術を持たれておりますので、現在のコスト低減

対策の成果が出れば経営の改善 ・向上が期待さ

れます。 

去勢の出荷月齢、出荷時体重が R5 は 29.4、876.9kg、R6 は

29.2、872.9kg と優れた成績であり、枝肉重量も 565.5kg と

560.5kg、A4 ・5率も 96.5 と 100 と十分な量と質を確保して

いる。技術的には大変高い水準で既に確立されていると推

測されるが、一方で昨今の飼料費・資材費等の高騰で生産

費の削減が課題という中で、購入粗飼料から自給粗飼料へ

の切り替えを行っており、大変意欲的な取り組みといえる。

特に肥育前期は高品質粗飼料が必要ということで、ついい

つい購入チモシー乾草に頼りがちであるところをイタリア

ンや WCS に置き換えることが可能ならば、飼料費の削減に

有効であると理解しますので、是非優良事例として地域内

に広めていただければと思います。その際に指導内容にも

書かれているとおり、自給粗粗飼料の品質はロットごとに

変動しますので、技術の確立までの期間は成分分析に基づ

いた給与メニューの調整や食い込み具合、残飼の発生量の

チェックなどの嗜好性、糞便の状況の変化など、細かな観

察に努めて下さい。 

 

２．もと牛選択の改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

県内酪農家

から受精卵

産子の和子

牛を 3～4 か

月で導入す

ることで素

畜費の低減

を図ってい

る。 

酪農家によ

って哺育技

術に差があ

るため子牛

にバラツキ

がある。 

酪農家への哺育育成技術指導を行う。 

肥育もと牛の増頭や購入もと牛価格を抑える手段として、

乳牛への黒毛和種受精卵 ET 産子の活用は期待される。しか

し、黒毛和種のスモールからの育成 ・肥育技術は、残念なが

らまだ確立しているとは言えない。また、酪農家への哺育

技術の指導も十分とは言えない。相対の場合は特に、どの

ような子牛を育ててほしいか、片手間ではなくしっかりと

売り物として育ててほしいことを相手先にきちんと伝える

ことは重要。スモールや一貫産子で期待されるメリットの

1 つは、飼い直しのない連続的な育成 ・肥育で出荷月齢を短

縮することであるが、出荷体重、枝肉重量の確保のためか、

出荷月齢が令和 4 年度で去勢 ・雌ともに伸びている。、もう

少し増体速度 （日増体重）を高めるために、育成期の良質粗

飼料の確保とともに濃厚飼料給与方法を検討する。 

２ 
素牛代等コ

ストの低減 

素牛代等コストの低減 

 貴経営において枝肉販売額が1,653,608円と

素晴らしい成績を収めており、1 日当たりの増

加額が 1,151 円と良い成績ですが、反面令和 6

年度販売における素牛価格が 921,928 円 （税等

込）であり、子牛市場における平均額を大きく

上回っており高リスク経営が続いています。 

 導入時には導入金額に上限を設けて、少しで

も素牛価格を低減することに努めてください。 

R5 の肥育開始月齢、開始時体重は 8.8、305.0kg、R6 年が

8.8、310.0kg であり、月齢、体重を合わせて、血統を見な

がら購入子牛を決めていると想定される。肥育成績も R5 で

出荷月齢 29.8、枝肉重量 561.1、A4・5 率 99.1％であり、

R6 はそれぞれ 29.7、575.8kg、100％と優れていて、日増体

重は 0.85 と 0.87 であり、まだ増体余力を残した無理のな

い仕上げとなっている。両年とも事故もないことから、現

状技術的な問題はないと考えられるが、生産費の増加圧力

は今後も継続するものと考えられるので、指導内容にもあ

りますが、余力のあるうちにどこまでもと牛のレベルを下

げても大丈夫かの見極めをしておくと、今後の対応の幅を

広げることになるので一考されてはどうでしょうか。 

３ 
素牛価格の

見直し 

肥育経営の基本は、素牛価格を抑えて、販売価

格を高くしてその差額をいかに大きくするか

です。貴殿の経営では、もと畜費以外の経費が

約 60 万円程度かかっております。現状の 80 万

円台の素牛レベルであれば、平均 140 万円以上

で販売できないと所得は出ません。しかしなが

ら、過去 10 年をみても平均 140 万円以上で売

れた年はありません。長年発育の良い県平均以

上の価格の素牛を導入されていますが、出荷成

績は県平均以下となっており、収益が出ていま

せん。現在の素牛選定は貴殿の肥育技術に合っ

ていないと考えられますので、収益が出るよう

に素牛選定を見直してください。 

一般に、発育の良い （1日当たり増体重が多い）もと牛ほど、

枝肉重量が多く、ロース芯も大きい傾向があり、反対に増

体が悪いもと牛は脂肪交雑が低くなる傾向があるといわれ

ている。肥育牛の産肉性は血統に左右され、近年は特定血

統の交配により、肥育もと牛の大型化が進む一方で、育種

価の評価によって高能力な種雄牛も多く誕生しています。

しかし、増体の良いもと牛は当然市場価格が高く、系統に

よっては肉質や増体が異なる他に、飼い易さの面でも差が

みられることから、指導内容にもあるように自分の経営や

技術にあったもと牛を選定することが重要です。もと牛は

増体系、肉質系を見極めたうえで、導入牛の資質を揃える

ことで、バラツキがなく、さらに安定した肥育成績と飼料

給与など統一的な管理が可能となります。 
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４ 
素牛価格の

見直し 

素牛については日齢体重が高い発育の良い牛

を導入していますので、いかにその能力を発揮

させるように飼料給与を行うかが重要です。 

 令和 5 年夏ごろから飼料メニューを見直し、

改善に取り組まれています。飼料給与マニュア

ル通りに給与し、目分量や感覚で給与しないよ

うに給与量は定期的に計量してください。令和

7 年出荷から肥育成績が検証できるようですの

で、着実に実行して検証してください。 

 

過去の成績から見ても素牛価格に合った肥育

成績が上げられていません。導入価格が高いほ

ど増加額が低い傾向も見られます。 

 また、「コスト分析」から当期費用に占める割

合を見るともと畜費 58％、購入飼料費 32％で

90％を占めます。そのため、経営継続のために

は素牛価格を引き下げることを早急に実行し

てください。 

導入子牛の月齢、体重は R５が 9.0、318.6kg、R6 が 9.0、

319.9kg と比較的大ぶりであるのに対して、出荷月齢、出荷

時体重は R5 が 28.6、763.9kg、R6 が 28.4、751.8kg、その

結果として、肥育期間の日増体重は R5 が 0.74、R6 が 0.73

であり、この期間ならば 0.8 以上は欲しいと考えると、出

荷月齢が若干早めとはいえ、物足りない。大き目の子牛を

購入した場合には、やはり 「飼い直し」、「腹づくり」の期間

を含めた、肥育前期の飼料給与が重要と思われます。この

時期には粗たんぱく質含量の高い良質な粗飼料を多給（例

えば、チモシー乾草ならば 9 月齢～12 月齢の期間 4kg／日

程度）する一方で、日増体重は導入から 16 月齢までは

0.75kg 程度にコントロールすることが推奨されます。地域

ごとの肥育マニュアルを参照にしながら、指導機関や獣医

師の方と相談して、自己の経営にあった飼料給与マニュア

ルを作成するようにして下さい。 

５ 

肥育牛の事

故は発生し

ていない。 

去勢、雌とも

に前年以上

の歩留等級、

肉質等級を

維持してい

る。 

去勢の増体

が前年より

悪化してい

る。 

経営面の回

転率、技術面

の回転率は

と も に ５

０％である。 

事故廃用牛の発生なかったが、引き続き牛の観

察などを徹底する。 

去勢の増体が悪化し、枝肉重量も減少してい

る。給与飼料はエコフィード （飼料用米、ビー

ル粕、オカラなど）を使用している為、栄養価

が安定しない。ふすまや配合飼料の割合を増や

し、基準以上の栄養価になるよう再設計する必

要があるのではないか。 

導入素牛の増体にバラツキがある為、肥育後の

肉質等級、枝肉重量など差がある。一定の発育

の素牛を導入し、管理をしやすくしてみてはど

うか。 

R5 年の去勢の肥育開始時体重が、234.0kg、R6 年が 264.0kg

で枝肉重量、A４ ・5 率がそれぞれ 447.0kg、71.4、426.0kg、

88.9 と不安定で低い水準です。雌では、R5 年の肥育開始時

体重が 242.0kg と R6 年が 243.0kg、枝肉重量、A４ ・5 率が

それぞれ 383.0kg と 76.9、384.0kg と 92.3 であり、去勢ほ

ど不安定ではないが低くなっています。まずは、獣医師や

指導機関と相談して給与メニューの見直しを検討してくだ

さい。安価なもと牛を購入すること自体は重要なポイント

ですが、疾病履歴などいわゆる日寝た牛を購入しないよう

に心がけて下さい。また、血統も含めて自分の経営、技術レ

ベルにあった牛を購入するようにして下さい。 

 

３．群編成の改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

①経営計画

の見直し 

②技術成績

の改善 

 肥育成績 （特に自家産牛）を向上させるため

には、子牛の育成管理を見直すことが重要で

す。現在、導入子牛と自家育成子牛を同じ場所

で飼育している場合は、それぞれを分けて管理

することで、病気やストレスの軽減を図ってく

ださい。また、去勢と雌を分けた群管理を実施

し、それぞれに適した飼料給与の調整を行って

ください。 

自家育成牛は、市場に出す必要が無く、必要以上の化粧肉

を付ける必要も無いので早めに腹作りに取りかかることが

出来るが、肥育初期に市場から購入したもと牛と同じ飼い

方をすると必要以上に粗飼料多給の期間が長く、増体が低

く抑えられる可能性があります。このため、自家育成牛と

購入牛を 1 群で管理するのは難しいと考えます。自家育成

牛の群に購入牛を入れたり、その逆の場合は、普段以上に

群内での闘争行動が起こり、強いストレスを受ける個体が

生じやすい。このため、肥育開始時の群構成には、購入牛の

みの場合以上に注意と弱位個体が出ていないかなどの観察

が重要。同様の理由で、去勢と雌を同地つぐんで管理する

ことは避けるべきだと考えます。 

２ 

①枝肉重量

の確保 

  

②死亡事故

の低減 

個体ごとに観察を行い牛房内の密飼いをさけ、

適正な群分けを行うことで飼料を食い損ねて

いる牛を確認するようにし、牛１頭毎のバラつ

きを抑えるようにしてください。冬は特に水を

飲まなくなるため、鉱塩を設置するようにし、

ミネラル補給を実施してください。また、毎日

の作業を確実に実施してください。さらに実施

したことを日誌などに記録し、確認してくださ

い。 

１頭ごとの肥育成績のバラツキを押さえるためには、群飼

いする際の１頭あたりの牛床面積や飼槽の長さ、衛生的で

十分な飲水の確保が重要である。群飼する際の 1 頭あたり

の牛床面積は５ｍ２以上とし、飼槽の幅は 1頭あたり 90cm

～100cm を確保することが推奨される肥育中期までは 6～8

頭の群編成でお互いに競わせることも採食意欲を高める効

果がある。ただし、その際に群を構成するもと牛に月齢や

素質（増体系や肉質系）にバラツキがあると成長に差が出

たり、弱位の牛ができて事故につながったりするので注意

が必要である。食い負けしている弱位の個体がいないか、

反対に濃厚飼料を多食している個体がいないか等に注意し

て日常的に行動を観察し、必要ならば別飼いを行う。 
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３ 

事故率は低

く抑えられ

て良いが、月

齢が経過し

てからの事

故が有り、経

営への負担

を抑える。飼

養頭数を増

やしている

ため注意が

必要。 

経営収支にプラスとなる自分の経営にあった

血統を選定し素牛導入する。導入した牛に対す

る出荷価格や枝肉成績等を分析する。飼養頭数

を増やしているため、密飼いにならない群編

成、衛生管理や牛の観察が重要となる。 

肥育成績から、肥育開始時体重の大きな （高価な）もと牛の

能力を発揮させる肥育技術については、去勢・雌ともに既

に確立されている経営と思われる。その分、事故率の低減

が重要となるので、特に肥育後期の１牛房当たりの頭数を

個体観察しやすい２頭にそろえるなどして、残飼の発生等

個体観察の徹底を図る。また、飼養管理に当たる関係者全

員が、管理記録の重要性を理解し、情報共有出来る環境を

整える事も重要。 

 

４．枝肉重量増加の促進 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

枝肉重量確

保 

 

 

去勢の枝肉重量は県平均以下となっておりま

す。更に収益を確保するとなると、まずは県平

均以上の枝肉重量を確保することが必須とな

ります。一方、雌の枝肉重量については県平均

を上回る成績がでおります。雌の成績が良くて

も去勢の成績で足を引っ張っている状況にあ

り、今後は雌のみの飼養に変えることも検討し

てください。 

去勢の枝肉重量は R5 で 495,2kg、R6 では 479.3kg とさらに

低下している。雌も R5 年が 454.9kg、R6 年が 442.1kg と、

県平均は上回っているとのことですが、今回調査の全体平

均よりも低くなっています。肥育開始時体重を見ると両年

ともに去勢で平均並み、雌では平均以上の子牛を導入され

ていることから、やはり去勢、雌ともに肥育技術の見直し

が必要と思われます。肉質的には A４・５率はすべて 90％

以上を確保していることから、特に肥育前期の給与メニュ

ー、特に粗飼料の質と実際の食い込みについて再度検討し

てください。また、事故も発生しているようなので、肥育後

期についても前期での腹づくりがうまくできていない牛に

無理に濃厚飼料を食い込ませていないか、点検をお願いし

ます。いずれにせよ、毎日の個体ごとの観察は重要ですの

で、こまめに観察や獣医師や指導期間を含めて記録の共有

ができる体制を整えるようにしてさい。 

２ 

①借入金償

還のための

計画的な収

入確保 

②経営計画

の見直し 

（今後の飼

養規模に見

合った牛舎

環境の整備） 

令和 6年度以降も 400万円から 500 万円の借入

金償還があります。また、繁殖牛の導入資金は

5 年後ごとの償還のため、計画的な償還額の積

み立て実施してください。シミュレーションで

は、利益が出てきている出荷月もありますが、

必要償還額を大きく下回る見込みです。また、

当期の平均導入価格は去勢雌ともに県平均よ

りも低い素牛を導入されており、導入価格が低

い牛ほど、1 日あたりの増加額が高くなってお

ります。平均枝肉重量が 425 ㎏以下で 1 日あた

りの増加額が非常に低い出荷牛が 20 頭発生し

ており、経営の足を引っ張っている状況です。

また、自家産肥育により肥育牛を出荷するまで

は子牛の経費が回収できない状況です。繁殖部

門と肥育部門での経費を把握し、部門ごとに収

支を確認して、経営全体での所得がどれだけ確

保できてきるのかを十分検討してください。 

 

今後、規模拡大を行うのであれば、適正な牛舎

構造や繁殖 ・肥育の飼養規模に見合った労働力

が確保できるように後継者と話し合った上で

JA、振興センターの協力を得ながら行うように

してください。 

R5 年の枝肉重量が去勢で 510.4kg であったが、R6 年では

499.3kg と減少している。その直接の原因は不明ですが、R5

の肥育開始時月齢と体重が 11.9、328.0kg に対して、R6 年

が 9.0、293.0kg と大きく異なっている点が気になります。

子牛価格の変動が大きくてなかなか難しい点もあるかと思

いますが、自分なりの子牛導入の基準を定めることが重要

です。血統が多様で開始時体重や月齢の大きく違う子牛を

同じ飼料メニューで一群で飼うと、食い負けをする個体が

出たりそもそも餌とステージが合わなかったりで、個体ご

とのバラツキが拡大しますので注意して下さい。 
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３ 

①素牛価格

の見直し 

 

②枝肉重量

減少の原因

究明 

①素牛価格の見直し 

 

 

 

素牛価格の見直しを令和4年ごろから行ってお

り、令和 6 年度の販売牛において導入価格が

789,765 円（税等込み）まで抑えられています

が、導入されている子牛のＤ／Ｇを比較すると

ほぼ同レベルの牛を導入されており、平均額よ

りも〇万円高い状態が続いています。市況に合

わせるのではなく貴殿の経営で差引が取れる

導入価格を定めて導入することを徹底してく

ださい。 

 

 

 

②枝肉重量減少の原因究明 

 

 導入している素牛のレベルが変わらないに

もかかわらず、枝肉重量が564.9kg→538.3kgと

大きく減少しています。聞き取り時にも原因が

わからないとのことでしたので、早急にＪＡ、

振興センターと共に原因を究明し至急対策を

とってください。 

自分の経営を考えて、もと牛の導入基準を決められている

ようで、大変よい例だと思います。一方で、飼養プログラム

を変更されたのでもなく、枝肉重量が 20kg ほど減少してい

るとのことで、その原因は不明とのことです。近年は夏季

に異常な高温傾向になり、夏季の肥育牛の摂食量が減少し、

日増体量が低下することが見られます。出荷牛のデータに

季節の影響がないか確認し、必要に応じて暑熱対策を実施

してください。また、購入 ・自給を問わずに粗飼料の質は牛

の食い込みに影響を及ぼします。指導機関にも協力しても

らい、給与飼料の分析も行ってみてください。 

４ 

死亡事故発

生防止 

枝肉重量維

持及び向上 

死亡事故が肥育牛で７頭、繁殖牛で５頭発生し

ています。肥育牛は前年の２倍以上の発生とな

っていますので、見回り等の管理体制を見直し

てください。 

肥育成績は、県平均より安価な素牛を導入され

ていますが、枝肉重量は年々向上しており、去

勢では 497.8 ㎏となっていますので、飼料給与

などの飼養管理が適切に行われていると思わ

れます。このため、現在の管理方法を変更せず

継続して実行してください。 

死亡事故に関連して、腹づくりができていない牛に対して、

急激に濃厚飼料を月 1kg 以上増給しすることにより、肝機

能の低下が早くから生じ、事故も多くなる事例もみられま

す。一方で、腹づくりを意識するあまりに、肥育前期の濃厚

飼料給与量を制限しすぎ、後の期間で挽回できなかったり、

濃厚飼料過多により牛の事故につながったりする場合もみ

られます。肥育前期の粗飼料多給は必要ですが、各県等が

作成しているマニュアル等を参考に、引き続き計画的な飼

料給与を心がけて下さい。 

 

５．事故防止の行動観察の改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 
牛床環境の

改善 

 

死亡事故の原因は急性鼓脹症で牛床の交換が

遅れていることが原因として考えられます。た

い肥センターやご自身の畑への還元では足り

ていない状況のため、耕種農家へのたい肥の受

け入れ先を検討してください。 

常時平均飼養頭数が 490 頭以上の大規模経営で、R5 年の事

故頭数が 8頭、R6 年で 3頭と、毎年無視できない頭数の事

故が起こっている。その原因が敷料交換の不十分というの

は、経営としての根本的な問題だと考えます。近年、おが粉

価格が高騰して手に入りづらいことも聞きますが、やはり

清潔な牛床は、牛だけではなくそこで働く人間の健康やけ

がの防止のためにも不可欠です。また、アンモニア濃度が

高まると、牛の呼吸器系の疾病にもつながり、肥育成績の

低下も引き起こしかねません。堆肥舎のストック可能容積

を牛舎規模に合わせて拡大するとともに、堆肥の外部販売

が可能な施設整備を検討してください。 

２ 事故対策 

事故対策 

 死亡事故が 3頭発生していますが、死亡以外

にも発育不良と思われる個体が見られます。 

 こまめな掃き寄せで飼料のロスを防ぎなが

ら、飼槽の残飼量や食い込みを確認して個体毎

の管理を行ってください。また、ＩＣＴ機器も

取り入れられていますので、牛舎での記録や従

業員との情報共有を行いながら事故対策に取

り組んでください。 

全般に良好な肥育成績で、肉質等級もしっかり確保された

上で、枝肉重量は R5 年が 591.0kg、R6 年が 588.9kg、日増

体重が 0.90 と 0.91 という大変高い水準です。肥育開始時

体重が R5 年 342.5kg、R6 年 340.4kg、開始月齢は 9.0 と 9.1

なので、増体能力が高いもと牛をそろえた上で、肥育初期

に適切な飼養管理をされていて、上手に食い込みの良い牛

を作られていると思われます。一方で、残飼の発生につい

ては、強い牛が過剰に配合飼料を摂取していないか、反対

に十分に食い込めない弱い牛が発生していないか等の行動

観察が重要です。ICT 機器を導入されているともことです

ので、記録に基づいた個体管理を心がけてください。 
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３ 

死亡事故の

発生をなく

す 

当期は死亡事故が 1 頭発生しています。その分

の 1,051 千円の損失となっています。100 頭規

模ですので、死亡事故は 1頭でも発生しないよ

うな管理をしなければなりません。 

具体的には、以下のようにします。 

（１）農繁期は本人が従事する時間が少なくた

るため、毎日作業スケジュールを時間単位で作

成し、妻と毎日確認する。 

（２）銘板を牛房ごとに設置し、飼料給与量を

牛房の通路側の壁に書いてある分かるように

する。 

（３）1 日の管理作業終了後、チェックシート

に記録する。 

枝肉重量は 500kg 以上をしっかり確保され、肉質評価も高

い水準を維持していることから、基本的な肥育技術は優れ

たものを持っていると推測される。耕種部門との作業競合

など忙しければ忙しいほど、整理整頓され清掃が行き届い

た牛舎を心がけることは、牛にも人にも優しい環境となり、

作業速度の向上や安全性の確保につながる。また、日常の

確実な個体観察（採食・飲水・休息等）と記録（飼料給与

量 ・残飼量 ・治療履歴等）、現場での指導内容にあるように、

作業を共にする者（ここでは奥様）と相談し作業スケジュ

ールを作成するなど、肥育ステージ毎に事故率低減の対策

を検討することことを習慣づけることが重要です。また、

何よりも本人の作業負担が過重にならないように心がけて

下さい。 

４ 事故対策 

素畜費が県平均よりも９万円高くなっていま

す。子牛市況は下がってきておりますが、市場

平均が下がったからと言って今までと同じレ

ベルの子牛を導入するのではなく、収益が出る

価格帯まで抑えるよう注意してください。 

 また、残念ながら大幅に飼料費が下がること

は期待できませんので、今後は現在の生産費で

経営を成り立たせるように経営計画を見直す

必要があります。 

 

事故の発生が続いております。前期で 2 頭

（2.8％）、当期で 1 頭 （1.4％）となっており、

70 頭規模では 1 頭でも発生すると大きな収入

源となり経営に大きな影響を与えます。 

 異変があれば速やかに管理獣医師や家保へ

連絡するとともに、日頃の観察時間を確保する

とともに夜間の見回りを行ってください。 

 牛房の記録板に異変や治療歴を記入するな

ど家族での情報共有を図り、事故対策取り組ん

でください。 

肥育開始月齢が R5 年と R6 年ともに 9.0、開始体重は

308,6kg と R6 年 321.6kg から推測されるもと牛の能力は高

く、日増体重は R5 年 0.85、R6 年 0.87、枝肉重量は 551.4kg

と 568.4kg と高い。指導に見える 「同じレベルの子牛」は、

同じ価格帯の子牛という意味と推察されるが、指導にもあ

るように、価格ではなく自分の求める能力で合わせること

が経営的には重要。まずは、自分の肥育技術を信じてもい

いのではないか。死亡事故については、牛房内で同居牛間

の闘争行動や強弱による食い負けなども、飼料設計通りの

餌が食べられないという意味では、弱い牛のみならず強い

牛にとっても疾病リスクを高め、肉質・歩留まりを低下さ

せる原因となります。毎日の観察と記録によって事故原因

を把握し、関連機関とも相談しながらリスクを少しでも減

らすような取り組みを行ってください。 

 

６．施設・設備等の環境改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

牛舎環境の

改善 

事故発生の

防止 

牛舎環境の改善 

・これまで人手不足感がつよく、通路、水槽、

飼槽の清掃に手が行き届いていない様子が見

られていましたが、少しづつ改善されています

ので、今後も継続してください。 

・牛床の環境については、堆肥舎が一杯になっ

たことから堆肥の交換ができないという状況

が発生しないよう、伊万里市、振興センター等

関係機関と連携し、絶えず搬出先を探す努力を

行ってください。 

・夏の暑さについて、屋根への散水、牛舎内へ

のミスト状散水など、来年度への対策も含めて

検討してください。 

事故発生の防止 

・令和 5 年度では事故が 8頭、直近では 1頭発

生しておりますが、死亡事故は損失に直結しま

す。 

・貴殿による毎日の確認だけではなく、雇用者

の誰でも異変に気づけるよう連絡ノート等、形

に残る状態での情報共有を図ってください。 

・特にこれからの農繫期では貴殿がオペレータ

ーとして牛舎を離れる時間が長くなると思い

ますので、情報共有を徹底して行える環境づく

り （連絡ノート等の作成）と、意識づくり （雇

用者への報告、連絡、相談の徹底）を行ってく

ださい。 

雌の肥育成績はほぼ平均的なレベルであるが、去勢は枝肉

重量が R5 年 500.4kg、R6 年 491.4kg で日増体重も R5 年、

R6 年ともに 0.74 と物足りない。指導内容にもあるように、

近年の夏季の高温は肥育牛の増体を停滞させるので、施設

面での改善は重要です。事故対策としては、飼槽 ・飲水器を

清浄に保ち、敷料を適切に交換するなど牛舎内の清掃の徹

底を図った上で、可能な対策についてかかりつけの獣医師

や指導機関と相談することが大切です。特に急に事故が増

加した際には、記憶だけでだけではなく実際の記録に基づ

いて雇用者に指示を出すことや問題点、対策についての情

報共有に務めて下さい。 
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２ 
牛舎環境の

改善 

牛舎環境の改善 

・牛舎内の環境は通路や飼槽、水槽をきれいに

されているかと思いますが、ハエが目立ち牛床

も汚れが目立ちます。 

・牛床の環境については、堆肥舎が一杯になっ

たことから堆肥の交換ができないという状況

が発生しないよう、伊万里市、振興センター等

関係機関と連携し、絶えず搬出先を探す努力を

行ってください。 

・また、堆肥の搬出先を探すにあたっては良質

な堆肥であることが重要ですので、1 カ月に 1

回全体を切り返す等、計画的に堆肥の切返しを

行ってください。 

・換気扇の向きを通路側に向けて風通しが良く

なるという助言もありましたので、検討してく

ださい。 

敷料の交換やハエの発生が指導されていることから、牛舎

環境、特に牛床の衛生管理に問題があるものと推測される。

特にアンモニアは臭気の問題以上に牛の気道や肺の粘膜を

損傷し、局所免疫を低下させ、風邪などの呼吸器疾患にか

かりやすくするために、牛床は清潔に保ち、牛舎内の換気

を良くし （特に冬場）、牛舎内のアンモニア濃度が高まらな

いように配慮する。ハエの多発については、牛伝染性リン

パ腫の媒介等主要な衛生害虫であり、牛のストレスの原因

ともなるので、積極的な駆除が望まれる。駆除法としては、

ハエ取りシートによる捕殺の他に、脱皮阻害剤等の活用を

検討することが挙げられるが、何よりも牛舎内のこまめな

清掃と除糞、適切な堆肥化処理と堆肥の積極利用による堆

肥を溜めない循環サイクルの確立が重要である。 

３ 

・平均出荷生

体重 

 

 前 年

(770kg)より

もやや減少

(758kg)して

いる。 

 

・歩留等級 A

率及び肉質

等級 4・5率 

 

 前年に引

き続き両方

とも 100%を

達成してい

る。 

 

・事故頭数に

ついて 

 

 前年度は 1

頭だったが、

当年度は事

故0を達成し

ている。 

・飲水については、牛は 1 日に 30ℓ以上の水を

飲み、飲水量が少ないと採食量を減少させ、肥

育成績の低下や疾病の発生を招く。飲水器の汚

れは、病原性微生物の伝搬経路となるため、夏

場は特に清潔に保つように心がける。 

常に新鮮で衛生的な水を自由に飲める環境を提供すること

は、夏場の採食量の維持や疾病の防止につながる重要なポ

イントです。飲水については、指導内容にもあるよう j に

牛は１日に３０リットル以上水を飲み、飲水量が少ないと

採食量の低下や消化器系の疾病を招きます。群で飼養する

場合は、個体毎の飲水量の確保は飼料摂取量や増体のバラ

ツキの原因を減らすことになるので、飲水器の増設や拡張

などの対策を行うことは重要となります。実際の牛舎では、

牛の食べこぼしやふん尿などで飲水器自体が汚れており、

非衛生的な環境となっている場合があるので、こまめな清

掃が必要です。牛舎の構造上、飼槽と飲水器の位置関係を

離すことができない場合は、牛の口から飼料が飲水器に入

り込むことを防ぐために、飼槽と飲水器の間に縦に仕切り

棒を設置して、飼槽から直接飲水器に口を突っ込むことが

できなくした事例がありますので工夫してみて下さい。 

４ 暑熱対策 

暑熱対策 

 令和 6 年度の 9 月、10 月出荷分において枝肉

重量が他月の出荷と比べると 20kg 程度少なく

なっています。 

 年によって夏の暑さに異なりはありますが、

夏負けによる喰い止まりが推察されますので

シーズン前に細霧装置等の暑熱対策や、早期の

ビタミンＡ投与等、ＪＡ及び振興センター、か

かりつけの獣医師等と相談して対策してくだ

さい。 

暑熱対策の基本は、牛舎に大型の換気扇 （送風機）を設置す

ることや、常に新鮮で衛生的な水を自由に飲める環境を提

供することです。牛は暑さに弱い動物なので、暑熱対策の

有無は、採食量にも大きく影響しますので、牛舎内に温湿

度計を設置するなど天候に応じた畜舎内温度管理を心掛け

ましょう。換気扇にタイマーを設置すれば、効率的な管理

も可能となります。敷料の汚れや換気扇がなく臭気が籠っ

ているところ、牛舎周辺の地形や竹林などの植生のために、

風通しが悪くなり暑熱対策ができないところなど、疾病の

発生のみならず増体・肉質などの肥育成績の低下につなが

るので注意が必要です。細霧装置の設置や、寒冷紗、屋根へ

の石灰塗布等の対策もあります。一方で、費用面等もあり

難しい場合は、飼料給与回数を通常より増加し、第一胃内

が急激に発酵しないように努めたり、飼料給与時間を涼し

い時間帯に変更するなど、飼養管理面での工夫を実施する

ことの大切です。 
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７．肉質歩留等級の改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

飼料給与プ

ログラムの

確認 

飼料給与プログラムの確認 

・飼料給与プログラムを変更する時は、独断で

変更せずJAや振興センターの担当者に相談し、

これまでの給与記録を確認して給与量や種類

を決定し、全体の給与計画を見直してくださ

い。 

・給与計画を作成したら、計画通りに給与して

ください。 

雌肥育で R5 年の A4 ・5率は 87.5、R6 が 66.7 と低い水準で

す。R5 年の肥育開始時体重が 240.5kg と小ぶりであったの

に対して、R6 年は 273,7kg と平均以上であったにもかかわ

らず、R5 年の枝肉重量は 395.5kg、R6 年は 394.7kg とこち

らも大変低い水準になっています。もと牛の良し悪しでは

なく、給与メニューや給与方法の問題が大きいと推測され

ます。是非、指導内容にあるように周囲の指導機関や獣医

師の助言を得ながらこれまでの給与記録を検証して、飼料

給与プログラムの見直しを行ってください。また、実際の

給与の場面では、目分量になっていないか、給与量を正確

に図るくふう （バケツやひしゃくなどに計量線を入れる等）

をして下さい。 

２ 
肥育技術向

上 

令和 6年には血液検査等による改善の取組の成

果検証ができるようですので、その結果に基づ

いて飼料給与メニューを作成して確実に実行

し、記録を残してください。 

肥育開始体重が去勢で R5 年は 270.7kg、R6 年で 280.9kg と

比較的小さい牛を導入されていることがうかがわれる。一

方で、枝肉重量も R5 年は 463.0kg と R6 年は 480.1kg とも

う一歩の増体が望まれるところです。A４・５率は R5 年の

去勢で 88.6 が R6 年で 94.4、雌では 85.0 と 91.7 と向上傾

向がみられます。格付けに関連したビタミンコントロール

については、獣医師の指導の下、一度定期的に採血し、代謝

プロファイリングテストを行うなどして、自分の給与技術

の確認を行った上で、飼料設計の見直しを行うことが望ま

しいのでデータに基づいた検討を続けて下さい。また、肥

育前期における粗飼料の質の問題や肥育後期の給与メニュ

ーに関しては、肝機能障害に注意し、血中の A/G 比や GOT、

GTP、BUN 等について、獣医師の診断の上で給与メニューの

検討を行ってください。 

３ 

自家産子牛

の成績向上 

自家産子牛の成績向上 

 令和 2年ごろより一部一貫に取り組まれてお

り、近年は自家産子牛の出荷頭数が増えてきて

います。令和 4年度と令和 5年度の成績を比較

すると去勢の成績は非常に伸長しており、外部

導入牛よりも BMS が優れている状態です。 

 しかし、メスについては外部導入よりも劣っ

ている状態であり、メスの育成方法について再

度検証が必要です。一貫では去勢もメスも肥育

する必要があるため、まずは飼料プログラムの

見直しを振興センターと共に行い、飼養管理に

区別をつけることから始めてください。 

自家育成では、発育初期の衛生管理や暑熱・寒冷環境等へ

の対応やエサとしては良質粗飼料の確保など、育成期の飼

養管理において通常肥育に比べて一層の注意が必要と思わ

れる。特に、一部一貫とのことで、市場導入のもと牛と自家

育成が混在している場合、育成～（腹作り）～肥育前期の期

間の飼い方をどちらに寄せてゆくのか、難しい点がある。

去勢については、肥育成績も安定しており、技術的には確

立されていると考えられるが、雌については枝肉重量や歩

留等級など若干不安定な部分もあると思われるので、日常

の観察と記録を徹底して要因について検討してください。 

 

８．出荷牛選定の改善 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

肥育日数が

12 日長くな

った 

1 頭出荷前に

死亡 

県指標 548 日に対し、152 日多く、全国平均よ

りも約 2.5 ヶ月多い。精肉店とのコラボで取り

組んでいる独自ブランド和牛肉を提供する必

要があるので、極端な肥育期間の短縮は難しい

が可能な範囲で短縮することを助言 

 

体調不良のためダイメトンを投薬し、休薬期間

中に死亡。自己判断ではなく場合により獣医師

に相談する事を指導 

肉屋さんとのコラボで出荷月齢の短縮が難しいとのことだ

が、日増体重が 0.8 を下回っていることから、少なくとも

最後の 1 ヶ月は肉質的にはそれほどの変化はなく、枝肉重

量の増加に対して飼料代が超過しているのではないでしょ

うか。指導内容にあるように、飼料高 ・資材高の中で、ブラ

ンドをどう維持してゆくかは難しい問題ですが、これまで

の肥育成績のデータ、特に出荷月齢とに肉質・枝肉重量の

関係を精査して、肉屋さんとともに生き残り戦略として出

荷月齢の早期化に取り組むことが、昨今の和牛肥育を取り

巻く情勢から需要なポイントだと考えます。また、延長さ

れた期間に事故が発生するリスクも高くなり、もと牛代と

それまでの給与飼料代、労働費、その他経費を失う損失も

共有するようにして下さい。 

 なお、ダイメトンは要指示薬だと思われますので、必ず

獣医師の指示のもとに使用するようにして下さい。 
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２ 
肥育日数の

選抜 

肥育日数の選抜 

・肥育日数の平均が令和 5年にかけて増加傾向

（609 日➡630 日）にあります。その分出荷体重

及び枝肉重量が増大傾向にはありますが、選抜

にあたっては1日当たりの損が発生しないよう

に適切に判断するよう、振興センター及びJAと

協議の上で選定してください。 

比較的高い価格で導入したもと牛を、昨今の飼料高・資材

高の中で肥育する場合に、少しでも枝肉重量を乗せて販売

価格を稼ぎたくなるところだが、指導にもあるように１日

の増価額とエサ代の関係をよく確認して、出荷時期の見極

めを行うことが重要となります。その際には、事故の発生

リスクを考え、いつ、どのような原因で起こっているのか

も整理して、かかりつけ獣医師や指導機関の助言を得なが

ら、たとえば肥育後期に起立不能や鼓腸症で倒しているな

らば、なおさら少し早めに出荷する判断も必要となります。 

３ 

・事故対策 

・肥育成績向

上 

・出荷重量は前期より低下しましたが、県平均

を上回る成績ですので、定期的に肥育成績を確

認しながら取り組んでください。 

出荷体重 808.4kg 前期 849.7kg 

枝肉重量 534.6kg 前期 546.8kg 

・事故は前期から改善されています。 

事故率 1.1％ 前期 5.2％ 

引き続き観察を徹底しながら、異常が見られる

場合には早めに獣医師等へ相談してください。 

R5 年の出荷月齢が 30.0 と今回の調査の中では若干長めで

あったが、R6 年では 29.0 と 1 か月改善している。出荷時

体重は 30kg 減少しているが、枝肉重量ではその差は 10kg

ほどであり、事故も減少しているなどの一定の効果が見ら

れます。一方、R5 の日増体重が 0.65 に対して R6 は 0.71 と

改善しているが、肥育開始時体重が R5 年 331.3kg、R6 年

335.6kg と大きなもと牛を導入していることを考えると日

増体重、枝肉重量には物足りなさがあります。肥育牛の栄

養管理では、肥育前期は、いわゆる 「腹づくり」の期間であ

り、タンパク質含量の高い良質の粗飼料を多給（例えばチ

モシー乾草を 9～12 か月まで日量 4kg 程度）する期間です

が、増体をコントロールすることも重要で、導入から 9 か

月 （約 16 か月齢）までの間に日増体量を 0.5kg 程度に抑え

た場合には、その後に増体量を高めても脂肪交雑が劣り、

皮下脂肪も厚くなることや、反対にこの期間の増体をよく

した場合（日増体 1kg 程度）、肥育後半の増体は鈍化して、

過食となって飼料効率も悪くなるといわれています。肥育

前期の日増体量を 0.75kg 程度にコントロールして、その後

に増体を高めることによって、飼料効率の面からも肉質の

面からも良い結果が得られています。 

 

９．獣医師等との連携 

項番 
生産者が抱

える課題 
指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 
肥育成績の

安定化 

・前期は事故が 4 頭出ており、事故率が 3.6％

と高くなっていましたが、当期は事故の発生は

なく改善されていました。 

・肥育成績は前期より向上していますので、定

期的に肥育成績を確認しながら取り組んでく

ださい。 

 出荷体重 785.0kg 前期 824.2kg 

 枝肉重量 545.8kg 前期 532.9kg 

肥育成績は、枝肉重量、肉質ともに一定の技術水準です。た

だ、飼養頭数 100 頭規模で年間４頭の事故は経営にとって

も大きな痛手となるので、個体毎の管理記録、衛生記録を

記帳して、どの時期にどんな原因で起きた事故なのか、か

かりつけの獣医師や指導機関とも相談し、事故率の低減に

努めてください。そのためには、日常の観察・記録は重要

で、牛房に記録ボードを設置し、治療歴など記録すること

や毎日の管理を実行したか確認できるようチェックシート

等記録できるものを作成するなど、現場での確認や振り返

りが出来る記録方法を周囲の優良事例を参考に確立し、事

故率０を目指すように心がけてください。 

２ 
死亡事故発

生の防止 

 

 

管理作業の開始と終了時に見回りを行い、従事

者が異常に気付いたらすぐに経営者に報告す

るように日頃からコミュニケーションを取る

ようにしてください。報告があったら、かかり

つけの獣医師に相談するなどすぐに対策を取

って下さい。 

事故率の低下のためには、日頃からの個体ごとの観察と記

録の共有が重要であることを現場で作業する全員で理解す

ることが大切です。特に、肥育後期の個体ごとの摂食量に

ついては、残飼料をチェックするなどして食い止まりに注

意してください。肥育中期以降、ルーメンアシドーシス傾

向になりやすいので嗜好性の良い良質な粗飼料の増給やミ

ネラル材の補給などについても検討して下さい。尿石症の

発生が多い場合は、鉱塩や水の補給に問題は無いか確認し、

ミネラルバランスに注意することも重要です。異常牛の早

期発見・早期治療に努める事が重要で、かかりつけの獣医

師との連携、日常的な情報共有を図るようにしてください。 
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３ 

基本的な飼

養管理、飼養

環境の徹底 

JA とともに給与マニュアル等の見直しをされ

ておりますので、まずはその内容を徹底して実

践してください。 

 当日、関係者からの指摘がありましたとお

り、下痢や咳をしている牛が見られますが、現

在の飼養環境では、異常牛の早期発見が難しい

状況です。また、牛の能力を最大限に発揮する

ためには、食べて飲んでゆっくり横臥する環境

整備が必要です。 

 ○敷料の早期交換を行う。 

（列ごとにローテーションをし、頻度を早め計

画的に行う） 

 ○良質堆肥の生産を行い、堆肥の搬出先等を

JA と検討する 

 ○給水器の汚れが目立つので毎日時間を決

めて清掃する 

 ○ハエの発生が目立つので畜舎全体の清掃

に努める。 

これらのことが計画的にできるよう日々の管

理、月次の管理を計画しチェックしてくださ

い。（いつ、どのくらいのペースでやるのか書き

出してください） 

肥育もと牛の導入にあたっては、疾病のリスクに注意し、

導入後の観察、衛生対策に努めることが重要です。基本は

個体観察で、疾病その他事故につながるリスクの早期発見 ・

早期対応に努めるようにして下さい。その際に重要となる

のはかかりつけ獣医師との連携です。そのためにも個体毎

の管理記録、衛生記録を記帳し、情報共有を図るようにし

て下さい。導入期における呼吸器病や下痢などの感染性の

疾病が危惧される場合には、臨床的な治療のみならず、適

切なワクチンプログラムについて獣医師と相談し、実施す

るように心がけてください。呼吸器系の事故に関しては、

牛舎内のアンモニア濃度が高まらないように注意すること

は重要で、アンモニアは気道や肺の粘膜を傷害し、局所免

疫を低下させ風邪等の呼吸器感染症にかかりやすくするた

め、牛床を清潔に保ち、牛舎内の換気を良くし（特に冬期

間）、牛舎内のアンモニア濃度が高くならないように注意し

て下さい。 

 

１０．その他 

項番 生産者が抱

える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント 

１ 

・本肥育経営

の特徴は、比

較的安価な

肥育素牛を

導入し、生産

コストの低

減を図りつ

つ、優良な肥

育技術で通

常の平均肉

牛成績をも

上回る肉牛

出荷で高所

得を得てい

る。 

・近い将来、

経営者（73

歳）が後継者

（長男）への

経営移譲を

考えている。 

・現状の飼養管理でも、後継者が主に作業を行

っているが、今後の経営移譲も考えて、後継者

の飼養管理技術の向上と経営管理に対する知

識や自覚の向上を図っていくような指導を実

施する。 

経営移譲については以下のような指導内容がみられたので

参考にして下さい。 

 

・現在息子名義の素牛を徐々に導入しており、親子間での

経営移譲を間近に控えています。経営規模は現状のまま維

持されるとのことですが、将来的には息子を中心とした経

営へ移行し、労働力の面での変動が予想されますので、今

のうちにＪＡ及び振興センターと共にＩＣＴ機器などの省

力化可能な機械装置を検討し、規模を維持できるように中

期的な経営計画を立ててください。 

 

・償還財源を確保し経営を継続するためには飼料給与方法

や管理作業ごとにマニュアルを作成して定期的に確認して

ください。来年には後継者への経営移譲を考えられており

ますので、これを機に今後の経営をどのようにしていくの

か中長期的な経営計画を立ててください。 

 

・労働力はほぼ両親の 2 名で担っていますが、今後は労働

力の低下が見込まれます。そのため、繁殖部門の継続を含

めて今後の経営方針を定めるなどの関係機関と連携を取り

畜特資金の償還を含めた経営改善計画を作成してくださ

い。数年後の経営継承が円滑に行えるように以下の二点を

留意しながら経営継承計画を作成してください。 

・償還額の返済目途 

・飼養管理技術の継承 
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２ 

①現在のコ

スト低減対

策（素牛低

減、飼料費の

低減） 

 

②給与粗飼

料の成分分

析 

①これまで、素畜費、飼料費、労働費などほか

の経営より高コスト体質であったため、高い販

売額でありながら収支が取れない状況が続い

ておりました。（P５参照） 

 

 しかし、令和４年頃より意識的に素畜費の低

減を図られ、また、雇用も１人減とされ、経費

の節減を図られております。また、今年に入り

粗飼料を高価格のチモシーから、自給粗飼料

（イタリアン、WCS）へと変更されておりコスト

削減の努力をされております。この対策を引き

続き継続してください。また、素畜費低減の成

果が令和６年、７年の出荷牛から見られますの

で、今後も引き続き出荷成績等について検証し

てください。（P9 参照） 

 

 

 

②上述のとおり、肥育前期のチモシーの給与を

やめられ自給粗飼料を給与されるようになり

ました。診断時にも言いましたが、まずは自給

飼料の成分分析、コスト分析を振興センターや

畜産試験場とともに実施してください。確実な

技術を持たれておりますので、現在のコスト低

減対策の成果が出れば経営の改善 ・向上が期待

されます。 

飼料費について、一貫経営に関して以下のような指導内容

がありました。 

 

繁殖部門については小頭数でも技術、労働力、飼料代、施設

が必要ですので、繁殖部門を継続するのか JA と十分に話し

合ってください。なお、子牛市況を考慮すると全量購入飼

料では、繁殖部門の収益を得るのも困難ですので、繁殖部

門を継続するのであれば、自給飼料の確保が必要です。他

の農家との連携による稲わらの収集や安価なわらの購入を

通じて、コスト削減に取り組んでください。また、堆肥の処

理も課題となっておりますので、堆肥の供給などに有効に

活用してください。 

３ 

規模拡大に

伴う償還計

画の確認 

今後、増頭していくため飼料費などの経費は増

えますが、その分販売がない時期が続くため１

～２年は資金繰りに注意することが必要です。

販売時に償還財源を積み立てるなど計画的な

償還に努めるとともに、資金借入時の償還計画

などを確認しながら、定期的に収支把握に努め

てください。 

 耕種部門もありますが、経費等の区別管理が

されていませんので、畜産部門を分析するため

に、今後は耕種部門との区別管理に取り組んで

ください。 

複合部門での会計処理に関連した項目として、他に以下の

ような指導内容がありました。 

 

・肥育部門も繁殖部門も規模が大きいですが、同一の会計

処理となっているため、部門ごとの収支が不明瞭となって

います。今後の収益を上げるためには部門ごとに課題を把

握する必要がありますので、部門ごとに仕訳を行ってくだ

さい。 

・経営の収支については繁殖部門、肥育部門及び稲わら販

売に区分して仕訳を行い、各部門での収支を把握するよう

にしてください。畜産のみの経営を見ますと、赤字の 1,799

千円となります。しかし、稲わら収支を含める経営全体で

見ますと 11,915 千円の差益が出ており黒字となります。た

だ、畜産のみ経営で黒字または足し引きゼロに持っていけ

るように上記のことに取り組んでください。 

・自家産肥育により肥育牛を出荷するまでは子牛の経費が

回収できない状況です。繁殖部門と肥育部門での経費を把

握し、部門ごとに収支を確認して、経営全体での所得がど

れだけ確保できてきるのかを十分検討してください。今後、

規模拡大を行うのであれば、適正な牛舎構造や繁殖・肥育

の飼養規模に見合った労働力が確保できるように後継者と

話し合った上で JA、振興センターの協力を得ながら行うよ

うにしてください。 

・ 肉用牛の一貫経営では収益が得られるまでの期間が長

くなるため、その間の資金が滞留しやすく、資金繰りには

十分注意が必要です。繁殖・肥育部門のそれぞれの成績が

影響しますので、現在の成績を基に生産費調査を利用して

試算すると令和 8 年まで約 25 頭の販売頭数となり、収益は

150 万円程度となります。収益を向上させるためには、子牛

生産費や肥育牛生産費の削減や肥育牛販売額の向上を図る

と同時に外部導入を行うなど販売頭数を増やす取組も必要

ですので、畜産部門に求める収益から経営計画を見直して

ください。 
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Ⅴ．表中の生産技術項目の内容  
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１．酪農 

項 目 名 記 入 要 領 

期首経産牛飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での経産牛飼養頭数 

外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 

事故廃用頭数 当期に廃用となった経産牛の頭数 

未経産牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をして経産牛になった頭数 

期末経産牛飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での経産牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した経

産牛の頭数 

受 胎 に 要 し た 種 付 回 数

（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 

分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した経産牛の分娩間隔の平均値 

供用年数（平均値） 当期に廃用となった経産牛のうち、未経産牛の外部導

入および自家保留であった牛の更新年数の平均値 

産次（平均値）※期中分娩

牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および

自家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導入

牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均

値 

子牛事故率※流産・奇形、

死産 

当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であっ

た牛の割合 

 
２．肉用牛繁殖 

項 目 名 記 入 要 領 
期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での成雌牛飼養頭数 
外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 
事故廃用頭数 当期に廃用となった成雌牛の頭数 

育成牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初回種付をして成雌牛になった頭数 
期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での成雌牛飼養頭数 
常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した成

雌牛の頭数 

受 胎 に 要 し た 種 付 回 数

（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 
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項 目 名 記 入 要 領 

分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した成雌牛の分娩間隔の平均値 

供用年数（平均値） 当期に廃用となった牛のうち、未経産牛の外部導入およ

び自家保留であった牛の更新年数の平均値 

産次（平均値）※期中分

娩牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および自

家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導

入牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均値 

子牛事故率 当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であった

牛の割合 

出荷頭数 当期に出荷された子牛（去勢、雌）の頭数 

出荷日齢（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢の平

均値 

出荷体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷体重の平

均値 

出荷日齢体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢体重

の平均値 

 

３．肉用牛肥育 
項 目 名 記 入 要 領 

期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での肥育牛飼養頭数 
外部導入頭数 当期に外部導入された肥育牛の頭数 
自家保留子牛の繰入れ 当期に自家保留子牛から肥育牛に仕向けた頭数 
事故頭数 当期に事故出荷・事故廃用になった肥育牛の頭数 

出荷頭数 当期に正常出荷された肥育牛の頭数 
期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での肥育牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 
（期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した肥

育牛の頭数 

肥育開始月齢（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時月齢

の平均値 

肥育開始体重（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時体重

の平均値 

出荷月齢（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷月齢の

平均値 

出荷生体重（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷生体重

の平均値 

肥育日数（平均値） 当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の肥育日数の
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項 目 名 記 入 要 領 

平均値 

１日当たり増体重（平均

値）※肥育期間における 

当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の１日当たり

増体重の平均値 

枝肉重量（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の枝肉重量の

平均値 

歩留等級 A 率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち歩留等級が

A の牛の割合 

肉質等級４・５率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち肉質等級が

４以上の牛の割合 

事故率 
ここでは事故頭数/常時平均飼養頭数×100 により算出

した値を事故率としている 
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